
























































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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序章　闇やみに動きだす者達









　日本列島近海にある広大な人工島、ニューアヴァロン島。

　その上に築かれた、新進気き鋭えいの国際都市アヴァロニアには、闇がある。

　当たり前を生きる者達の凝こり固まった常識では、及およびもつかない世界がある。

　その少女が佇たたずんでいるその場所は、明るく華はなやかな都市の人知れぬ裏側──混こん沌とんの闇色が常識を脆もろくも蝕むしばむ世界の渦か中ちゆうであった。

「《さぁ、出いでよ・──》」

　時分は草木も眠ねむる深夜──少女は言った。古ケルト語でそう言った。

　見上げれば、そこは遥はるか天高く聳そびえる摩ま天てん楼ろう達の隙すき間ま、その底の闇の中。

　少女の言葉は、言こと霊だまとなって世界へ語りかけられ、その有様を変質させる。

「《いざ、出でよ・原初なる恐きよう怖ふ・暗闇より生ずる者・忌き避ひと禁きん忌きの象しよう徴ちよう・──》」

　少女が謳うたう。謳うように言霊を紡つむぐ。

　古ケルトドルイドに口伝される魔法『樫かしの木の秘ひ儀ぎ』、それを源流とする『生命の樹セフイロト』によって定義される王冠ケテル、知恵コクマー、理解ビナー、慈悲ケセド、峻厳ゲブラー、美テイフアレト、勝利ネツアク、栄光ホド、基礎イエソド、王国マルクト──十の霊域セフイラ。インドヨガ密教では、チャクラと呼ばれる人体の霊れい的てきスポット。

　樫の杖つえを掲かかげる少女の霊域セフイラをマナが循じゆん環かんし、星気光オーラへと昇しよう華かされる。

　そして、その少女の身体からだから溢あふれ立ち昇のぼった星気光オーラは、紡がれる言霊に応じてコンクリートの地面へ、トリケトラの魔ま法ほう陣じんを描えがいていった。

「《汝なんじらは蒙もうを啓ひらきし人の意によりて、識の深しん淵えんへ追いやられし者達・なればこそ我は命ず・夢見閉とざす暗あん愚ぐなる人・其その畏おそれのままに・其の恐おそれの顎あぎとを開け・──》」

　魔法陣の形成と共に、黒い風が巻き起こり、少女の全身を覆おおう黒いローブの裾すそを、ばさばさとはためかせる。

「《いざ──》」

　やがて、少女が杖を魔法陣へ突つくと、空間が巨きよ大だいな爪つめで搔かいたかのように裂さけ、その闇の虚こ空くうから特とく濃のうの闇が影かげのように広がった。

　それは『隙間』だ。この世界に『隙間』ができたのだ。

　その『隙間』を押し広げてざわざわと広がる影は、まるで、生き物のように動いては千切れ、細切れの小さな影と化していく。

　そうして生まれた無数の小さな影は、まるで蜘く蛛もの子を散らすように街中へと散っていき……やがて、夜の闇へ消えていくのであった。

「ふぅ……まぁ、今はこんなものでしょうか？」

　少女が嗤わらう。くすりと嗤う。まるで楽しい悪戯いたずらを思いついたような幼子のような。はたまた愛いとしい者を待ち焦こがれる乙おと女めのような。

　むせ返るほど匂におい立つ妖あやしさの中、微かすかにそんな純じゆん粋すいさを漂ただよわせて。

　少女はただ、闇の中に嗤い続ける。

「ふふっ、アーサー王継けい承しよう戦？　湖のダーム・貴婦人デユ・ラツク？　……糞くそ食くらえだわ。あの穢けがらわしきウーサーの血統も、姉様達のくだらない意思も、皆みんな、皆、滅ほろべばいい。さぁ！　精々踊おどりなさいな！　この虚きよ飾しよくに満ちた欺ぎ瞞まんの舞ぶ台たいで踊る哀あわれな演者達。奏者は他ほかでもない、この私。全すべてはこの私の掌てのひらの上。くすくすくす……あは、あははははは……っ！」

　人知れぬ、識も知れぬ深淵の闇の中、少女はただ一人嗤い続けるのであった。

　知る人ぞ、知るだろう。

　彼女の名は、鳴なる瀬せつぐみ──またの名を、モルガン＝ル＝フェイという。




　人知れぬ、国際都市アヴァロニアの闇の中。

　──今、悪あしき魔女の思おも惑わくが動き始めていた。








第一章　ロクでなし共の賛歌









《アーサー王継承戦》と呼ばれる戦いがある。

　古いにしえの英えい雄ゆう王アーサーの血を引く十一人の継承候補者の中から、世界を統すべる真のアーサー王を決定する壮そう絶ぜつな競きそい合いであり、魔法儀式だ。

　かつて伝説の時代、アーサー王を教え導いたという半人半妖よう精せい存在、湖のダーム・貴婦人デユ・ラツク。

　この科学技術が発達した現代社会の陰かげで密ひそかに生きる彼女達が、とある目的のためにこの戦いを企き画かくし、各国政府や有力企き業ぎようを裏から操あやつり、その舞台──人工島ニューアヴァロンを、もっとも霊脈的に条件の合がつ致ちする日本近海に作ったのだ。

〝アーサー王となれば、《王権》、《武力》、《富》、《家臣》──この世の全てを問答無用で支配できる、絶対的で圧あつ倒とう的な力が手に入る〟。

　十一人のアーサー王候補者達の家に代々伝わるそんな伝説と、湖のダーム・貴婦人デユ・ラツク達の誘さそいに導かれ、今、このニューアヴァロン島には続々と継承候補者達が集まっている。

　そして、継承候補者同士の激げき突とつは、早くもこの人工島の各所で始まりつつあった──




「さて……この継承戦で、恐らく最強の《王キング》だった九く条じようは──ブッ倒たおした」

　ニューアヴァロン島の上に築かれた、国際都市アヴァロニア。

　その第三エリア、キャメロット国際学園本館校舎の閑かん散さんとした廊ろう下かにて。

　真ま神がみ凜りん太た朗ろうは不敵な笑えみを浮うかべながら、独りごちていた。

　彼は、伝説時代最強の魔法使いであり無む双そうの武人たるマーリンの転生者であり、アーサー王継承候補者たる《王キング》の一人、瑠る奈なの陣じん営えいについて戦う、かぶき者である。

　最強の《騎士ジヤツク》ランスロット卿きようを従えた最強の《王キング》、九条＝グローリア＝蒼そう馬まとの戦いから、すでに数日が経たっていた。損傷と疲ひ労ろうもある程度、癒いえ、そろそろ次なる行動へと移るべき……凜太朗はそう判断していた。

（正直……今、考えてみれば、あの勝利はイマイチ釈しやく然ぜんとしねえが……）

　例えば、学園の生徒達を魔法で操り、自分達を襲おそわせたのは誰だれだったのか、とか。

　例えば、最後の決戦場──カムランの丘おかの異界を作ったのは誰だったのか、とか。

　魔法には疎うといはずの九条には不可能な、説明のつかない現象や状じよう況きようの記き憶おくが、凜太朗にいまいち腑ふに落ちないものを与あたえているが……今は考えても仕方ない。

「さて、次はどう動くか。　……そうだな。まずは、これからますます激化する戦いに備えて、最優先で対処せにゃならない事案がある」

「そうね。私も同じことを考えていたわ」

　凜太朗の隣となりを颯さつ爽そうと歩く、鮮あざやかな金きん髪ぱつ碧へき眼がんの少女が、うんうんと頷うなずく。

　そこに立っているだけで、周囲がはっと息を吞のむ華を咲さき誇ほこらせるこの少女こそ、瑠奈＝アルトゥール──凜太朗が家臣として仕えている《王キング》であった。

「やっぱり、絶対、アレは必要よね！　凜太朗！」

「ああ、アレは必要だよな」

　凜太朗が微かに頰ほおを緩ゆるませて応じる。今まで友人と呼べる存在が皆かい無むだった凜太朗にとって、誰かとこういうやりとりをするのは、なんかこそばゆかった。

「そう──俺達には、アレが必要だ……ズバリ、戦いの根こん拠きよ地ちが！」

「そう──私達には、アレが必要よッ！　ズバリ、選挙活動ッッッ！」

　だが、二人は根本的には嚙かみ合ってないので、基本、何もかも台無しであった。

「そうよ！　もうすぐ生徒会長選挙戦ッ！　この学園の生徒会長たる私の権力を、引き続き盤ばん石じやくにするためにも、そろそろ動くべきだわッ！　凜太朗ッ！　行くわよ！　今回の生徒会長選挙戦の対立候補者達の身辺を根ね掘ほり葉は掘ほり調べまくって、スキャンダルを捏ねつ造ぞうし、大ネガティヴキャンペーンを実行するわよ、あっはははははははははーーっ！」

　瑠奈はやたら悪い顔で嬉き々きとして、凜太朗の手を引いて、駆かけ出そうとして──

「違ちげぇよッ!?」

「うっきゃあああああああああああああああーーッ!?」

　凜太朗はそんな瑠奈の手を取り返して、ぐるりとその場で回転しながら瑠奈を背負い、鮮やかに投げ飛ばしていた。

「アホか、俺達は戦争やってんだぞ!?　ンなことに構ってる場合じゃねーだろッ!?」

「どうでもいいって何よ!?　私はこの学園の王よ!?　王の座から追い落とされるかもしれない不安を解消せずして、おちおち継承戦なんかやってらんないっ！」

「ぁあああああああああ、もぉおおおおおおおおおおーーッ！　俺、どうしてこんなやつの陣営についちまったんだろうなぁあああああああーーっ!?」

「申し訳ありません……貴方あなたには本当に色々と苦労かけますね、凜太朗」

　頭をかきむしって吠ほえる凜太朗を労いたわるように、学園制服姿のケイ卿が呟つぶやく。

　彼女は、瑠奈の《騎士ジヤツク》。

《王キング》たる瑠奈によって召しよう喚かんされた、伝説に名高き本物の《円えん卓たくの騎士》であった。

「なんだかんだ、瑠奈の手た綱づなを取れるのは貴方だけです。どうかよろしくお願いします」

「早くもくじけそうだよ、くそぅ！」

　そして、気を取り直して瑠奈に振ふり返り、凜太朗はまくし立てた。

「あのな、瑠奈！　俺達に必要なのは、安全に休息できて、戦いに備えることができる根拠地だ！　もう、いつ新手の《王キング》が、俺達に戦いを仕し掛かけてくるかもわからん……そんな状況なんだ！　瑠奈、お前、今、どこに寝ね泊とまりしてる？」

「どこって……キャメロット国際学園の女子寮りようだけど？」

「それが甘いんだよ。お前に仕掛けてくる次の《王キング》が、九条みてえに積極的に《王キング》殺しを狙ねらうやつで、しかも、そいつが冷れい酷こくな見境なし野や郎ろうだったらどうする？　そんなやつに、夜、寝込みを襲われたらどうする？」

「！」

　凜太朗の言わんとしていることを理解した瑠奈が、目を見開いて押し黙だまる。

「確かに継承戦の戦いが行われるのは夜だ。基本、そういうルールだしな。だから、本来はこれも甘いが、学園に通うのを止やめろ……とまでは言わねえよ。だが、夜、寝泊まりする場所くらいはもう変えろ。別に、俺は関係ない連中がいくら戦いに巻き込まれてくたばろうが、どーでもいいんだが……どーせ、お前は気にするんだろう？」

「……そうね。この学園の生徒は、すべて私の家来！　私の可愛かわいい臣下達に危害が及およぶのは、王として見過ごせないわね！」

　ナチュラルボーン上から目線な瑠奈に、ジト目を返しながら凜太朗が続ける。

「まぁ、そゆことだ。周囲のためにも、俺達自身のためにも、安全に寝泊まりできる場所……根拠地が必要ってわけだ。俺達はなるべく昼夜問わず行動を共にすべきだ」

「それって……ひょっとして同どう棲せいのお誘い？　きゃーっ！　凜太朗ったら大だい胆たんっ！」

「違ぇよ!?　あれ!?　いや、違ちがわないのか!?　ええい、とにかくだッ！」

　これまでの人生、世の中全てを舐なめ腐くさり、斜しやに構え、あらゆる者達を手玉に取ってきた凜太朗だが……どうしても、瑠奈の主導権だけは取れない。どうしても。

「今日の放課後は、その根拠地を探して不動産巡めぐりをするからな!?」

「と、言ってもねぇ。お金はどうするのよ？　こういうのって結構かかるでしょ？　私はアルトゥール家から勘かん当どう同然の身だから、実家の支し援えんをまったく受けられないし」

「……は？　一体、何をうっちゃらかしたんだよ、お前？」

「別に？　ただ、父様がムカついたから、ボコって、吊つるして、晒さらしただけだけど」

　仕える相手をいよいよ本気で間違えたな……そう真顔で思う凜太朗であった。

「まぁ、それはともかく。そうよねぇ、どこに王としての居城を構えるか……考えてみれば、重要ね……問題は資金なんだけど……」

　瑠奈が、ぶつぶつ呟きながら、何事かを真しん剣けんな表情で考え始める。

「ふむ。やっぱ、略りやく奪だつ？　銀行とか？　征せい服ふく地への略奪もまた王の特権……」

「おい、やめろ馬ば鹿か」

　すると、凜太朗がジト目で呻うめきつつ、懐ふところから何かを取り出し、瑠奈へと放ほうった。

　それは一冊の預金通帳であった。この国際都市アヴァロニアで、各国際企業を相手に多額の融ゆう資しを行う世界的な秘密主義銀行、英国リネット銀行のものだ。

「ほれ。お前にやるよ。当面の軍資金だ」

「ぇえええええーーッ!?　何コレ!?　０が残像みたいに並んでるわ!?」

　その通帳に記き載さいされた金額に、思わず目を剝むく瑠奈。

「あわ、あわわわわ……わ、私のバイトでは一生稼かせげそうにない額が……ッ!?」

　凜太朗と瑠奈のやり取りをそっと見守っていたケイ卿も、瑠奈の背中越ごしに通帳を覗のぞき込み、羨せん望ぼうと憧どう憬けいの目で並ぶ数字を見つめている。

「ねぇ、凜太朗……ひょっとして、貴方の家って、富ふ豪ごうか何かなわけ？」

「バカ言え。一いつ般ぱん的な中流家庭だよ」

「一般的な中流家庭の学生が持ってていいお金じゃないんだけど？」

「俺がここに来る前、本州の学校に通っていた頃ころ……学校サボって一年間くらい、世界各地を放ほう浪ろうしてたことは話したっけか？　その金は、その放浪生活の片手間に、スマホ使ってＦＸで稼いだもんだ」

　とんでもないことを、さらりと言う凜太朗であった。

「今の時代、金なんざ、あんなクソゲー適当にポチっときゃ、いっくらでも稼げる……本当にイージーな世の中になったもんだぜ」

　凜太朗の前世──世界最古にして最強の魔法使いマーリンから受け継ついだ知識と知ち恵えは、凄すさまじいものだ。あまりにもチート過ぎて、この世界の全すべてがイージーモードになってしまい、生きていくこと自体がつまらなくなってしまうほどだ。

　そんな凜太朗にとって、この程度の芸当は朝飯前なのであった。

「まぁ、その金を使って、どこかに良い拠点を構えたいんだが……生あい憎にくと、俺はこの島には来たばっかだから、流石さすがにいまいち土と地ち勘かんがな……」

　さて、どうしたもんかと、凜太朗が考えていると。

「わかったわ！　そういうことなら、この私に任せて、凜太朗！」

　瑠奈が胸を張って、凜太朗に宣言していた。

「私、拠点に相応ふさわしい場所に心当たりがあるわ！　以前から目をつけていた絶好の物件があるの！　信じてくれないかな!?」

　その輝かがやかんばかりの自信に満ちた瑠奈の顔は、凜太朗の古い記憶を刺し激げきする。

　かつて、自分がマーリンだった時の……あの傲ごう慢まんで外げ道どうだったマーリンが唯ゆい一いつ、身命を賭として仕えていた王、アーサーの顔が、瑠奈に強きよう烈れつに被かぶる。

「ほう？　なら、任せていいんだな？」

　瑠奈にアーサーの面おも影かげを見た凜太朗がにやりと笑う。

「ええ！　期待してて！」

　どうやら俺は、その顔に弱いらしい……と凜太朗は思った。本来、手玉に取るべき世間知らずの小こ娘むすめに、こうも振り回される。以前までは考えられないことだが、どこか満まん更ざらでもない自分がいる。かつてのマーリンもそうだったのだろうか？

「ふっ、ならいいぜ？　どーせ、その金は、この継けい承しよう戦のために用意しといただけのあぶく銭ぜにだ。好きに使いな。お前の手しゆ腕わんを見せてもらおうか」

「ええ、臣下の期待に完かん璧ぺきに応こたえてみせるのも、また、王の務めだからね！　そうと決まれば、さっそく善は急げよ！」

「あっ！　おい!?」

「瑠奈!?　一体、どこへ!?」

　凜太朗とケイ卿きようの声を振り切って。

　瑠奈は一人、猛もう然ぜんと廊ろう下かを駆けていくのであった──




「ふふん！　根拠地っていうならアレよ！　以前から目をつけてたアレしかないわ！」

　廊下を風のように駆け、階段を飛ぶように下り、瑠奈は校舎の玄げん関かん口を目指す。

「まあ、学生のうちは、流石に無理かなって思ってたけど！　今なら──」

　興奮のあまり、自分が凜太朗達を置き去りにしていることにも気付かない。

　瑠奈が夢を胸むね一いつ杯ぱいに膨ふくらませながら、慌あわただしく玄関口をくぐって、外に出ようとした──その時であった。

「きゃあっ!?」

　瑠奈は、玄関口から校舎内へ入ってこようとしていた誰だれかにぶつかってしまう。

　二人はそのまま双そう方ほう向こうに弾はじかれて、尻しり餅もちをついてしまった。

「い、痛たたた!?　ちょ、ごめぇん!?　貴女あなた、大だい丈じよう夫ぶ!?」

　いち早く立ち直った瑠奈が、そのぶつかってしまった人物へ手をさしのべる。

「……あ」

　瑠奈と、その人物──女子生徒の目が合った。

　瑠奈よりも一回り華きや奢しやで小こ柄がらなその身体からだを、学園の制服に身を包んだその少女は、その襟えり章しようの色から察するに、瑠奈の一つ下……一年生のようだ。

　三つ編みにした長い白金髪プラチナブロンド。どこか自信なさげな新緑の瞳ひとみ。

　ここキャメロット国際学園では珍めずらしくもない、欧おう州しゆう出身の外国人生徒であるらしい。

　顔を深く覗き込めば、その造作は非常に整っている……ように見えなくもないが、野や暮ぼったく伸のびた前まえ髪がみで半分隠かくされ、いまいちよくわからない。年頃の少女ならば誰もが多少はするだろう化け粧しようや香こう水すい、アクセサリーなどのお洒しや落れの類たぐいは頑かたくななまでに皆かい無むだ。

　その少女を一言で表現すれば──ド地味。

　その場を行き交かう男子生徒達の誰もが、その少女の存在を見ない、気にも留めない。異性に対して並々ならぬ興味を持つはずの、思春期青少年の興味の対象にすらならない。

　まるで垢あか抜ぬけないその様は、地方から都会へやって来たばかりの田舎いなか娘を思わせた。

「私こそ……すみません。失礼しました」

　恐きよう縮しゆくそうにその少女は瑠奈の手を取り、立ち上がる。ペコリと律りち儀ぎに頭を下げ、その場を立ち去ろうとする。

「ねぇ、貴女、転校生？」

　瑠奈はなんとなく、その少女へ聞いていた。

「え？　そうですけど……どうしてわかるのですか？」

「そりゃー、だって、私、この学校に通う生徒の顔と名前、全部覚えているもの」

「……えっ？」

　何気に凄すごいことをさらりと言われ、目を瞬しばたたかせる少女へ瑠奈が畳たたみかける。

「私は瑠奈＝アルトゥール！　この学園の生徒会長！　つまり、この学園の王よ！　貴女の名前は!?」

「えっ!?　瑠奈……アルトゥール……さん？」

　一いつ瞬しゆん、その少女は、妙みように瑠奈の名乗りに反応するが……

「え、えっと……その……私は、エマ……エマ＝ミシェーレ……です」

　そのまま瑠奈の勢いに押され、つい名乗り返してしまうのであった。

「エマ？　貴女、フランス人かしら？　まぁいいわ！　ねぇ、エマ！　この学園の生徒になったということは、貴女は私の家臣も同然ってわけ!?　わかる!?」

　わかるわけない。エマは目を瞬かせて、呆ぼう然ぜんとするしかない。

「何か困ったことがあったら、遠えん慮りよなくこの私を頼たよりなさい！　家臣は王を敬って当然だけど、そんな家臣を守ってこその王！　そうでしょ!?」

「は、はぁ……ええと、よくわかりませんけど、ありがとうございます……これからよろしくお願いしますね、瑠奈先せん輩ぱい……」

　エマは曖あい昧まいに会え釈しやくして、その場から逃にげるように校舎内へ入っていくのであった。

「ふっ、黙だまってても臣下が増えてしまう私……この王の器うつわの底知れなさが恐おそろしいわ」

　瑠奈が腰こしに手を当てて、そんなことを呟つぶやきながら、悦えつに入いっていると。

「ったく……こんな所にいやがった。そう逸はやるなっての」

「瑠奈！　駄だ目めでしょう！　単独で行動しては！」

　校舎内をあちこち探してようやく追いついたらしい凜太朗とケイ卿が、姿を現す。

「……どうした？　瑠奈。なんだかやけにご機き嫌げんじゃねーか？」

「なんでもないわ！　それよりも行くわよ！　今日中に根こん拠きよ地ちをゲットするわよ！」

「へーいへい」

　もうすっかり定番となったその光景。

　瑠奈が凜太朗の手を引いて、颯さつ爽そうと歩き出すのであった。




「ふっ、ここからは私に任せて！　貴方あなた達はそこのスタバでコーヒーでも飲んでて！」

　凜太朗とケイ卿にそう言い残し、とある不動産屋のビルへ単身殴なぐり込みをかける瑠奈。

（さて、お手並み拝見といこうか。まぁ、いくら金があろうが、たかが学生の小娘が、そう簡単に好条件の物件は借りれんだろ……精々、世間の荒あら波なみに揉もまれるがいいさ）

　スタバの一角で、ケイ卿と一いつ緒しよにコーヒーを飲みつつ、凜太朗がそうタカを括くくり、いつ瑠奈が自分に泣きついてくるかと、待ち構えていると──




「……………………」

　呆然と立ち尽くす凜太朗の前に、庭園付きの大きな一戸建て西洋屋敷があった。

　ここは、第三エリアの東とう端たんの高台。崖がけに面した東に海岸と海が見え、なだらかに続く西の斜しや面めんにレトロな住宅地が広がっている。

　瑠奈達が通うキャメロット国際学園からは少々遠いが、バスや路面電車など使えば、通学には問題ない。おまけに近きん隣りん住宅が、その屋や敷しきから相当離はなれているのが良い。派手に戦っても、周辺への巻き込み被ひ害がいは最低限に抑おさえられそうだ。

「うん！　やっぱりこのくらい立派なお屋敷の方が、王の居城として相応しいわね！」

　前庭アプローチの真ん中に立った瑠奈が、目の前の西洋屋敷を見上げながら興奮気味に言った。

「ええ、瑠奈。欲を言えば、キャメロット城くらい立派な城が、貴女には相応しいのですが……今までの寮りよう生せい活かつと比べれば雲うん泥でいの差！　このケイ卿、贅ぜい沢たくは言いません！」

　ケイ卿も感かん涙るいの涙なみだを目め尻じりににじませながら、感かん極きわまったように言う。

　凜太朗は、目の前の屋敷を改めて見上げる。

　確かに立派な屋敷だ。規模は小さめだが、イングリッシュ・バロック建築で建てられたその屋敷には、英国貴族のカントリー・ハウスのような質しつ実じつ剛ごう健けんな美しさがあった。

「どう!?　凜太朗、凄いでしょう!?　こんな良い物件だから、不動産屋も妙に出し渋しぶっちゃって引き出すのに苦労したんだから！　これが貴方が仕える王の実力よ!?」

　自信満々に胸を張って、全身から褒ほめて褒めてオーラを出す瑠奈。

「……ああ、確かに最高の物件だな」

　凜太朗はぼそりと言った。

「戦術的な条件は文句ない。周囲の地形的に守るに容易たやすい。霊れい脈みやくも良いから、魔ま法ほう的な陣じん地ちも形成しやすい。……正直、防衛拠点、根拠地としては申し分ねえ」

「でしょでしょ!?」

「だがな……」

　凜太朗は、ぶるぶる震ふるえていた。預金通帳を握にぎりしめ、ぶるぶる震えていた。

　より正確には……預金残額０円となった、通帳を見ながら。

「アホかぁあああああああああああああーーっ！　こんなバカ高い家を買うやつがあるかぁああああああああああああああああああああああああああああーーっ!?」

「あーーーッ!?　いだだだだだだだだだーーッ!?」

　一瞬で瑠奈に絡からみつき、コブラツイストを極きめる凜太朗。

　ぎしぎし悲鳴を上げる脇わき腹ばらと腕うでに、瑠奈が涙目で悲鳴を上げるのであった。

「５０００万あったんだぞ、５０００万!?　どうしてそれが０になってんの!?　綺き麗れいさっぱりなくなってんの!?　しかも普ふ通つう、こういうのって賃貸にするだろ!?　なんで一戸建て買っちゃうの!?　馬ば鹿かなの!?　ねぇ、教えて王様!?」

「ええええ!?　だって、好きに使えって言ったじゃない!?」

「限度があるわぁあああああああああーーっ!?」

　ばっ！　と。瑠奈が必死に凜太朗の関節技わざから逃のがれ、飛び下がる。

「ちょ、待ちなさいよ!?　まさか、懐ふところを痛めたの、凜太朗だけだと思ってるの!?」

「……違ちがうのか？」

「当然よ！　臣下の物は王の物、王の物は王の物だけど！　臣下と負担を分かち合うのもまた王よ！　見なさい！」

　どや顔で瑠奈が懐から何かを取り出す。

　それは瑠奈の預金通帳であった。見事に残高０円だ。

「ふふん、私だって、この家を買うために、40万円もの貯金を空っぽにしたのよ？」

「馬鹿野や郎ろうか、お前はぁああああああーーッ!?」

　凜太朗が瑠奈の頭を両手で鷲わしづかみ、メトロノームのように左右に激しく振ふった。

「お前、一文無しでこれからどうすんの!?　継けい承しよう戦の勝敗以前に生活がヤバいわ！　しかも、消費税分にもならん端はした金がねでどや顔すんなぁああああーーッ!?」

「ごめんなさいごめんなさいごめんなさいっ！　でも、凜太朗って凄いんでしょ!?　そのＦＸ？　とかで、またドカッと稼かせげばいいじゃない!?」

「はいはい、ごめんなさいね！　ちょっと見み栄え張りました！　あんなにドカッと稼ぐチャンスは滅めつ多たにないし、元手がなけりゃ稼げません！　すんませんね、無能な家臣でッ！」

　ひとしきり瑠奈の頭をシェイクした後、凜太朗は瑠奈を放ほうり捨て、屋敷の権利書を引っつかんで、立ち去ろうとする。

「ええい、とにかくクーリングオフじゃボケッ！　この屋敷を売り戻もどすッ！」

「ええええええーーッ!?　やだやだやだやだぁーーッ！」

　すると、そんな凜太朗の足に瑠奈が取り縋すがる。

　そのまま凜太朗にずるずると引きずられていく瑠奈であった。

「この家がいいの！　この家に住みたーいッ！　この家じゃなきゃやだッ！」

　子供のように、だだをこねる瑠奈に、凜太朗は溜ため息いきを吐つくしかない。

「ンなこと言ったって、先立つもんがなきゃどうしようもねーだろ!?」

　そのまま無視して凜太朗が立ち去ろうとすると。

「ふーんだ！　いじわる！　そういうこと言うなら、この私にも考えがあるわ！」

「ハ！　なんだ言ってみろ!?　言っておくが、俺に生半可な脅おどしが通用すると──」

「私、もう、アーサー王継承戦を辞退してやるわッ！」

「止やめてください、お願いしますぅうううううううううううううううーーッ!?」

　もう凜太朗は泣くしかなかった。

「くっくっく……覚えてるわよぉ？　凜太朗……貴方、私に言ったわよねぇ？　〝俺がお前を勝たせてやる〟、〝俺が味方したやつが勝つに決まってるだろ？〟って。いいのかなぁ？　あんな恥はずかしい中二病丸出しの大おお見み得え切っておいて、こんな終わり方……貴方の誇りプライドがそれを許すのかなぁ？　うっふふふふふふ！」

「こいつ、最悪だ……ッ！」

　惚ほれた弱み……とは少し違うが。

　今の凜太朗は、瑠奈が継承戦の勝者となった姿を見たいとも思っている。

　最初は、瑠奈を自分の娯ご楽らくのために利用するだけ利用して、使い潰つぶしてやるくらいに思っていたのだが、今は瑠奈が真のアーサー王になった光景を見たいとも思っている。

　傲ごう岸がん不ふ遜そん、傍ぼう若じやく無ぶ人じん、冷れい酷こく無む比ひを地で行く、自他共に認める外げ道どうな凜太朗が、いまいち瑠奈に頭が上がらない原因は、そういった所ところにあるのだ。

[image: ]

「ふふん、それでもこの屋敷を売り戻すの、凜太朗!?　やれるもんなら、やってみなさいよ、あっははははははははははーーっ！」

「はぁ……」

「うぅ……瑠奈ぁ……なんか段々、義弟アーサーに似てきちゃってませんか……？」

　凜太朗が観念したように両手を上げ、ケイ卿きようが涙目で盛せい大だいな溜息を吐く。

　かくして、凜太朗達の根拠地は、意外にも一日で決まるのであった。

　屋敷名は、瑠奈がどや顔で命名し『ログレス邸てい』。

　この中二病感満まん載さいの恥ずかしい名前の屋敷が、この戦いにおける瑠奈の国であった。

　──ちなみに。瑠奈達の当面の生活費は、後でケイ卿が『くっ殺ころ！　女騎き士しカフェ』とかいう意味不明な店でバイトをすることで稼ぐことになったという。

　ケイ卿が人知れず流すことになる涙を、瑠奈は知らない。




「しっかしまぁ、なんだかんだでここ、えっらい良い物件だよなぁ……」

　ログレス邸内の居間リビングルームにあるソファーの上に、どかっと寝ねそべってくつろぎながら、凜太朗がぼやいていた。

　その居間リビングルームには、少々型が古いが、テレビが予あらかじめ設置してあった。

　凜太朗は、テレビのリモコンを構えながら、ニュース番組をぼんやり眺ながめていた。

『──先日、大手多た国こく籍せき企き業ぎよう、株式会社モンストルの本社ビルで発生した強ごう盗とう事件について。市警の新たな発表によりますと、その強盗は本社ビルを赤と白の二振りの刀とう剣けんのようなもので破は壊かいしつつ、当社で保管されていた〝貴重な剣の骨こつ董とう品〟を強ごう奪だつした模様。その強盗は、なぜか監かん視しカメラに写らず、また、その強盗との突とつ発ぱつ的な戦せん闘とうで、当社職員の私兵団に多数の負傷者が出ましたが、幸い死亡者は０でした。モンストル社長ウォリック＝スペンサー氏は〝あの少年は化け物だ。分身して、手から炎ほのおやビームを出していた。我が社の兵隊がまるでゴミのようだった〟などと意味不明な供述をしており、市警では氏の精神鑑かん定ていも含ふくめ、犯人像の詳くわしい特定を急いでいます。なお、モンストル社は過去、数々の違い法ほう行こう為いや非合法の密輸、不正商取引を行った容疑もあり──』

　ぴっ。

「ふぁあぁぁ……」

　しばらくニュースを眺めていた凜太朗は、やがて飽あきたのか、テレビのスイッチを切ってリモコンを投げ捨て、天てん井じようのシャンデリアを見上げて欠伸あくびをした。

　瑠奈が入手した『ログレス邸』は二階建ての邸宅だ。

　一階には、玄関広間エントランスホール、居間リビングルーム、広間サルーン、応接間ドローイングルーム、食堂ダイニングルーム、厨房キツチン、浴室バスルーム、洗濯室ローンドリなどの屋や敷しきの共同生活空間や、生活機能に関する施し設せつが揃そろっている。

　二階には、談話室ラウンジや遊戯室プレイルームなどの娯楽施設や、住人のための生活空間……個室が数多くあり、変わりダネとしては情報処理室システムオフイスみたいな部屋もある。

「おまけに、地下には酒蔵室ワインセラーもありやがる。至いたれり尽つくせりだな、おい」

　手持ち無ぶ沙さ汰たな凜太朗が居間リビングルームを出て、屋敷内を探たん索さくしながら呟つぶやいていた。

　電気、ガス、水道が揃っているのは当然だが、屋敷内には数多くの調度品や家電が残されており、居間リビングルームにあったテレビの他ほかにも、厨房キツチンの冷蔵庫や電子レンジ、洗濯室ローンドリの洗せん濯たく機きなども少々型が古いがしっかり使える。二階の情報処理室システムオフイスに設置されているパソコンも二、三世代前のものだが、当然のように使用可能で、おまけにネット回線も完備だ。

　ご丁てい寧ねいに、地下の酒蔵室ワインセラーには、ワインのみならず古今東西の酒類が相当数、貯蔵されたまま。中にはオークションに出せばマニア垂すい涎ぜんの銘めい酒しゆすらあった。

「この立地条件、この坪つぼ数すうの敷地に、この格式レベルの屋敷……おまけに充じゆう実じつし過ぎた設備にオプション……明らかに５０００万そこそこじゃきかねえぞ？　どう考えても桁が一つ間違ってる。普通なら５億はするぞ、５億」

　ざっと大おお雑ざつ把ぱに見積もった結果、わかったことは、この屋敷は本来、真の大だい富ふ豪ごうが住まうような貴族屋敷だということだ。

「それを、瑠奈のやつ……たった５０００万で落とすなんて一体、どうやったんだ？」

　しかも、継承戦の戦術的にも最高と来たものだ。

　ここまで好条件だと瑠奈に対して怒おこるに怒れなくなってくる。

「しっかし、なんだ？　妙みように生活感があるよな、ここ……空き家じゃなかったのか？」

　だが、それだけは気になる点ではあった。

「この雰ふん囲い気き……まるで以前住んでいた誰だれかが、ある日突然、失しつ踪そうしたみたいな……」

　屋敷内を探索する凜太朗は、絨じゆう毯たんの敷しかれた二階の廊ろう下かを歩きながら、疑問を口にしつつ……ふと、目についた傍かたわらの部屋の扉とびらを開いた。

　ぎぃ……オーク材の扉が軋きしみをあげて開かれたそこは書斎ライブラリーだ。

　四方の壁へき面めんが書しよ架かで埋うめ尽くされ、高価そうな洋書がぎっしりと並んでいる。

　部屋の奥には、以前の屋敷の主あるじの物であっただろうマホガニー製の執しつ務む机。

　そして──書斎ライブラリー中央の床ゆか部に、うっすらと引かれた白墨チヨークの線の痕あとがあった。

「……………………」

　沈ちん黙もく。そして、硬こう直ちよくする凜太朗。

　その何かを囲むように引かれた白線は、どうも人の形をしているように見える。




〝しかし、瑠奈様……本当に、あの屋敷でよろしいのですか？　わたくしどもも何度もご説明致いたしましたが、あの屋敷の住人は、代々例外なく……〟




　先ほど、車でこの屋敷まで送ってくれた不動産のオーナーの、妙に苦い顔と不ふ穏おんな台詞せりふ……それを凜太朗はふと思い出す。

「……見なかったことにしよう」

　がちゃ……凜太朗は、そっと書斎ライブラリーの扉を閉めるのであった。

「と、とにかく！　こ、根こん拠きよ地ちとしてここは悪くねぇ！　うん、そうだよな!?」

　足早にその場から立ち去りながら、凜太朗は自分自身に言い聞かせるように言った。

「屋敷全体の維い持じが大変だが……それはまぁ、後でブラウニーでも召しよう喚かんしておくとして」

　ブラウニーとは、スコットランド伝承の屋敷妖よう精せいで、皆みんなが寝ね静しずまった夜に、こっそり家事をやってくれる便利で健けな気げな存在だ。

「ついでに、お祓はらいもしよう！　そうしよう！　うん！」

　そして、そんな凜太朗の気苦労も露つゆ知しらず……

「はい、ケイ卿！　しっかりそっち持っててね！　王命よ！」

「ひい!?　ちょ──無理!?　さすがにそんなの無理──きゃああああああっ!?」

　屋敷のどこからか、瑠奈達の騒さわぐ声が遠く聞こえてくる。

　瑠奈は今、この屋敷で一番大きくて良い部屋に陣じん取どり、大絶賛改装中だ。

　明日は休日。学校は休み。生活周りを整える時間は十分にある。

（俺の部屋はどこにしようか……？　まぁ、書斎ライブラリーから一番離はなれた部屋にすっか……）

　凜太朗がそんなことを考えていた、その時だった。

　キンコーン。呼よび鈴りんの音が屋敷内に響ひびき渡わたった。

「……客？　一体、誰だよ……」

　凜太朗が面めん倒どう臭くさそうに、玄関広間エントランスホールへと向かう。

　先ほど凜太朗が屋敷の敷地内に張った防衛結界に、敵性の反応がないため、こちらに敵意ある人物達ではなさそうだが……

　キンコーン。キンコーン。キンコンキンコンキンコン──

「ああ、もうっ！　うっせぇ、連打すんな!?　はいはい今開けますよ！　クソがッ！」

　鬱うつ陶とうしい来訪客に舌打ちしながら、凜太朗は玄げん関かん口ぐちを乱暴に開けた。

　すると──

「おーっほっほっほっほっ！　お邪じや魔ましますわ！」

「ふっ、また会ったな、真神凜太朗！」

　そこには、野や暮ぼったい風ふ呂ろ敷しき荷物を背負った、顔見知りの二人組がいた。

　瑠奈と同い年くらいの銀ぎん髪ぱつツインテール少女に、精せい悍かんな金髪の青年だ。

　フェリシア＝フェルラルドと、円えん卓たくの騎士ガウェイン卿。

　瑠奈と同じく、このアーサー王継けい承しよう戦でアーサー王を目指す《王キング》とその《騎士ジヤツク》だ。

「ふふん！　なかなか良い家ですわね!?　我がフェルラルド家には及およびもつかない家格のアルトゥール家の伝つ手てにしては、立派だと褒ほめて差し上げますわ！」

「ふん。このような貧ひん相そうな家に、我が王が逗とう留りゆうすることになるとは……まぁいい、真神凜太朗、フェリシアのために精々、最高級の客室を用意しろよ！　いいな!?」

　がちゃり。

　凜太朗は、そっと扉を閉じて、しっかり鍵かぎをかけた。

「って、ちょっとぉ!?　開けてくださいましぃいいいーーッ!?」

「な、なぜ、僕達を閉め出すんだ!?　開けてくれ、真神凜太朗ぉおおおーーッ!?」

　どんどんどんどんどんっ！

　キンコンキンコンキンコンキンコン──ッ！

「どやかましゃああああああああああああああああーーッ！」

　凜太朗は、玄関扉を開くなり左手を突つき出し、【火の玉】の魔法をぶっ放した。

　フェリシアとガウェイン卿きようの足あし下もとに、火球が着ちやく弾だんし、猛もう烈れつな爆ばく炎えんが巻き起こる。

「わっきゃああああああああああああーーッ!?」

　その衝しよう撃げきで、二人はお空へと吹ふき飛ばされるのであった。

「って、なんでお前らがノコノコやって来てるんだよ!?　お前らとは一応、休戦同盟中だが、敵同士であることに変わりねえだろうが!?」

　そして、凜太朗は双そう剣けんを抜ばつ刀とうして、凄すごんだ。

「ああ、そうかい。やっぱり同盟破は棄きして早々に決着をつけようってわけだな!?　いいぜ、やってやんよ、てめえらみてーな雑魚ざこ共、俺一人で充じゆう分ぶん──」

「ちょ!?　待って！　待ってくださいまし!?　け、剣をお収めになって!?」

「真神凜太朗!?　瑠奈から何も聞いてなかったのかい!?」

　煤すすだらけになったフェリシアとガウェイン卿が、声を裏返して青ざめ後ずさる。

「は？　瑠奈？　話？　どういうこった？」

　と、その時であった。

「あ、フェリシア、来たんだ！　早かったわね！」

　瑠奈とケイ卿が、玄関前に姿を現していた。

「しっかし、貴女あなた達も大変だったわねぇ！　でも安心なさい！　さっきも言ったとおり、私の城に何日でも逗留してもいいわよ！　ふっふっーん、なにせ賓ひん客かくを迎むかえ、もてなすのもまた、王の務めゆえに──」

　偉えらそうに胸を張る瑠奈の後頭部の髪かみを……

「おーい、瑠奈さーん？　もしもーし？　どういうことっすかー？」

　ぐいぐいぐいぐいぐいぐいぐいぐいーーっ！

　凜太朗はまるで操あやつり人形のように、引っ張りまくっていた。

「痛ぁーーっ!?　痛いじゃない!?　もう、家臣のくせに何するのよ、この無礼者！　不敬罪で手て討うちにされたいわけ!?」

「質問に答えやがれ！　こいつらを俺達の根拠地に泊とめるってどういうことだよ!?」

　頭を押さえて涙なみだ目めで抗こう議ぎしてくる瑠奈へ、凜太朗が鬼おにの形相で問い詰つめる。

　すると、フェリシアが得意気に口を挟はさんだ。

「それはですね！　実はわたくし達の根拠地たる屋敷は、先日、グローリア卿との同盟が決けつ裂れつした際、彼らの襲しゆう撃げきを受け、徹てつ底てい的に破壊されてしまっていたのですわ！」

「実は、フェリシアの実家フェルラルド家は、その由ゆい緒しよ正ただしい家格とは裏腹に、わりと家計が苦しい貧びん乏ぼう貴族なんだ！　というわけで、今のフェリシアはもう住む場所も食べ物にも困る有様！　くっ、我が主君が可か哀わい想そうだとは思わないのか!?　思うだろう!?」

「おい……今、なんか、さらっと切ない裏情報が明かされたぞ？　いいのか？　お前のご主人様、泣いてるぞ？」

　ガウェイン卿の後ろで、目め幅はばの涙を流しながら朗ほがらかに微笑ほほえんでいるフェリシアを流し見て、凜太朗は溜ため息いきを吐ついた。

「まぁ、そんなわけで。さっき、駅前のダンボールハウス生活はもう嫌いやだって、携けい帯たいでフェリシアに泣きつかれてね……声をかけたってそういうわけ」

「……悲ひ惨さんすぎる」

　瑠奈の耳打ちに、凜太朗は嘆なげく。

「ねぇ、いいでしょ？　凜太朗。フェリシア達をうちに泊めてあげても」

「しかしなぁ、瑠奈。連中は敵だぞ？　今は休戦状態だが、いずれ戦いが進めば、必ず決別しなきゃいけねえわけで……」

「ねぇ、凜太朗……」

　不ふ機き嫌げんそうに難色を示す凜太朗を、瑠奈がじっと見つめる。

　その表情には見覚えがある。

　と、言っても今世の記き憶おくではなく、前世の記憶だ。

　かつて、片かた端はしから敵対者を降くだしていったブリテンの覇は王おう、アーサー。

　だが、どんなにこっぴどく牙きばを剝むかれても、アーサーは一度相手を倒たおして降せば、処断してしまうことはほとんどなく、次から次へと己おのれの配下に加えていったのだ。

　ブリテン統一戦争で、アーサー王に連合して牙を剝いた十一人の王も、戦死したロット王を除けば、そのほとんどが戦後、アーサーの配下となった。配下にしてしまった。

　かつて、敗北者の首はさっさと刎はねろとアーサーに進言し続けた自分マーリンだったが……

『ねぇ、マーリン……』

　今の瑠奈の表情は、そんな自分マーリンに、アーサーがいつも希こいねがうように向けてきた表情と酷こく似じしている。あの甘ったれでお人ひと好よし、ちょっとロクでなしの少年王に……

「ちっ……仕方ねえなぁ」

　どうにも突っぱねきれず、凜太朗は頭を搔かきながら、そっぽを向いた。

「おい、お前ら。この敷しき地ち内で妙な真ま似ねしたら即そつ刻こく、叩たたっ斬きってやるからな！」

「やった！　ありがとうね、凜太朗！」

　こんな風に、古い記憶の中と同じように喜ばれると、怒る気が失うせてくるのであった。

「おーっほっほっほっほっ！　まぁ、感謝して差し上げますわ！」

　そして、ここぞとばかりに態度のデカいフェリシア。

「それでは、さっそくこのわたくしを部屋までご案内してくださいませ！　まぁ、このわたくしも礼節を知る真の貴族！　この屋敷で二番目に大きな部屋で勘かん弁べんして差し上げますわ！　さぁ！　Ｍｒ．真神！　わたくしの荷物を運んでくださいまし！」

　そんなフェリシアに、凜太朗は半眼の無表情で、前庭アプローチの隅すみを指さす。

「いや……お前らの部屋あそこだから」

　……そこには、ボロく小さな物置小屋が建っていた。

「……えっ？」

「あそこだから」

　凜太朗は真顔で強調し、目を点にするフェリシア達へくるりと背を向ける。

「ちょ!?　じょじょ冗じよう談だんですわよね!?　Ｍｒ．真神！　こ、高貴でか弱い乙女おとめなわたくしを、あのようなみすぼらしい、ほったて小屋に押し込むなんて──ッ!?」

「ま、待ってくれ！　僕は犬小屋でもなんでもいいけど、彼女だけはーーッ!?」

「うっさい黙だまれ」

　無視して、屋敷内に戻もどろうとする凜太朗の背中に、涙目で取り縋すがるフェリシアとガウェイン卿。

　玄関先が、ぎゃーぎゃーと際限なくうるさくなっていった……その時であった。

「あのー……賑にぎやかなのは何よりですが……そろそろいいでしょうか？」

　そんな一同に、控ひかえめに声をかける第三者がいた。

「……ちっ。誤ご魔ま化かされねーか」

　凜太朗は、フェリシアとガウェイン卿の向こう側に、しゃなりと佇たたずむ女を鋭するどく睨にらんだ。

　不思議な雰ふん囲い気きを纏まとった、妙みよう齢れいの女性だ。

　全身を淡あわい水色のドレスと羽は衣ごろもに包んだ絶世の美女。その妖よう艶えんなる美び貌ぼうは確実に人間離ばなれしており、最も早はや、魔ま性しよう、妖あやかしの類たぐい以外の何者でもなかった。

「そ、そうでしたわ！　忘れていましたわ！」

　今さらのようにフェリシアが言った。

「ここにきたのは住居のこともありましたが、もっと重要な話があったのです！　彼女をここに案内したのは……」

　すると、その女性はフェリシアを手で制し、前に出た。

「いえ、私からお話しいたします」

　そして、凜太朗、瑠奈、ケイ卿の前で優ゆう雅がに一礼する。

「お久しぶりですね、瑠奈。……貴女と会うのは、貴女の子供の頃ころにエクスカリバーを譲じよう渡とした時以来でしょうか。……貴女の担当は私でしたから」

「……あっ!?　貴女は──ッ!?」

　何かを思い出したかのように瑠奈が目を瞬しばたたかせ、

「ふん」

　凜太朗が露ろ骨こつに鼻を鳴らし、女を鋭く睨みつける。

　そんな凜太朗の不ふ遜そんな態度に、特に気分を害した風もなく、女は言った。

「今一度、改めて名乗りましょう、私は湖のダーム・貴婦人デユ・ラツクの長おさ、ヴィヴィアン。そう……貴方あなたがたが挑いどむ《アーサー王継承戦》、その運営側の者ですわ」

　そんな女──ヴィヴィアンの自己紹しよう介かいに。

　女を睨む凜太朗の目は、さらなる敵意に満ちた鋭いものへと変へん貌ぼうするのであった。




　──ヴィヴィアンやフェリシア、ガウェイン卿を屋敷の応接間ドローイングルームに通した後。

「へぇ～っ!?　貴女が、かつてアーサー王に、二本目のエクスカリバーを譲渡した人だったの!?」

「はい。あの子アーサーったらヤンチャ坊ぼう主ずで、大切な剣けんを簡単に折っちゃって……あの子は本当に世話の焼ける子でしたね」

「お言葉ですが、ヴィヴィアン殿どの……あれは、ペリノア王の馬ば鹿か力ぢからのせいです。ペリノア王へ、背中から卑ひ怯きような不意打ちで斬りかかる我が愚弟アーサーも相当アレですが」

　一同はテーブルでお茶を囲み、ヴィヴィアンを中心に話の花を咲さかせていた。

「しかし、その二本目のエクスカリバーのお礼を貰もらいに、アーサーの所へ行ったら、まさか、あんな野や蛮ばん人に、いきなり首を刎ねられるとは思いませんでしたが」

「ああ、ベイリン卿の……その節は色々とご迷めい惑わくをおかけしました」

「く、首って!?　貴女、大だい丈じよう夫ぶでしたの!?」

「ええ、大丈夫ですよ、フェリシアさん。私達、湖のダーム・貴婦人デユ・ラツクは半人半妖よう精せい……その長の私は特に妖精よりの存在です。ただ首を切られただけでは死にません」

　ギョッとしたフェリシアの問いに、くすくす笑って応こたえるヴィヴィアン。

　そんな風に、一同がヴィヴィアンとの雑談を楽しむ中。

「…………」

　ただ一人、テーブルの上に足を投げ出す凜太朗だけが押し黙って、ヴィヴィアンをいかにも嫌そうに睨み付けていた。

「って、さっきからどうしたのよ？　凜太朗。やけに不機嫌じゃない？」

「ほっとけ、俺は湖のダーム・貴婦人デユ・ラツクどもが大っ嫌きらいなんだ」

　瑠奈の訝いぶかしむような表情へ、凜太朗は、ふん、と鼻を鳴らしてそっぽを向いた。

　途と端たん、楽しげな会話が途絶える。

　そんな凜太朗を、ヴィヴィアンが無言で、意味深に流し見る。

「さて。湖のダーム・貴婦人デユ・ラツクの長様ともあろう者が、わざわざこんな辺へん鄙ぴな場所にご足労をかけたんだ……ただ、お茶と世間話をしに来たってわけじゃねーよな？」

　凜太朗がその視線を突つき放すように言うと、ヴィヴィアンはすまし顔で応じる。

「……ええ、わかりました、早さつ速そく、本題に入りましょう」

　そして、ヴィヴィアンは訥とつ々とつと説明を始めた。

「実は今、この神聖なる《アーサー王継けい承しよう戦》に、何者かの横よこ槍やりが入っています」

　ヴィヴィアンが真しん摯しな表情でそう語った、その途端。

「凜太朗だわ」

「凜太朗でしょうね」

「それ、Ｍｒ．真神のことですわ」

「真神凜太朗以外のなんだというんだ？」

　瑠奈、ケイ卿、フェリシア、ガウェイン卿が、揃そろって遠い目できっぱりと言っていた。

「お前らなぁああああーーッ!?」

　こんな時ばっかり息ぴったりな連中に、凜太朗が吠ほえかかる。

「凜太朗、ゴメンね！　短い間だったけど、貴方が私の臣下だったこと、決して一分くらい忘れないわ！」

「死ね!?」

　すると、ヴィヴィアンが苦く笑しようしながら、凜太朗と瑠奈を宥なだめる。

「いえ。確かに真神凜太朗……あのマーリンの転生存在がこの継承戦に参戦したことは、湖のダーム・貴婦人デユ・ラツクの誰だれもが……我々が奉ほうずる《運命の三女め神がみ》様達ですら、予期できなかった事態ではありますが……」

「……ん？　俺の参戦が予期できなかった？」

　ふと、凜太朗がヴィヴィアンの言葉に眉まゆを顰ひそめた。

「……どうかしましたか？　真神凜太朗」

「…………」

　湖のダーム・貴婦人デユ・ラツクは継承戦の運営側だ。このニューアヴァロン島での《王キング》同士の戦いは全すべて把は握あくしているだろうし、自分の正体がマーリンだということも割れていて当然だろう。

　だが──予期できなかった、とは？

　本土で通っていた学校をサボって最近まで世界を放ほう浪ろうしていた自分に、湖のダーム・貴婦人デユ・ラツクを名乗ってこの継承戦の存在を伝えた、あの黒い女は？

「……うんにゃ、なんでもねえや。それで？　話を続けな」

「はい。確かに貴方の存在はイレギュラー、《道化師ジヨーカー》とも呼べる存在ですが、それ自体は問題ないのです。各《王キング》達が現実界の社会的地位による伝つ手てや協力で戦いを有利に運ぶのと何ら変わりません。要は、〝アーサー王を目指して、勝ち抜ぬいてくれる〟なら、それで良いのです」

「ふうん？　つまり、俺みてえな伊だ達てや酔すい狂きようで参戦しているわけじゃない、この《アーサー王継承戦》という戦いそのものを妨ぼう害がいしてる第三者がいるってことか？」

「理解が早くて助かります。つまりはそういうことです」

　こくりと頷うなずいてヴィヴィアンは続けた。

「連日、このニューアヴァロン島の各地で『隙すき間ま』が発見されています」

「……『隙間』？」

「妖精や妖よう魔ま、神々が住まう彼方あちら側──幻げん想そう界と、人間達が住まう此方こちら側──現実界。この二つの世界は《意識の帳とばり》という世界結界が、強固に隔へだてているのはご存じでしょう？」

　瑠奈が首を傾かしげるのを見て、ヴィヴィアンが補足する。

「この《意識の帳》があるからこそ、人は現実の世界にいられる。神々の支配から脱だつし、妖魔に怯おびえず、安あん寧ねいなる〝常識〟の中に生きることができます。……『隙間』とは、その《意識の帳》にできた穴なのです」

「ちょっと、それって……ッ!?」

「ええ、その話が本当ならば、ひょっとしなくても一大事ですわ。放っておけば、幻想界の妖魔達が『隙間』を通って、際限なく此方側にやってきてしまいますわ」

　瑠奈の驚きよう愕がくに、フェリシアが頷く。

　そして、一同の理解を確かく認にんしつつ、ヴィヴィアンが言葉を続けた。

「そもそも、妖魔とは……起源を辿たどれば、疫えき病びようであったり、干ばつや飢き饉きん、嵐あらし、雷かみなり、地じ震しん、山火事などの人の手に余る自然災害であったり、あるいは裏切り、妬ねたみ、情欲、嫉しつ妬と、破は壊かい衝しよう動どうといった負の感情であったり……そういった人の様々な忌き避ひや恐きよう怖ふが、文化や信しん仰こうと結びついて姿形を得た者達です。人がそうあれかしと望んだ者なのです」

「元々、人の手に余る概がい念ねんから生まれたがゆえに、人の手に余るというわけですわね」

「その通りです。確かに今の『隙間』はまだ小さい。大して害のある妖魔は入ってこれないでしょう。しかし、『隙間』は数を増やす都度、着実に大きくなっています。このままでは、人に仇あだ為なす強大な妖魔が、いずれ此方側に侵しん入にゆうしてきてしまう」

「確かに、街に強力な妖魔がうろつきだしたら、そりゃ継承戦どころじゃないわね」

「はい。そして、この『隙間』は自然に生じたものではありません。何者かの魔法によってこじ開けられた人じん為い的なものなのです。アーサー王継承戦の開始と時期を同じくして、この街の各地に生じ始めた人為的な『隙間』……継承戦を邪じや魔まする第三者がいるのは、最早明白です。そこで、この戦いに参戦する《王キング》の皆みなさんに頼たのみがあります」

　改めて、ヴィヴィアンは凜太朗達に向きなおって、頭を下げた。

「この『隙間』を生み出す犯人……その打だ倒とうの依い頼らいを引き受けていただけませんか？」

「──ッ!?」

　凜太朗が鋭く目を細めた。

「今、この依頼は湖のダーム・貴婦人デユ・ラツク達を通し、この島に集つどう各《王キング》に通達しています。アーサー王継承戦運営側たる湖のダーム・貴婦人デユ・ラツクの正式なる依頼任務です。貴方がたは、この依頼を受けても良いし、受けなくても良い。……どうでしょうか？」

「へっ、ふっざけんなっての、バーカ」

　すると案の定、凜太朗が口の端はしを吊つり上げながら突っぱねた。

「このままじゃアーサー王継承戦どころじぇねえ？　ゲームの運営側が、なーに甘ったれたことぬかしてやがる。そういうのひっくるめて、なんとかすんのが運営ってもんじゃねーの？　それで俺達を借り出すなんざ、筋すじ違ちがいも甚はなはだしいぜ」

「……まったく仰おつしやる通りです。返す言葉もありませんわ」

　凜太朗のけんもほろろな言い草に、ヴィヴィアンが申し訳なさそうに目を伏ふせる。

「とにかく、そんな面めん倒どうごとお断りだ！　他を当たりな！　いずれヤバい妖魔が出る？　そのせいでパンピーに被ひ害がいが出るかも？　ふん、クソ雑ぞう巾きんどもが何人死のうが知ったことかよ。てか、ンなつまんねーことで戦いが中止にならんように、お前らがな──」

　凜太朗が勢いに任せて言いたい放題だった、その時であった。

「凜太朗」

　瑠奈が真摯な表情で立ち上がり……凜太朗を手で制していた。

「おい、瑠奈……まさか、お前……？」

　訝しむような目で、瑠奈を睨ねめ上げる凜太朗。

　すると、瑠奈はそんな凜太朗の視線に応じるように、こくりと頷いて、ヴィヴィアンを真まっ直すぐ見つめて言った。

「……いくらくれるの？」

「やっぱりなッ！」

　がつん、と。凜太朗はテーブルに額を打ち付けるのであった。

「そりゃまぁ、正義感だけで何の得にもならん戦いに挑いどむようなやつより、遥はるかにマシだけどさぁ!?　マシだけどさぁ!?」

「な、何言ってるのよ!?　この私がこの依頼を受けるのは、紛まごうことなき真っ直ぐ燃える熱き正義の魂たましいのためよ!?　決まってるじゃない!?」

　そんな凜太朗を一いつ喝かつする瑠奈。

「いい？　この私はいずれ、アーサー王を継承して、この世界の全てを統すべる王になる者よ!?　つまり、この世界の人間はすべからく私の臣下！　ならば、この私はこの世界の人々のために、身を粉にして戦い、守る義務があるわ！　それが王の務めなのよ！」

「あのなぁ……」

「ま、その王としての義務を果たすにも……色々先立つ物が必要っていうかぁ？」

　そして、呆あきれきった凜太朗の前で、瑠奈は厭いやらしい笑えみを浮うかべてヴィヴィアンの傍そばへ抜き足差し足歩み寄り……その肩かたに腕うでを回して顔を寄せ、耳打ちする。

「別にお金のために戦うってわけじゃないけどぉ？　ちょおっとご褒ほう美びに色をつけてくれると、やる気も出るっていうかぁ？　わかるっしょ？　ヴィヴィアンさぁん？」

「おい、まる聞こえだぞ、アーパー王。せめて隠かくす努力しやがれ」

「ふふ、ありがとうございます、瑠奈さん」

　すると、ヴィヴィアンがにっこり笑って、懐ふところから小切手を取り出す。

「これは、湖のダーム・貴婦人デユ・ラツクからの正式な依頼ですから、もちろん報ほう酬しゆうは出ます。……そうですね、前金はこんなもので……成功報酬は……」

　瑠奈にだけ見えるように、小切手にさらさらと何かを書くヴィヴィアン。

　すると、その隣となりに座る瑠奈は一いつ瞬しゆん大きく目を見開く。

　そして、いつになく真摯な表情で凜太朗へ振ふり返り、真っ直ぐ見つめ、堂々と宣言した。

「……やるわよ、凜太朗。この街は私が守る」

「おい、受け取った小切手が懐からはみ出てるぞ。せめて隠せ」

　疲つかれる。実に疲れる。思えば、アーサーもわりと現金なやつだった気がする。世間一いつ般ぱんで語られる清せい廉れん潔けつ癖ぺきなる理想の騎き士し王とか噓うそっぱちも良いところだ。

　なにかと、かつてのアーサー王と似ている瑠奈。

　かつての自分マーリンも、こんな気分を味わっていたのだろうか？

（まぁ、いい。討とう伐ばつに参加する他の《王キング》の情報が手に入るかもしれねえ……まるきり無む駄だ骨ぼねってこともねえだろうよ。俺の前世の力のリハビリにもなるだろうしな）

　そう言い聞かせ、自分を無理矢理納なつ得とくさせる凜太朗。

「と、当然！　わたくし達も依頼を引き受けさせていただきますわ！」

「ええ、良かったですね、我が王よ！　これでしばらくの間、生活に困りません！」

　当然、フェリシアとガウェイン卿きようも二つ返事で引き受けることとなって。

　こうして、凜太朗達は、妖魔召しよう喚かんの犯人捜さがしに参加することになったのであった──








第二章　救世の聖女と赤い騎士









　ヴィヴィアンが去って行った後、日は沈しずみ、夜が訪おとずれる。

　幻想の世界に属する者達が暗あん躍やくする、日常と切り離はなされた夜の世界が顕けん現げんする。

「しかし……継けい承しよう戦を妨害する第三者の討伐だなんて……前ぜん途とは多難ねぇ」

　まるで影かげ絵えのように摩ま天てん楼ろうが聳そびえ立つ閑かん散さんとした市街を歩きながら、瑠る奈なはビルが切り取る夜空を見上げて、溜ため息いきを吐ついていた。

　今、凜りん太た朗ろうと瑠奈、ケイ卿らは、フェリシアとガウェイン卿と共に、夜の街中をあてもなく彷徨さまよっている最中であった。

　瑠奈やフェリシアはエクスカリバーを帯たい剣けんし、凜太朗もお馴な染じみの長剣と仕し込こみ杖づえを携たずさえ、ケイ卿とガウェイン卿は、星気光オーラで編んだ騎士装備を顕現させている。

　早さつ速そく、今夜から、件くだんの『隙間』を生み出す犯人の捜そう索さくを開始したのだ。

「こればかりは、瑠奈に同意しますわ」

　フェリシアが瑠奈のぼやきに応じ、頷いていた。

「こんな調子では、継承戦の肝きもである四至宝の探索クエストはいつ発動するのやら」

　アーサー王継承戦の勝利条件は意外にも、自分以外の全すべての参戦者を戦いで蹴け落おとすというバトルロイヤル方式ではない。

　この人工島のどこかに隠された四つの至宝──それを全て入手した者が勝者となるルールで、それを達成する過程の手段に戦せん闘とうという行こう為いがあるに過ぎない。

「……継承戦が開始してから数日。一向に、至宝探索クエストが運営側から発動される気配はありませんし……《王妃クイーン》も現れない。なんだかやきもきしますわね」

　フェリシアが溜息交じりにそう呟つぶやくと。

「ふん、放ほうっておけ。おそらく、至宝探索クエストの発動には、特とく殊しゆな〝条件〟が設定されているんだろうよ」

　最さい後こう尾びの凜太朗がそれを拾って、投げやりに言った。

「……条件？」

「ああ、この人工島で、その〝条件〟が満たされたら至宝の探索が発令される……大方、そんなルールなんだろうよ。あの陰いん険けんな湖のダーム・貴婦人デユ・ラツクどもが好みそうな話じゃねーか」

　凜太朗の物言いはとにかく刺とげ々とげしかった。

　思えば、昼間、ヴィヴィアンと対談してから、ずっとこうだ。

「とにかく、だ。今は至宝のことなんざ考えんな。《王キング》同士の動きに注意してりゃいいんだよ。ふんっ……わかりやすくていいだろ？」

「ちょっともう……いつまで怒おこってるのよ？　凜太朗」

　そんな苛いら立だった凜太朗の様子を見かねて、瑠奈が抗こう議ぎする。

「……まったく。貴方あなた、ヴィヴィアンの何がそんなに気に入らないわけ？」

　核かく心しんを突つかれて、凜太朗が押し黙だまる。

　しばらくの間、そのまま沈ちん黙もくを守り……やがて観念したように口を開く。

「……別に。ヴィヴィアンがっていうか、俺は湖のダーム・貴婦人デユ・ラツクどもが気にくわないだけだ」

　そして、凜太朗は訥とつ々とつと吐はき捨てるように語り始めた。

「湖のダーム・貴婦人デユ・ラツクはな、この世界を幻げん想そう界から切り離して妖よう魔まや神々を駆く逐ちくし、この世界を人間だけのものにする……そんなことを主目的に活動する、半人半妖精どもの組織だ」

「それを聞く限り、別に悪いことをしてるようには思えないけど？　この世界に妖魔や神々が闊かつ歩ぽしてたら、人間はおちおちまともな社会生活なんか送れないし」

「連中のある程度の功績は認める。連中の長きに亘わたる活動のお陰かげで今のこの世界があるしな。《意識の帳とばり》の形成も、連中が絡からんでいるともっぱらの噂うわさだ」

「……ならどうして？」

「言ったろう？　気にくわないんだよ」

　凜太朗は吐き捨てるように言った。

「今や連中は、人類の管理者気取りだ。半人半妖精であるがゆえに、《意識の帳》の向こう側に古き神々や妖魔を追い払はらっても、連中はこの現実界に干かん渉しようできる。つまり、この世界で連中はもっとも力を持つ組織ってことだ。その幻想界由来の力を十全に利用して、世界各国の上層部に潜もぐり込んで影えい響きよう力を振るっている。極東島国の海域に、こんな人工島ができたのも、連中が裏で糸を引いていたせいだ。クソ雑魚ざこのくせに強ぇ連中を余よ所そに追い払って、どや顔でこの世界の管理者を気取る……その傲ごう慢まんさが気に入らねえ」

「たはは……凜太朗って本当にひねくれ者ね」

　瑠奈が苦笑いした……その時だった。

「それにな。連中はな……アーサーを結局、自分達の道具としか思っていなかった」

　いつになく真しん剣けんな凜太朗の言葉に、瑠奈が微かすかに目を見開く。

　多分、本音はこっちだと瑠奈は直感した。

「妖魔や古いにしえの神々の支配から脱だつ却きやくした人間の世界を作るために……連中はアーサーを選んで、人類の旗はた頭がしらとして利用し、こき使い、そして使い潰つぶした。あいつをカムランの丘おかへと追いやった。ふざけんなっての」

「…………」

「あまつさえ、そんな風に利用されるアーサーのやつを、なんとか手助けしてやろうとしたこの俺を、連中は……アイツは……ッ！」

　ふと、凜太朗の中に住むマーリンの記き憶おくが蘇よみがえる。

　脳のう裏りに浮かぶは、自分マーリンに向かって穏おだやかに微笑ほほえむ、とある湖のダーム・貴婦人デユ・ラツクの少女の姿。

　それは、心から信じていた相手に、こっぴどく裏切られた……ほろ苦い記憶だった。

「とにかくだ！　俺は湖のダーム・貴婦人デユ・ラツクどもが信用できん！　気に入らん！」

「まったくもう、湖のダーム・貴婦人デユ・ラツクが主しゆ催さいしている継承戦に乗っかっておきながら、今さら何を言っているのよ……」

「だーかーら、俺が引っかき回して、連中に泡あわを吹ふかせてやるんだよ！」

　そう子供っぽくわめいてみせるが、同時にそれが一ひと筋すじ縄なわで行かないだろうことも、凜太朗は感じとっていた。

（特に気になるのは、俺に継承戦の情報を流したあいつ……）

　凜太朗は、とある少女のことを思い出す。

　顔と全身を黒いフードとローブですっぽりと覆おおった正体不明の少女。アーサー王継承戦と、瑠奈の情報を凜太朗に渡した人物。あの少女は湖のダーム・貴婦人デユ・ラツクを名乗っていたのだが……だとしたらなぜ、ヴィヴィアンは把は握あくしていなかったのだろうか？

　そもそも、継承戦の開始と共に入った第三者の妨ぼう害がい。

　この神聖なる魔法儀ぎ式しきに本来あってはならない、異物の混入。

　もう、のっけから何もかもが躓つまずいており、裏で何か底知れない思おも惑わくがあるだろうことは明白。この継承戦が単なるアーサー王の選せん抜ばつで終わらないだろう予感が、すでにひしひしと感じられる。

　だが、凜太朗は、にやりとほくそ笑んでいた。

（ま、それも面おも白しれぇか……俺は俺が面白おかしく戦いを楽しめりゃそれでいい。あの女の正体や目的、謎なぞの第三者の思惑なんざ知ったことかよ。何か企たくらんで俺の前に立ち塞ふさがるってんなら、その小こ賢ざかしい企みごとなんざ踏ふみ潰してやるぜ）

　そんなことを、凜太朗が傲ごう岸がん不ふ遜そんに考えていると。

「やれやれ……貴方って、案外、前世の記憶が強いのねぇ」

　今まで凜太朗の話に聞き入っていた瑠奈が、隣で呆あきれたように肩かたを竦すくめていた。

　そして、自信満々に、凜太朗へ力強く笑いかける。

「でも、私は大だい丈じよう夫ぶよ！　ご先祖様みたいにはならないわ！　なにせ、私はこの世界を統べる真の王になるべき者だし、それになにより──私には貴方がついているんだし！」

「！」

　思わず凜太朗が目を瞬しばたたかせて、瑠奈を流し見る。

「貴方が私を守ってくれるんでしょ？　王にしてくれるんでしょ？」

　凜太朗を真まっ直すぐ見る瑠奈の瞳ひとみには、凜太朗に対する根こん拠きよ不明の信しん頼らいが宿っていた。

　そんな姿はやっぱり、懐なつかしい誰だれかに似ていて……

「……ちっ。うっせうっせ」

　凜太朗は、舌打ちしてそっぽを向くのであった。

（まぁ。俺が面白おかしくこの戦いを楽しむってのは、譲ゆずれねーが……）

　このアーパー王がアーサー王になるところを見届けてやるという項こう目もくも、そのついでの楽しみに付け加えてやってもいい。

　そんなことを考える凜太朗の横顔を、瑠奈はニコニコと見つめ続けるのであった。




「……凜太朗、こっちです。……これを」

　ケイ卿に呼ばれ、凜太朗が前に出た。

　ここは、最近、特に『隙すき間ま』が発見されるらしい第二エリア──オフィス街。

　摩天楼が立ち並ぶその隙間、暗く狭せま苦くるしい路地裏の一角に、地面を巨きよ大だいな爪つめで裂さいたかのように開いた闇やみの虚こ空くう──何者かが世界に刻んだ『隙間』が確かにあった。

　常識に囚とらわれた現実界に属する人々には、決して知覚できない『隙間』。それは一見、いかにも物理的に開いた穴に見えるが、実際は違ちがう。人の認にん識しきに開いた穴なのだ。

「確かに『隙間』ができているな……大分、時間も経たってる」

「うへぇ……じゃあ、もうこの『隙間』から、幻想界の妖魔達が、こっちの世界に侵しん入にゆうしちゃったってこと？」

　そんな瑠奈の言葉を聞き流しながら、凜太朗は古ケルトオガム文字で『VANISH』と、剣先を使ってその『隙間』へガリガリ刻んでいく。【解かい呪じゆ】の魔法だ。

「うんにゃ。この程度の規模の『隙間』なら、まだ大した妖魔は出てこれねえよ。まぁ、精々しばらくこの近辺で、しょうもない悪戯いたずらが頻ひん発ぱつしたり、機械が誤作動を起こしたり、夜の間になぜか家事が終わってたり、猫ねこがしゃべったりするだけだろ」

　北ほく欧おうルーンにも似たそのオガム文字を刻み終えると、その文字の羅ら列れつが一いつ瞬しゆん、輝かがやく。

　すると、『隙間』はまるで噓うそのように閉じていった。

「だが、いつまでもその程度の『隙間』で済むとも思えないな」

「そうね。初日だけで、もう三つ目だもんね」

　そうなのだ。

　なぜか、あてもなく彷徨さまよう凜太朗達に先回りするかのように『隙間』はあったのだ。

「……しかし、マジでこの犯人は何がやりてえんだ？　こんなあからさまに、わかりやすく『隙間』を作ったら、塞がれるに決まってるだろうに」

「確かに意図が見えませんね。やはり、犯人を直接捕とらえるしかないようです」

　凜太朗の疑問に、ケイ卿きようが応じると。

『Ｍｒ．真ま神がみ！』

　凜太朗の頭上に、小さな妖精の少女が羽を羽ばたかせて浮ういていた。

　フェリシアが魔法で使し役えきしている伝令メツセンジヤ妖精ー・ピクシーだ。

『こっち！　こっちですわ！　また『隙間』を見つけましたわ！　ふふん！　わたくしにかかればこんなものですわ！』

「へいへい、わかったわかった！　お手て柄がらお手柄」

　溜ため息いきを吐つきながら立ち上がり、凜太朗は抜ぬき身みの剣けんを払って鞘さやに収めた。

「……てなわけで、瑠奈、ケイ卿。次、行くぞ」

　こうして、凜太朗は瑠奈とケイ卿を引き連れて、次なる『隙間』へと向かう。

　この時、実は、凜太朗は奇き妙みような胸むな騒さわぎを覚えていた。

（……しかし、なんだ？　今夜見つけた『隙間』の配置……何かが妙だな。まるで、俺達をどこかに誘ゆう導どうしているような……そんな意図が感じられるぜ）

　そんなことを漠ばく然ぜんと思いながらも。

　今の凜太朗達には『隙間』を追う以外の選せん択たく肢しなどなかった。




　──こうして、街中を回って『隙間』を探す凜太朗達。

　『隙間』はやはり、凜太朗達をどこかへ誘導するように、次から次へと現れる。

　そして、『隙間』を追い続けるままにたどり着いた、とある公園にて。

　ジャングルジム、シーソー、砂場……様々な遊具に囲まれた広場の中心に──

「……七つ目ね。ほんのつい最近、できたものに見えるけど」

　──瑠奈が指さす先、やはり『隙間』があった。

「ったく、どんだけ暇ひまなんだよコイツ。こりゃ、本格的に犯人を捜さがし出して潰さねーと、マジでイタチごっこだな」

　凜太朗がうんざりしながら、『隙間』の解呪作業に入ろうとする。

　さっきから『隙間』を塞ぐ作業ばかりで、変化や進展は何一つない。

　フェリシアも、瑠奈も、延々と続く同じ作業に、だれてきている。

　だが、変化のない展開に一同の空気が弛し緩かんしきった……まさに、その時だった。

「──ッ!?」

　突とつ如じよ、背中に氷の刃やいばを残ざん酷こくに刺さし込まれたような──そんな鋭するどい悪お寒かんが、その場に集つどう一同の背筋を駆かけ上ったのだ。

　殺気だ。獲え物ものを見つけた獰どう猛もうな肉にく食しよく獣じゆうが上げる、歓かん喜きと高こう揚ようにも似た濃のう厚こうな殺気。

　何者かがこちらを見ている──凜太朗が双そう剣けんを抜き、周囲を警けい戒かいした、その瞬間。

「くすっ……見ぃつけた♪」

　不意に、頭上から幼げな少女の声が降ってきた。

　まるで、隠かくれんぼに興じる子供のような、純じゆん粋すい無む垢くさを湛たたえた声こわ色いろであった。

「ああ、主よ。天にまします我らが父よ。この出会いと導きに感謝しますわ、エイメン」

「──ッ!?」

　凜太朗達が素す早ばやく頭上を警戒する。

　見上げた先は──公園内に等とう間かん隔かくで設置された、とある街灯の天てつ辺ぺんだ。

　丁字の街灯の天辺に、一人の少女が足をぶらぶら投げ出すように腰こしかけ、右手で十字を切りながら、凜太朗達を見下ろしていた。

（は？　あのガキ、いつの間に!?　まったく気配を感じなかったぞ!?）

　ぞっ……と。背筋を斬きり上げるは薄うすら寒い戦せん慄りつ。

　凜太朗は、その街灯の光で闇より幽ゆう鬼きの如ごとく浮かび上がる少女の姿を凝ぎよう視しする。

　その体格は、華きや奢しやで小こ柄がらで幼い。

　歳としの頃はどう見ても十そこそこだ。少女というよりは童女に近い。

　この闇夜の中にありて尚なお、鮮あざやかに輝くは真しん紅くの髪かみ。伸のび放題のその髪は、夜風に煽あおられ、まるで獄ごく炎えんが燃え上がるように揺ゆらめいては、闇を焼き払はらう。

　凜太朗達を見下ろす、大きく鋭い瞳は滴したたる血色の虹こう彩さい。その瞳どう孔こうは大きく開き、やはりこの闇の中で紅玉ルビーのようにギラギラと禍まが々まがしく輝いていた。

　その幼い造りの顔立ちはまるで陶器人形ビスクドールのように整っており、無む邪じや気きな笑えみを浮かべてはいるが……その純粋さの裏に、どこか隠しきれない毒、残酷さが見え隠れしている。

　そんな少女が、紅くれないの騎き士し装しよう束ぞくを纏まとい、凜太朗達を真っ直ぐ見下ろしていたのだ。

　当然、只ただ者ものではない。その少女が内包する星気光オーラ圧は、半はん端ぱなものではない。ケイ卿、ガウェイン卿など足あし下もとにも及およばない。下手をすれば、あの円えん卓たくの騎士最強と謳うたわれたランスロット卿にも匹ひつ敵てきするか、それ以上──

　改めて言うまでもない、そんな者が尋じん常じようの者であるはずがない。

　その少女の正体は──《騎士ジヤツク》だ。

「ちぃっ、お前は──ッ!?」

「あ、貴女あなたは──ッ!?」

「き、ききき、貴様はッ!?」

　そして、凜太朗、ケイ卿、ガウェイン卿の三名は、その少女に見覚えがあった。

　狼ろう狽ばいと動どう揺ようの走る一同を見下ろしながら。

　その少女は、にぃ……と口の端はしを吊つり上げて嗤わらった。恋こいの詩を口ずさむように言った。

「マーリン、会いたかったわ。遥はるかな時を経て肉体は変わっても、その魂たましいの輝きは──ああ、忘れもしない、何も変わらない。私は貴方あなたにずっとずっと会いたかった──」

　その刹せつ那な──少女が動いた。

　静から動への急の転。瞬時に全身の発条バネを極限まで振ふり絞しぼった、圧あつ倒とう的な瞬しゆん動どう。

　少女が一瞬で街灯を駆け下り、そのまま直角反転で一同へと突進してくる。

「Cantate et exsultate et psallite歌え、そして喜び踊れ...　あはっ、あっはははははははーーッ！」

　聖句を唱え、凶きよう鳥ちようのごとき高嗤いを上げながら、少女が疾しつ駆くする。

　地面を舐なめ這はうような超ちよう前ぜん傾けい姿勢で、一同へ向かって疾走する。

　その細ほそ腕うでが携たずさえるは、十字架型の大剣クロス・クレイモア。獲物を狩かる肉食獣の白い牙きばのように、その霜そう刃じんが月光を照り返してギラリと光った。

　その残像すら残さぬ少女の神速の肉にく薄はくを前に──

「くっ──ッ!?」

「ちぃいいいーーッ!?」

　位置的に少女に近かったケイ卿とガウェイン卿が、剣を構えて立ち向かう。

　が──大剣一いつ閃せん。

　夜闇を二つに分断する禍々しき三日月の残ざん響きよう。衝しよう撃げき音の咆ほう哮こう。

　少女が眼中になしと振るった剣の一撃が、ケイ卿とガウェイン卿をまとめて吹ふき飛ばす。

「きゃああああああーーッ!?　私、こんな役ばっかり!?」

「ぐぉおおおおおおおおおおおおおおーーッ!?」

　弾だん丸がんライナーのように水平にすっ飛んでいく、ケイ卿とガウェイン卿。

　ケイ卿は公園内の敷しき地ちをバウンドして削けずりながら果てしなく転がっていき、ガウェイン卿はジャングルジムへ激突し、その原形がわからないほどぐしゃぐしゃになっていた。

「雑魚ざこは引っ込んでなさぁい!?」

　二人の《騎士ジヤツク》を瞬時に戦せん闘とう不能へ追い込んで尚、少女の疾駆は止まらない。

　突進してくる。凜太朗達を目がけて、さらなる暴走加速と共に、猛もう然ぜんと突進してくる。

（へっ、何がなんだか、よくわかんねーが──）

　凜太朗は愛用の双剣──右の赤い長剣、左の白い直刀──を構えて、迫せまり来る少女を凝視する。ばっちりと合う凜太朗と少女の目に、凜太朗は確信する。

（──あいつの狙ねらいは俺だ！）

　その刹那、凜太朗は一歩前へ踏ふみ込んで、叫さけんだ。

「瑠奈ッ！　下がってろ──」

　さらにその次の刹那、まだ十メートルはあったであろう彼ひ我がの距きよ離りが、一瞬で消し飛び──凜太朗と少女が激突していた。

　少女が稲いな妻ずまのように撃うち下ろした大剣を、凜太朗が双剣を交差させて受けたのだ。

　派手に残響する金属音。迸ほとばしり明めい滅めつする火花。その衝撃で、剣圧が嵐あらしのように巻き起こって吹き荒あれ、呆あつ気けに取られる瑠奈とフェリシアを吹き飛ばしていった。

　そして、少女の凄すさまじい一撃を受けた凜太朗は、少女と剣けん越ごしに組み合ったまま、派手に押し込まれ、押し下げられていく。

　防ぼう御ぎよ姿勢のまま押し込まれる凜太朗の靴くつ底ぞこが、地面を削って盛せい大だいな砂さ塵じんを上げる。

　激流のように前方へ流れていく視界。

　堪こらえようと思っても、少女の壮そう絶ぜつなパワーと突進力は、まるで重機関車か何かだ。

「やるじゃない？　マーリン。……でも、ちょっと激しさが足りなくてよ？」

「ぐぅ──ッ!?」

　その突進の勢いのまま、少女が容よう赦しやなく凜太朗を押し込みながら、愉たのしげに告げる。

「女は、憧あこがれの殿との方がたには、責めるより責められたい……そういうものだわ」

「黙だまれぇ──ッ！」

　凜太朗がつばぜり合いを嫌きらい、手元でくるりと剣を回転させる。

　超ちよう絶ぜつ的な圧力をかけてくる少女の大剣を受け流し、身体からだを捌さばき、少女とすれ違ちがう。

「ぉおおおおおおおおおおおおおーーッ！」

「ふっ──いいわ、来てッ！」

　そして、両者、瞬時に体勢を立て直し、互たがいに振り返って向き直り──打ちかかった。

　紫し電でんが爆はぜて踊おどるような凜太朗の双剣。嵐のように唸うなる少女の大剣。

　それらが真っ向から幾いく度どとなく激突する。激突。激突。

　少女の大剣が空気を引き裂さき、真空を切り出して──奔はしる。

　その横よこ薙なぎの一閃を、凜太朗は飛び下がって避さける。

　追い縋すがる少女の斬り上げ、続く振り下ろされる斬ざん撃げきを、左右の双剣で受け流し、

　刹那に閃ひらめく紫電の斬り返しを、辛かろうじて交差させた双剣で撃ち落とし、

　瞬時に懐ふところへ飛び込んでくる少女の柄頭ポメルの一撃を、足の裏で受け止め、

　高出力レーザーのような刺し突とつを、剣の腹で逸らす。爆ぜ散る火花の明滅に目が眩くらむ。

　二人の剣けん舞ぶは、一方的だった。少女の大剣が、完全に凜太朗を圧倒している。一撃の重さの桁けたが違う。少女の大剣が凜太朗の剣と嚙かみ合う度たび、大気が震ふるえる。剣の衝撃で凜太朗の身体がどうしようもないほど泳ぐ。

　たたらを踏む凜太朗を、少女は攻めたてる。

　さらに容赦なく、さらに苛か烈れつに。息吐つく暇もなく。

　一撃でビルを倒とう壊かいさせそうなほどの斬撃を、凜太朗へ無数に浴びせ続ける──

「あら？　貴方の剣はそんなもの？　そんな粗そ末まつなモノで満足する女がいると思って？」

「～～～ッ！」

「さぁ、マーリン！　もっと突ついてッ！　攻めてッ！　もっと強く、激しくッ！」

　防戦一方の凜太朗を挑ちよう発はつし、陶とう酔すいしたように、狂くるったように剣を叩たたき付け続ける少女。

　受け続けながら歯は嚙がみする凜太朗。

　少しずつ、大剣の剣先が凜太朗の身体を掠かする、削る。はする。

　やがて、とある刹那、少女の大剣を受け損そこねた凜太朗が、体勢を崩くずし──

「──ッ!?　しま──」

「エイメン！」

　落らく雷らいのように剛ごう閃せんされる大剣が、凜太朗の身体を左右に両断──

　──しようとしていた、その刹那。

「はぁああああああああああーーッ!?」

　決死の覚かく悟ごと凄せい烈れつな気き迫はくと共に、瑠奈がその間に割って入っていたのだ。

　瑠奈は両手で頭上斜ななめにエクスカリバーを構え──その落雷の如き大剣を受け、流す。

　ジャッ！　工業用の特大グラインダーの研けん削さく音のような大音響が耳を劈つんざく。瑠奈の構えたエクスカリバーから盛大な火花が爆ぜ散り、夜よ闇やみを切きり裂き──

　瑠奈の身体が、その衝撃で弾はじかれたように横へ吹き飛んだ。

　だが、その甲か斐いあって、少女が振り下ろした大剣は凜太朗を僅わずかに逸それ、そのすぐ脇わきの地面を盛大に割るだけに留まる。

「凜太朗ッ！　今よ──」

　ごろごろと地面をバウンドしながらも、瑠奈が叫ぶ。

　この一いつ瞬しゆん、少女の大剣は半ば以上地面に埋うずまり、少女は動きが取れない。

　己おのが主君が、身体を張って作ってくれた、千せん載ざい一いち遇ぐうの好機。

「ぉおおおおおおおおおおおおおおーーッ！　くたばれぇえええ──ッ!?」

　今度は、凜太朗が少女の首を刎はね飛ばそうと、その双そう刃じんを振るう。

　完かん璧ぺきに不意を討うたれた少女に、この攻こう撃げきはかわせない──

　──その筈はずだった。

「──ッ!?」

　次の瞬間、咲さいたのは、切断された少女の頸けい動どう脈みやくが上げる紅花ではなく、視界を白く突き刺さす火花。目に映るは、明後日あさつての方向に弾き返される己が剣先であった。

　見れば──赤い馬上盾ヒーター・シールドが三枚、いつの間にか、少女の左右背後に、それぞれ浮ふ遊ゆう展開している。その内の一枚が、凜太朗の双剣を受け止めていたのだ。

　そして、ほくそ笑む少女が悠ゆう然ぜんと大剣を引き抜ぬき、凜太朗へ振るう。

　凜太朗が二度、三度と素す早ばやく飛び下がって、少女の剣の間合いから逃のがれる。

　ここで殺陣たてが尽つき、数メートルの間合いを開けて、凜太朗と少女が睨にらみ合う形となる。

　肩かたで荒あらい息をしている凜太朗。全身に流れる滝たきのような汗あせ。鉛なまりのような疲ひ労ろう。

　一方の少女は、汗の一ひと粒つぶもかかぬ涼すずしげな表情だ。

「まぁ、無ぶ粋すいな横よこ恋れん慕ぼがあったとはいえ……見事だわ、マーリン」

　そして、少女は十字架型の大剣を構え直し、惜おしみない賞賛を凜太朗へ送った。

「まだ手加減していたとはいえ、この私に《赤い盾ロスチヤイルド》を使わせるなんて……」

　ぞくぞく、と。少女はどこか恍こう惚こつとした表情で舌なめずりしながら、探し求めた愛する人を見つけたように凜太朗を見つめている。

　先ほど、凜太朗の致ち命めい攻こう撃げきを悠然と防いだその三枚の赤い馬上盾ヒーター・シールドは、やはり少女の左右、そして背後に、何の支えもなく浮遊していた。

「私、なんだか躰からだの芯しんが熱く火ほ照てってきたわ。こんなに心が法ほう悦えつに燃える夜は一体、いつ以来だったかしら？　ふふっ、うふふ……ねぇ、マーリン、この私の昂たかぶり……鎮しずめていただけるわよね？　……貴方の逞たくましき剣で」

　その幼い容よう貌ぼうに不ふ釣つり合あいな、妖あやしい色いろ香かと妖よう艶えんさをむせ返る程ほどに振りまきながら、少女は笑う。大剣についた凜太朗の血を、しなやかな指先でそっと拭ぬぐい……それを、ちらりと妖しく覗のぞかせた小さな舌で、ぴちゃりと舐め上げ、凜太朗へ流し目を送る。

「ちっ……この変態幼女がッ！」

　だが、色々と問題の多い言動はともかく、この少女の圧倒的な武勇、そして、何よりあの《赤い盾ロスチヤイルド》……最も早はや、間違いない。

　その少女の正体は──

「いいぜ！　てめぇのその貧ひん相そうな身体に、この剣ねじ込んで、ひぃひぃ鳴かせてやんよ──ラモラック＝ド＝ゲールッ！」

　円えん卓たくの第四席、ラモラック＝ド＝ゲール卿きよう。

　ランスロット卿やトリスタン卿に並ぶ、円卓最強クラスの騎き士しがそこにいたのだ。

　凜太朗の闘とう志しに応じ、ラモラック卿がにやりと笑い、ゆっくりと大剣を構える。

「いいわぁ、マーリン。心が躍おどるわぁ。ふふっ、夜は長いんだもの……たっぷり愉しみましょう？　ああ、それと……」

　ラモラック卿がちらりと瑠奈を流し見て、不ふ愉ゆ快かいそうに言い捨てた。

「そこの貴女あなた……横恋慕は一度までよ？　さっきはあんな際きわどい修しゆ羅ら場ばに踏み込む勇気に免めんじて、生かしてあげたけど……次、あんな真ま似ねしたら……貴女、死ぬわよ？」

「うっ……」

　その凍こごえきった眼光に、絶望的な存在感に、瑠奈が射い竦すくめられてしまう。

　はったりではない──凜太朗はそう直感する。

　先の一合、ラモラック卿に〝その気〟があれば、瑠奈はあのまま二つの肉につ塊かいと成り果てていたのだ。それだけの力がこの《騎士ジヤツク》にはある。

　凜太朗以外、眼中にない──それが不幸中の幸いだったのだ。

（戦せん況きよう、確かく認にん……ガウェインとケイ卿は戦闘不能、瑠奈とフェリシアは完全に外野）

　酷ひどい損傷を負って倒たおれ伏ふす二人の《騎士ジヤツク》と、あまりにも次元が違い過ぎる戦いのレベルに呆ぼう然ぜんと身を竦ませるしかない瑠奈とフェリシアを、流し見る。

（理由はわからんが、こいつの狙いは──俺）

　改めてラモラック卿を見やり、凜太朗は右手の剣を地面に突き立てる。

（こいつほどの相手に、撤てつ退たいなぞ不可能）

　右手で左手の剣を摑つかんで浅く切り、その血で両手の甲こうに〝魔ま眼がんの紋もん様よう〟を描えがく。

（そして……俺は死ねない。あいつを……瑠奈を王にしてやると言ったんだ……へっ……こんな所で死んでられねえよなぁ？　だったら──）

　そして、凜太朗の総身に爆ばく発はつ的に漲みなぎる黒い星気光オーラ──【魔人フオモール化】が発動される。

　金色に輝かがやく虹こう彩さい。連獅子のように伸のびる白はく髪はつ。翻ひるがえる黒き戦衣。

　途と端たん、今までとは比べものにならない絶大な力と万ばん能のう感が、凜太朗を支配する──

「……ふうん？」

　それを見たラモラック卿が、嬉き々きとして目を輝かせ、

「──凜太朗!?　だ、駄だ目めよ、その力は──」

　瑠奈が痛ましそうに表情を歪ゆがめ、叫さけんでいた。

　瑠奈に改めて指し摘てきされずとも、わかってる。

　本来、この【魔人フオモール化】は、凜太朗にとって、切り札以上の奥の手なのだ。

　アイルランド来らい寇こう神話で謳うたわれる悪あしき闇の神族ダナン──魔人フオモール族。

　一時的にその魔人フオモール族へ先祖返りするこの力は、マーリンとはいえ、身体は現代生まれの人間に過ぎない凜太朗にとって、多大な負担と反動ダメージを肉体と魂たましいに強しいる。

　おまけに、数日前、九く条じようとの戦いで散々使ったばかりで、その反動ダメージはまだ癒いえきってはいない。事実、こうして【魔人フオモール化】を維い持じするだけで、すでに気絶しそうなほど全身が軋きしみ、崩ほう壊かいの悲鳴を上げている。

（だが──やるしかねえっ！）

　凜太朗の見立てによれば、このラモラック卿は、円卓最強と謳われたランスロット卿と同等か、下手をすればそれ以上──ならば【魔人フオモール化】以外に活路などあるはずもない。

　覚悟を決め、凜太朗は双そう剣けんを構えた。

　だが、そんな全すべてを圧あつ搾さくする星気光オーラを放つ凜太朗を前に。

　ラモラック卿は毛ほどの気負いもなく、ただただ嬉うれしそうに微笑ほほえんでいた。

「素晴らしいわ。やっぱり、私の目に狂いはなかった。薄うす々うす思ってたの。円卓最強は、ランスロット卿でもトリスタン卿でもない……マーリン、貴方あなただって」

「……？」

「まだまだ、かつての力には及およばない……でも、いずれ、貴方はかつての力を取り戻もどすでしょう。そう、貴方を倒してこそ、私は、私の最強を……神の愛を証明できる」

　そして、凄せい絶ぜつに嗤わらってラモラック卿も、大剣を構え直した。

　左右背後に展開された三枚の《赤い盾ロスチヤイルド》が、真しん紅くの輝きを放って闇を裂いた。

「さぁ、始めましょう。父なる神、その子キリスト、そして聖せい霊れいの御み名なの下もとに……神の愛を真に受けたのは貴方か私か。我らの剣で主の神意を問いましょう──いざ」

　ラモラック卿がそう宣言すると。

　一瞬の──沈ちん黙もく。

　世界の停てい滞たい。空気の凍とう結けつ。音の消しよう滅めつ。時間の停止。

　──その後。

「うぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおーーッ！」

「いいいいやぁあああああああああああああああああーーッ！」

　凜太朗が、ラモラック卿が、地を蹴けり、互たがいを目指して消えるように駆かけ出した。

　極限まで張り詰つめた精神が、時の流れを狂わせる。刹せつ那なを無限に引き延ばし、凜太朗とラモラック卿の二人をゆっくり、ゆっくりと肉にく薄はくさせる。

　ゆっくりと……致命的な激げき突とつ点へと二人を誘いざなっていく。

　凜太朗の双剣とラモラック卿の大剣が緩かん慢まんに距きよ離りを詰めていく。

　凜太朗とラモラック卿の距離は詰まって、詰まって、詰まって。

　そして──

　いよいよ両者が破滅的に激突する──まさに、その時だった。




「そこまでです」──凜りんと涼やかな声が、その場に滾たぎる熱に水を差した。




「──ッ!?」

　凜太朗は、その鼻先へ不意に突つきつけられた、剣の柄つか頭がしらを前に。

「──なッ!?」

　ラモラック卿は、その鼻先へ不意に突きつけられた、剣の切っ先を前に。

　両者激突の刹那、動きを止め、ぴたりと硬こう直ちよくしていた──硬直させられていた。

　そして、ばさりと翻る旗──

　緩慢だった時間の流れが、元の流れを取り戻し、世界が色を取り戻した。

　気付けば、凜太朗とラモラック卿の間に、一人の少女が割って入っていた。

「二人とも、剣を収めてください」

　三つ編みにした長い白金髪プラチナブロンド、野や暮ぼったい前まえ髪がみが特とく徴ちよう的な、一見、地味な少女だ。

　全体的に華きや奢しやで小こ柄がらな体つきだが、その体幹は妙みようにしっかりしており、その自然に背筋が伸びている佇たたずまいに頼たよりなさは微み塵じんもない。その肢し体たいの控ひかえめな曲線は、弱さよりむしろ純じゆん粋すいさと清せい楚そさの証あかしとも取れるだろう。

　悟さとりを得た聖者にも通じる落ち着きと貫かん禄ろくを身に纏まとい、穢けがれ無き純白の修道服をしめやかに羽織るその様、それを一言で形容するならば──聖女。

　そんな聖女の細ほそ腰ごしにはタリスマンが下げられ、『Ⅳ』と刻まれた石が嵌はめられている。そして、そのたおやかな手には、奇き妙みような剣が携たずさえられていた。

　刀身と柄が同等の長さを持つ剣だ。十じゆう字じ架か型の鍔つばには勇ゆう壮そうなる戦旗が取り付けられ、夜風に翻っている。剣と言うより、戦場で頭上に掲かかげて味方を鼓こ舞ぶする旗槍に近い。

　だが、その金でも銀でもない不思議な光こう沢たくを放つ金属で鍛たん造ぞうされた剣は──間違いなくエクスカリバーだ。

　この旗槍型のエクスカリバーで、少女は激突寸前の凜太朗とラモラック卿を止めたのだ。

（こいつ、新手の《王キング》か!?）

　凜太朗は目を剝むいた。信じられなかったのだ。

　今、凜太朗に背を向けて佇むその謎なぞの少女は、凜太朗が見る限り、凜太朗やラモラック卿と比べて、さほど存在強度が高いわけではない。

　そんな二人の激突に割って入るなど、下手をすれば一いつ瞬しゆんでミンチだ。

　だが、それでも二人を止めてみせたと言うことは──〝柔じゆう良く剛ごうを制す〟──その少女の剣の技量が並外れて高い、ということの証左に他ほかならない。

　凜太朗が呆あつ気けに取られて、その少女の超ちよう然ぜんとした後ろ姿を見つめていると。

「あら？　何？　もう来たの？　……話が違ちがうじゃない。……興ざめだわ」

　密ひそかに、そんな意味不明なことを呟つぶやくラモラック卿へ、

「ラモラック卿。その人達は恐おそらく、例の『隙すき間ま』事件の犯人ではありません……恐らく湖のダーム・貴婦人デユ・ラツクから、私達と同じ依い頼らいを受けた《王キング》です。あそこにいる彼女達のエクスカリバーを見てください」

　少女は、凜とした声で言った。

「……あっらーん？　本当だわ。ぜーんぜん、気付かなかったわー」

　ラモラック卿はちらっと、瑠奈とフェリシアを見て、すっとぼけたように言った。

　そんなラモラック卿へ、少女がくどくどと説教を始める。

「ラモラック卿！　《王キング》同士ならば、まずは相手に正義を問い、己おのが正義を語り、その上で正々堂々とした戦いで、両者の正義の是ぜ非ひを神に問わねばなりません！　私達の戦いは、神に王たる資格を問う神聖な戦いなのですから！」

「ふふっ……無事だったのね、貴女。いえ、ひょっとしたら、こいつらが件くだんの『隙間』事件の犯人かなって思ったのよ。だって、私達、さっき何者かの妙な魔法で分断されて、はぐれてしまったでしょう？　こいつらの仕し業わざかなって思ってねぇ？」

　白々しく嘯うそぶくラモラック卿。

　すると、先ほどまでの焼しよう灼しやくする闘気と凍いてつく殺気はどこへやら。

　ラモラック卿はニコッと笑って、コロッと臨戦態勢を解き、大剣を収める。

　それに従い、周囲に展開されていた三枚の《赤い盾ロスチヤイルド》も、透とう化かし消えていく。

　極限まで張り詰めていた空気が一気に破れ、弛し緩かんする。瑠奈は額の汗あせを拭ぬぐいながら息を吐はき、フェリシアはぺたんとその場に座り込んでしまった。

「これも一刻も早く、貴女を救おうとした結果なの。……わかってくれる？」

「まったく……私はこの通り無事ですから」

　すると、その少女は、凜とした所作で凜太朗達を振ふり返る。

　ここで初めて、凜太朗の前に、その少女の相そう貌ぼうが明らかになる。

「そちらの《王キング》の方々、我が《騎士ジヤツク》の無礼、お詫わび申し上げます。私は──」

　と、その少女が行ぎよう儀ぎ良よく頭を下げようとしたところで。

「お前……？」

「あ、貴女は……ッ!?」

「噓うそ……」

　その少女、凜太朗、瑠奈、そしてフェリシアが、同時に目を剝いた。

「貴女あなた、昼間会った転校生のエマじゃない!?　貴女も《王キング》だったの!?」

　瑠奈が叫んだ。

「貴女は、エマ＝ミシェーレ!?　あの聖ジャンヌ修道会の秘蔵っ子……ッ!?」

　フェリシアも叫んだ。

　だが、そんな瑠奈やフェリシアの叫びなどまるで無視して、その少女──エマは、凜太朗を真まっ直すぐ見つめて、叫んだ。

「──師し匠しよう!?」

　途と端たん、凜太朗が苦い顔をして、そっぽを向く。

「師匠！　お久しぶりです、私です！　エマです！」

　構わず、エマは子犬のように凜太朗の元へ駆け寄り、凜太朗の手を取って笑う。

　エマの先ほどまでの峻しゆん厳げんなる雰ふん囲い気きはどこへやら。今はもう、年相応の無む邪じや気きな少女のようであった。

「まさか、こんな所で会えるなんて夢みたいです！　お元気でしたか!?」

　硬こう質しつな表情から一転、人なつっこさと親愛に溢あふれた笑えみを凜太朗へ向けるエマ。

「……まあな」

　対して、素っ気ない、微び妙みような態度の凜太朗。

「どういう……」

「……ことなんですの？」

　瑠奈とフェリシアは半眼で小首を傾かしげるしかなく。

「うぅ……だ、誰だれかそろそろ回復お願いします……ごふっ……」

「ぐふっ……全身の骨がバラバラなんだけど、僕達……」

　遠く離はなれた場所で、ズタボロのケイ卿きようとガウェイン卿が涙なみだ目めで呻うめいていた。

　そして。

「あらあら、知り合いだったの？　……これは少々、面めん倒どうなことになりそうねぇ」

　嬉しそうに凜太朗に取り縋すがるエマの姿を見て、ラモラック卿が妖よう艶えんに、冷たく微笑む。

「……さて、どうしたものかしらぁ？」

　どこまでも考えの読めない嗤いを浮うかべ、ラモラック卿はエマと凜太朗を見つめ続けるのであった。




　とりあえず、凜太朗は【魔人フオモール化】を解いて。

　瀕ひん死しだったケイ卿とガウェイン卿を【癒いやし】の魔法で癒やして。

　凜太朗達は、エマや瑠奈達へ、互いの自己紹しよう介かいと事情説明を行った。

　ただ、その間──

「ああ、それにしても……久しぶりね、ガウェイン卿。今、気付いたわぁ。足下を這はう蟻ありを気にかけられる竜りゆうなんていないから……ごめんなさいねぇ？」

　ラモラック卿がガウェイン卿へ詰め寄って、極ごく上じようの妖あやしい笑みを浮かべていた。

　途端、青ざめたガウェイン卿が、びくびくして背を震ふるわせ始める。

「うふふっ……でも、貴方あなたもこの戦いに参加してくれていて、私、凄すごく嬉しいわ……なにせ、貴方には色々貸しがあるから……ねぇ？」

「ひぃいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいーーッ!?」

　──ガウェイン卿は、まるで蛇へびに睨にらまれた蛙かえるのようだったが、どうでもいい。

　凜太朗はガウェイン卿達を無視して、淡たん々たんと状じよう況きよう説明を続けた。

「──てなわけでな。俺は本土で通っていた学校をサボって、一年くらい、あてもなく世界中を放ほう浪ろうしていた時期があってな……」

「……改めて聞いて思うけど、何やってんのよ、貴方」

　相変わらず行動がぶっ飛んでいる凜太朗に、瑠奈が義務で突っ込む。

「だって、学校つまんねえし。……まぁ、それでその放浪先の一つ、フランスはオルレアンで出会ったのが、こいつってわけだ」

「はい、その節はお世話になりました、師匠！」

　ぴしっと、背筋を伸のばして敬礼をするエマ。

「さっきから気になっていたんだけど、その師匠ってなんなの？」

　瑠奈が眉まゆを顰ひそめてエマに問う。

「それはですね、私は世界の救済を掲げる聖ジャンヌ修道会の代表として、アーサー王継けい承しよう戦に《王キング》として参戦することが決まっていて、修道会の司祭様達の指導の下、剣と魔法の修しゆ行ぎようの日々を過ごしていたんですが……当時の私は、どうにも伸び悩なやんでまして」

　そして、エマはちらりと信しん頼らいに満ちた目で凜太朗を見る。

「そんな時、私の前に現れたのが師匠だったんです。師匠が戦い方を教えてくれたのは、ほんの僅わずかな間でしたが……私は師匠のおかげで見違えるほど強くなれたんです」

「はっ……エマほどの才覚とマナの持ち主を、あんな三下のクソ雑魚ざこ共が教えようってのがそもそもの間違いだ。蟻が幼竜に戦い方を教えられるか？　つまりそういうこった」

　なんでもないことのように鼻を鳴らす凜太朗。

「さ、さすが、前世マーリン……アーサー王の剣と魔法の師匠……」

「彼は傍ぼう若じやく無ぶ人じんのスパルタ主義でしたが、案外、物を教えるのは上手うまかったですからね」

　瑠奈の呟きに、ケイ卿が納なつ得とくしたように頷うなずく。

「……まったく、余計なことをしてくれたものですわ、Ｍｒ．真神」

　すると、フェリシアが溜ため息いきを吐つきながら、口を挟はさんだ。

「アーサー王の血を現代まで伝える分家の一つ、ミシェーレ家。聖ジャンヌ修道会は、そのミシェーレ家を代々庇ひ護ごし、世界の秩ちつ序じよ維い持じと救済を掲げる修道会ですわ。表の顔はただの奉ほう仕し活動集団ですが、裏の顔はやがて来きたるアーサー王継承戦と《人理の崩壊カタストロフイ》に備え、強き《王キング》を育成する……そんな組織です」

「そうなの!?　そんなのあったの!?　知らなかったわ！」

「いや、お前は知ってろよ!?　俺みたいに部外者じゃねーだろ!?」

　真顔の瑠奈に、凜太朗が突つっ込む。

「そして、当世のミシェーレ家のお役目、エマ……彼女の《王キング》としての卓たく越えつした武勇は、かつてのフランスの英えい雄ゆうジャンヌ＝ダルクの再来と評され、人呼んで《救世の聖女ラ・ピユセル》。あの九条、そして、このわたくしフェリシア＝フェルラルドと並ぶ、アーサー王継承戦の優勝筆頭候補の一人として数え上げられている実力者ですわ！」

「いや、お前は別に優勝候補に入ってねえから」

　どや顔のフェリシアに、凜太朗は半眼で、ぱたぱた手を振りながら言った。

「はぁ……それにしてもなんて言うか、そんな子が私の後こう輩はいで《王キング》……九条先生も《王キング》だったし……この業界、案外狭せまいのかしら？」

　瑠奈がそんなことをぼそぼそ呟いていると。

「それにしても、酷ひどいですよ、師匠……」

　瑠奈を無視して、エマが拗すねたように凜太朗へ言った。

「ある日、突とつ然ぜん、あんなことを言い残して、どこかに行ってしまうんですもの……」

　すると、凜太朗は一瞬、言葉に詰つまって、やがてぼそりと返す。

「……それは……悪かったな」

「一言くらい挨あい拶さつさせてくださいよ……それに、アーサー王継承戦のことを師匠に打ち明けて、師匠にも私の陣じん営えいで参加してもらうよう頼たのもうと思っていたのに……」

「あー……あの時は、この世界の裏側でそんな面おも白しろそうな戦いが企き画かくされてたなんて、露つゆほどにも思ってなくてな……」

「師匠ったら。でもまぁ、これは完全に私の我わが儘ままだったから構わないんですけど」

　そして、エマはくすりと笑って、凜太朗を真っ直ぐ見つめた。

「ねぇ、師匠、見てください。私、師匠の教えのお陰かげで《王キング》として立派に戦えます。これも全部、師匠のお陰です。本当にありがとうございました！」
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　だが。

「……ンなことやらせるために、教えたんじゃねんだがな」

　微妙な表情で、凜太朗がぼそりと口ごもるように呟つぶやいて。

「え？　なんですか？　師匠」

「……なんでもねえよ」

　凜太朗は溜息交じりにそっぽを向くのであった。

　そして、そんな二人のやりとりを……

「むぅ～～～……」

　傍はたから、瑠奈が睨んでいた。もの凄く不ふ機き嫌げんそうに睨んでいた。

　ぷっくーと、子供のようにむくれていた。面白くない。面白くないのだ。

　確かに凜太朗はエマに対して素っ気ないが……エマの方は凜太朗と再会して以来、うっすらと頰ほおに紅を差しながら嬉うれしそうに凜太朗へ微笑ほほえみかけている。少し潤うるんだ瞳ひとみでちらちらと凜太朗の様子を窺うかがうその様は、まるで恋こいする乙おと女めそのものだ。

「ええっ？　師匠も、キャメロット国際学園の生徒だったんですか!?」

「まぁな。つい先日、編入したばっかだが」

「そういえば、その制服……うわぁ、嬉しいな。師匠と同じ学校です！」

　どこをどう見ても、エマが凜太朗に並々ならぬ感情を抱いだいているのは明白だ。

　まるで自分の物に粉かけられているようで、瑠奈はそれが実に気に食わない。

　おまけに、瑠奈にとって最大に腹立たしいのは……

「……何よ？　昔むかし馴な染じみ？　あいつったら、なぁんであの子のことは覚えてて、私のことは綺き麗れいサッパリ忘れてるのよ？　ぶつぶつ……」

「あ、あの……瑠奈？　ちょ、ちょっと落ち着きましょうね……？」

　ケイ卿は、そんな不機嫌さＭＡＸな主君を宥なだめるように、声をかけた。

「べ、別に凜太朗が、どんな女に想おもいを寄せられようがいいではありませんか！　お姉ちゃんとしては、むしろ、あんなド外げ道どうの腐くされクズ男、他の女とくっついて片付いてくれた方が、瑠奈の将来のためであって喜ばし──」

　どすっ！

「──なんでもありましぇん！」

　足あし下もとにエクスカリバーを突き立てられ、すごすご引っ込むケイ卿であった。

　そんな瑠奈とケイ卿のやりとりを余よ所そに。

「あの……ところで師匠……確かく認にんしたいことがあるんですが……」

「なんだ？」

　聞き辛づらそうに問いかけてくるエマに、凜太朗が応じる。

「その……やはり、この場にいるということは……師匠もその、この継承戦に？」

「ああ、そうだ。俺も色々とあってな」

　すると。

「どうも、エマ！　昼間ぶりね！　どうやら、〝私の家臣〟である凜太朗が、随ずい分ぶんとお世話になったようね……私　の　家　臣　の凜太朗が」

　やたらと〝私の家臣〟を強調しながら、ずいっと瑠奈が間に入ってくる。

「瑠奈先輩……」

　エマは、そんな瑠奈を冷ややかに流し見て、凜太朗へ哀かなしげに問う。

「状況的にそうかなと思ってたんですが……やっぱり、今の師し匠しようは瑠奈先輩の陣営に？」

「まぁ、そうだな。……仕官先を間違えたと、最近つくづく思ってるが」

「いやーっ！　まさか、今日、うちの学校にやってきた転校生が、アーサー王継承戦に参戦する《王キング》だなんて、夢にも思わなかったわーっ！」

　瑠奈は一同が見ている前で、一体、どこから取り出したのか、大量の画が鋲びようを、セロハンテープで左の掌てのひらに貼はり付け始める。

「早い段階で互たがいの素す性じようが割れたのも、きっと何かの運命なのでしょう！　そういうわけでよろしく、エマ！」

　そして、瑠奈は一陣の春風のような表情で、その画鋲の針が並んだ左手を、握あく手しゆを求めるようにエマに差し出して……

「お前はガキか!?」

「ぎゃーーーーーーーーッ!?」

　凜太朗に一いつ瞬しゆんでコブラツイストをかけられて悶もん絶ぜつするのであった。

「こっ、この無礼者ッ!?　王に向かってなんてことすんのよ!?　不敬罪で死し刑けい──」

「ほう？　死人がどうやって死刑を執しつ行こうするんだぁ？　ああ、こら？」

「痛い痛い痛いーーッ!?　ちょ、やめて!?　ごめんなさい、うきゃーーッ!?」

　まるで年季の入った夫婦めおと漫まん才ざいのようなやりとりをする二人の様子を。

　エマはじっと見つめ……やがて不満そうに仄ほの暗ぐらく眼めを細め、ぼそりと呟いていた。

「……なんでこんな人に、師匠が」

「……ふふっ」

　そんな主あるじの様子に気付いたラモラック卿きようが、人知れずほくそ笑む。

「というわけで……まぁ、よろしく……げほごほっ！」

　そんなエマ達の様子には気付かず、なんとか凜太朗から逃のがれた瑠奈が、エマの前に改めて立った。

「ま、同じアーサー王を目指す者同士、これから正々堂々と競きそい合いましょ──」

　そして、今度こそ瑠奈が、握手を求めて右手を差し出す。

　だが。

　ぱぁん！　意外にも、エマはその手を払はらっていた。

「──ッ!?」

　戸と惑まどう凜太朗達の前で、エマは冷たい目で瑠奈を流し見ていた。

「……納得がいきません」

「えっ？」

　糾きゆう弾だんするようなエマの言葉に、瑠奈が目を瞬しばたたかせる。

「貴女あなたのような人が師匠を臣下にしている……それが納得できません。〝最弱のアーサー王継けい承しよう候補者〟、瑠奈＝アルトゥール。ええ、知ってます、貴女は有名ですから」

「！」

「師匠は……本当に凄すごい人なんです。師匠を臣下に迎むかえられる人は……それこそ、この世界の全すべてを統すべる〝真の王〟以外にあり得ないと私は思っています」

「な、何が言いたいわけ!?」

「瑠奈先輩。私は世界を救うために王を目指しています。やがて来る《意識の帳とばり》の崩ほう壊かい……《人理の崩壊カタストロフイ》。その時、〝滅ほろびに瀕ひんするこの世界を救済するため〟に、この継承戦に参戦し、アーサー王を目指しています」

　ばさりと戦旗を翻ひるがえし、エマは手にした剣けんの先を、瑠奈へと突きつけた。

「……貴女は何故なぜ、王を目指すのですか？　瑠奈先輩」

「は!?　そんなの決まってるでしょ!?」

　瑠奈は胸を張って威い風ふう堂どう々どうと宣言した。

「世界一の王になって、威い張ばって、楽して、遊んで暮らしたいからよッ!?」

「お前、こんな時くらい、少しはブレろよぉおおおおおおおおおーーッ!?」

　いつも通り過ぎる瑠奈に、凜太朗は天に向かって吠ほえた。

「何よ？　だって事実だし」

「だからってなぁーーッ!?　人間、建前と本音ってもんがあんだろうが!?」

　そんなやりとりをする二人を前に、エマは剣を握にぎる手に力を込こめた。

「やっぱり思った通りです、瑠奈先輩。貴女に師匠は相応ふさわしくありません」

　エマがそんな敵意の籠こもった言葉を放つと、その場の緊きん張ちよう感かんが一気に高まった。

　ケイ卿が剣を抜ぬいて身構え、ガウェイン卿がフェリシアを自分の背後に庇かばう。

「ふん……貴女、結局、何が言いたいわけ？」

　何か致ち命めい的てきな予感に瑠奈も目を細め、腰こしのエクスカリバーの柄つかに手をかける。

「救世の王には優すぐれた家臣が必要です。貴女のような暗あん愚ぐの王に、師匠のような優れた家臣は必要ありません。ならば、私の方が余よ程ほど……」

　エマが瑠奈を激しく睨にらみ付け、そして、意を決したように凜太朗へ振ふり返って言った。

「師匠！　お願いします！　そんな女に与くみするのはやめてください！　それよりも、私に力を貸してください！　貴方あなたに教えを頂いていた、あの時のように！」

「──ッ!?」

　唐とう突とつなエマの懇こん願がんに、凜太朗が眼を瞬かせる。

「わかっています！　あの頃ころの私は未熟で力不足だった！　だから、師匠は私に愛想を尽つかして出て行ってしまった！　そうなんでしょう!?」

「それは……」

「でも、今の私は強くなりました！　師匠の教えを守って強くなりました！　今なら立派な王になれます！　貴方が仕えるに相応しい王になれます！　だから、瑠奈先輩じゃなくて、私に力を貸してください！　私には貴方が必要なんです……ッ！」

　そのあまりにも必死な懇願に、凜太朗は何も言えなくなってしまう。

　──その時だった。

「ＯＫ、我が愛いとしい主様。そういうことなら──お任せ♪」

　それは──誰だれも反応できなかった。

　一瞬で間合いを詰つめたラモラック卿が、瑠奈の首へ旋せん風ぷうのように一いち撃げきを振るったのだ。

　瑠奈も、フェリシアも、ケイ卿も、ガウェイン卿も、エマすらも──

　誰もがラモラック卿の神速の動きに反応できなかった。

　──ただ一人、凜太朗を除いて。

「野や郎ろうぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおーーッ!?」

「きゃあ──ッ!?」

　凜太朗が咄とつ嗟さに、瑠奈を庇って前に出る。

　ラモラック卿の振るった大剣を、凜太朗の双そう剣けんが受け止める。

　今、凜太朗が飛び込まなければ、確実に瑠奈の首は飛んでいただろう。

　そして、嚙かみ合った刃やいばと刃の衝しよう撃げきが、剣圧となって周囲を吹ふき荒あれ、そのまま瑠奈、ケイ卿、フェリシア、エマ達を木こっ端ぱのように吹き飛ばす。

　刹せつ那なで極限まで張り詰め高まった戦場の空気。

「な──……ラモラック卿……？」

　唐突のことに、思考がついていかないエマが呆ぼう然ぜんと見み渡わたす前で──

「──私が瑠奈を殺して、凜太朗を略奪うばってあげるわぁ？　それが神の思おぼし召めしよ」

　歓かん喜きと狂きよう気きが混在する表情で、ラモラック卿は交差する刃ごしに、凜太朗を熱っぽく睥へい睨げいするのであった。

「O res mirabilisああ、なんと素晴らしきかな! Manducat Dominum pauper, servus et humilis天は主を、憐れな者達や奴隷達、そして卑しき者達に糧として与えられたのです......Amenエイメン.」

　ラテン語で謳うたうように聖句を呟つぶやきながら、ラモラック卿が禍まが々まがしく嗤わらう。

「マーリン……私は我が王のために、貴方の王を殺すと決めたわ。それが嫌いやなら私と戦いなさぁい？　全ぜん霊れいで。……じゃなきゃ殺す」

「矛む盾じゆんしてんぞ……てめぇ、本気か……ッ!?」

「ええ、本気よ？　正気かと問われれば、ちょっと返答に困るけどねぇ？」

　ラモラック卿の爛らん々らんと真しん紅くに輝かがやく眼まな差ざしを睨み返しながら、凜太朗が物思う。

（ラモラック……こいつはどういうわけか、どうしても、この俺とガチで殺やり合いてえらしい……やはりコイツとの戦いは避さけられねえか……ッ!?）

「ほらほらぁ！　さっさと出しなさいよぉ!?　さっきのアレ、あの真っ黒い力！　じゃないと、出す物出せずに逝ゆくわよッ!?」

「言われ……なくても……ッ！」

　すでに、両手の甲こうに〝魔ま眼がんの紋もん様よう〟は血で刻印済みだ。

　先さつきの僅わずかな時間の【魔人フオモール化】で、全身がすでに粉々になりそうだが構っていられない。

　凜太朗が迷わず【魔人フオモール化】を再発動しにかかる。

「ま、待って！　待ってください、ラモラック卿！　私は──」

　そして、エマが何事かを言いかけた──その時。




「わかったわ、エマ！　貴女、凜太朗の身み請うけにいくら出す!?」




　そんな唐突で予想外な瑠奈の叫さけびが響ひびき渡わたり──その場の時間が止まった。

「は？」

「まったくもう！　そんな強くて怖こわい《騎士ジヤツク》と正面からやりあうなんて、やってらんないわよ！　凜太朗が欲ほしけりゃ持って行きなさい！　所有者の私が許す！」

「おい…………おい？　……まあじで？」

　凜太朗が頰ほおを引きつらせて、絶句している。

「……貴女…………本気？」

　ラモラック卿すら、眼を点にして硬こう直ちよくしている。

「エマ、貴女は凜太朗が欲しいんでしょ!?　今ならお安くしておきますぜ？　四十万円くらい！　だから、ここは見み逃のがして!?　てへっ！」

　媚こびへつらうように、ヘラヘラと卑ひ屈くつな笑いを浮うかべている瑠奈。

「…………る、瑠奈？」

　凜太朗は、そんな瑠奈の横顔を口をぱくぱくしながら見つめて……

「──あはっ！　あっはははははははははーーっ！　瑠奈＝アルトゥールッ！　貴女、面おも白しろいわぁ!?　なるほど、そう来る!?　まったくもう、してやられたわーーッ！」

　ラモラック卿が、もう我が慢まんならぬとばかりに高嗤いを始めて……

「皆みんな、いい加減にしてくださいッ！」

　ようやく我に返ったエマが激げき昂こうしていた。

「ラモラック卿、剣を引いてください！　何度も言いましたが、私達の戦いは──ッ！」

「はーい、冗じよう談だんでーす。反省してまーす」

　あっさりと剣を引いて、くるりと背を向け、凜太朗から離はなれるラモラック卿。

「貴女は、いつもいつも冗談が過ぎるのです！」

　そして、次にエマは瑠奈を振り返って、憎にく々にくしげに言った。

「そして、瑠奈先せん輩ぱい！　貴女は一体、何なんですか!?」

「何がよ？」

「世界を統べる王たる信念もなければ、覚かく悟ごもなく、正義もない！　あまつさえ、今、貴女は自分の命惜おしさに、こともあろうに師し匠しようをはした金で売ろうとしましたね!?」

　エマが瑠奈の前に立ち、鋭するどく睨み付けていた。

「だって、凜太朗のせいで、そんな怖ーい騎士サマに狙ねらわれるくらいなら、その方が得じゃなーい？　お金も入るしぃー？」

　瑠奈はふてぶてしい態度で、エマの糾弾の視線を受け流し続ける。

「で？　どうするの？　凜太朗を買うの？　買わないの？」

「そんなの受け入れられるわけないでしょう!?　私をバカにしてるんですか!?」

　怒いかり心しん頭とう──憤ふん怒ぬの形相のエマのこめかみに、青筋がみるみる立っていった。

「聞きましたか、師匠!?　これが貴方の仕える《王キング》の正体です！　なんでこんな人に師匠は仕えているんですか!?」

「うるっさいわね！　凜太朗は私のものよ！　私のものを、私がどう扱あつかおうと、そんなの勝手でしょう!?」

「…………ははは」

　一方、凜太朗は頰を引きつらせ、困ったように瑠奈とエマを見比べている。

　しばらくの間、瑠奈とエマは子供の喧けん嘩かのような言い争いを続け……

「わかりました！　そういうことなら、私にも考えがあります！」

　やがて、エマが剣──彼女のエクスカリバー──の切っ先を瑠奈へ突つきつけ宣言した。

「師匠を賭かけて勝負です、瑠奈先輩！」

「──ッ!?」

　一同が驚きよう愕がくでエマを注視する中、エマが淡たん々たんと告げる。

「貴女あなたも今回の湖のダーム・貴婦人デユ・ラツクの依い頼らいを受けたのでしょう？　ならば、この島中に『隙すき間ま』を作って私達の継承戦を妨ぼう害がいし、市民に仇あだ為なそうとする犯人……これから、その犯人にどう対処するか。それで私と瑠奈先輩の王としての器うつわを師匠に見み極きわめてもらうんです。その結果で、改めて師匠に、私と瑠奈先輩……どちらにつくか選んでもらいましょう」

「ふうん？」

　そんなエマの反応は想定内だったのか、瑠奈は不敵な笑えみのまま悠ゆう然ぜんと応じていた。

「すみません、師匠……勝手に賭けの対象にしてしまって……でも、お願いします！　私にチャンスをください！」

　だが、エマはそんな瑠奈を無視し、凜太朗に向き直り、頭を下げていた。

「私……どうしても師匠には傍そばにいて欲しいんですッ！　証明しますから！　昔の私と今の私が違ちがうことを！　私が今の師匠に相応ふさわしい君主であることを！　だから──」

　形なり振ふり構わず、必死に訴うつたえかけてくるエマに。

「……おいおい。お前さぁ、一体、何を言って……」

　凜太朗が呆あきれたように肩かたを竦すくめようとした……その時だった。

「……いいわよ!?　その勝負、受けて立つわっ！」

　瑠奈はにやりと笑って、胸を張って、そんなことを宣言し始めた。

「……ははっ。なあにこれ？」

　最も早はや、凜太朗は頰を引きつらせて乾かわいた笑みを浮かべるしかなくて。

「な……ッ!?　瑠奈!?　貴女、正気ですの!?」

　フェリシアも、ケイ卿きようもガウェイン卿も、ただ、啞あ然ぜんとするしかない。

「王の器勝負ですって？　ふふん、良いわよ？　私が貴女に負けるわけないし？　そもそも、凜太朗は私を選ぶに決まってるし？　勝負にならないと思うけど、受けて立ってあげるわ！　格の違いってものを見せつけてあげるわ！」

「なんていう傲ごう岸がん不ふ遜そん、なんていう大増ぞう上じよう慢まん……やはり貴女に師匠は相応しくありません……私は、必ず私の王の器が貴女よりも優れていることを、証明してみせますから」

　一同がはらはらしながら見守る中、瑠奈とエマが視線で火花を散らし合う。

　そして、瑠奈が我が意を得たりとばかりにほくそ笑んで言った。

「決まりね？　じゃあ、この勝負の決着がつくまでの間、私と貴女の陣じん営えい、休戦ってことでいいかしら？　互たがいに一いつ切さい手を出さない……それでいいわよね？」

「ええ、それでいいですよ、先輩。……ラモラック卿にも厳命させます」

「ふふんっ！　後で吠ほえ面づらかかないことねッ!?」

「それはこっちの台詞せりふです！」

　まるで猫ねこ同士の喧嘩のように、険悪に睨にらみ合う瑠奈とエマ。

「なんか妙みようなことに……」

「……なってきましたね……」

　場の動向をやきもきしながら見守るフェリシアとケイ卿。

「……ほっ……とりあえずは戦わずに済むのか……良かった……」

　密ひそかに、ガウェイン卿がそう安あん堵どの息を吐つくが。

「あ、そうそう、ガウェイン卿」

　そんなガウェイン卿へ、ラモラック卿が振ふり返って、言った。

「この休戦が解けた後……貴方あなただけは、私が必ずきっちりかっちりブチ殺すから。……首を洗って待ってなさぁい？」

「ひぃいいいいいいいいいいいいいいいいーーッ!?　やっぱり!?」

　なぜか、最初からガウェイン卿に対してだけは、妙に敵意ＭＡＸなラモラック卿に睨まれ、ガウェイン卿は竦み上がるのであった。

　そして──

「うーん……それにしても」

　怯おびえるガウェイン卿を余よ所そに、ラモラック卿が瑠奈、エマ、凜太朗を流し見る。

「これは……ちょっと厄やつ介かいなことになったかも」

　人知れず、ラモラック卿は人差し指をその顎あごにあてて、愉たのしげに呟いた。

「……後で、彼女に相談してみようかしら？」

　そんなこんなで。

　様々な波乱の予感を孕はらみながら、その場は解散の運びとなるのであった。




　──《湖のダーム・貴婦人デユ・ラツク》の依頼を受けたら、とんでもないことになってきた。

　エマ達と別れた凜太朗達は、そんな疲ひ労ろう感かんを抱かかえながら帰路についていた。

「……瑠奈！　一体、どういうつもりですか!?」

　その道中、ケイ卿の𠮟しつ責せきが瑠奈へと飛ぶ。

　当の瑠奈は口笛など吹ふきながら、どこ吹く風だ。

「その場しのぎに凜太朗を売ろうとするなんて！　おまけに、なぜ、あのような勝負を受けたのです!?」

　そして、ケイ卿は振り返って、一行の殿しんがりを歩く凜太朗を指さす。

「見てください！　彼、可か哀わい想そうに、すっかり凹へこんでますよ!?」

　見れば、とぼとぼ歩いてついてくる凜太朗は、肩を落として俯うつむき、先ほどから溜ため息いきを連発して、酷ひどく意い気き消しよう沈ちんしてるようであった。

「彼マーリンって、あれで結構、ナイーブなんですから！　確かに、彼は傍ぼう若じやく無ぶ人じんで傲岸不遜な外げ道どうですが、その彼から受けた多大な恩を、貴女は忘れたのですか!?」

　わりと本気で怒おこるケイ卿に。

「だって……あの時は……そうしなきゃ……」

　瑠奈が、もごもごと、少し陰かげりのある表情で何かを弁明しかける。

　が、次の瞬しゆん間かん。

「でも！　いいのよ！　だって、凜太朗は私のものだもんっ！　王が家臣をどう扱おうが、王の勝手でしょ!?」

　つん！　と瑠奈が腕うで組ぐみしてそっぽを向き、説教を突っぱねる。

「そもそも、凜太朗だって何よ!?　ちょっと可愛かわいい子から、仕官を迫せまられたからってデレデレしちゃって!?　昔の馴な染じみ？　師匠!?　バッカじゃないの!?」

　カッカッと頭から湯気を立てながら、逆に凜太朗を責め始める。

「私という王に仕えていながら、余所の王に色目を使うなんて不敬よ不敬！　そんなデリカシーのない家臣なんか、あんな扱いで充じゆう分ぶんでしょ!?」

「はぁ～、可愛くねぇ。俺がいつ、エマにデレデレしたってんだ？」

　すると、今まで黙だまっていた凜太朗が、ぼそりと呟つぶやいた。

　さすがにカチンと来たらしく、吐き出す言葉には棘とげがある。

「まだ、勝負はついてねーけど。この際、エマに乗り換かえるのもありかねぇ？」

「な……っ!?」

　そんな凜太朗の言葉が予想外だったのか、ぎょっとする瑠奈。

「何だよ？　何か文句あんのか？」

「な、何よ!?」

　そして、そのまま、がるる……と、睨み合うそんな二人の間に。

「け、喧嘩をしている場合ではございませんわ、瑠奈！」

「そ、そ、そうだぞ！」

　妙に切せつ羽ぱ詰つまったフェリシアとガウェイン卿が割って入る。

「この休戦状態が終わったら、僕達は間違いなく、あのエマとラモラック卿の陣営と本格的に一戦交えることになる！　そうなったらラモラック卿で僕の命がヤバい！」

「ガウェイン卿がやられたら、わたくしの命もヤバいですわ！」

「ったく、お前らは……」

　すると、毒気を抜ぬかれたのか、凜太朗が呆れたように息を吐いた。

「と、とにかくですわ！　私達はあのラモラック卿について、もっと話し合うべきだと思いますわ！　エマも厄介ですが、今の私達の最大脅きよう威いは間違いなくラモラック卿です！　休戦している間に、彼女の対策を講じておくべきですわ！」

　瑠奈と凜太朗の悪くなった雰ふん囲い気きを変える意味合いもあったのだろう。

　フェリシアは二人の喧嘩を打ち切り、強ごう引いんに話題を変えた。高飛車なわりには、意外と気配りとお気き遣づかいの淑しゆく女じよなのであった。

　すると、瑠奈もそれを知ってか知らずか気を取り直し、疑問を投げる。

「ねぇ、ラモラック卿ってそんなに強いの？　いや、強いのはもうわかってるけど、ラモラック卿なんて、あんまり聞いたことない円えん卓たくの騎き士しでさぁ……」

　すると、ケイ卿がそんな瑠奈の疑問に、淡々と答えた。

「ラモラック卿は、ランスロット卿、トリスタン卿と並ぶ、円卓最強の一角です。退場が早かったためか、あまり現代では有名ではないようですが……赤い盾のラモラツク・ザ・ラモラックロスチヤイルド──伝説時代、彼女はそう呼ばれていました」

「赤い盾ロスチヤイルドの……？」

「はい。その通り名の由来となった彼女の《赤い盾ロスチヤイルド》は、《作用グニーモ》、《抵抗フリオタイオ》、《平衡ラムヘイド》の名を冠かんする三つの盾たてからなる幻想武具アーテイフアクトです。その能力は、〝白兵戦における敵の攻こう撃げきを、担にない手自身の技量で自動防ぼう御ぎよする〟。つまり、ラモラック卿と戦うということは、盾で防御に専念する三人のラモラック卿を追加で相手取ることと同義になります」

　一人でさえ強過ぎて手に余るのに、さらに追加で三人？

「な、何、そのチート……バッカじゃないの？」

　瑠奈は、もう頰ほおを引きつらせるしかなかった。

「その《赤い盾ロスチヤイルド》を抜きにしても、ラモラック卿の武勇の程ほどについては……そうですね、こんな話があります」

　そんな瑠奈へ、ケイ卿は神妙に告げる。

「かつて、私達が生きた時代では、誉ほまれ高き騎士道は、次に挙げる者達によって分けられるとされていました。即すなわち、〝忠義に生きるランスロット卿の道〟、〝愛に生きるトリスタン卿の道〟、〝武に生きるラモラック卿きようの道〟──」

「そして、この僕、〝正義に生きるガウェイン卿の道〟だ」

「お前は入ってねえよ」

「どぎゃあああああーーっ!?」

　不意に話に入ってきた凜太朗が、しれっと自分を混ぜ込むガウェイン卿を蹴けり倒たおす。

「なんなの？　お前ら主従はいちいち見み栄えを張らないと気が済まないの？」

「痛いっ!?　すまないっ！　踏ふまないでくれ、真神凜太朗ぉおおおーーッ!?」

　凜太朗にげしげし踏みつけられ、情けない悲鳴を上げるガウェイン卿。

「と、とにかく、ラモラック卿の武勇は本物！　ともすれば、あのランスロット卿より強敵かもしれません……どうか気を引き締しめてください、瑠奈」

「で、でも、そのラモラック卿のことでもう一つ聞きたいんだけど……なんか妙にガウェイン卿のことを敵視していたような？　……なんで？」

　ふと浮うかんだ疑問を瑠奈が口にすると。

「あー……それはな……」

　凜太朗が、ジト目で足の裏の下のガウェイン卿を見下ろし、淡たん々たんと答えた。

「このアホ、伝説時代にサールースの馬上槍試合トーナメントで何十連勝もしたラモラックが、さすがに消しよう耗もうしきったところを狙ねらって、その帰り道に、ガヘリスと、アグラヴェインと、モードレッドとの四人がかりで、不意討うちでラモラック囲んでリンチして、殺しちまってな……」

　途と端たん、固まる瑠奈とフェリシア。

「……ええと、マジ？」

　瑠奈が確かく認にんするように、ケイ卿に目を向ければ。

「……遺い憾かんながら、マジです。当時、結構問題になりました」

　ケイ卿がガウェイン卿から目をそらし、気まずそうに答えた。

「うわぁ、ないですわー……」

　すると、途端、フェリシアが穢けがらわしい汚お物ぶつでも見るような目で、凜太朗に踏みつけられているガウェイン卿を見下ろし始めて……

「ち、違ちがうんだッ！　聞いてくれ！　僕にも色々と事情があったんだ！　あの変態ロリビッチは、僕の母上を──ああっ!?　フェリシア、僕から離はなれていかないで!?　僕を見捨てないでぇええええーーッ!?」

　ガウェイン卿が涙なみだ目めで、フェリシアの足へ取り縋すがるのであった。

「ガウェイン卿って……今はともかく、昔は結構どうしようもないやつだった？」

「ええ、わりと。アーサー王の甥おいっ子こってことで、調子に乗っていたところがあるかもしれませんね」

　瑠奈の呆あきれたような呟きに、ケイ卿が溜ため息いきを吐ついた……その時だった。

「あれ？　でも……今の話……」

「どうかしましたか？　瑠奈」

「うん……その……ガウェイン卿達が、ラモラック卿を四人がかりのリンチで殺したって話なんだけど……何か引っかかるような……？　何だろう……？」

　不思議そうに小首を傾かしげ、考え込む瑠奈。

　必死にフェリシアへ弁明を続けるガウェイン卿。

　そんな騒さわぎを余所に、凜太朗は夜空を見上げている。

「さて。それにしても……エマ、か。まさか、あのヒヨコが《王キング》にね……」

　そんなことを誰だれへともなく呟き、凜太朗は溜息を吐くのであった。

「ま、それはともかく、凜太朗！」

　そして、話が一段落つくと、瑠奈がずいっと、凜太朗の元へやってくる。

「……何だよ？」

「話は逸それちゃったけど……その……わかってるんでしょうね？」

　瑠奈がどこか恐おそる恐る……といった感じで聞いてくる。

「凜太朗……あ、貴方あなた、王の器うつわ勝負の結果の如何いかんを問わず、当然、私を選ぶわよね？　本気で私を捨てたりはしないわよね？」

「さぁ？　どーしよっかなぁ？」

　すると、凜太朗は頭の後ろで手を組み、不敵に皮肉げに口の端はしを吊つり上げ、瑠奈を振ふり返りもせずに言った。

「なぁんか、俺、瑠奈にはあんまり重用されてねーみたいだし？　俺のことを、より高く買ってくれる陣じん営えいにつくってのも……この際、アリなのかもなぁ？」

「な──ッ!?　じょ、冗じよう談だんよね……？」

　ぎょっとした瑠奈が凜太朗の顔色を窺うかがうが……凜太朗は曖あい昧まいに薄うすら笑いを浮かべるだけで、肯こう定ていも否定もしない。どうやら完全に拗すねてしまっているらしい。

「な、な、何よ、この馬ば鹿か！　王に向かってなんていう不ふ遜そんな態度！　不敬よ！」

「ふん！」

　再燃してしまう瑠奈と凜太朗の喧けん嘩か。

（頼たのみますから、早く仲直りしてくださいまし……）

　フェリシアは心の中でそう祈いのりつつ、溜息を吐くしかないのであった。




　その一方──

「勝手なことをして申し訳ありません、ラモラック卿」

　凜太朗達と別れて帰路につくエマは、隣となりのラモラック卿に謝っていた。

「確かに、最大効率でこの継けい承しよう戦の勝者を目指すならば……貴女あなたの仰おつしやる通り、片かた端はしから《王キング》戦いをへ仕し掛かけて脱だつ落らくさせる……その方がいいのでしょう。それでも私は……」

　すると、ラモラック卿はそんな苦く悩のうに満ちたエマへ、にこりと笑って答えた。

「いいのよ、貴女はそれでいいの、エマ」

　戦いの最中の狂きよう気きじみた有様はどこへやら。

　エマを気遣うラモラック卿の表情には、深い情と慈じ愛あいが満ちあふれていた。

「貴女は、貴女が信じる王の在り方と正義の道を歩めば良いの。時に悩なやんで苦しんで……それでも己おのが信しん仰こうに殉じゆんじ、茨いばらの道を行く……それは凄すごく尊くて、神聖なる行こう為いだと思うわ。全すべての人の原罪を背負って十じゆう字じ架かの受難を耐たえ忍しのばれたイエス＝キリスト、最後まで信仰に殉じた火か刑けい台上の聖女ジャンヌ＝ダルク……私は、貴女がそんな崇すう高こうなる聖者達に通じる御お方かただからこそ、貴女の呼び声に応じ、貴女に仕えることにしたのよ……エイメン」

　右手で十字を切り、祈りを捧ささげるラモラック卿。

「ラモラック卿……ありがとうございます！　これからもよろしくお願いします！」

　ぱぁ、と表情を明るくし、嬉うれしそうにラモラック卿へ微笑ほほえみ返すエマ。

　そう、エマにとってラモラック卿は、確かに暴走しがちな問題騎士ではあるが……それでも信しん頼らいに値あたいする最高の《騎士ジヤツク》なのだ。

　ラモラック卿と一いつ緒しよならば、自分はきっと最後まで戦い抜ける。

（そこに、師し匠しようが加わってくれるなら……私はもう……）

　エマがそんなことを、ぼんやりと考えていると。

「ねぇ、エマ。我が王様」

　ラモラック卿が、どこかからかうように、エマに言った。

「それよりも。せっかく、この機会なんだから……ちゃんと捕つかまえておきなさいよ？」

「捕まえる……ですか？　一体、何を……？」

「もう、決まってるでしょう？　マーリン……真神凜太朗よ」

「……えっ？」

「わからない？　直接的な戦いのない休戦中の今はチャンスなのよ？　今回の勝負の行方ゆくえに拘かかわらず、彼が貴女の味方になってくれるように、すればいいんじゃなくて？」

「あ、あの……ラモラック卿？　そ、それは、一体どういう……？」

「いい？　エマ……」

　すると、戸と惑まどうエマの耳元へ、ラモラック卿はそっと背せ伸のびをして唇くちびるを近づけて……エマの耳へ息を吹ふきかけ、甘あま嚙がみするように囁ささやいた。

「男なんて……一発ヤらせればイチコロなのよ？」

「なぁ──ッ!?」

　とんでもないアドバイスを送られ、顔を真っ赤にするエマ。

　そんな初心うぶな反応をくすくす笑いながら、ラモラック卿が続ける。

「まぁ、それは半分冗談だとしても。最終的に、彼自身が仕える王を選ぶのでしょう？」

「──ッ!?」

「つまり、選ばせればいいのよ。勝負うんぬんより、凜太朗を貴女に惚ほれさせてしまった方が早いってこと。男女問わず、人は惚れた相手の傍そばに在りたいものだしね？」

「ほ、ほ、惚れっ!?　い、いや、別に私はそんなつもりは──ただ、あのようなロクでもない女に、師匠が付き従っていることが我が慢まんならないっていうか──ッ!?」

「素す直なおになりなさい、エマ」

　すると、ラモラック卿は愛いとしい我が子を諭さとすように言った。

「貴女は好きなんでしょう？　マーリ……真神凜太朗が」

「ぅ──ッ！」

「だから、生来、素直で大人しい貴女はムキになった……違う？」

　すると、そんな指し摘てきに、エマは顔を真っ赤に染め上げ、口をぱくぱくさせる。

　やがて、観念したように、勇気を振り絞しぼって震ふるえながら呟つぶやいた。

「は、はい……私は……師匠のことがずっと……すっ、好きだったんです……ッ！」

「あら、可愛かわいい。若いっていいわぁ」

「い、今の私があるのは……その……師匠のお陰かげなんです。私は彼に傍にいて欲しい。私を一人の女性として見て欲しい……ずっと私を導いて欲しいんです……」

　幸せそうに、切なそうに遠くを見つめて微笑むエマ。

　ラモラック卿は、そんなエマを見て満面の笑みを浮かべる。慈愛と喜き悦えつに満ちた笑みを浮かべ続ける。

　そして──

「仕方ないわねぇ。敬愛する我が主君のためだもの。私が一ひと肌はだ脱ぬいであげるわ」

「あ、ありがとうございます、ラモラック卿！」

「うふふ、petite et dabitur求めよ、さらば与えられん……これも全て神の思おぼし召めし。頑がん張ばってね、我が王」

　無む垢くな笑顔を向けてくるエマに、ラモラック卿が妖あやしく笑う。

　どこまでも妖しく嗤わらうのであった──








第三章　瑠る奈なｖｓエマ









　──瑠奈とエマが、凜りん太た朗ろうの主君の座を賭かけた勝負を行うことになった週明け。

　今、キャメロット国際学園高等部二年Ｃ組の教室は、いつになくざわめいていた。

「あ、あの二人……一体、どうしたんだろう？」

　現在は授業合間の休み時間。生徒達が遠巻きに注視するのは、教室の窓まど際ぎわ後方にある瑠奈の席と、そのすぐ後ろにある凜太朗の席だ。

「ぶっすぅ……」

　いつも太陽のように無む駄だに上じよう機き嫌げんなはずの瑠奈が、あからさまに不機嫌そうにむくれている。頰ほお杖づえをつき、左手の指で落ち着きなくトントンと机を叩たたきながら、時折、ちらりちらりと、後ろの席につく凜太朗の様子を窺っている。

「…………」

　一方の凜太朗は凜太朗で、そんな瑠奈の刺さすような視線を完全無視の構えだ。頭の後ろで手を組み、両足を机の上に投げ出し、素知らぬ顔で窓の外を眺ながめている。

「むぅ～～ッ！」

　瑠奈は、〝私、こんなに不機嫌なんですけど？〟アピールを、悉ことごとく凜太朗にスルーされて、ますます不機嫌そうになっていくようであった。

「お、おいおい……あの二人どうしたんだ？」

「休日前は、これ以上ないくらいに仲良さそうだったのにね……」

「だよなぁ？　二人で須す藤どう先生をやっつけたり、パン売ったりさぁ」

　ひそひそと話し合う生徒達。

　すると、凜太朗と瑠奈の様子を、少し心配そうに見つめていた長い黒くろ髪かみの女子生徒──冬ふゆ瀬せ那な雪ゆきが、傍かたわらで行ぎよう儀ぎ良よく座る制服姿のケイ卿きようへ問いかける。

「ねぇねぇ、ケイさん。休日の間に、あの二人に何があったか知らない？」

「冬瀬殿どの……え、えーと……それは非常に複雑で有機的な事情がありまして……私の口から説明するのは憚はばかられると言いますか……」

　まさか、継承戦のことを説明するわけにもいかず、ケイ卿は曖昧に誤ご魔ま化かすしかない。

「あはは、困ったね。ただでさえ、九く条じよう先生が突とつ然ぜん、急病で休職しちゃって、クラスの雰ふん囲い気きが暗くなっちゃったのに……瑠奈さんまであの調子だと、ね……」

「……そう、ですね……」

　ケイ卿は、今朝のＨＲで代理の臨時担任教師が発表したことを思い出す。

　二年Ｃ組の担任教師、九条の急病による休職と、しばらくの間、このクラスの担任を他のクラスの担任達が交代で務めること。

　だが、それは生徒達に配はい慮りよした表向きの話だ。

　裏では失しつ踪そう事件として、九条の行方の捜そう査さがアヴァロニア市警によって密ひそかに続けられていることだろう──その捜査が実を結ぶことは、永遠にないだろうが。

　周囲の生徒達が「次の担任教師は誰になるんだろうな？」とか、「瑠奈さんと真ま神がみ君、ひょっとして痴ち情じようのもつれ？」とか、そんな噂うわさ話ばなしで盛り上がるのを余よ所そに。

　那雪は、不安げな目で瑠奈と凜太朗の姿を見守り続ける。

「あの二人なら大だい丈じよう夫ぶ……だと思うんだけどね」

「はぁ……だと良いのですが」

　クラスの喧けん騒そうの渦うずに、ケイ卿の溜ため息いきが小さくかき消されていくのであった。




「ねぇ、何か私に聞きたいことないわけ？　凜太朗」

　膠こう着ちやくした冷戦状態に、ついに耐えかねたのか。

　頰杖をついた瑠奈が、ぶっすぅーとしたまま、背後の凜太朗へ苛いら立だたしげに言った。

　不意に問われた凜太朗が、ぴくりと眉まゆを動かし、瑠奈の後頭部を見る。

「あん？　……いや、別にねーけど？」

「噓うそ。あるでしょ？」

　凜太朗の素っ気ない応答に、瑠奈がムキになって重ねる。

「例えば、〝なんで、私が貴方あなたをエマに売ろうとしたのか〟とか……」

「…………」

　凜太朗が目を微かすかに細め、沈ちん黙もくする。

「なんかこう色々あって謝りそびれちゃったから、まずは改めて謝るわ。……ごめん、勝手に酷ひどいことしちゃって。家臣をないがしろにするなんて王失格だった……かも」

　すると、気まずいのか、気き恥はずかしいのか、悔くやしいのか。

　瑠奈が明後日あさつての方向を向きながら、自分の長い髪を人差し指でくるくる巻きながら、どうにも煮にえきらない態度で、しどろもどろに呟き始めた。

「でも……その……あれよ。きっと、貴方は誤解してるっていうか？　まぁ、誤解されても仕方ないっていうか？　ええと……その……あれよ。……わかるでしょ？」

　ちらっ。ちらっ。

　どこか縋すがるような流し目を、瑠奈は自分の肩かた越ごしに凜太朗へ送っている。

「だから、その、例の勝負……私を選んで欲しいなっていうか……わかるでしょ？」

　そのいつもの不ふ遜そんさが抜ぬけた自信なさげな様子は、まるで親を見失った子こ猫ねこのようだ。

　だが。

「さっぱりわからん」

　凜太朗はジト目で、きっぱりさっぱり瑠奈の縋るような言葉を切って捨てた。

「ああああああーーッ！　もぉおおおおおーーッ!?　このにぶちんっ！」

　瑠奈が頭を抱かかえて、髪を搔かきむしる。

「ええい！　腹芸なんて私の趣しゆ味みじゃないのよ！　こうなったら、はっきり言うわ！」

　そして、椅い子すを蹴けって立ち上がり、凜太朗に振ふり返り──

「私が貴方をエマへ売ろうとして、あんな勝負を受けたその理由は──」

　瑠奈が何事かを口早にまくし立てようとした──その時であった。

「失礼します。ししょ……真神先せん輩ぱいはいらっしゃいますか？」

　がらり、と教室の扉とびらが開かれ、一人の小こ柄がらな女子生徒が姿を現していた。

　瑠奈と凜太朗の動向にはらはらしていたクラスの生徒達が、その唐とう突とつな訪問者へと一いつ斉せいに視線を向ける。

　そして、その女子生徒が教室内に足を踏ふみ入れた途と端たん──平へい凡ぼんな日常の灰色に染まっていたその場が、まるで歌劇の舞ぶ台たい上のように輝かがやき、光が満ちていくかのようであった。

　なぜなら──現れたその女子生徒は、あまりにも美しく、可愛らしかったからだ。

　鮮あざやかな新緑の虹こう彩さいを持つ瞳ひとみ。眉び目もく秀しゆう麗れいな面おも立だち。緩ゆるく柔やわらかい白金髪プラチナブロンドに程良いカットとパーマを入れ、気づかないくらいに薄うすく施ほどこされたメイクが、少女生来の純じゆん朴ぼくさと清せい楚そさを失わせることなく、極限まで瀟しよう洒しやに引き立てている。

　その身を飾かざるリボンに銀十字のペンダント……主張し過ぎないアクセサリー。

　その小柄な肢し体たいを包む制服の着こなしも、節度を逸いつしない範はん囲い内で垢あか抜ぬけており、少女の控ひかえめなお洒しや落れさと卓たく越えつした美しさを引き立てている。

　そして、その少女とすれ違ちがう者達の鼻び孔こうを、微かにくすぐるは香こう水すいの爽さわやかな芳ほう香こう。

　恐おそらく、元々素材の良い者が、本気で着飾ればこうなるというその見本。

　まるで、トップアイドルでも転校してきたのかと疑わんばかりの女子生徒が、この灰色に見慣れた教室を鮮やかに、華はなやかに塗ぬり替かえたのだ。

「お、おいおい、誰だれだよ、あの子!?　下級生みてーだが!?」

「あんな清楚な美少女、うちの学校にいたかしら!?」

　当然、男子生徒も、女子生徒すらも騒そう然ぜんとし始める。

　凜太朗も、瑠奈も、〝誰？〟と言わんばかりの表情で、ぽかんとしていた。

　教室中の視線を一身に浴びながら、その女子生徒は教室内をきょろきょろと見み渡わたして。

「あっ」

　やがて、凜太朗の姿を見つけ、にこりと花はな咲さくように微笑ほほえみ、

「ししょ……真神先輩！　こんにちは！」

　小さく手を振りながら、凜太朗の元へ、ととと、と駆かけ寄ってくる。

「お前……エマか!?」

「ぇええええええええええええええええーーっ!?」

　ようやく気付いた凜太朗が目を瞬しばたたかせ、瑠奈が素すっ頓とん狂きような叫さけびをあげる。

「ちょ、まっ、噓!?　ぇえええええええーーっ!?　あの田いな舎か臭くさくて、イモっぽくて、野や暮ぼったいのが……え、ぇええええええええええーーっ!?」

　ひたすら失礼に驚おどろく瑠奈を無視して、エマが嬉き々きとして凜太朗の前に立つ。

「なんだ、お前、少し髪切ったのか？　一晩でえらく変わったな、おい。一体、どうした？」

「あ、あはは……ええと、その……実はこれ、ラモラック卿に教えてもらったんです……わ、私はこういうこと、よくわからないし、あまり興味なかったんですが……少しでも綺き麗れいな私を先輩に見ていただきたくて、頑張って……」

　エマが照れ臭くさそうに顔を赤らめ、俯うつむいてしまう。

「や、やっぱり似合いませんか？　私みたいな芋いも女おんながこんなことやっても……」

　そんな風に、自信なさそうにもじもじ俯くエマへ。

「バカ言うな。これ以上ないくらいに最高じゃねーか」

　凜太朗は頰ほおを緩ませ、さらりと賛辞を送る。

「正直、見違えたぞ。お前、どうにも飾りっ気なかったからな……絶対、そっちの方がいい。これからはそれでいろ。いいな？」

「えっ？　あっ、は、はいっ！　ありがとうございますっ！」

　凜太朗に褒ほめられ、嬉うれしそうに顔を綻ほころばせるエマ。赤みが差した頰と、少し潤うるんだ瞳が可愛かわいらしく、女から見てもときめきそうになるほどだった。

「な、な、な……ッ!?」

　容姿なら勝まさってると、密かに自負していた瑠奈が頰を引きつらせ脂あぶら汗あせを垂らす。

　ヤバい、これ互ご角かくだ！　人によってはエマの方がいいと思う者もいるはず!?

　瑠奈がそんなことを考えていると──

「ところで、お前がこの学園に転校してきたってのは聞いてたんだが……俺の所に来て、どうした？　何かあったのか？」

「いえ……その……特に用事はないんですが……ただ、真神先輩とお話ししたくて」

「話？　俺と？」

「はい。その、ししょ……真神先輩と別れてから一年、お互たがい積もる話もありますから色々と……あのっ、今はまだ敵同士なのに、ご迷めい惑わくだったでしょうか？」

「別に？　俺は気にしないぜ？　俺はオンオフスイッチはキッチリしてるタイプだ。オフ時なら、親の仇かたき、不ふ俱ぐ戴たい天てんの敵、殺さつ人じん鬼きとでも盃さかずきを酌くみ交かわしてやらぁ」

「……よかった！　ありがとうございます、真神先輩！」

　──などと、凜太朗とエマは、瑠奈そっちのけで二人だけの世界を形成し始める。

「ぐぬぬぬ……ッ！　何よ、たかがその程度のお洒落で！　ごほん！　ごほん！」

　すると、突然、疎そ外がい感バリバリの瑠奈がわざとらしく咳せき込み、後頭部をちらっちらっと、談だん笑しようする凜太朗へわざとらしく見せつけ始める。

　気付く人は気付くだろうが……昨日とリボンが変わっていた。

「ごほん！　ごほん！　あーっ！　ごほん！」

　瑠奈が、自分のお洒落を露ろ骨こつに凜太朗へとアピールし続けていると。

「……風か邪ぜか？　帰れば？」

　凜太朗のこのセメント対応である。

「ぁあああああああああああーーッ！　もぉおおおおおおおおおおーーっ！」

　ばんばんばんっ！　瑠奈はノートで自分の机を激しく叩たたいて叫わめくしかなかった。

　そんな奇き妙みような行動をする瑠奈を余所に、凜太朗とエマは他愛もない雑談を続けていく。

　やがて、そんな時間もあっと言う間に過ぎ……

「……あ、もう次の授業の時間ですね」

　エマが時計を見ながら、名残なごり惜おしそうに呟つぶやいた。

「そうだな。ほら、さっさと教室に戻もどれ」

　素っ気ない態度で促うながす凜太朗。

　すると、エマが意を決したように、凜太朗に向き直って言った。

「そっ、その、真神先輩……これからも、先輩に会いに来てもよろしいでしょうか？」

「……？　……俺に？」

「えっと……私、まだまだ、先輩とお話ししたいこと、たくさんあって……その……も、もちろん……先輩が迷惑じゃなければ……ですけど……」

「迷惑だから！　もう、すっごい迷惑だから！　だから、もう二度と、私と凜太朗の前に姿を現さないでねっ！　しっ！　しっ！　しっ！」

　瑠奈が悪態を吐つきながら、一体、どこから持ってきたのか『タカタの塩』の袋ふくろに手を突つっ込み、ばっさばっさと周辺に塩をまき始める。

　だが──

「別にいいぜ？　お前の気の済むまで、話し相手になってやるよ」

　凜太朗はあっさりと快かい諾だくしてしまい……

「ぁあああああああああああーーッ！　んもぉおおおおおおおおおおーーっ！」

　どしゃあっ！　瑠奈は塩の袋を自分の机に激しく叩きつけるしかなかった。

「それでは、真神先輩！　失礼しました！」

　最後に、朗ほがらかな笑みを浮うかべて、敬礼で挨あい拶さつして。

　教室中の生徒達が、ぽかんと夢見心地で見送る中、エマは二年Ｃ組の教室を小動物のように、とととっと去って行くのであった。




　こうして、凜太朗と瑠奈の学園生活に、エマという少女が加わることになる。

　エマは休み時間の都度、足しげく凜太朗の元に通っては、ほんの一時の間、凜太朗と何でもない世間話をして、授業が始まると名残惜しそうに帰っていく。

　そんなエマの様子はまるで、ご主人様を慕したう子犬のようであった。

　そんなエマに、当初、二年Ｃ組の生徒達は戸と惑まどいを隠かくせなかったが……

「お、エマちゃん来た来た！」

「おぉ～～い！　真神ぃ～っ！　お前の可愛い通い妻がやって来たぞぉ～っ！」

「か、通い妻!?　い、いえっ、わわ、私はそんなっ！」

「あはは……まぁ、いいから。さぁ、入った入った」

　……段々と回数を重ねていくうちに、慣れてくる。

　休み時間に、エマという別クラスの人間を教室へ迎むかえ入れることが普ふ通つうになってくる。

「そ、それでは先輩方、失礼します」

「あはは、頑がん張ばって！　エマさん」

　エマは素す直なおで礼れい儀ぎ正ただしく一いつ生しよう懸けん命めいだ。おまけに凜太朗への好意がわりとわかりやすく言動に現れており、裏表がない。ヒネてる瑠奈とは正反対だ。

　おまけに──




「あ、先輩、先輩！　制服のカフス……解ほつれて外れかかってますよ？」

「お？　ありゃ、本当だ」

「ふふっ、ちょっとじっとしててください。私、ソーイングセット持っていますから」

「おお……流石さすが、女子だな」

「…………ん。これでよし、どうですか？　先輩」

「凄すげぇ、すっかり元通りだ。サンキュ、エマ」

「いえいえ」




　エマは尽つくすタイプらしく、凜太朗に対して非常に甲か斐い甲が斐いしく、健けな気げだ。

　相手のために何かできることが嬉しい……そんな少女なのだ。

　だから、誰もがなんだかエマを応おう援えんしたくなってしまうのである。

「あーっ！　それにしても、ちっくしょう!?　真神のやつが羨うらやましいぜ！」

「まったくだ！　あんな素直で可愛い子に懐なつかれるなんてなぁ！　くそう！」

「上手うまく行くといいなあ、エマちゃん」

　いつものように、凜太朗の所に通うエマを見守りながら、クラスの生徒達が言った。

「けど、エマさんの想おもいが実るかどうかはまだ難しいわね……」

「そうだよねぇ……なにせ、真神君には幼なじみの瑠奈さんがいるし……」

「だが、今、ご覧の通り、瑠奈と真神は大喧げん嘩か中だぜ？」

「こりゃあ……ひょっとしたらエマちゃんにもワンチャンあるかもな!?」

「エマと瑠奈……どっちが勝つか！　こりゃあ見物だぜ！」

　なんだかんだで、彼らは年とし頃ごろの青少年だ。

　他人の恋れん愛あい沙ざ汰たは、見てる分には最高の娯ご楽らくなのであった。




　──そんなこんなで、三日が経過して。

　エマが二年Ｃ組の教室内にやってくることが、当たり前のようになった頃。

　とある休み時間に、瑠奈がお花を摘つみに行って、教室に戻ってくると。

「ねぇ、エマさんと真神君って、どこで知り合ったの!?」

「あ、それ、私も知りたかったぁ!?」

「おら！　真神！　さっさとゲロっちまえよ!?」

　エマが、凜太朗の前の瑠奈の席にちょこんと着き、クラスメート達数名が、エマと凜太朗をぐるりと取り囲んで、楽しげに質しつ問もん攻ぜめにしている。

「え、えええ……ええと、その私と真神先せん輩ぱいは……その……あ、あはは……」

　エマは顔を真っ赤にして、俯いており……

「ああ。以前、旅行先で、ちょっと出会って、助けてやったことがあってな。……こいつがあんまりにもどん臭くて、見るに見かねてな」

　凜太朗は頭の後ろで手を組み、足を机の上に投げ出し、飄ひよう々ひようとしている。

「う、うぅ……先輩、酷ひどいです……その、感謝してますけど……」

「凄ぇ……りょ、旅行先で見知らぬ女の子に声かけるとか、お前……」

「真神君って、見かけによらずリア充じゆうタイプだったのね……」

「で？　で？　助けたって、一体、どんなことがあったの？」

　その一角は、完全に馴なれ初そめネタで大盛り上がりしてるような雰ふん囲い気きであった。

「…………こ、この……ッ！」

　瑠奈は、頰を引きつらせ、こめかみに青筋を立てて、その一角を半眼で見つめる。

　なんていうか、もう、瑠奈が割って入る隙すきがないし、居場所もない。




　挙句の果てに──

「急にお誘さそいしてしまって、すみません、先輩」

「あー、別にいいよ。どーせ、大っぴらに動くのは夜だしな」

　放課後。様々な学生向けの店てん舗ぽや遊興施し設せつが並ぶ、駅前周辺地区へ向かう大通りを、凜太朗とエマの二人が並んで歩いている。

「……………………」

「……あ、あの、瑠奈？」

　その数メートル後ろを、妙みように据すわった目で暗黒オーラをまき散らしている瑠奈と、そんな主あるじの姿におろおろしているケイ卿きようがついていっている。

　エマはそんな後ろの暗黒空間に気付かず、凜太朗へ幸せそうに話しかけていた。

　その並ぶ二人の距きよ離りは妙に近い。少しずつ、エマの方から凜太朗との距離を詰つめているようで、いつのまにか〝一いつ緒しよに歩いている〟というより、〝寄り添そって歩いている〟という状態に近くなっている。

　だが、瑠奈がもっとも腹立たしいのは、凜太朗の方が、〝ったく仕方ねえなぁ〟という雰囲気を出しながら満まん更ざらでもなさそうなことで。

「すっごく良さそうなお店だったんです。先輩が気に入ってくれるといいんですが」

「ふっ、そうか？　俺はコーヒーには、わりとうるさいぜ？」

「ううぅ……怖こわいなぁ。でも、頑張ります！」

「はははっ、頑張るのはお前じゃないだろ」

　最も早はや、その二人はすでに別世界の住人であった。

「ぐぬぬ……ッ！　ま、まさか、これが噂うわさの《意識の帳とばり》……ッ!?」

「なるほど！　つまり、私達は忘れ去られた幻げん想そうというわけですね!?　うまいです、瑠奈！　座ざ布ぶ団とん一枚──って、痛いっ!?　痛いです!?　ずみまぜんっ！」

　瑠奈がケイ卿にヘッドロックを極きめ、ケイ卿が涙なみだ目めで謝る。

　そうしている間にも、凜太朗とエマは二人だけの世界を形成していく。

　一応、その件くだんの店には皆みんなで行こうということだったのだが、瑠奈達には最初からお邪じや魔ま虫という悲ひ惨さんな運命が課せられていた。

　瑠奈は、そんな二人の背中を、しばらくの間、日ひ陰かげの女のように睨にらみつけて──

「うわぁああああん！　け、ケイ卿ぉおおおおおおおおおおおおーーッ!?」

　やがて限界に達したのか、ケイ卿に泣きつくことになるのであった。

「え？　瑠奈……ひゃああああああああああああああああーーッ!?」

　瑠奈はケイ卿の襟えり首くびを摑つかんで、引きずるように猛もうダッシュでその場を離はなれ、近くの路地へと飛び込んだ。

「あ、あ、あれは一体、どういうこと!?　なんなの!?　なんなのコレ!?」

　ゲホゴホと咽むせるケイ卿を路地の壁かべに押しつけ、瑠奈がケイ卿を問い詰める。

「ど……どういうこと、とは……？」

「な、なんか、たった数日で、完全に場の空気が、あの二人が付き合っているとか、その一歩寸前とか、俺達応援してるよとか、そんな感じになっちゃってるんだけどぉ!?」

　流石に危機感を覚えたのか、あの瑠奈がいつになく余よ裕ゆうのない表情で青ざめていた。

「り、凜太朗は私の家臣でしょう!?　私を差し置いて、その……他の女の子とお付き合いしちゃうとか──そんなのあり得ないでしょう!?」

「……落ち着いてください、瑠奈。仰おつしやってることが滅め茶ちや苦く茶ちやです」

　はぁ……と溜ため息いきを吐ついて、ケイ卿が瑠奈を宥なだめた。

「……恐おそらく、これはラモラック卿の差し金でしょう」

「ラモラック卿の……？」

　意味がわからず小首を傾かしげる瑠奈へ、ケイ卿が淡たん々たんと説明する。

「ええ。凜太朗が、貴女あなたとエマ、どちらにつくか？　王としての資質を問うその勝負の如何いかんを問わず、彼をエマ陣じん営えいに引き入れるにはどうしたら良いでしょうか？」

「ま、まさか……？」

「ええ、そうです。ぶっちゃけ男女の関係になってしまうのが一番早い」

　肩かたを竦すくめながら、ケイ卿が言った。

「ふざけているように見えて、案外、理に適かなった方法です。最初に出会った夜の様子を見る限り、エマが凜太朗を恋れん慕ぼしているのは明確ですし……古今東西、なんだかんだで男は理り屈くつ抜ぬきで最愛の女の傍そばに立っていたい……そういうものらしいですから」

「な、ななな、なんて卑ひ怯きような!?　そんな盤ばん外がい戦術を……ッ!?」

　むっきーっ！　と顔を真っ赤にして地じ団だん駄だを踏ふむ瑠奈。

「じゃ、じゃあ！　エマが突とつ然ぜん、お洒しや落れになったり、健気に足しげく凜太朗の元に通うようになったり、クラスの皆を味方につけたりしたのは……ッ!?」

「ええ、これはラモラック卿の手管ですね。……恐らくエマ本人は、ラモラック卿の細かい指示に素直に従っているだけで、その自覚はないのでしょうが」

　すると、ケイ卿が溜息交じりに言った。

「ラモラック卿は恋愛の達人です。幼い頃に飲んでしまったとある薬のせいで、ラモラック卿の容姿は見ての通り幼いままです。そんなハンデを負いつつも、ラモラック卿が恋愛において百ひやく戦せん錬れん磨まで、無数の恋こい人びとを取っ替かえひっ替えできていたのは、ひとえに彼女の努力と研究の賜たまものということです」

「……容姿に頼たよらない、男女の機き微びを極きわめたってこと？」

「ええ。最早、相手に恋人がいようが、結けつ婚こん相手がいようが、関係ありません。ラモラック卿が〝その気〟になれば、殿との方がた、婦人問わず、ほぼ１００％落とします。そして、彼女は房ぼう中ちゆう術も神かみ業わざらしく、彼女に落とされた者は皆、骨抜きにされてしまいました」

「……え？　ちょっと待って？　ふ、婦人……？　今、婦人って言った？」

　何か不意に出てきた不自然な単語に、瑠奈が頰ほおを引きつらせる。

「ああ、彼女、バイセクシャルですから」

「爛ただれ過ぎでしょ、あのロリビッチ!?」

　頭が痛くなってくる瑠奈であった。

「流石さすが、殺やることと、ヤることしか娯楽がなかった時代ね……騎き士し道どうってなんだっけ？　よくそんなんで、円えん卓たくの騎士を名乗るの許されてたわね？　ラモラック卿」

「それが許されるほどの武勇と王への忠誠心を持っていた……それだけの話です」

　ケイ卿の厳然とした言葉に、瑠奈が押し黙だまる。

「瑠奈。エマにはそんなラモラック卿がついているのです。この盤外戦術を甘く見ない方がいいかもしれません」

「そ、そんなの……」

「無論、エマとラモラック卿は違ちがう。エマがラモラック卿のようにできるわけもない。けれど……このままでは、凜太朗がエマに傾かたむく可能性もあるやもしれません」

　……私は別にそれでもいいのですが、とケイ卿はぼやいた。

「ば、馬ば鹿かね!?　り、凜太朗がこの私を捨てるなんて、そんなことあるわけが──」

　あからさまに動どう揺ようし、目を泳がせて瑠奈がしどろもどろに反論するが……

「ええ、確かにマーリンなら、アーサー王を捨てることなど天地がひっくり返ってもあり得ないことです。ですが……今の彼はあくまで〝真神凜太朗〟であり、貴女は〝瑠奈＝アルトゥール〟です。マーリンとアーサー王ではありません」

「……ッ!?」

　そんなケイ卿の淡々とした言葉に、瑠奈は押し黙るしかなかった。

　やがて。

「ふ、ふふふ……いいわよ……わかったわよ……そういうことなら……ッ！」

　瑠奈が不気味に笑って、仄ほの暗ぐらい闘とう志しをめらめらと燃やし始める。

　そして、鞄かばんから一冊の雑誌を取り出していた。

「こんなこともあろうかと……これを買っておいて正解だったわ！」

「あ、あの……瑠奈……その本は？」

　ケイ卿が半眼で見れば、そのけばけばしい装そう丁ていの本には『姫ひめ星ぼしきららの必殺☆スイーツ恋愛術　～気になる彼を悩のう殺さつメロメロキュン♡～』と、タイトルが銘めい打うってある。

「本来、王が家臣に媚こびるなんて言語道断だし！　別に、私、凜太朗のことなんか、どうとも思ってないけど！　でも、女としてエマ以下って思われるのは気にくわないわ！　見てなさいよぉ……この本のテクを使って……ッ！　くっくっく……ッ！」

「あのー、瑠奈？　多分、貴女ほどの容姿とセンスの持ち主なら、そんな怪あやしい本に頼らず、普ふ通つうに攻せめた方が……？　どの道、お姉ちゃんは反対ですけど」

「いいわよッ！　やってやるわよッ！　王としても、女としても！　私の方がエマより数段上だってところを見せてやるわッ！　覚かく悟ごしなさいッ！　凜太朗ぉおおおッッッ！」

　そう息巻いて、瑠奈はその場を猛もう然ぜんと走り去って行くのであった。

「…………」

　ケイ卿はそんな己おのれの主君の後ろ姿を、半眼で見送って……やがて思った。

　ああ、これは多分、駄だ目めなパターンだ、と。

　誰だれもいなくなった路地裏に、ケイ卿の溜息が寒々と響ひびき渡わたるのであった。




　そして──次の日。

　午前中の授業は呆あつ気けなく終わり、昼休みとなった。

　キャメロット国際学園の学生達の昼食には、幾いくつかパターンがある。

　①学食へ行くか、②購こう買ばいでパンやお弁当を買うか、③学校の外に出て外食するか。

　国際学園であるがゆえ、外国出身の生徒も多いキャメロットは、わりと自由な校風であり、昼休みに限って学校敷しき地ちの外に出ることが許されている。

　そんなわけで、お腹なかを空すかせた生徒達がそれぞれの方法で食事を摂とるため、ぞろぞろと移動を開始する。

　そんな中、生徒達の流れをかきわけながら、エマは二年Ｃ組の教室に向かっていた。

　目的はもちろん、凜太朗である。

（……うーん……私、しつこいでしょうか？　ことあるごとにいちいちやってきて師し匠しように絡からんで……師匠にウザいって、思われてないでしょうか……？）

　そんな不安を抱いだきつつも、歩みは止めない。

（大だい丈じよう夫ぶ……な、はず。だって、ラモラック卿きようの言うとおりにしてますもの……）

　弱気になりそうな心を𠮟しつ咤たしながら、エマはラモラック卿のレクチャーを思い出す。




　～～。

「──わかった？　身なりを整え、最大限にお洒落することの大事さが」

　得意気に胸を張って説明するラモラック卿の前に正座しながら、エマはメモ帳とペンを構えながらこくこくと頷うなずいた。

「相手に見た目で可愛かわいい、綺き麗れい、格好いいと思わせる。子供っぽかったら大人っぽく見せる。老ふけているなら若く見せる。太ってるなら瘦やせる。最低でも見苦しくない程度に整える。これらは恋愛どころか対人関係の基本中の基本よ？

　こればかりは男も女も関係ないわ。世の中のモテないモテないって騒さわいでる負け犬共の大半が、もうすでにここで蹴けっ躓つまずいてる。揃そろってダサい髪かみ型がたして、イモい服着て、弛たるんだ身体からだで、なーんにも努力してない。どんな不細工でも真ま面じ目めに身なりを整えれば、わりとマシなレベルにはなるものなのにね。

　そんなやつらに限って口を揃えて〝人は外見じゃない中身だ～〟なんてマヌケなこと遠とお吠ぼえしてるわけ。言っておくけど、身なりを整えるのは他者に対する最低限の〝気き遣づかい〟よ？　そこをまったく努力できないやつに、中身なんてあるわけないでしょう？　まずは四の五の言わずに己を磨みがきなさい。それが恋愛の達人への第一歩よ」

「は、はいっ！　心得ますっ！」

　生き真面目なエマに、ラモラック卿が満足するように頷いた。

「よろしい。では、復習よ？　〝可能な範はん囲いでお洒落をする。〟でも、それは──？」

「それは〝あくまで自然で〟！　〝お洒落が相手への気遣いであることを意識して〟！」

「Bene estよろしい !　不自然にゴテゴテ着き飾かざる必要や、分不相応なブランド品、過度な性的アピールなんか必要ないわ。それで釣つれるのは、どーせヤリチンだけよ」

「やっ、ヤリチ……ッ!?」

　ぱっ！　と真っ赤になるエマを余よ所そに、ラモラック卿が淡々と続ける。

「じゃあ、次。相手への接し方。キャラ作り」

「きゃ、キャラ作り……ですか……？」

　キャラを作ると聞いて、エマが少しだけ難色を示す。

「ええと……キャラを作るのはちょっと……自然体で接した方がいいのでは？」

「残念ながらね、恋れん愛あいにおいてある程度のキャラ作りは必要よ。やり過ぎも駄目だけど、自然体がネクラだったり、無口だったり、性格ブスだったりしたら、どうしようもないでしょう？　それに、〝モテやすいキャラ〟、〝モテにくいキャラ〟ってのはれっきとしてあるわ。まぁ、これも相手に対する一種の〝気遣い〟だと思って割りきりなさい」

「は、はい……気遣い……ですね！」

「でもまぁ……貴女の場合は、特に問題ないかしら？　自然体でもいけるわ。むしろ、マーリ……凜太朗みたいな捻ひねくれたやつには、貴女の自然体で行った方がいいわね」

「え？　そ、そうですか……？」

「ええ。その代わり、これだけはやっちゃ駄目ってキャラを教えるわ。〝いい子ぶりっこは駄目〟。〝無知キャラや天然キャラを装よそおうのもＮＧ〟。特に凜太朗みたいな、相手の思考の裏の裏まで読もうとする小こ賢ざかしい男には厳禁よ。一発で嫌きらわれるわ」

「一発で……？　は、はい……わかりました……」

「それと！　もっとも大事なことを言うのを忘れてたわ！　好きな相手に、何かをしてあげる、何かを尽つくす、楽しませる……これは気のない相手を振ふり向かせるための基本だけど、〝見返りを求める〟のは完全にアウトよ！」

「見返りを求めるのは駄目……？」

「そう。得てして人間というものは、〝これだけ貴方あなたのためにしてあげたんだから、私を好きになってくれてもいいじゃない〟という思考に陥おちいりがち。だけど、それはただの好意と親切の押し売り……落とし穴よ。

　してあげたことに対して、相手が喜ぶか感謝するかどうかは、わからない。ひょっとしたら何とも思ってないかもしれないし、迷めい惑わくだったのかもしれない。ウザく思われたかもしれない。それを常に念頭において、相手にアクションし続けなければならない。

　そして、誰かにアクションするというのは時に痛みを伴ともなうわ。相手に拒きよ絶ぜつされることもあれば、恥はじをかくこともある。

　でも、悲しいかな、何かアクションをしなければ、相手を振り向かせることは絶対にできないわ。ただ、お人ひと好よしで優やさしいだけが取り柄えの受け身キャラが、自分からは何もせず無傷でモテまくるのは、お話の中だけよ。わかった？」

「わ、わかりました！　ラモラック先生！」

「よろしい。では、これからより具体的な恋愛戦略を貴女に教授するわ──」

　～～。




（……うん、大丈夫です。私はラモラック卿の言うとおりにやってます！　ラモラック卿は言ってました……師匠みたいに根っこが寂さびしがり屋やなタイプは、多少しつこく絡んでも、そう簡単に嫌われることはないって……）

　よし、と気合いを入れ直し、エマは二年Ｃ組の教室へと向かう足を速める。

　エマ＝ミシェーレは……本気だった。

　本気で、真神凜太朗という男の子に恋こいをしており、エマ＝ミシェーレを一人の女の子として彼に見て欲しい、振り向いて欲しい、傍そばにいて欲しい……そう思っていた。

（だって……ッ！　やっと……やっと見つけたんです……ッ！）

　ふと思い返せば、脳のう裏りに浮うかぶのは、かつて凜太朗と過ごした日々だ。

　フランスの片かた田舎いなかで、《王キング》としての過か酷こくな修しゆ行ぎように明け暮れていた頃ころのエマの前に、ある日、ふらりとボストンバッグを担かついで現れた、真神凜太朗。

　いまいち伸のび悩なやんでいたエマの剣けんも魔ま法ほうも、凜太朗にちょっと教えて貰もらうだけで、今までの修行は何だったのかと呆あきれてしまうくらいに開花した。

　ほんの短期間で、継けい承しよう戦優勝候補の一角に数えられるまでに成長したのだ。

（そう……今の私があるのは、師匠の……真神先せん輩ぱいのお陰かげなんです……）

　ずっと、この人と一いつ緒しよにいられれば──ずっと、この人と一緒にいたい──エマが、凜太朗に惹ひかれるようになるまで、時間はかからなかった。

　だが、ある日。突とつ然ぜん、凜太朗はエマの前から姿を消してしまったのだ。

　あんな残酷な一言を残して──

（もう……嫌いやです。大切な人に、あんな風に置いて行かれるのは嫌なんです……）

　気付けば、エマの握にぎり固めた拳こぶしには随ずい分ぶんと力が入っていた。

（せっかく、奇き跡せき的に再会したんです……ッ！　ここでまた逃のがしたら、私は一生後こう悔かいします……ッ！　お願いします、イエス様……私に勇気を……一生に一度の勇気を……）

　ぎゅっと目を瞑つぶり、祈いのるように胸むな元もとで手を組んで。

　やがて、エマはしっかりと目を開き、決意に満ちた表情で歩み続けた。




「……で？　こうして教室を出てきたのはいいが……どうする？」

　エマの隣となりを歩く凜太朗が、そう聞いてくる。

　あれから、エマは二年Ｃ組の教室へと足を運び、凜太朗を昼食に誘さそったのだ。

　誘う時、つい気き恥はずかしさと緊きん張ちようで、しどろもどろになってしまうエマであったが、エマの恋れん慕ぼを応おう援えんする周囲の生徒達の助け船もあった。

　瑠奈がいた場合、一ひと悶もん着ちやくありそうではあったが……幸い、瑠奈の姿はなかった。

　エマはスムーズに凜太朗を誘うことに成功したのである。

「学食行くか？　購買でパン買って済ますか？　まぁ、こうしてお前と食事するのも久しぶりだしな……折角だから、ちょい外出て良い所で食おうぜ？」

「あ、あの……っ！」

　凜太朗の提案は実に魅み力りよく的ではあったが、エマにはエマでプランがあるのだ。

　互たがいの性格的なものもあるから仕方ないのだが、油断すれば、すぐに凜太朗のペースになってしまうところを、エマは深呼吸して全力で抗あらがう。

「じ、実はですねっ！　きょ、今日、私、お弁当を作って来たんですっ！　一緒に食べませんかっ!?」

　……実にベタで古典的な手ではある。

　だが、ラモラック卿曰いわく、攻こう略りやく対象へわかりやすい好意を開示するこの手は、次なる恋愛戦略を立てる上での重要な情報源になるという。

　当然だが、何の前まえ触ぶれもなく弁当を作ってくるというのは、かなり〝重い〟行こう為いだ。

　それ故ゆえに、相手が拒絶するか、食べてくれるか。断るならどんな感じで断るか。食べてくれるならどういう雰ふん囲い気きで食べてくれるか。

　現時点での、相手の自分に対する好意の度合いを測り、次の手に繫つなげるらしい。

「も……もちろん、これは私が勝手にやったことです。師匠が迷惑だと言うなら……」

　この結果は、まったく気にする必要ないとラモラック卿は言っていた。拒絶されたならされたで、いくらでも打つ手があるらしい（流石さすが、恋愛百ひやく戦せん錬れん磨まである）。

　重要なのは、どういうリアクションをされたかをしっかり見み極きわめること。

　だが、それでも乙おと女めなエマにとって、拒絶は怖こわい。

　エマが顔を真っ赤にして、どきどきしながら、凜太朗の裁定を待っていると……

「お？　マジ？　手作りかぁ？」

　満まん更ざらでもなさそうに、凜太朗がにやりと笑った。

「実は最近、俺、外食とか、コンビニ飯とか、ンなのばっかだったからなぁ！　ありがたく食わせてもらうぜ」

「ほ、本当ですかっ!?　あ、ありがとうございますっ！」

　途と端たん、ぱぁっと花はな咲さくように笑うエマ。

「……おいおい、お前が礼を言ってどうすんだよ。逆だろ？」

「そ、それでも嬉うれしいんですっ！」

　二人がそんなやり取りをしていた……その時だった。

「お待ちなさいっ！　そこの素す敵てきな殿との方がたぁあああああーーっ！」

　不意に、背後から叫さけび声が上がった。

　何事だ……？　と、凜太朗とエマの二人が振り返る。と。

「ふふんっ！」

　そこには一人の少女が、どや顔で胸を張り、狙ねらいすぎな悩のう殺さつポーズを決めていた。

　わざとらしく縦ロールさせた金きん髪ぱつ。過か剰じように白く厚あつ塗ぬりした化け粧しように、過剰なアイシャドウに付け睫まつ毛げ、気色悪いほど塗りたくった真っ赤な口紅。金、銀、宝石……全身をジャラジャラ派手に飾かざる各種アクセサリーの数々、ここまで漂ただよってくる強きよう烈れつな香こう水すいの匂におい……

　なんかもう、目め眩まいのするような変へん貌ぼうを遂とげた瑠奈が、そこにいた。

「「……うわぁ」」

　そんな瑠奈を前に、白目になった凜太朗とエマの呻うめきがシンクロする。

「ふふん!?　どう!?　見み違ちがえたでしょう!?　凜太朗！」

「…………見違えたな。確かに」

　とりあえず、そう言ってやる凜太朗。

「ふふん、ほら見なさい！　私が、本気でお洒しや落れすればこんなもんよ！」
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「あ、あのー……瑠奈先輩？　お洒落はあくまで〝自然〟の方が……そんな〝不自然〟なお洒落はその……」

「はぁ～～、駄だ目めねぇ？　貴女あなたみたいなド田舎の芋いも女おんなには、この私の高貴なる超ちよう絶ぜつ的なお洒落の良さがわからないのよねぇ～？　プーッ！　カワイソス！」

　可か哀わい想そうなのはどっちだ、と思わず突つっ込みたい凜太朗とエマであった。

「ところで見てよ、このブランドもののアクセサリーの数々！　素敵でしょう!?」

　二人が自分の美に圧あつ倒とうされているのだと勘かん違ちがいした瑠奈が、今度は全身を飾るアクセサリーをじゃらりと見せつける。

　一体、どこから入手してきたのか。金、銀、宝石で作られた、ネックレスにブレスレット、イヤリングにティアラ。指輪は全すべての指に二つずつ嵌はめられている。

　そのキラキラさ、派手さは眩まばゆ過ぎて、直視するだけで目が痛いほどであった。

（……あ、これ、湖のダーム・貴婦人デユ・ラツクの依い頼らいの前金が全部飛んだパターンだ）

　そんな風に呆れる凜太朗を前に。

「やっぱり、私のような高貴な極ごく上じようの女は、それに相応ふさわしい格の一品を身に付けてないとねぇ？　何？　エマったら悔くやしい？　このアクセサリーの格の差が!?　貴女がつけてるの、そのみすぼらしい銀十字のペンダントくらいだもんねぇ!?」

「……あの、瑠奈先輩……分不相応なブランド品は止やめた方が……」

「嫉しつ妬と乙おつッ！」

　勝ち誇ほこったように笑う瑠奈である。

　そして、瑠奈の残念な攻勢はさらに続く……

「それにしても今日は熱いわねぇ？」

　明後日あさつての方を向いて、わざとらしく胸元を扇あおぎ、スカートの端はしを摘つまむ。

　その胸元は大きく開けられ、スカートの丈たけはもの凄すごく短く、腕うでは限界まで捲まくられ、丈の短いシャツのせいで、艶なまめかしいお腹なかとへそが丸見えだ。

　とにかく、あらゆる意味でギリギリを攻せめている、やたら肌はだ露ろ出しゆつが多いその姿を、瑠奈は凜太朗へ、これ見よがしにアピールしていた。

〝男ってこういうエッチなのがいいんでしょ？　ほら、さっさと喜べよ〟。

　そんな意図がスケスケであった。

「……あ、あのぉ……瑠奈先輩……過度な性的アピールも止めた方が……」

　つい敵に塩を送ってしまうエマのお人好しさは、瑠奈には届かない。

「そんなわけで、ねぇねぇ凜太朗くんっ！　私もお弁当を作ってきたのっ！　うふっ、瑠奈ね、瑠奈ね、今日、生まれて初めてお弁当作って来たんだよ♪　凜太朗くんのために一いつ生しよう懸けん命めい頑がん張ばって作ったから、食べてくれると瑠奈、とっても嬉しいなっ！」

「…………いい子ぶりっこも止めた方が……」

「エマ。もう触ふれてやるな」

　一人で盛り上がる瑠奈を前に、無表情となる凜太朗達であった。




　そんな瑠奈の勢いに流されて。

　凜太朗とエマと瑠奈は、学園敷しき地ちの中庭で、お弁当を広げる運びとなった。

　エマと瑠奈が作ったお弁当の食べ比べ勝負みたいな流れとなったのである。

　中庭には野外テラスとなった一角があり、そこにはパラソルとテーブル、イスがある。

　凜太朗を、瑠奈とエマが左右に挟はさむようにテーブルにつき、昼食会は始まった。

「昨日、料理して気付いたんだけどぉ……卵って、電子レンジで、チン☆　したらいけなかったんだね♪　瑠奈、そんなこと全然、知らなくてさぁ、えへっ☆　失敗！　心のハードディスクに記録中～♪　キュンキュンキュン♪」

　最も早はや、凜太朗には、瑠奈が何をアピールしたいのかすらもわからない。

「………………瑠奈先輩。無知キャラや天然キャラは、その……」

「……お前は優やさしいな、エマ」

　どこまでも健けな気げなエマに、凜太朗は生暖かい笑えみを送った。

　そんな瑠奈を余よ所そに、エマはテーブルの上にお弁当を広げていく。

「ええと、その……師し匠しよう。つまらないものですけど……」

　エマが作って来たお弁当は、サンドイッチであった。タマゴサンドにハムサンド、トマトとチーズのサンド……何の工く夫ふうも変へん哲てつも無い、ごく普ふ通つうのサンドイッチ達である。

　本当は、エマは凜太朗のために、もっと凝こったお弁当を作ってあげたかったが、〝いきなり手て間ま暇ひまかかる凝った料理持ってこられても、重過ぎて引かれる〟という、ラモラック卿きようのありがたいお言葉に従った選せん択たくである。

　そして、その選択は正しかったらしい。

「お、いいな！　昼はそういう軽いやつがいい！」

　簡素なものであることが、手をつける抵てい抗こう感をなくすのか。

　凜太朗が遠えん慮りよ無くそれをつまみ、食べ始めた。

「うん、美味うめぇ。サンキュー、エマ」

「し、師匠……お粗そ末まつさまです！」

　そんな凜太朗の反応に、エマは嬉しそうに顔を綻ほころばせた。

　すると瑠奈が、エマの作ってきたサンドイッチの箱をずいっとテーブルの隅すみに押しのけ、やたら大きなバスケットを、どんっ！　と空いたスペースに載のせた。

「ええと、その……凜太朗くん、私もつまらないもの作ってきちゃったんですけどぉ」

「あ、そういえば、瑠奈先せん輩ぱいは何を作ってこられたんですか？」

　エマが問うと、瑠奈はいそいそとバスケットを開き、お弁当を広げ始める。

「スターゲイザーパイに、うなぎゼリーよ」

「「重ぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおーーッ!?」」

　どんっ！　と。

　バスケットから唐とう突とつに出てきたガチ料理に、凜太朗とエマが目を剝むいた。

　ちなみに、スターゲイザーパイとは、無数のニシンが空を向いてブッ刺ささっているパイで、うなぎゼリーとは、ぶつ切りにしたウナギを半はん透とう明めいのゼリー状に固めた料理である。

「うふっ♪　私の故郷、イギリスの自じ慢まんの郷土料理なの！　（初めて作ったけど）」

「い、いやぁ……知ってるけどさぁ……」

　イギリスの名めい誉よのために明記するが、スターゲイザーパイにうなぎゼリー、味は決して悪くない。むしろ、ちゃんと料理されたものは絶品だ。

　だが……その見た目が非常によろしくない。どう擁よう護ごしてもグロテスクだ。一いつ般ぱん的な日本人の感覚からすれば、残念ながらゲテモノ料理の部類に入ってしまう。

　外国人にとっての、納なつ豆とうやイカ、タコみたいなものであった。

「あ、あの……瑠奈先輩？　ちょっとこれ……手間かけすぎじゃ……？」

「凜太朗くんのために一生懸命作ったの♪　さぁ、食べて！　食べて！　全部！」

　エマを無視して、瑠奈が凜太朗へぐいぐいと料理を寄せる。

　空を向く無数のニシン達の白く濁にごった目が、凜太朗の目と合った。とてもキモい。

「う……うぅ……まじかよ……？」

　凜太朗が涙なみだ目めでパイとゼリーを食べ始める。

　美味い。確かに美味い。美味いが……

「お、重い……色んな意味で重い……ッ！」

「あら、凜太朗！　泣くほど嬉しかった!?　そうよねぇ!?　エマの作ったそんな貧ひん相そうなサンドイッチより、私の料理の方が数段上よねっ!?」

　そして──

　そんなカオスな昼食会も、やがて終わって。

「……おえぇぇ」

「だ、大だい丈じよう夫ぶですか、師匠!?」

　あの大量の料理を無理矢理、全部食べさせられた凜太朗が吐はき気けを堪こらえ、それをエマが献けん身しん的に介かい抱ほうしていると。

「ふっ……流石さすがは我が心の師匠、恋れん愛あいマイスター姫星きらら……完かん璧ぺきね。感動的だわ。さて……そろそろ白黒はっきりつけようかしら？」

　瑠奈が自信満々に立ち上がった。

「さぁ、凜太朗！　もう結果は出ちゃったようなものだけど！　私とエマ、どっちが女として上かッ！　さぁ、この場ではっきりと宣言しちゃいなさい!?　王命よっ！」

　びしっ！　凜太朗へ瑠奈が指をつきつけ……

「……勝者、エマ」

「あ、あはは……」

　凜太朗は迷わず、曖あい昧まいに笑うしかないエマの腕を摑つかんで掲かかげていた。

「な、なんで!?」

「いや、確かにお前は最高の女だったよ。……女だということに目を瞑つぶればな」

　ぎょっとして目を剝く瑠奈に、凜太朗が心底呆あきれたように言った。

「な、何よ!?　凜太朗のバカ！　この私がこれだけ貴方あなたのためにしてあげたのよ!?　ちょっとは私にくら～って来てくれてもいいじゃない!?　この唐とう変へん木ぼくッ！」

「あ、あの……瑠奈先輩……見返りを求めるのは……」

　なんかもう、わざとやっているのだろうか？　ラモラック卿が言った恋愛ＮＧ行動を、執しつ拗ようなまでに悉ことごとく踏ふみ抜ぬきまくる瑠奈が、少し可哀想になってくるエマであった。

「あーあ、こりゃあ、あれだなぁ？　王としての勝負の結果を待たずに、エマに味方したくなっちまったなぁー？　エマはガサツでアホなお前と違ちがって、健気で素す直なおな良い子だしぃー？　やっぱ、この際、乗り換かえちまおっかなぁー？」

「ぐ、ぐ、ぐぬぬぬぬぬぅうううう……ッ！」

　瑠奈は顔を真っ赤にして、憤ふん怒ぬの表情でしばらく凜太朗を睨にらみ付け……

　やがて。

「うわぁああああああああんっ！　凜太朗のバカーーっ!?」

　そのままくるりと背を向けて、走り去って行く。

「ケイ卿っ！　ケイ卿ぉおおおおっ！　凜太朗がぁ!?　凜太朗がぁーーッ！」

　そして、どうやら物もの陰かげから様子を窺うかがっていたらしいケイ卿に泣きついていた。

「はいはい、よしよし、瑠奈。相手が悪かったですね……瑠奈はもう一度、最初から女子力と常識を磨みがき直すところから始めましょうね……」

　なんとも言えない表情で、己おのが主君を宥なだめるケイ卿。

　そんな様子を横目で眺ながめながら、凜太朗は溜ため息いきを吐つくしかなかった。
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　学園での慌あわただしい時間は飛ぶように過ぎ──やがて日は沈しずみ、夜となる。

　人々が寝ね静しずまり、その意識を安あん寧ねいなる夢の中へと埋まい没ぼつさせる安らぎの時間となる。

　だが、それは同時に、大勢の人間が眠ねむりにつくことで、人類の集合無意識に根ざした《意識の帳とばり》が一時的に緩ゆるみ、現実と幻げん想そうの境界があやふやとなる時間でもある。

　覚かく醒せい状態では、〝お化けなんてないさ、お化けなんて噓うそさ〟と認にん識しきしていても、睡すい眠みん状態ではそうもいかない。目覚めるまで人は夢に気付かない。夜は、人の想像の向こう側に属する者達が、我が物顔で跋ばつ扈こしやすくなる危険な時間なのだ。

　しかし、ランプの灯火に代わって電気の光が台頭してからは、人は夜に昔ほど眠らなくなった。そもそも、科学技術文明と情報化社会が成熟しきった今の《意識の帳》の〝堅かたさ〟は、一昔前と比べれば天と地ほども違う。

　最早、人が夜に外を出歩いて人食い鬼オーガに襲おそわれたり、寝ね床どこに吸血鬼ヴアンパイアや夢魔サキユバスが忍しのび込んで来たり、夜泣き妖精バンシーの泣き声を聞くことはなくなったのである。

「……とはいえ、今、この人工島の《意識の帳》は、どっかのアホのせいで、わりと傷だらけでガバガバだ」

　凜りん太た朗ろうが肩かたを竦すくめて言った。

「となりゃあ、夜になりゃ、こういう連中も湧わいて出てくるわなぁ」

　ここはアヴァロニア第二エリアの郊こう外がいの一画──人工島開発初期に作られ、今は放ほう棄きされた再開発予定区域。左右を高い廃はいマンションに挟まれた路地。

　その奥を見れば、深しん淵えんの闇やみの中にぎらりと光る双そう眸ぼうが幾いくつも浮うかび上がっていた。

　その闇の中に潜ひそむ者達は、凜太朗達へ、ゆっくりと近寄ってくる。

　やがて、凜太朗達の前に姿を現したのは──奇き妙みような小人達であった。

　彼らはまるで小さく骨ばった老人のようで、裂さけた口から長い牙きばが突つき出し、爪つめも残ざん酷こくそうに尖とがっている。そして、火のように赤い大きな目が爛らん々らんと輝かがやき、頭に被かぶるは大きな赤い帽ぼう子し。その小さな身体からだに似つかわしくない大斧おのを担かついでいる。

　そんな禍まが々まがしい小人達が、無数にわらわらと登場したのである。

「な、何アレ？　凜太朗……」

「レッドキャップ。スコットランドやイングランドの妖よう魔まだな」

　頰ほおを引きつらせて後ずさる瑠る奈なへ、凜太朗が答えた。

「廃はい墟きよなどに住み着き、その廃墟で一夜を過ごそうとする旅人を襲って殺す……治安が悪い時代、夜や盗とうや追おい剝はぎに対する、人々の恐きよう怖ふから生まれた妖魔だ」

　そんなレッドキャップ達は、凜太朗達を今こ宵よいの獲え物ものと見定めたらしい。

　前方から、背後から、左右の脇わき道みちから。次から次へと、ぞろぞろ無数に現れては、凜太朗達を取り囲んでいく。最も早はや、凜太朗達に逃にげ場ばはない。

　こんな小こ柄がらななりだが、それでも人の恐怖から生まれた存在──レッドキャップは、ただの人間が、とても太た刀ち打うちできるような妖魔ではない。

　そう、〝ただの人間〟ならば。

「シャアアアア──ッ！」

　レッドキャップ達が耳みみ障ざわりな奇声を上げて、その大斧を振ふりかざし、動きだす。

　ある者は地を這はうように疾しつ駆くし、またある者は空高く跳ちよう躍やくする。ある者はビルの壁かべを足場に駆かけ、またある者はビルとビルの間を三角蹴げりで飛び回りながら、迫せまってくる。

　そのか細い短たん軀くからは想像もつかないような、奇天烈きてれつな肉にく食しよく獣じゆうじみた瞬しゆん動どう。

「シャアアアアアアアアアアアア──ッ！」

　前後左右上下から、レッドキャップ達の振りかざす無数の大斧が、凜太朗達に真空を裂いて肉にく薄はくする、肉薄する、肉薄する──

　が。

「──へっ！」

　抜ばつ剣けん、二閃せん。闇やみ夜よを残酷に分断する紅こう刃じんと白刃の閃光。

　凜太朗が左右の紅白双そう剣けんを抜き様に放った斬ざん打だ、続く刹せつ那なの斬きり返しが、六匹ぴきのレッドキャップ達を瞬しゆん時じに斬って捨てる。

「はぁあああああああああああああーーッ！」

　瑠奈の、空を舞まう鳥のように自由な弧こを描えがく銀の剣閃。

　旋せん風ぷうのように翻ひるがえる剣が、三匹のレッドキャップを両断し──

「やぁ──ッ！」

　ケイ卿きようが放った、剣のお手本みたいな剣撃が二匹のレッドキャップを地味に屠ほふる。

「ゲヒャ!?　ゲヒャヒャヒャヒャ!?」

　レッドキャップ達の不幸は、今宵の獲物と定めた人間達が、〝ただの人間〟ではなかったということだ。仲間達をこうもあっさり返り討うちにされて、ようやく相手が、自分達ごときが手を出してはいけない存在だと悟さとったらしい。

　レッドキャップ達は泡あわを食って浮き足立ち、凜太朗達へ背を向ける。まるで蜘く蛛もの子を散らすように、その場から素早く逃げ出し始める。

　だが──

「逃のがしませんわ！」

　その先には、フェリシアとガウェイン卿が待ち構えている。

「──ふっ！」

　フェリシアの静から動へ瞬時に転じる、無む駄だなき華か麗れいなる三段刺し突とつ。

　紫し電でんと化した細剣レイピアが、正確無比に三匹のレッドキャップの心臓を穿うがち──

「ぉおおおおおおおおおーーっ！」

　ガウェイン卿のそれは、敵を圧する圧あつ倒とう的な力の剣技。二の太刀要いらずの火の一手。

　嵐あらしのように振るった剛剣ガラテインが、五匹のレッドキャップをバラバラに吹ふき飛ばしていた。

　そして──

「いいいいやぁあああああああーーッ！」

　清せい廉れんな気き迫はくと共に、旗槍やり型の剣が──疾とく、鋭するどく翻る。

　待ち構えていたような横よこ薙なぎの一撃で三匹のレッドキャップを斬り払はらい、その反動を利用してくるりと柄つかを回転させ──全身の発条バネを乗せて、真まっ直すぐ突く。

　空気を裂いて伸のびる剣先が、突進してくる一匹のレッドキャップの喉のどを交こう叉さ法で貫つらぬいた。

　エマだ。その華きや奢しやで小柄な身体に似合わない長物──彼女自身のエクスカリバーを両手に構え、それを手足のように自在に操あやつっている。

　実に見事な剣技だ。柔じゆうよく剛ごうを制するとは彼女のためにある言葉だろう。

　素早さや反応速度こそ、瑠奈やフェリシアに勝るとも劣おとらないが、その小柄な体格からか、どうしてもエマは膂りよ力りよくで劣る。

　元々、そういう体質なのか《マナ加速アクセル》で強化しても、なおエマの力は弱い。

　だからこその──柔の剣なのだろう。

　相手の動きを先読みし、相手の勢いを利用し、後の先、先の先を自在に取る。

　最小限の力で、最大限のダメージを与あたえる返し技わざと応じ技を剣技の主しゆ軸じくとする。

　かと言って、エマは決して待ちのみに徹てつさず、剣のリーチを生かした牽けん制せい攻こう撃げきや、フェイントなど、洗練された仕し掛かけ技で積極的に相手を崩くずしにかかる。

　翻ほん弄ろうされた相手が苦し紛まぎれに反撃してくれば、即そく・返し技──カウンターの餌え食じきだ。

　天性の直感に頼たよって剣を振るい、剣理をまるで無視している瑠奈。剣速と手数に任せて相手を封ふう殺さつし、見かけの華麗さ・美麗さに拘こだわるフェリシア。そんな彼女らと比べ、エマの剣技は明らかに頭二つ、三つ分くらい高度な領域で完成されている。

　恐おそらく、剣の勝負に限定すれば、エマは全《王キング》の中でトップクラスに違いなかった。

「うっ……す、凄すごい……」

「あれが、エマ＝ミシェーレ……？　継けい承しよう戦の優勝候補の一角たる《王キング》……」

　自分達も剣技に覚えがあるからこそ、どれだけそのエマの何気ない挙動一つ一つに、高度な技ぎ巧こうが秘ひめられているかがわかるのだろう。

　瑠奈とフェリシアが、エマの戦いぶりを見て蒼そう白はくになっていた。

「ほう？　エマのやつ、また随ずい分ぶんと腕うでを上げたなぁ？　俺の教えを見事に昇しよう華かしてら」

　凜太朗がレッドキャップ達の首を片手間に刎はね続けながら、嗤わらった。

「エマのやつを教えていたバカどもはな、剛の剣を教えようとしてたんだよ。体格的にも性格的にも向いてねってのに」

「……それで、凜太朗がエマに柔の剣を教えたってわけ？」

「まあね。俺の趣しゆ味みじゃねーけど、柔の剣の理り屈くつ自体は知ってたしな」

　ふぁあぁ、と欠伸あくびしながら、なんでもないことのように言い放つ凜太朗。

「り、理屈は知ってるって……それだけで、ああまで教えられるものなの!?」

「ああ、円えん卓たくの柔剣の使い手と言えば、パーシヴァルやベディヴィア……やつらの技は伝説時代に散々拝見させてもらったしな」

「み、見ただけですって!?　あ、貴方あなた、一体、何を言って──ッ!?」

　頰を引きつらせながら、フェリシアが喚わめき立てるが、

「は？　普ふ通つう、剣技なんて一度見たら、大体コピーできるだろ？　できねーの？」

　お前ら、何言ってんの？　みたいな顔を向ける凜太朗であった。

「駄だ目めだ、こいつ。やっぱ、規格外だわ」

「……なんかもう存在自体が腹立たしい男ですわ」

　瑠奈とフェリシアが、そんな凜太朗を、ぐぎぎと睨にらむのであった。

「──は！」

　そんなやり取りの間にも、エマはしなやかに無駄なく剣を振ふるい続ける。

　斬打、刺突、切り払い──どれが本命で、どれがフェイントなのかもわからない手練の神速連撃を前に、レッドキャップ達は為なす術すべもなく討ち取られていき──

「シャ、シャアアアアアア──ッ!?」

　最後の抵てい抗こうとばかりに、エマの背後から飛びかかってきたレッドキャップも──

「ふぅ──ッ！」

　見もせず後ろ手に放たれた、狙ねらい澄すましたカウンター、一閃。

　レッドキャップの首が、ビル間の夜闇を舞うのであった。

　そして、周囲に死し屍し累るい々るいと転がった大量のレッドキャップの屍し体たいは、やがて、マナの光の粒りゆう子しとなって細かく砕くだけ、静かに消しよう滅めつしていく。

　幻げん想そう界の住人は概がい念ねんの存在だ。現実界に現れる時はマナで受肉し、身体を物質化する必要がある。ゆえに死ねば、その身体はマナへと戻もどり、何も残らないのであった。

「……やれやれ、終わったな」

　凜太朗が紅白の双剣を収め、呟つぶやいた。

　そんな凜太朗のもとへ、エマが駆け寄っていく。

「し、師し匠しよう！　師匠！　今のどうでしたか？　私、うまくやれてましたか!?」

　その様子は上手に芸をこなして、ご主人様にご褒ほう美びを求める子犬のようであった。

「おう、上出来だ。お前、本当に強くなったな！　よしよし」

「あ、ありがとうございます！　……えへへ……」

　凜太朗に褒ほめられ、頭をなでられ、嬉うれしそうに微笑ほほえむエマ。

「うぐぐぐぐ……」

　そんな二人を遠巻きに、歯は嚙がみして睨む瑠奈であった。

　すると、ぱちぱちぱち……頭上から拍はく手しゆの音が響ひびき渡わたった。

「どう？　うちの王様は。……凄いでしょう？」

　凜太朗が頭上を見上げれば。

　通りに面した建物のベランダの柵さくに、一人の少女が足を投げ出しながら腰こしかけ、その可か憐れんな口元を禍まが々まがしい笑みの形に歪ゆがめながら、こちらを見下ろしている。昏くらい闇やみの中、瞳どう孔こうの開き気味なその真しん紅くの双そう眸ぼうだけが、燃え燻いぶる炎ほのおのようにぎらぎらと輝かがやいていた。

「へっ。文字通り高みの見物たぁ、いいご身分だな、ラモラック」

「卿サーを付けなさぁい？　マーリン……いいえ、真ま神がみ凜太朗」

　凜太朗と少女──ラモラック卿が、互たがいに喰くらい付くように嗤い合い、睨み合う。

「ふん、まぁいいわ、話を戻すわよ。私が言うのもなんだけど、エマはまだまだ発展途と上じようよ。彼女はこれから先、もっと伸びるわ。……良き師匠が傍そばについてくれればね」

「…………」

「つまり、今の貴方のご主人様より、将来性はエマの方が圧倒的に上ってこと。いくらでも貴方の色に染まるし、貴方の理想の王様に育てられるわ……そっちのじゃじゃ馬娘むすめと違ちがってね。……これって男の浪漫ロマンじゃなぁい？」

「…………」

「こっちの物件は、とってもお買い得よぉ？　……どう？　貴方も瑠奈よりエマの方が仕えでがあるんじゃなくって？　凜太朗……くすくすくす……」

　やたら己おのが主君を猛もうプッシュするラモラック卿に。

「くっ……あのロリビッチ、好き勝手に言ってぇ……ッ!?」

　瑠奈は、こめかみに青筋を立てながら、吐はき捨てていた。

　だが、それ以上に瑠奈が腹が立つのは──

「…………」

（な　ん　で!?　何も言い返さないのよ!?）

　凜太朗は、何を言われても、何かを考え込むかのように押し黙だまるだけ。

　これではまるで、本当に瑠奈とエマを両りよう天てん秤びんにかけているみたいではないか。

（私に味方してくれるって言ったのに！　私を勝たせてやるって言ってくれたのに！）

　瑠奈はもう、エマの登場以来、イライラしっぱなしであった。

　そんな悪くなる雰ふん囲い気きを破るためか、あるいは空気が読めなかっただけか。

「おい！　ラモラック卿きよう！　休戦とはいえ、今は曲がりなりにも協力関係なんだぞ！　お前もきちんと戦いに貢こう献けんしたらどうなんだ!?」

　ガウェイン卿が頭上のラモラック卿へ向かって声を張り上げていた。

「やーよ。私が戦ったら、エマの凄さが目立たなくなっちゃうじゃない」

　そんなガウェイン卿の𠮟しつ責せきを、ラモラック卿は髪かみを搔かき上げながら、さらりと流し、暗闇に朱しゆを引くように微笑んだ。

「それに……いいの？　ガウェイン卿。私が剣けんを抜ぬいたら……ついうっかり、妖よう魔まごと貴方を叩たたき斬きっちゃう……かもぉ？」

　笑っているが、笑ってない。そんな怖こわい笑顔を浮うかべるラモラック卿を前に。

「どうか、貴女あなた様は休んでいてくださいっ！　ラモラック卿ぉっ！」

　ガウェイン卿は真っ青になり、そそくさと引き下がるのであった。

「ったく。アホやってる時間はねえぞ」

　凜太朗が、そんな緩ゆるんだ空気を引き締しめ直すように言う。

「そこの廃はいビルの地下駐ちゆう車しや場……そこに『隙すき間ま』の反応がある。さっさと行くぞ」

　こうして。

　凜太朗達は、連れ立って、地下駐車場へと足を運ぶのであった。




　地下へと続くスロープを下り、一行は地下駐車場へと辿たどり着く。コンクリで形作られた真っ暗な空間が広がっている。自動車はほとんどない。がらんどうだ。

　凜太朗達は、周囲に注意を払いながら、慎しん重ちように奥へ奥へと進んでいく。

　……やがて、不意に彼らの靴くつ音おとの反はん響きよう音が途と切ぎれる。

　広い地下駐車場の最さい奥おうに……それはあった。

　地面に描えがかれた、鈍にぶく光るトリケトラの魔ま法ほう陣じん──その上の空間に不自然に広がる、黒い染しみ、もしくは割れ目のような何か。

「……『隙間』ですね。……今までのと比べたら格段に大きい」

　ケイ卿が眉まゆを顰ひそめて言った。

「先ほどの妖魔……レッドキャップは、今まで遭そう遇ぐうした妖魔と比ひ較かくして、格段に危険度が高い……この『隙間』から出てきたのは間違いなさそうですね」

「……そうだな」

　頷うなずき、凜太朗が魔法陣の上に、剣先でガリガリと文字を刻んでいく。

　いつものように、『隙間』を【解かい呪じゆ】しようとした……その時だった。




「まったく、もう……貴方達は、本当に余計な事しかしないんですから」




　不意に、女の声が駐車場内に響き渡った。

　妙みように通る声が、狭せまい空間内を不気味に木霊こだまし、何重にも反響していく──

「誰だれだ!?」

　一同が一いつ斉せいに振ふり返る。

　すると、背後の空間に、この暗き闇より昏き闇がわだかまる。

　わだかまる闇は黒い霧きりとなりて寄り集まり、人型を形成する。

　人型を得た黒霧の塊かたまりはやがて、質量と質感を獲かく得とくし、一人の女を顕けん現げんさせた。

「せっかく私がこうして一いつ生しよう懸けん命めい、『隙間』を作っているのに……こうして片かた端はしから塞ふさがれてはたまりませんよ……ふふふふ……」

　ばさり、と翻ひるがえる黒いフードにローブ。ローブから伸のびる露ろ出しゆつの多い艶つややかな肢し体たい。そのぞっとするほど妖あやしく美しい面おも立だちの半分を隠かくすレース。まるで闇そのものから生まれ落ちたように、灰ほの昏い影かげある少女が、凜太朗達の前に姿を現したのだ。

　そして、その少女の存在が、この現実空間に確定した瞬しゆん間かん。

　瑠奈やフェリシア、エマの背筋にぞっとするほどの冷たいものが駆かけ上がった。

　ラモラック卿やランスロット卿、魔人フオモール化した凜太朗のような、対たい峙じするだけで圧あつ倒とうされそうなほどの存在感や威い圧あつ感かん、恐きよう怖ふとは違う。ただ、黒い少女の放つ、深しん淵えんを覗のぞき込んだかのように底知れぬ不気味さと妖しさが、瑠奈達を打ちのめす──

　心が流す冷ひや汗あせに、ガチガチになりながら剣を構える少女達の前に。

「ようやくお出ましかい。てめぇが島中に『隙間』作ってるとかいうアホだな？」

　凜太朗が双剣を肩かたに担かつぎながら、一歩前に出ていた。

「地道に潰つぶしていきゃ、いつか姿を現すと思っていたぜ」

　だが、その不ふ遜そんの物言いとは裏腹に、凜太朗は慎重に魔女との間合いを測っていた。

　うかつに飛び込めば──死地。

　凜太朗ほどの実力者をして、そう思わせしめる何かが、その魔女にはあった。

「何が目的か知らねえが関係ねえ。てめぇはここで退場だ」

　だが、迂う闊かつに踏ふみ込むことが死に繫つながるなら、慎重に戦えば良いだけの話。

　毛ほどにも怯ひるまず、凜太朗は嗤わらってみせる。

　しかし、その怪かい奇きなる魔女を前にして……凜太朗はふと、気付いた。

「……ん？　お前……どこかで……？」

　凜太朗の脳内が、記き憶おくが、微かすかにちくりと刺し激げきされる。

　それは……一体、いつだったか？　どこだったか？

　キャメロット国際学園で、だったか？　あるいは、この人工島ニューアヴァロンへやってくる前、だったか？　あるいは、あの伝説時代で、だっただろうか？

「……なんだ？　この感覚は？　お前とはどこかで会ったことがある……？」

　だが、なぜか出てこない。少女の正体が摑つかめない。

　微かに脳のう裏りを走る映像は、間違いなく関連性があるはずの記憶情報のはずなのに、それらは断だん片ぺん的なままで、なぜか決して眼めの前の少女と繫がろうとしない。

　絶対に自分はこの女を知っている。会ったことがある。だけど、誰だかわからない。

　それがもどかしく、腹立たしくて。

　凜太朗が珍めずらしく不ふ機き嫌げんさと狼ろう狽ばいを浮かべて、歯嚙みしていると。

「無む駄だですよ、マーリン。ええ、無駄なのです」

　にっこり、と黒い少女が笑った。

　それは、まるで大好きな玩具おもちやを見つけたような無む邪じや気きな笑みだった。

「伝説時代の貴方あなたならともかく、今の劣れつ化かした貴方に、私の正体は摑めないですよ？　私の【素す顔がお隠し】の魔法は打ち破れません。全すべては無駄の無駄なのです」

　そして、ばさりとローブを払はらい、両手を大きく広げて言った。

「ああ、なんて無様なこと！　それでも世界最強の魔法使いですか!?　マーリン、偉い大だいなる魔人族フオモールの系けい譜ふ！　貴方は早く、本当の貴方自身を取り戻してくださいな！　そんな無様な人間の殻からなどかなぐり捨てて！　あは、あははははははははっ！」

「……ちっ」

　苛いら立だたしげに舌打ちし、凜太朗は威い嚇かくするように剣を一ひと振ふりする。

「うっせぇ、黙れ。てめぇの正体なぞ知ったことかよ……《アーサー王継けい承しよう戦》、こんな楽しい遊興ゲームの邪じや魔まをするってんなら、この場でブッ殺してやる」

「ま、待ってください、師し匠しよう！」

　苛立ちを隠さない凜太朗の前に、エマが剣を構えて出た。

　そして、魔女に真まっ直すぐ向き直り、問いを投げる。

「そこの貴女！　何故なぜ、《意識の帳とばり》に『隙間』を開けるのですか!?　貴女は一体、何をやっているのかわかっているのですか!?　あのまま『隙間』を作り続ければ、いずれ本当に危険な妖魔がこっちの世界にやってきてしまいます！　そうしたら──」

　だが。

「エマ、ああ、エマ。エマ。なんて、哀あわれな子……」

　質問に応じず、黒い魔女はエマに心底、憐あわれむような視線と言葉を返した。

「自分がお留守なエマ。滑こつ稽けいな操あやつり人形のエマ。がらんどうのエマ。……貴女はいつも誰かに利用され、踊おどらされ、使われるだけの悲しくて優やさしい駒こま」

「な……ッ!?」

「ああ、可か哀わい想そう。ああ、可哀想。貴女はそうやって、いつまで自分の意思を、人生を、他者に委ゆだね続けるの？　貴女は何のために生きてるんです？　くすくすくす……」

　その魔女の言葉が、エマの心のどんな核かく心しんに触ふれたのか──

「〝もう嫌いやだ。私が戦うのは何のため？　王になるのは何のため？〟くすくすくす……」

「な、何を言って──ッ!?　ふ、ふざけないでくださいっ！」

　あの穏おだやかなエマが、突とつ然ぜん、激しく激げき昂こうし始めた。

「黙りなさい、魔女！　私達は正義の名の下もとに！　人々のために！　神の恩おん寵ちようと徳において、人に仇あだ為なす貴女を成敗しますッ！　覚かく悟ごしてくださいッ！」

「ちょ……エマ!?　落ち着きなさいよ!?　どうしたの!?」

「そうですわ！　あんな女の安い挑ちよう発はつに乗ってはなりませんわ！」

　瑠奈とフェリシアが警告するが、エマの耳には届かないようだ。

「許さないッ！　許せないッ！　私を人形と呼ぶなんて……ッ!?」

　その美しい顔立ちを憤ふん怒ぬに歪ゆがませ、今にも魔女へ飛びかからんばかり。今までの彼女の姿からは、想像できないほどの狼狽ぶりと激げき憤ふんぶりであった。

「…………」

　そんなエマの姿を、凜太朗だけは半眼で冷静に見つめている。

　そして、魔女の口から紡つむがれる呪じゆ詛そは止まらない。

「……神様の操り人形は、もうこりごり。だから、愛いとしい愛しいお師匠様に、貴女は糸を握にぎって欲しい、首輪をつけて欲しいの、そうでしょう？　くすっ……わんわんわん、貴女は可愛かわいい可愛い子犬ちゃん♪」

　それがトドメとばかりに、魔女はかくんと頭を傾かたむけて特上の壊こわれた笑えみを浮かべ、極ごく上じようの蔑さげすみと哀れみを、エマへと一いつ切さい合がつ切さい容よう赦しやなく突つきつける。

　そして、それが──エマの臨界点となった。

「黙だまれぇええええええええええええええーーッ！」

　途と端たん、咆ほう哮こうするエマが弾はじかれたように剣を構え、黒い魔女へと突とつ進しんを開始した。

「この、おバカ!?　迂闊に近づいたら──」

「ちっ──」

　瑠奈と凜太朗が、それを追う。

「ぅわぁあああああああああああああああああああああああーーッ！」

　エマが魔女へと肉にく薄はくする。白い閃せん光こうと化して、魔女へと迫せまる。

　だが、その剣の切っ先が魔女を捉とらえようとしていた──その刹せつ那な。

「おお、哀れ、哀れ」

　魔女は眼前で両手を交差させ、ふわりとそれを広げる。

　その瞬間、魔女の眼前の空間に、恐おそろしく大きな黒い亀き裂れつが口を開いた。

「なぁ──ッ!?」

　勢いのついたエマの身体からだは止まらない。為なす術すべもなく眼の前に開いた空間の亀裂の中に吞のみ込まれ、落ちていくのであった。

「な!?　エマが──……」

　思わず足を止める瑠奈の横を、凜太朗が駆け抜ぬけていった。

「……ちっ、世話が焼ける」

　すると、何をどう判断したのか、凜太朗はあえて自らその亀裂の中に飛び込んだ。

「凜太朗!?」

「お前らはそっちで大人しく待ってろ！　すぐ戻もどってくる！」

　硬こう直ちよくする瑠奈に、闇やみの亀裂の奥からそんな叫さけびが届いてくる。

　だが、瑠奈は周囲の状じよう況きようと、亀裂の中を見比べて。

「って！　貴方は私の家臣で私のものなのよ!?　放ほうっておけるわけないでしょ!?」

　瑠奈も意を決したように、その亀裂の深淵の中へと身を躍おどらせるのであった。

「瑠奈!?　凜太朗!?」

　ケイ卿きようが悲痛な叫びを上げるが、もう遅おそい。

　魔女が頭上で腕うでを交差させると、その亀裂は瞬時に閉じ、跡あと形かたもなく消えてしまった。

「そ、そんな……瑠奈と、Ｍｒ．真神と、エマが……」

「……消えた……？　消されてしまった……ッ!?」

　驚きよう愕がくに固まるフェリシアとガウェイン卿、ケイ卿。

　そんな一同の前で、黒い魔女が謳うたうように告げた。

「なんて蒙もう昧まい、愚ぐ昧まい、もうお終しまい。世界の合間に巻かれて舞まいて、さようなら……」

　そして、魔女はくすりと典てん雅がに嗤って。

「さぁ、次は残った貴女あなた達の番ですよ……？」

　誘さそうように、ゆっくり腕を振るう。

　その手にわだかまる、漆しつ黒こくの星気光オーラ──何らかの魔法が胎たい動どうする気配。

「させんっ！」

「瑠奈達を返してもらいますわ！」

　ガウェイン卿が、フェリシアが、ケイ卿が、させじと剣けんを構え、魔女へと疾しつ風ぷうのように踏み込む。

　だが、その異変は一瞬で起きた。

　三人が地を踏みしめる足あし下もとの感覚が、唐とう突とつに変化したのだ。

　気付けば、硬かたいコンクリートだった地面の全てが、いつの間にか、泥どろのような、コールタールのような、黒い粘ねん性せいの流動体へと変化していたのだ。

「なぁ──ッ!?　な、なんですのコレ!?」

「あ、足が……ッ!?」

　フェリシア達の足が、粘性液体の中にズブズブと沈しずみ込む。液体に足を取られ、走力は殺され、たちまち身動きが取れなくなってしまう。

　しかも、この黒くろ沼ぬまには底がないのか。フェリシア達の身体は、どこまでも際限なく沈み込んでいく。踝くるぶし、すね、膝ひざ、腿もも……ゆっくり沈み込むごとに、吐はき気けのするような嫌けん悪お感かんと恐きよう怖ふが、フェリシア達の心を蝕むしばんでいく。

「うっ……ぅうううっ！　この──《風の踊り手よ──》」

　たまらず、フェリシアがこの窮きゆう地ち打開のため、何らかの妖よう精せい魔ま法ほうを唱えようとすると。

　ざぱぁっ！　飛ひ沫まつを上げて爆はぜるその周囲。

　無数の骨の手が沼の中から突き立ち、フェリシア達に組み付いたのだ。

　枯かれ木きのような骨の手が、フェリシアへ絡からみつき、その口内へ進入してくる。

「ひ──きゃあああああああああああああああああああああああーーッ!?」

　その悍おぞましさに、フェリシアは我を忘れて悲鳴を上げた。

　そうこうしている間にも、一同の身体は骨の手に引きずり込まれるように、黒い沼の中へと埋まい没ぼつしていく──

「う、うぁぁ……ッ!?」

「くそっ！　こ、こんなところで……ッ！」

　ケイ卿もガウェイン卿も、最も早はや、為す術はない。

　ただ一人、黒い沼の上で体重を感じさせない挙きよ措そで浮ういている魔女が、そんな一同を見下ろし、妖あやしく嗤わらう。

　と──その時だった。

　ずがんっ！　大音おん響きようを立てて、黒い沼のド真ん中に、巨きよ大だいな十じゆう字じ架かが突き立った。

　ラモラック卿の十字架型の大剣クロス・クレイモアだ。

　途端、辺り一面を埋うめ尽つくしていた黒い沼が、まるで硝子ガラスが割れ砕くだけるような大音響と共に、こなごなの破は片へんと化して虚こ空くうへ四散した。

「は──ッ!?」

「……えっ!?」

　気付けば、もうあの抗あらがえぬ絶望の黒沼は、どこにもない。フェリシア、ガウェイン卿、ケイ卿の三人は、硬いコンクリートの上に、荒あらい息を吐ついて突っ伏ぷしていた。

「幻まぼろし……？　幻げん術じゆつ？　い、今のが……？　う、噓うそでしょう……ッ!?」

　そんな風に呆ほうけるフェリシアの傍かたわらを、一人の少女が悠ゆう然ぜんと過ぎる。

「そういう下らない茶番は結構よ」

[image: ]

　その少女──ラモラック卿は、地面に突き立った大剣の柄つかに手をかけ、引き抜き、そのまま黒い魔女へと向かって歩いて行く。

「あら？　流石さすがは音に聞くラモラック卿……今のは、わりと本気だったんですけど？」

　ラモラック卿は魔女の言葉に何一つ応じず、ぶんっ！　と大剣を剛ごう閃せんして構えた。

「……エマを返せ。我が愛する主君を返せ。さもなくばブチ殺す」

　ただでさえ、瞳どう孔こうが開き気味なラモラック卿の据すわった真しん紅く眼が、さらに見開かれ──その瞬しゆん間かん、周囲の気温が一気に氷点下を振ふり切り、悲鳴を上げた。

　憤怒に燃えるラモラック卿はまるで地じ獄ごくの業ごう火かのように熱く感じられるのに、フェリシア達の周囲は絶望的なまでに寒い。まるで氷結地獄だ。

「……あら、怖こわい怖い……」

　それまで常に余よ裕ゆうを崩くずさなかった魔女の声に、初めて固いものが混じる。

「でも、返せと言われて返すわけにも行かないんですよねぇ？」

「なら、死ね」

　刹せつ那な、ラモラック卿の姿が消える。

　否いな、人の動体視力の限界を超こえた速度で動いたがゆえに、そう錯さつ覚かくしただけ。

　ラモラック卿が赤い彗すい星せいと化して、魔女へ突進するのであった──




　…………。




「……おい、瑠奈。起きろ。早く起きねえと取り込まれるぞ？」

「……ぅ、……ん？」

　脇わき腹ばらを小こ突づかれる感覚に、闇の中を彷徨さまよっていた意識が、ゆっくりと浮ふ上じようする。

　どのくらい眠ねむっていたのだろうか？　うつ伏ぶせに突っ伏して倒たおれていた瑠奈は、ぼんやりと霧きりがかかる頭を振りながら、身を起こした。

「……凜、太朗……？」

「ようやく起きたか、この寝ねぼすけが。ったく、待ってろっつったのによ」

　瑠奈が目を瞬しばたたかせて見上げれば、傍らには呆あきれたように見下ろす凜太朗が立っている。

「そうだ……私達……あの変な黒い女の作った隙すき間まに落ちて……」

　そして、どこか胡う乱ろんな意識のまま、瑠奈は周囲を見み渡わたした。

　そこは、どこか誰だれかの部屋であった。板張りの壁かべ、床ゆか。

　女の子の部屋なのだろう。可愛らしい柄がらのカーテンに絨じゆう毯たん、机の上にはぬいぐるみなどの小物。少々殺風景だが、特に何の変へん哲てつも無い部屋である。

　だが、それが目に入った時、瑠奈は思わず目を剝むいた。

「……何よ、あれ!?」

　部屋には幾いくつか窓があるが、そのどれもに頑がん丈じようそうな鉄てつ格ごう子しが嵌はめられているのだ。

　思わず、瑠奈は背後を振り返る。

　すると、そこの壁一面が鉄格子になっていて、扉とびらには鎖くさりが雁がん字じ搦がらめに巻き付けられており──その向こう側に広がるのは石の回かい廊ろうと無限の闇だ。

　一見、ごくごく普ふ通つうの女の子の部屋なのに、その実、あまりにも異常。歪いびつ。

　鳥かご、地ち下か牢ろう……そんな言葉がぴたりと嵌まる。

「……異界だ」

「異界？　ここも……？」

　凜太朗の呟つぶやきに、瑠奈がオウム返しする。

「ああ。毎度おなじみ、現実界と幻げん想そう界を強固に隔へだてる《意識の帳とばり》を、一時的に曖あい昧まいにすることによって生みだされる、どこでもネバー・ない場所ウエア……あの黒い魔女の仕し業わざだ」

「…………」

「恐らく、この奇き妙みような『異界』は、異界内に取り込んだ『誰か』の深層意識を反映した世界なんだろうよ」

「……誰かを……取り込む？」

　言われて、瑠奈が周囲を見回す。

　そう言えば、ここに落とされたはずのもう一人の姿が見えない。

「そうだ。ここは現実と幻想の境界が相当にあやふやだ。〝汝なんじ、深しん淵えんを覗のぞく時、深淵もまた汝を覗いている〟……お前も気をつけろよ、瑠奈。油断していると、あっという間にこの世界に取り込まれ、この『異界』の一部になっちまうぜ？」

　思わず息を吞む瑠奈を余よ所そに、凜太朗が小首を傾かしげる。

「だが……あの女、何者だ？　現実の人間を取り込んじまうほど、幻想界側へ寄った異界……これだけのレベルの高い異界を作れるのは、伝説時代の魔法使いでもそうは……」

　と、凜太朗が黒い魔女の正体について思いを馳はせていると。

　ひっく……ぐすっ……うぅ……ひっく……ぐすっ……

　誰かが微かすかにすすり泣くような声が、二人の耳に届いた。

　どうやら、鉄格子の向こう側から聞こえてくるようだ。

「……誰？」

「…………」

　瑠奈の問いに答えず、凜太朗は鉄格子の扉の前に立つ。

　何をするつもり？　と、瑠奈が聞こうとした、その瞬間。

　抜ばつ剣けん、二閃せん。凜太朗の双そう剣けんが、鉄格子と鎖をまるで紙のように切り裂さいていた。

「ぇえええええーーッ!?　凜太朗、ちょっと化け物過ぎやしませんかね!?」

「へっ、ここは幻想界よりの異界。心の中で、自分に〝できる〟、〝できない〟の壁を作るのは自分自身だぜ？　瑠奈」

「い、言ってる意味がわからないんですけど……？」

「ここでは、武の強さより、心の強さが問われるってことだ」

　戸と惑まどう瑠奈を捨て置き、凜太朗は切り倒した鉄格子の向こう側へと行ってしまう。

　どうやら泣き声が聞こえてくる方へ向かうつもりらしい。

「あっ……ちょ、待ちなさいよ!?」

　そんな凜太朗の後ろ姿を慌あわてて追いかける瑠奈であった。




　鉄格子の部屋を抜ぬけ出して。

　しばらく、凜太朗達が暗い石の通路を歩いて行くと、不意に二人の視界が開けた。

　辺りは木々の疎まばらな森だ。降り注ぐ太陽、穏おだやかな風。木の葉の絨毯。

　遠くには、街があるらしい、古風な城じよう壁へきらしきものと都市が小さく見えた。

「……ますますどこよ？　ここ」

　瑠奈が顔をしかめて、ぼそりと呟くと。

「……フランスは中部、サントル・ロワール地方都市オルレアン郊こう外がい。……聖ジャンヌ修道会敷しき地ち内だ」

　凜太朗がきっぱりと言った。

「は？　何かやけに具体的なのね？」

「…………」

　応じず、凜太朗は無言で森の奥へと進んでいく。

「なんなのよもう……」

　瑠奈は溜ため息いき交じりにそれに続くしかないのであった。

　そうして、二人は陽光穏やかな森の中を進んでいく。

　聞こえてくる少女のすすり泣きを頼たよりに、進んでいく。

　辺りは段々、鬱うつ蒼そうと昏くらくなり、文明から遠く離はなれていく。

　やがて、森の中に開けた空間が現れ、古ぼけた修道院が聳そびえ立っているのが見える。

　そして、その修道院前の広場には──異様でおぞましい光景が広がっていた。

　司祭服に身を包んだ、ぽっかりと顔のない司祭達が、一人の修道服の少女を取り囲み、さらに顔のない天使達が、その少女の頭上を飛んでいる。

　その少女は──

「エマ!?　いえ、違ちがう……何か、妙みように幼いような……？」

「エマのやつ……取り込まれたな」

「……どういうこと？」

　意味深なことを言う凜太朗へ、瑠奈がそう問い返す。

「ひっく……ぐすっ……えぐっ……ぅうぅう……」

　一方、修道服姿の幼いエマは、司祭達や天使達に囲まれる中で泣きじゃくっていた。

　その首には首輪、手足には枷かせが嵌められており……そこから無数の鎖が伸のびている。

　その鎖は周囲の司祭達や天使達の手へと伸び、しっかりと握にぎりしめられている。

　最早、逃にげることも動くことも叶かなわない状態だ。

「おお、エマ！　おお、エマ！　偉い大だいなる主の下げ僕ぼく！　なんと情けない！」

「まだこの程度もできないのですか!?　貴女あなたは！」

「貴女は世界を救うのでしょう!?　救世の乙女ラ・ピユセルとなるのでしょう!?」

　顔のない司祭や天使達が泣きじゃくるエマを取り囲み、好き勝手な言葉を投げる。

「ごめんなさい……ごめんなさい……ッ！　もっと頑がん張ばります……頑張りますからぁ……ッ！　だから、捨てないで、イエスさま……私を捨てないでください……ッ！」

　幼いエマは泣いている。

　眼前に突つき立つエクスカリバーを前に、エマはただ泣き崩れるしかない。

「偉大なるキリスト教の守護者にて、信しん仰こうの英えい雄ゆうアーサー王。その聖なる血を今に受け継つぐ貴女。貴女には世界を救い、民衆を導く使命と運命があるのです」

「さぁ、見なさい、エマ。救いを求める民衆の声を！　期待の声を！」

　ざわり、と周囲に無数の人々の気配が湧わき上がる。

　どこから現れたのか、大量の民衆達が、いつの間にかエマを取り囲んでいた。

「「「「救世主様！　救世主様！　英雄様！」」」」

「「「「救世の乙女ラ・ピユセル！　救世の乙女ラ・ピユセル！」」」」

「「「「わぁああああああああああああああああああああああああああーーッ！」」」」

「ひ、ひぃっ……ッ!?」

　その怒ど号ごうのような勢いに、エマは脅おびえきったように顔を歪ゆがませ、身を竦すくませる。

　どこからともなく賛美歌が高らかに流れては、どこからともなく新しい鎖が伸び、エマに巻き付き、締しめ上げていく。

「か、は……く、苦しい……重い……ッ!?　ぁぁ……」

「貴女が戦うのは、神の思おぼし召めし！　全すべての救いを求める無む辜こなる民たみの求めなのです！」

「さぁ、エマよ。剣けんを取りなさい！　神の敵を討うつのです……正義のために！」

　すると、エマの眼めの前に見上げるような巨きよ大だいな山のような〝何か〟が現れた。

　その〝何か〟は……一言では形容できない。

　恐おそろしい怪かい物ぶつの群れを、積み重なる死者の群れを、鮮せん血けつと闇やみより暗い闇で煮に詰つめたような──混こん沌とんとした〝何か〟。悪あく魔まにも見えるし、神にも見えるし、怪物にも見える。それ以外の恐ろしく悍おぞましい何にでも見える。ありとあらゆる全ての光を吞み込む虚こ空くうのようなその混沌には、特とく濃のうの闇がわだかまり、ただただ死と恐きよう怖ふという名の絶望を、周囲にまき散らしては、世界から熱という熱を略りやく奪だつする地じ獄ごくのようであった──

「うっ……な、何……あれ……ッ!?」

　どくん。その〝何か〟を直視した瑠奈が、真っ青になって呻うめいた。

　気分が悪い。頭がぐらぐらして吐はき気けがする。見ているだけで、動どう悸きが激しくなり、全身から大量の汗あせが噴ふき出し、五感が失われていく。

　心の奥底から毒のように滲にじむその感情は、最も早はや、誤ご魔ま化かしが効かない。

　──怖こわい。私はあの黒い混沌が怖い。直視に堪たえない。

　あの黒い混沌を前に、今の私は、昏き深海よりも深く絶望している──

「は──はぁ……ッ！　ぜっ……ひゅっ……っ！」

　過呼吸気味になりながら、瑠奈は、がくん、とその場に膝ひざをついた。

「おいおい、無理すんな……あれは〝世界の滅ほろびと死のイメージ〟だ」

　黒い混沌を流し見る凜太朗が、つまらなそうに言った。

「〝世界の滅びと死のイメージ〟……ッ!?　な、何それ……ッ!?」

「世界の終しゆう焉えんってのはな、全人類の集合無意識の中にある共通概がい念ねんなんだ。それに対する恐怖や絶望も同じ……あれは、それがエマのイメージを形にとって現れたモノだ。〝世界の滅びと死のイメージ〟を前に、平然とできるやつは頭イカれた人間だけさ」

　その平然とした凜太朗が、楽しげに肩かたを竦めた。

「イメージ!?　あれが!?　イメージを直視しただけで、こんなに恐怖と絶望で立てなくなるものなの!?　私、さっきから自殺したくて仕方ないんだけど!?」

「ここは幻想界よりの異界……いわば精神世界だ。現実界の常識に囚とらわれてたら、足を掬すくわれるぜ？」

　凜太朗と瑠奈がそんなやり取りをしている間に。

　その黒い混沌が放つ瘴しよう気きに当てられ、周りの民衆がみるみるミイラ化していく。

　だがそれでも白骨と化した民衆は、エマに対する救いを求める声を止めることはない。

　高らかな賛美歌も狂くるったように鳴り響ひびき、歪んで山やま彦びこし、不協和音を奏かなでたてる。

　まるで地獄の釜かまの底のような、見るも悍ましいその光景。

「サァ、戦ウノデス、えま！」

「世界ヲ救ウノデス！　人々ヲ救ウノデス！　神意ノタメニ！　正義ノタメニ！」

「ソレガ貴女ニ課セラレタ役目ナノデス！　貴女ニソレ以外ノ存在価値ナドナイ！」

「うぁ……ぁぁ……ぐすっ……嫌いやぁ……ッ!?」

　ミイラ化した司祭や天使達に鎖くさりを引かれ、エマは震ふるえる手で足あし下もとのエクスカリバーを取る。重たい鎖を引きずり、がくがく震えながら、怪物へよろよろと近寄っていく。

　だが、その歩みは、混沌の怪物に届くことはない。

「やだ……もうやだぁ……誰だれか助けて……誰か助けてぇ……ッ！」

　エマは一刀も混沌の怪物に浴びせられず、諦あきらめたように剣を取り落とし……身体からだの重みに耐たえかねたように膝をつき……再びぐずって泣きじゃくる。

　そして、そんなエマに対して、周囲の連中が好き勝手な言葉で殴なぐりつける──

　救ってください！　助けてください、お願いします！　救世主様！

　どうして戦ってくれないのですか!?　我らを救ってくれないのですか!?

　──そのどれもこれもが、幼いエマの意思などまるで踏ふみにじるように無視した、一方通行の祈いのりの言葉であった。弱さを免めん罪ざい符ふにした一方的な略奪者であった。

「何これ……ッ!?　酷ひどすぎる……ッ！」

　全身に燃え上がる怒いかりに突き動かされ、瑠奈は震える身体に鞭むち打うって立ち上がった。

「ふざけるな……っ！　ふざけるんじゃないわよ……っ！　たった一人に全てを押しつけて……背負わせて……ッ！　あんたら一体、何様なのよ!?」

「……落ち着けよ」

　剣を抜き放って駆かけ出そうとした瑠奈の肩を、凜太朗が摑つかんで、制する。

「言ったろう？　ここはエマの心象風景を投とう影えいした異界だ。あの民衆も、神の御み使つかいも、滅びの怪物も、エマの内面のイメージに過ぎん。……マジになるこたぁねえよ」

「で、でも！」

　ちらり、と瑠奈がエマを見る。

　エマは泣いている。鎖の重みに、恐怖と絶望に耐えかねて泣きじゃくっている。

「放ほうっておけるわけがないでしょう!?」

「！」

　瑠奈が凜太朗の手を払はらい──地を蹴けった。

「ぁああああああああああああああああああああああああああーーっ！」

　剣を肩に担かつぐように振ふり上げ、猛もう速度で〝死と滅びのイメージ〟へ突とつ進しんする。

「ほう？」

　凜太朗が皮肉げに口元を歪め、そんな瑠奈の後ろ姿を見送る。

　瑠奈の突進の勢いは、もう誰にも止められない──そんな勢いだった。

　が。

「ああああぁぁぁ──ぅ──ッ!?」

　どくん。一歩、また一歩と黒い混沌に近づく度たびに──特濃の恐怖と絶望が、瑠奈の心の中を蹂じゆう躙りんしていく。どくん、と押し潰つぶしていく。どくん、と塗ぬり潰していく。

　どく。どく。どく。どく──

　心臓が上げる恐怖の悲鳴は、今にも破は裂れつ寸前まで昂たかぶって。

「──ぁ──ぁ、ぁぁ……ッ!?」

　脳に通わない酸素が思考を白ませ、みるみる手足に力が入らなくなり、突進の速度は緩ゆるみ、身体にのし掛かかる絶望的な重圧に、その場に倒たおれ込みそうになる。

　──一体、自分はなぜ、こんな絶望的なものに立ち向かっているのだろう？

　そんな自棄的な疑問ばかりが、瑠奈の脳内を支配して。

　──死ねば楽になるのに。

　そんな破は滅めつ的な衝しよう動どうばかりが、瑠奈の心臓を暴れ狂わせる。

　死神が、瑠奈の耳元で甘かん美びなる誘さそいの調べを奏でる──

　だが。

「──ぁ──ぅ──う、ぁあああああああああああああああああああーーッ！」

　それらの甘美なる黒き衝動を全てはね除のけ、瑠奈が喉のども割れよと叫さけぶ。

　歯を食いしばり、その瞳ひとみと魂たましいを燃やし、今一度、混沌の怪物を鋭するどく見み据すえる。

　再び、脚あしに全身全ぜん霊れいで力を込こめ──大地を力強く蹴り──怪物へ肉にく薄はくし──

「負っけるかぁああああああああああああああああああああああーーッ！」

　全身全霊の力をもって、混沌の怪物へと剣を振り下ろした。

　ざん。瑠奈のエクスカリバーが、混沌へと食い込んだ。

「──ッ!?」

　が、何の手て応ごたえもない。

　死の混沌は、瑠奈のエクスカリバーの刀身を吞のみ込んで……ただ、それだけだ。

「くっ……そ！　ぅううううぅーーっ！」

　慌あわてて、瑠奈が剣を引き抜ぬいて離はなれようとするが、びくともしない。

　なぜか、剣が手に吸い付いて、最早、手放すこともできない。

　ずずず……ずずず……と、剣けんが混沌に取り込まれていき、それにつられて瑠奈の身体が引っ張られていく。瑠奈の心を、たちまち絶望が塗り潰していく。

（凜太朗は言ってた……〝ここでは、武の強さより、心の強さが問われる〟って！）

　がり、と瑠奈が歯は嚙がみする。

（これはイメージ……ただのイメージよ！　本物の世界の終焉でもなんでもない、イメージ！　だったら、私の心が強ければ勝てる！　勝てる筈はずなのよ……ッ！　なのに、なんで……私は勝てないのッ!?　私じゃ駄だ目めだっていうの!?）

　必死に剣を引き抜こうとするが、何もかもが徒労であった。抗あらがえない。

（勝てないってことは……私が精神的に負けているってこと!?　私が世界の滅びという恐怖に屈くつしているってこと……ッ!?　そうなの……ッ！）

　瑠奈が己おのれの弱さと不ふ甲が斐いなさを嘆なげいていると。

「おいおい、無茶すんなって」

　凜太朗が、ゆっくりと歩み寄りながら言った。

「……お前じゃ無理だ」

　ぐさり。瑠奈の胸を、何か鋭くナイフで抉えぐられたような痛みが走った。

　お前の器うつわはそんなもの……なんだか、そんな風に言われたような気がしたのだ。

「くっ……な、なら、凜太朗っ！　お、王命よ！　なんとかしなさいっ!?」

　すると。

「あいよ」

　凜太朗がニヤリと嗤わらって──動いた。

「はは、ひゃははははははははははははははははははーーッ！」

　高笑いを上げながら、剣を抜き、その場を駆ける凜太朗。

　凜太朗が向かった先は──黒い混沌の滅びではない。

　エマを鎖に繫つなぎ取り囲む……民衆であった。

「……えっ？」

　呆あつ気けに取られる瑠奈の前で展開された光景は──凄せい惨さんなる虐ぎやく殺さつだった。

　凜太朗が疾しつ風ぷうのごとく駆けながら、右の剣を振るう、左の剣を振るう、双そう剣けんを振るう、荒あらぶる旋せん風ぷうのごとく振るいまくる。

　一刀ごとに、無数の民衆がバラバラの肉にく骨こつ片へんと化して吹ふき飛び、空を舞まう。

　エマに縋すがる怨おん霊りようのような民草を、斬きって、斬って、斬り倒して、片かた端はしから斬りまくる。

　ぐるりと円を描えがくように駆け抜けて、エマを取り囲む民衆を殺して、殺して、一人残らず殺し尽つくし──天高く、跳ちよう躍やく。

「おお、なんてことだ！　悪あく魔まよ！　去れ──」

「主の怒りを思い知──」

　エマの鎖を握にぎる司祭達の首を、双剣の一いつ閃せんで悉ことごとく刎はね飛ばし──天使達を地へ堕おとす。

　途と端たん、エマを縛しばり付けていた鎖の全すべてが、音を立ててバラバラに壊こわれて。

「ははははははははははははははははははははははははははははははははーーッ！」

　ばしゃばしゃと真っ赤な血の豪ごう雨うが降り注ぐ中、凜太朗はただただ嗤った。

「自分は何もしねえ！　求めるだけ！　祈るだけ！　そんな生きてる意味のねえカス共は死ね！　ははははははははははははははははははははははははーーっ！」

「…………」

　瑠奈はそんな悪あつ鬼きそのものの凜太朗の姿に、啞あ然ぜんとするしかなくて。

「…………師し匠しよう」

　幼いエマは、降り注ぐ血の雨を全身に浴びながら、凜太朗を見上げた。

　そして。

「師匠……師匠……」

　にこり、と。

　凄惨なる屍し山ざん血けつ河がの中で、エマは幸せそうに、花はな咲さくように笑ったのであった。

「……ッ!?」

　ぞくり。瑠奈は荒ぶる悪魔のような凜太朗より、そんなエマの笑え顔がおの方にこそ、背筋の凍こおるような恐きよう怖ふを覚えるのであった。

（笑った……？　こんな状じよう況きようで……？　どうしてそんな風に笑えるの……？）

　そして次の瞬しゆん間かん、さらなる衝しよう撃げきが瑠奈を襲おそった。

「……大だい丈じよう夫ぶだ、エマ。俺がついてる」

　なんと、凜太朗が正面からエマを抱だきしめ、優やさしげな言葉をかけたのだ。

「……えっ？」

　呆ほうけたような声を上げて、それを呆ぼう然ぜんと眺ながめるしかない瑠奈。

「……師匠……」

「お前はずっと頑がん張ばっていた。世界を救うために一人で頑張ってきた。辛つらかったよな、寂さびしかったよな……これからは俺がお前を見ていてやる。傍そばにいてやる。守ってやる。だから……安心しろ。もうお前は一人じゃない」

　すると。じゃらり、と。エマは自分の首輪に唯ゆい一いつ残った一本の鎖を摑み、それを凜太朗へ無言で差し出す。海よりも深い親愛と情愛の籠こもった瞳で凜太朗を見つめながら。

　それこそ、救世主を待ち望む民衆のような瞳で。

「…………」

　凜太朗はしばらくの間、その鎖くさりを見下ろし……やがて、それをしっかりと握った。

　途端、幸せそうに微笑ほほえむエマ。

　凜太朗はどこか穏おだやかな表情で、そんなエマの頭を撫なでた。

「り、凜太朗……」

　そんな凜太朗とエマの姿に、瑠奈はどこか心が痛むのを感じる。

　そして、凜太朗に鎖を握ってもらったことで何かを安あん堵どしたのか。エマが意を決したように凜太朗から離れ……剣を拾った。

　ゆっくりと、だが、しっかりと黒い混こん沌とんの滅ほろびを見据え、歩いて行く。

「ば、バカ！　駄目よ、こっちに来ちゃ!?　逃にげ──」

　混沌に取り込まれかけている瑠奈が、慌てて制止の叫びを上げる。

　が。

　幼いエマは、ゆっくりと剣を振り上げ……

　その瞳に、表情に、先ほどまでの弱々しいものは微み塵じんもなく。

　ゆっくりと混沌の怪かい物ぶつへと近づき……剣の間合いにその混沌を捉とらえ。

　そして、一呼吸の後、真まっ直すぐに剣を振り下ろした。

　その刹せつ那な、信じられない出来事が起きた。

　あの強大で圧あつ倒とう的な黒い混沌が、左右真っ二つに両断されてしまったのだ。

　全世界の人間の悲鳴を混ぜ合わせ、濃のう縮しゆくしたような奇き怪かいな断だん末まつ魔まが上がり、左右に分かたれた混沌が、たちまち黒い霧きりのような物に気化していき、急速に霧む散さんしていく。

　気付けば──黒い混沌は、跡あと形かたもなく消滅してしまっていた。

「す、すごい……」

　瑠奈は呆然と、幼いエマを見つめていた。

　自分じゃ、まったく手も足も出なかったのに……あの幼いエマはいとも簡単に、〝世界の滅びと死のイメージ〟を倒してしまった。

　これが、自分とエマの根本的な格の違ちがいなのだろうか？

「やれやれ。瑠奈とエマ……こりゃ勝負あったな。……まぁ、最初からわかってたが」

　ぼそりと呟つぶやく凜太朗の声が、瑠奈の耳じ朶だを微かすかに打つ。

　それは、一体、どういう意味？　……怖こわくて瑠奈には聞き返せない。

　瑠奈が何とも言えない空くう虚きよ感と敗北感を抱かかえ、呆然としていると……

「おい、瑠奈？　どうした？」

　いつの間にか凜太朗が、幼いエマを伴ともなって瑠奈の前にやってきていた。

　……幼いエマの首輪から伸のびる鎖を引いて。

「さ、最低最悪な絵え面づらだわ!?」

　我に返った瑠奈が、どん引きもどん引きに言った。

「外げ道どうにもほどがあるでしょ!?　放しなさいっ！」

　瑠奈が、苛いら立だたしげに凜太朗からエマを繫ぐ鎖を取り上げようとするが。

「──ッ！」

　幼いエマがそんな瑠奈の手を激しく払はらう。

「痛っ!?　何するのよ!?」

「うぅ～～～ッ！　ふぅ～～～ッ！」

　すると、幼いエマは激しい敵意を込めた目で瑠奈を睨にらみ付け、凜太朗にしがみつく。

「あのな……瑠奈。言わんでもわかると思うが、こいつは厳密にエマじゃねえぞ？　エマが生み出した自身の内面イメージ……精神の核かくみたいなもんだからな？」

「わ、わかってるわよ!?　私が言いたいのはモラルの問題よ！」

「はいはい」

　そして、凜太朗はそんな瑠奈をさらりと受けながし、エマの鎖を引いて歩き始める。

「……どこ行く気よ？」

「決まってるだろ？　エマの精神の核も見つけ出したことだし……さっさとこの世界をおさらばするんだよ」

　そう言って。

　凜太朗を先頭に、一同は修道院の中に足を踏ふみいれた。

「多分、この辺りがこの異界形成の中心基点だ。となると、出入り口はこの辺りに……」

　修道院の正面門から入ってすぐのそこは、礼拝堂になっていた。

　その礼拝堂の奥に──探し求めていた少女はいた。

「エマ!?」

　もう一人のエマだ。今度は幼くない。白銀の鎧よろいに豪ごう奢しやな王おう冠かん、花はな嫁よめ衣い装しようのように華はなやかな白のサーコート。そんな装よそおいを纏まとったエマが、エクスカリバーを携たずさえ、奇き妙みような石の台座の上に祈いのりを捧ささげるような姿で乗り、静かに眠ねむるように目を閉じていた。

　そして、無数の鎖が眠るエマに絡からまり、台座へと縛いましめていた。

「……王……？　王の姿……？」

　そのエマの荘そう厳ごんな姿に、瑠奈は思わずそんな呟きを零こぼした。

「ああ、俺達と一いつ緒しよにこっち側にやってきたエマ……その本体だ」

「り、凜太朗、あれ……ッ!?」

　そして、瑠奈は気付いた。

　眠るように佇たたずむエマの足あし下もとが、手先が……変色している。

　パキパキと音を立てながら、質感を変え、エマの身体からだを下から上へと塗ぬり潰つぶしていく。

　石化だ。エマの身体が徐じよ々じよに石化しているのだ。

　すると、そんなエマの姿を前に、凜太朗が息を吐はきながら言った。

「あれが、異界の一部になるってことだ。やれやれ、危ないところだった、こんな風に完全に異界に同化しちまったら、元に戻もどれなくなるからな。これならまだ間に合うぜ」

　そうして、凜太朗は傍かたわらにしがみつく幼いエマの首輪を引いた。

「ほら、エマ。本体に戻れ。在るべき場所に還かえれ」

「…………」

「この世界は、お前を基点に作られ、お前の内面を映し出した異界だ。お前が本体に戻れば……要は夢から覚めれば崩ほう壊かいする。現実に還れる」

　すると。

　幼いエマは、しばらくの間、じっと凜太朗を見つめ……舌っ足らずに言った。

「……ねぇ、師匠……ずっとエマの傍にいてくれる？」

「!?」

　そんなことを訴うつたえかけるエマに、凜太朗が目を細め、瑠奈が目を見開いた。

「……ぐすっ……エマ……ずっと……ずっと一人だったの……」

　立ち尽くす凜太朗達を余よ所そに、エマがぐずり始める。

「ううん……私の周りに人はたくさんいた……でも、皆みんな、私に祈って、崇あがめて、讃たたえて……私は一人だったの……私に世界を救ってってお願いして……私は一人だったの……ずっと、ずっと一人だったの……生まれたときから一人だったの……」

「…………」

「エマは、王様になって世界を救うために生まれたんだって……それがエマが生まれた意味だって……存在理由なんだって……皆、皆、そう言うの……世界を救わないエマなんて……王になれないエマになんて……存在価値なんかないんだって……ぐすっ……皆、皆、エマを鎖で縛しばって無理矢理引っ張るの……」

「…………」

「でも、私……皆が好きだから……皆を助けたいから……聖女にならなきゃ……世界を救わなきゃいけないの……進まなきゃ……歩かなきゃいけないの……なのに、身体が鎖で重くて重くて、もう動けない……歩きたくない……でも、歩かなきゃ……歩かないと、私……何のために生きているのかわからないから……ッ！」

　そして、幼いエマは縋すがるような目を凜太朗に向ける。

「私一人じゃ皆を救えない……世界を救えない……ッ！　お願い……私を引っ張って、ご主人様……皆を救うために……世界を救うために……私の隣となりで、私の鎖を優しく引っ張って。なんでもするから……そうすればきっと歩けるから……立派な王になれるから……世界を救ってみせるから……ひっく……ぐすっ……だから……お願い……」

「エマ、貴女あなた……」

　瑠奈が泣きじゃくる、子供の姿のエマを見下ろす。

　恐おそらくは、エマは瑠奈の想像もつかない壮そう絶ぜつな人生を歩んできたのだろう。

　内心の弱さを抱え、それでも聖女たらん、王たらんと気を張って生きてきたのだろう。

　私利私欲で、王を目指す自分とは──違う。

　弱い。確かにエマは心に弱さを抱えている。

　だが、それがなんだというのか？

　王といえども人間だ。人並みに弱さとてある。誰だれかに支えられたいこともある。王だからといって、一人孤こ高こうに最強である必要などまったくない。

　それこそ、アーサー王にとってのケイ卿きようやマーリンのように。

　自分の【支え合う絆の鋼エクスカリバー】のように。

　弱さを補い合い、支え合うからこその強さもある。

　大切なのは、何をなそうとしているか、だ。

　そんな弱さを抱え、それでも前を向いて人々のために歩こうとするエマは。

　人々を救うために、戦おうとしている。痛みを抱えて歩こうとしているエマは。

　きっと、この世界の誰よりも崇すう高こうなる聖女で、王に相応ふさわしい人物なのだろう。

　そんな瑠奈の思考を裏付けるように……

「そうだよな……お前はずっと頑張ってた……そろそろ肩かたの荷を下ろしてもいい頃ころだ」

　凜太朗はいつになく、穏やかに言った。

「安心しろ。俺がお前を救ってやる」

　その瞬しゆん間かん。

　瑠奈は眼前が真っ暗になったような気分に陥おちいった。

　……負けた。

　瑠奈が何かをそう痛つう烈れつに悟さとらされた、瞬間であった。

「……ありがとう、師し匠しよう……」

　幼いエマがそう幸せそうに微笑ほほえむと。

　その姿は希き薄はくになり、無数の光の粒りゆう子しとなっていく。

　虚こ空くうを漂ただようその光の粒子達が、静かに眠るエマへと降り注いでいく。

　すると、半ば石化していた部位が、みるみるうちに元の質感を取り戻し……やがて、エマの乗っていた台座と、エマを縛めていた鎖が音を立てて割れ砕くだけた。

「…………」

　そのまま、エマはふわりと羽のように体重を感じさせず、ゆっくりと床ゆかに降り立つ。

　そして、薄うつすらと目を開いた。

「……すみません、師匠。お手数をおかけしてしまって」

「相変わらず世話が焼けるやつだ」

　エマの目覚めと共に、異界空間内のあちこちに亀き裂れつが入り、崩壊が始まった。

　そんな中、エマと凜太朗が見つめ合う。

「あの……そ、その……師匠……」

　幼いエマだった頃の記き憶おくがあるのか。

　エマが気き恥はずかしそうに顔を赤らめながら、何かを言おうとして。

「……いい、何も言うな」

「は、はい……」

　凜太朗はエマを抱だき寄せ、エマは凜太朗に身を任せるのであった。

「…………」

　瑠奈はそんな二人を、呆ぼう然ぜんと眺ながめるしかなくて。

　やがて、世界に入った亀裂が空間を埋うめ尽つくし、がらがらと崩くずれ落ちていく。

　全すべてが暗黒の中へと落ちていく──

　──。




　そこは地じ獄ごくの極限空間だった。支配者は一人の可か憐れんな修しゆ羅らだった。

「あははははははははははははははーーっ！」

　ラモラック卿が哄こう笑しようを上げながら、大たい剣けんを荒あらぶる嵐あらしのように旋せん回かいさせる。薙なぎ払う。

　一呼吸で振ふるわれる無数の斬ざん打だ。無数の突とつ撃げき。

　一撃ごとに生まれる真空、ひしゃげる大気。逃にげ場ばを求めて荒あれ狂くるう剣圧。

　それらが黒い魔ま女じよの前後左右上下、あますことなく打ちつけられる。

「──くっ!?」

　黒い魔女が辛かろうじて、片手剣シヨート・ソードでそれらを受け流す、受け流す、受け流す──

　一太た刀ち受けるごとに凄せい絶ぜつなる剣けん戟げき音と火花をまき散らしながら。

「ち──」

　魔女は苛いら立だたしげに舌打ちし、ラモラック卿の横薙ぎの一撃を受けつつ、素す早ばやく後退。

　そのまま空いた左手を掲かかげて、何かの魔法を唱えようとするが──

「遅おそいッッッ！」

　まるで瞬間移動のように、魔女の目と鼻の先に現れたラモラック卿が、弓なりの体たい軀くから稲いな妻ずまの如ごとき斬撃を魔女へと浴びせかける。

「ぅ──くッ!?」

　辛うじて受ける──が、その全身が突つき抜ぬけるような衝しよう撃げきに、魔女は思わず膝ひざをつく。

　刹せつ那なに切り返すラモラック卿。

　大剣が激しく踊おどり、縦の終から横の始へと電光石火の移行。

　翻ひるがえる横一いつ閃せん。

　魔女がふわりとラモラック卿の頭上を飛んで、それを回かい避ひ。

　ラモラック卿が再び反応、昇のぼり竜りゆうの如き斬きり上げが、孤月を描えがいて。

　空気が割れ砕ける大音おん響きよう。上下逆さまの状態でそれを受け流した魔女の身体が、弾だん丸がんライナーのように水平に吹ふき飛んでいく。

「まだまだよぉおおおおーーッ!?」

　それこそ撃うたれた銃じゆう弾だんのような速度で、魔女を追うラモラック卿。

　ラモラック卿は──黒い魔女を完全に圧あつ倒とうしていた。

「す、凄すごすぎますわ……」

　フェリシアも。

「さ、流石さすがは、ラモラック卿……」

　ケイ卿も。

「円えん卓たく最強クラスの名は健在というわけか……（え？　僕、アレに狙ねらわれてるの？）」

　ガウェイン卿も。

　そんなラモラック卿の、自然災害のような戦いぶりに割って入れるわけもなく、ただただ呆然と立ち尽くし、戦いの行方ゆくえを見守るしかない。

　下手に割って入ったら、ラモラック卿の撃げつ剣けんの余波に巻き込まれてお陀だ仏ぶつだ。

　無論、あの魔女もかなり〝やる〟のだろう。

　あの魔女がラモラック卿を迎むかえ討うとうと剣を取り出した時、その表情には自信と余よ裕ゆうがあった。魔女は剣より魔法を得意としているようだが、その剣だけでも、フェリシア、ケイ卿、ガウェイン卿の三人がかりでかかっても及およばない実力者だったのだ。

　だが、そんな魔女に、今や余裕はまったくない。

　魔女を、あのラモラック卿は剣の勝負で圧倒している。

　ならば、魔女は得意の魔法で戦いたいのだろうが、ラモラック卿は魔女が魔法を唱える隙すきを一いつ切さい与あたえない。

　その上、ラモラック卿の方は余力を残しているような節すらある。

　これこそが円卓最上位クラス──やはり何もかもが桁けた違ちがいだった。

「あらぁ!?　どうしたのかしらぁ!?　ちょっと後こう悔かいし始めてるぅ!?」

「～～～ッ!?」

　激しく斬り結ぶラモラック卿と魔女。

　あからさまに魔女の表情に焦あせりが浮うかび始めていた。

「ほらほら、早くエマを返しなさい!?　返したくなったでしょう!?　いい加減にしないと、そろそろ腕うで一本貰もらうわよぉ!?」

「この、狂きよう騎き士し……ッ!?」

　刃はと刃が衝撃と火花を散らした──その時だった。

　不意に、硝子ガラスの割れ砕けるような音がその場に響ひびいた。

　その音に、フェリシア達がはっと振り返る。

　見れば、天てん井じよう付近の空間に大きな黒い亀裂が口を開き──その中から、三人の人ひと影かげが舞まい降りて来ていた。

「あ、貴女達は──ッ！」

　歓かん喜きの表情で、フェリシアが叫さけぶ。

「よう、待たせたな！」

「ただいま！」

「……お手数をおかけしてしまって、申し訳ありません」

　凜太朗、瑠奈、エマだ。

　閉じ込められた異界から、この現実界へと帰き還かんしたのだ。

「ば、馬ば鹿かな……ッ!?」

　帰還した三人の姿に、魔女は動どう揺ようを隠かくせない。

「ど、どうやって!?　完全に境界の中に閉じ込めてやったはずなのに──ッ!?」

「あーらあら。どうやら自力で無事に帰ってきちゃったみたいねぇ？」

　くすっと。

「……であるなら……」

　ラモラック卿が極ごく上じようの笑みを浮かべて、大剣を振り掲げて……

「ちょっと本気。……とっとと、おっ死ね」

　ぼそりと冷れい酷こくに呟つぶやき、その血走った双そう眸ぼうが大きく見開かれた──その瞬間。




　魔女の首が──飛んだ。




「……う、噓うそ……？」

　胴どうから離はなれた魔女の首が空中でそう呻うめく。ラモラック卿きようがすまし顔で大剣を一ひと振ふりし、血を払はらっている姿を、その眼下に捉とらえる。

　魔女には、ラモラック卿が間合いに踏ふみ込んだ瞬間も、剣を振るった瞬間すらも見えず、反応すらできなかった。

　その事実に、空を舞う魔女の首の表情が驚きよう愕がくに固まって……

　やがて、魔女の首は、地面に落ち、転がっていく。一同の見ている前で、その身体からだは黒い霧きり状じようのような物に分解されていき……完全に消しよう滅めつしていく。

　この人工島を、継けい承しよう戦を騒さわがせていた魔女は──死んだのだ。

「Cinis ut cinis灰は灰に, pulvis ut pulvis塵は塵に...Amenエイメン.」

　ラモラック卿は剣で十字を切って、祈いのりと黙もく禱とうを捧ささげ、剣を収めるのであった。

　そして、凜太朗達を振り返る。

「やれやれ、もう終わっちまったか」

「貴方あなた達がぐずってるからよ」

　すると、ラモラック卿は、凜太朗に寄り添う己おのが主君を見て、ふと気付いた。

「あら？　エマ……貴女あなた……？」

　どこか晴れ晴れとしたエマの様子に、ラモラック卿が楽しげにほくそ笑えむ。

「一体、何があったのかわからないけど……何か一つ吹っ切れたみたいね？」

「え？」

「なんだかとってもいい顔してるわ」

「え、ええと……そ、そうでしょうか？」

「ええ、いつにも増して可愛かわいいわ、エマ」

「か、可愛いだなんて……そんなっ……」

　ちらり、と。

　エマが凜太朗の横顔を見上げ、照れたように俯うつむいてしまう。

　その一方で、瑠奈はどこか寂さびしげな様子で凜太朗から離れ……眼めを背そむける。

　そんななんとも言えない雰ふん囲い気きに、フェリシア達が戸と惑まどい、押し黙だまっていると。

「ところで、件くだんの勝負。もう決着はついたと思うんだけど？」

　そんな中、ラモラック卿が催さい促そくするように言った。

「『隙すき間ま』を作っていた犯人はこの通り、ラモラック＝ド＝ゲールがその首級を上げたわ。家臣の手て柄がらは王の功績……と言いたいところだけど」

　ラモラック卿が凜太朗を向く。

「どう？　真神凜太朗。貴方の判定はいかに？　貴方は、エマ、そして瑠奈……どっちにつくの？」

　フェリシアが、ガウェイン卿が、ケイ卿が、固かた唾ずを吞のんで凜太朗を注視する。

「…………」

　しばらくの間、凜太朗は無言を保ち……

　やがて。

　こっ。靴くつ音おとを立てて歩き出し……エマの隣となりに並び、一同を振り返った。

「まっ、こういうことだ」

「し、師し匠しよう……ッ!?」

　淡たん々たんと宣言する凜太朗に、フェリシアとガウェイン卿が色めき立つ。

「Ｍｒ．真神……ッ!?　貴方、本気ですの……ッ!?」

「貴様……主君を裏切る気かッ!?」

「はぁ？　裏切る？　バカ言うな。元々、俺は善意の協力者であって、別に瑠奈の家臣でもなんでもねえんだぜ？　どこでボランティアしようが自由だろ？」

　だが、凜太朗はどこ吹く風だ。

「それはそうかもしれませんが、それでも……ッ！　る、瑠奈！　一体、どうしたんですか!?　一体、何があったというのです!?　貴女は本当にこれでいいんですか!?　こんな結果に納なつ得とくしてるんですか!?」

　ケイ卿が、離れた場所でそっぽを向いている瑠奈へ縋すがるような目を送る。

　だが。

「……私は凜太朗のお眼鏡に適かなわなかった……それだけよ」

　そう寂しげに呟くだけだった。

「うふふふっ！　まぁ、とにかく丸く収まったようで何よりだわ！」

　そして、楽しげに笑うラモラック卿。

「とにかくこれで、案外短い間だったけど、休戦状態は解除ね？　私としては、この場で貴女達と戦ってもいいんだけどぉ？」

「ラモラック卿……せめて今夜は、そんな無ぶ粋すいな真ま似ねはやめてください」

「わかってるわよぉ？　次に会ったら、その時は……ってやつでしょう？」

　呆あきれたようなエマの𠮟しつ責せきに、茶化したように応じるラモラック卿。

「それでは、瑠奈先せん輩ぱい……私達はこれで失礼します」

「…………」

「どうか悪く思わないでください。これが、私と貴女の王としての器うつわの差だった……そういうことなのですから」

「…………」

　エマの言葉に、瑠奈は何も反応しない。言葉一つ返さない。

「ほら、さっさと帰ろうぜ、エマ」

「はいっ！　師匠！」

　凜太朗の促うながしに、エマが嬉うれしそうに凜太朗の腕へと組み付く。

　そして、最後に、凜太朗は瑠奈に振り返って言う。

「あばよ。達者でな、瑠奈……いや、王様」

「え？　……凜太朗？」

　途と端たん、瑠奈が眼を見開いて、凜太朗を見つめて。

　そして、凜太朗とエマとラモラック卿は、その場を去って行く。

　瑠奈は、そんな凜太朗の後ろ姿を見送るしかない。

　黙って見送るしかなかった──








第五章　真意









　電気の灯ひを得た人は、陽ひが落ちても眠ねむらなくなった。

　夜は必ずしも、安あん寧ねいと沈ちん黙もくの支配する闇やみの時間というわけではなくなった。

　──とはいえ、さすがに深夜をこうも過ぎれば、街はすっかり眠りにつき始める。

　最も早はや、建物の明かりもその殆ほとんどが消え、人ひと気けも、道路を行き交かう自動車の姿もない。

「……ふっふっふっ……くっくっく……」

　そんな寝ね静しずまる静せい寂じやくの闇の中を、瑠る奈ながニヤニヤしながら歩いていた。

　肩かたを震ふるわせ、おかしくておかしくて仕方ない……そんな雰囲気である。

「……る、瑠奈……？」

　その後ろにつくケイ卿が、何か言葉をかけようとするが……何と言ってよいのかわからず、名前を呟くだけに留とどまってしまう。

「ちょ、ちょ、ちょっとケイ卿……瑠奈は大だい丈じよう夫ぶなんですの？」

「そ、そうだぞ！　な、なんか彼女、さっきから様子がおかしくないかい!?」

　さらにその少し離れた後方で、フェリシアとガウェイン卿が瑠奈を気き遣づかうように、ちらちらと瑠奈の背中を見ながら、そんなことを言い合っている。

「ま、まさかと思いますが……凜りん太た朗ろうに捨てられたショックで……？」

　フェリシアのそんな指し摘てきに、ケイ卿が痛ましい表情で主君の横顔を見つめた。

（やはり……ショックだったのでしょうね……）

　ケイ卿は、瑠奈にとって真ま神がみ凜太朗がいかに特別な存在であったかを知っている。

　瑠奈は基本的に天才肌はだで、他人の力を必要としない。周囲の人達からは慕したわれるが、根本的にはわりと孤こ高こうと言って良い。そんな瑠奈があそこまで、我わが儘ままを言ったり、振ふり回したり、甘えたりする相手は、ケイ卿が知る限り、凜太朗だけだ。

　ケイ卿は、なぜ瑠奈が、ああも真神凜太朗に固こ執しゆうするのかはわからないが……少なくとも瑠奈にとって凜太朗は、心から信しん頼らいして頼たよれる存在であったことには違ちがいない。

　だというのに……見放された。裏切られた。

　流石さすがの瑠奈も、精神的ショックが大きくても仕方ない。

　ケイ卿がそんな風に溜ため息いきを吐ついた……その時であった。

「ふっふっふっ……まったく、何よ、凜太朗のやつ……わかってたんじゃない……あいつったら、もう……あはっ……あっはははははははは！」

　不意に、瑠奈が意味不明な高笑いを始めたのだ。

　フェリシアとガウェイン卿が、頰ほおを引きつらせてどん引きする前で、

「あ、あの……瑠奈……？」

　ケイ卿が恐おそる恐る瑠奈へ問いかけた。

「さ、先さき程ほどから、どうしましたか？　なんか貴女の様子が……」

「あははははっ！　え？　あ、いや、ごめんごめん！　やっぱ、凜太朗の主君が務まるのは、この私しかいないんだなぁってね!?　そう思ってさ！」

　すると、瑠奈はそんなことを、いかにもおかしそうに、笑いながら言った。

（（（アカン。病やんだ……）））

　その瞬しゆん間かん、頭を抱かかえるケイ卿、フェリシア、ガウェイン卿。

　三人の胸中は完全に一いつ致ちしていた。

「ぐすっ……瑠奈……貴女、それほどまでにＭｒ．真神のことを……？　許せない……わたくしの友人にこのような仕打ち……絶対に許せませんわ、Ｍｒ．真神……ッ！」

　フェリシアが、悔くやし涙なみだを堪こらえて激げき憤ふんして。

「女性をここまで追い詰つめるなんて、騎き士し、いや、男の風上にもおけないやつ！　真神凜太朗はこの男の中の男、ガウェインが討うち果たすことを約束しようッ！　瑠奈殿どのッ！」

　ガウェイン卿きようもその義憤を、剣けんに誓ちかう。

「う、うぅ～～、る、瑠奈ぁ～～ッ！　ひっく、辛つらかったんだね、凜太朗に捨てられて哀かなしかったんだね……大丈夫、大丈夫だからっ！　お姉ちゃんがついてる！　瑠奈には、お姉ちゃんがついてるからっ！　ぐすっ！」

　そして、ケイ卿は号ごう泣きゆうして瑠奈を抱だきしめた。

「あんな外げ道どうな最低男なんて早く忘れるの！　瑠奈にはもっと相応ふさわしい、素す敵てきな殿方がいるはずだからっ！　なんだったら、お姉ちゃんがお婿むこ候補を探して──痛いっ!?」

　瑠奈は、縋り付いてくるケイ卿の頭にアイアンクローを極きめ、ふかーっ！　と猫ねこが威い嚇かくするように叫さけんでいた。

「ねぇ!?　貴女達、何かすっごく失礼なこと考えてない!?　私のこと、すっごく可か哀わい想そうな子だって思ってない!?　ねぇ!?」

「いえ……だって……」

「ですよねぇ？」

「そこ！　そこの凸でこ凹ぼこ主従！　露ろ骨こつに顔を見合わせない！　溜ため息いき吐つかない！　あのね、別に私は、昔、付き合った男を忘れられない病んだストーカー女とかじゃないから！　だって、そもそも、凜太朗は私を裏切ってないんだし！　裏切るはずがないし！」

「瑠奈……ストーカーは皆みな、そう言うのですわ」

「……これは重症だ。捨てられた心的外傷トラウマは相当らしい」

「ぁああああああああああああっ！　んもぉおおおおおおおおおおーーッ！」

　ますます憐れん憫びんの眼めを向けてくるフェリシアとガウェイン卿を、瑠奈は猛もうダッシュからのドロップキックで吹ふき飛ばした。

「とにかく！　多分、これから状じよう況きようが動くわ！」

「痛たたた……大切なお洋服が汚よごれ……えっ？」

　瑠奈の唐とう突とつな宣言に、フェリシアが眼を瞬しばたたかせる。

「状況が動く？　どういう……ことですの？」

「説明は後！　そんなことより、フェリシア！　貴女に頼たのみがあるわ！」

　意味がわからず、呆ぼう然ぜんとするしかないフェリシアに、瑠奈が指示を出す。

　その内容は──




　──。

　──瑠奈達と別れ、しばらくした後。

「じゃ。私はアジトの周囲を、いつものように巡じゆん回かいしてくるから、後はよろしくね？　真神凜太朗。……ああ、エマ、何かあったら、すぐに私を召しよう喚かんなさぁい？」

　不意に、ラモラック卿はそんな風に言い捨てて、夜の街に一人消えていった。

「おいおい、【騎士の召喚】で瞬時に呼べるとはいえ、昨日まで敵だったやつと主君を一いつ緒しよにして置いていくか？　普ふ通つう……」

　呆れたようにぼやき、その後ろ姿を見送る凜太朗。

「きっと……私に気を遣つかってくれたんだと思います」

「はぁ？　なんだって？」

「な、な、なんでもありませんっ！　さぁ、こ、こっちです！」

　この暗闇でもわかるくらい顔を赤くしたエマに導かれ、二人は夜の街を歩く。

　やがて、二人はアヴァロニア第三エリア、ヘイロー街７番へとやって来ていた。

　住居も疎まばらで高層ビルもない、空き地の目立つ郊こう外がい地区の一画であるそこに、エマが拠きよ点てんとしている教会施し設せつはあった。

「妙みような所に住んでいるんだな？　お前」

「……ここは、私達、聖ジャンヌ修道会系が所有している物件なんです。こう見えて結構、魔ま法ほう的な結界なんかが張られていて、防衛拠点としては凄すごいんですよ？」

　前庭アプローチの真ん中で教会を見上げる凜太朗に、エマが微笑ほほえみかける。

「…………誰だれもいねえようだが？」

　教会内の気配を、その超ちよう感覚で探さぐった凜太朗が呟つぶやく。

「ええ、今、この教会に住んでいるのは、私とラモラック卿だけです」

「……パンピーがこの戦いに役に立たねえとはいえ……そりゃねーんじゃねーの？　聖ジャンヌ修道会さんよ？」

「いいんです。天におわす主が私に賜たまわれたこの試練は、私自身が乗り越こえなければならない試練ですから。王になるのは……世界を救うのは私の役目ですから」

　にっこりと、エマは屈くつ託たくなく笑った。

「…………」

「さ、師し匠しよう、中に入ってください。今夜は色々あって疲つかれました、一息入れましょう」

　そんなエマに促され、凜太朗は無言で、教会内へと足を踏ふみ入れて行った。

　正面玄げん関かんから入ってすぐそこは礼拝堂だ。

　その奥から、教会の居住区へと続いている。

　凜太朗はエマに導かれるままに居住区の、とある部屋へ通された。

「ここが私の部屋です、師匠」

「ほう？」

「もう夜は遅おそいですけど……もう少しだけ、お話し相手になってくれませんか？」

「……ああ、お前が良けりゃ、俺は構わないぜ？」

「ふふっ、ありがとうございます……あ、ではちょっと……お茶を淹いれてきますね？」

　凜太朗の快かい諾だくに、エマは嬉うれしそうに微笑み、部屋を出て行った。

「…………」

　凜太朗は周囲を無ぶ遠えん慮りよに見回す。見覚えのある部屋だ。

　鉄の格こう子しこそないが……エマの異界で最初に見たあの部屋に酷こく似じしていた。

　窓から覗のぞくは深い闇やみ夜よ。遠くに都市中ちゆう枢すうの微かすかな光だけが、点々としていた。

　そして、しばらくの間、凜太朗が無言で窓の外を眺ながめていると。

「すみません、お待ちどお様です」

　エマがトレイを手に戻もどってくる。トレイには、ティーカップが二つと、淹れ立てのティーポットが温かな湯気を立ててのっていた。

　そして、二人きりの深夜のお茶会が始まった。

　エマが机の椅い子すに座って、凜太朗がベッドの上に腰こしかけて。

　二人でティーカップを傾かたむけながら、他愛のない会話にしばしの時を興じる。

　主に会話の主導権を握にぎって、話し続けるのはエマだ。

　一年前、世界中を放ほう浪ろうしていた凜太朗とエマの出会いのこと。

　エマに修しゆ行ぎようをつけていた司祭達を、凜太朗が成り行きでボコボコにしてしまったこと。

　その縁えんで、しばらくの間、凜太朗が修道会に逗とう留りゆうし、エマの修行を見てやることになったこと。

　やがて、凜太朗がエマの元から去ってしまってからのこと……

　エマは凜太朗を相手に話し続ける。今まで胸の内に秘ひめていたことを全すべて曝さらけ出すように。凜太朗との空白の時間を埋うめるかのように。

「ふっ……なんだか楽しそうだな、エマ」

　凜太朗はエマの話し相手になってやりながら、ふと口元に笑みを浮うかべた。

「えっ？　あ……はい……その、師匠がこうして私の傍そばにいてくれることが嬉しくて」

　日だまりのようにエマが笑う。

　が、次の瞬間、エマはふと我に返ったように表情を曇くもらせていた。

「……瑠奈先せん輩ぱいには……悪いことをしてしまったと思ってます……」

「…………」

　エマがそう言った途と端たん、それまで和わ気き藹あい々あいと楽しげな雰ふん囲い気きだった部屋が、一気に重苦しいものに満たされていく。

「瑠奈先輩は、保身で師匠を売ろうとしました。それが許せなかったというのもあります。それでも、私は先輩から師匠を奪うばってしまった……」

「…………」

「ごめんなさい、師匠……私、世界を救う王に……聖女にならないといけないのに……凄く悪くて嫌いやな子です……でも、それでも……それでも私は、師匠と──ッ!?」

　エマが感かん極きわまったように、そう必死に凜太朗に訴うつたえかけようとすると。

「……気にするな」

　凜太朗がエマを真まっ直すぐ見つめて、言った。

「言ったろう？　〝俺がお前を救ってやる〟って」

「し、師匠……？」

「お前がもう一人で苦しむ必要はねえよ。そんな重荷を背負う必要もねえよ。お前は頑がん張ばってきたんだ……ずっと頑張ってきたんだ……そろそろ報むくわれても良い頃ころだよ」

　すると。

　エマはほんの少し潤うるんだ瞳ひとみで、凜太朗を見つめ……言った。

「ありがとうございます……師匠……大好きです」

「…………」

「お会いしたあの日から、ずっと……ずっと、貴方あなたのことが好きでした……誰よりも強くて自由な貴方なら……きっと私を自由にしてくれる……そう信じていました……」

　すると、エマが席を立ち、凜太朗の座るベッドへと歩み寄り……その隣となりに腰かける。

　そして、凜太朗の肩かたへしなだれかかるように、身体からだを寄せた。

「だから、もう私から離はなれないでください……ずっと一緒にいてください……」

「…………エマ」

　しばらくの間、凜太朗はエマが体重を預けてくるに任せた。

　そして……やがて、何を思ったのか。

「……師匠……？　……ぁ……」

　凜太朗がそっと手を回して、エマの肩を摑つかみ……

　どさり。そのまま、エマの細い身体をベッドの上に押し倒たおしていた。

　エマの小こ柄がらで華きや奢しやな四し肢しがベッドの上に投げ出され、凜太朗がそんなエマを組み敷しいて見下ろしている。

　ぱちん。凜太朗が指鳴らしをすると……

　部屋の照明がひとりでに消え、室内は月明かりだけが照らす、闇やみの空間となった。

「待っ、師……匠……ッ!?」

　こんな唐突の状況に、エマの心の臓が激しく脈を打った。

　これがどういう状況なのか──知らないほど、エマは子供ではない。

「……ぇ……ぇえ……ッ!?」

　途端、エマの頰ほおが炙あぶられたように熱くなり、全身から力が抜ぬけていく。高鳴る心音がやけに高くうるさく、次し第だいに上がる呼吸は炎ほのおのような熱を帯び始める。頭が真っ白になり、まるで熱に浮かされたようにぐにゃぐにゃと頭が溶とけ、ロクな思考を結びそうにない。

「……エマ」

　凜太朗がそんなエマを、互たがいの息の熱が感じられるような距きよ離りで見つめている。

　その双そう眸ぼうは、真しん摯しで真しん剣けんで……そして、どこまでも蠱こ惑わく的で妖あやしい。

　そんな凜太朗の瞳に射い竦すくめられ、エマの心が身体が、どんどんと何かに縛しばり付けられていく……凜太朗という存在に囚とらわれていく。

「……そ……そんな……だ、駄だ目め……です……こん……なの……」

　吐はけども吐けども尽つきぬ吐と息いきにそっと乗せるように、エマはか細く呟いた。

　最後の抵てい抗こうとばかりに、エマが身じろぎし、その身を起こそうとするが……

「……いいだろ？」

　凜太朗の囁ささやくような笑みが、甘い言葉が、エマの抵抗意思を木こっ端ぱ微み塵じんに打ち砕くだく。

　エマの身体は凜太朗の手に優やさしく押しつけられ、深く柔やわらかくベッドに沈しずみこんだ。

「……ぁ……ぁ……あ……」

　やがて、凜太朗は右手でエマの左右の手首を纏まとめ、エマの頭上に上げ……枕まくらの上に押しつける。エマは両手の自由を封ふうじられ、身動きが取れなくなってしまう。

　否いな、抵抗しようと思えば、いくらでも抵抗はできるのだ。

　だが、エマの身体のどこにも、最も早はや、抵抗する意思も力もなかった。

「…………ぁ……ぁ……」

　じわり、と。エマの目め尻じりに涙なみだが浮かぶ。

　だが、わかる。それは悲しみの涙ではないのだ。

「師匠……師匠……凜太朗……っ！」

　息を荒あららげながら、真っ直ぐに自分を組み敷く凜太朗を見つめながら……エマが切なげに凜太朗の名を呼ぶ。

　凜太朗はエマの両手の自由を奪ったまま、落ち着いた手つきの左手でエマの胸むな元もとのリボンを解き……ブラウスのボタンを丁てい寧ねいに一つ一つ外していく。

「……はっ……はぁ……はぁっ……」

　やがて、しゅるという微かな衣きぬ擦ずれの音と共に……エマの肌はだが露あらわになった。

　窓から差し込む月明かりが、エマの肌を、清せい純じゆんな下着に包まれた胸部を、ぼんやりと白く輝かがやかせている。その小柄で華奢な体つきから想像通り、エマの身体のラインは緩ゆるやかな曲線を清せい楚そに描えがいている。妖よう艶えんさ、蠱惑さとは無む縁えんの、まるで純潔なる新雪のようだ。

　だが、それは逆にとてつもなく神聖で不ふ可か侵しんのようなものに感じられた。

　そこで、しばらく凜太朗は手を止め、じっと尊いもののように見下ろしていた。

「……あ、あの……師し匠しよう……師匠ぁ……」

　羞しゆう恥ちと熱に浮かされ、胡う乱ろんな意識なまま、エマが絞しぼりだすように呟く。

「……わ、私……こう……いうの……は、初めて……で……」

　まるで、蚊かの鳴くようなか細い声。

「……優しく……その……優し……く……お願…………」

　最後の方はもう、言葉にすらならない。

　だが、エマの愛する師匠には、全てが伝わったようであった。

「大だい丈じよう夫ぶだ、安心しろ。……俺に全部、任せろ」

　その優しく囁かれた言葉が、エマの最後の心の壁かべを、優しく溶とかした。

　どこか強こわ張ばっていた最後の力が、エマの身体から抜けていった。

　そんなエマの様子を見て取った凜太朗が、左手をゆっくりとエマの胸元へと伸のばす。

「……師、匠……」

　全身が熱く溶け流れていくような、幸福感の中で。

　今、自分の全てを凜太朗へと委ゆだね、エマは静かに目を閉じた。

　その目尻から、きらりと美しい涙が、頰を伝う──




　ズキリ。




　──そんなエマの多幸感を根こそぎ吹ふき飛ばしたのは。

　突とつ然ぜん、胸部に走った電流のように鋭するどい痛みであった。

「……痛っ!?」

　エマが思わず目を開けると……信じられない光景が目に飛び込んでくる。

　なんと、凜太朗が、自分の胸部……心臓付近に、左指で血文字を刻んでいるのだ。

「し、師匠!?　一体、何を!?」

「魔人族フオモールの眷属ブラツド・魔法ソーサリー……【支配刻印】だ」

「し、支配……ッ!?　そ、それは相手の自由を奪い、自分の意のままに操あやつる……？」

「安心しろ、俺は何もお前を奴ど隷れいにしたいわけじゃねえ。この【支配刻印】で、とあることをお前にやってもらうだけだ。そう──」

　冷れい酷こくさと、どこか憐あわれむような顔で。

　凜太朗は淡たん々たんと言った。

「〝エクスカリバーと円卓ラウンド・の欠片フラグメントの破は棄き〟。つまり、お前にアーサー王継けい承しよう戦を辞退してもらう……それだけだ」

「な──……」

　絶句するエマ。

　そうしている間にも、凜太朗は淡々とエマに刻印を刻む作業を続けていく。

　もうすでに、その呪じゆ法ほうはある程度の効力を発揮しているのか、エマの身体はまるで、石像のように動かなかった。

「なん……で……どうして……？　師匠……」

「言ったろ？　〝お前を救ってやる〟って。お前を救うには、もうこれしかねえんだよ」

　そして、凜太朗は突つき放すように言った。

「お前自身、もうとっくの昔にわかってるんだろ？　〝お前には無理だ〟」

　ずきり、と心の奥底を抉えぐるような痛みが、エマに走る。

　お前には無理だ。

　その言葉は……かつて、エマが凜太朗に修しゆ行ぎようをつけてもらっていた時。

　私は世界を救うんです……そう嬉き々きとして語ったエマに、凜太朗が突きつけた言葉で……二人の師し弟てい関係と修行の終わりを告げた最後の言葉だった。

「お前には謝らなきゃならねえ。……悪かった。完全に俺の落ち度だった」

　珍めずらしく凜太朗が殊しゆ勝しように謝罪する。

「あの時の俺は、お前がこんな過か酷こくな道を邁まい進しんしているなんて知らなかった。アーサー王継承戦の存在自体知らなかったしな。

　だから、あのムカつく司祭達が、お前をいびり倒しているのを見て、単純に、お前にあのアホ共を見返させてやりたかった。お前のことを使えないクズ扱あつかいしているクソ共に吠ほえ面づらをかかせてやりたかった。たった、そんだけの理由で、俺はお前に、遊び半分で伝説時代の戦い方を教えちまった。その才能を開花させちまった」

「…………」

「俺のせいで、お前は引き返せなくなっちまった。こんな戦いに巻き込まれた。……今、その責任を取るだけだ」

「やめてくださいっ！」

　エマが鋭い悲鳴を上げた。

「私から救世主の役を奪うばわないでくださいっ！　だって、私には何もないんですよ!?　それすら失ったら……私はどうやって生きていけばいいんですか!?」

「そのくらい自分で考えろ。何も考えなかったから、人に言われるまま生きてきたから、今の詰つんだお前があるんだろう？　俺も屑くずだが、お前も自じ業ごう自じ得とくだ」

「違ちがう!?　違う違う違う違うっ！　私は世界を救うんです！　それこそが私の心の底からの望みなんです！　いくら師匠でも、それを否定することは絶対に許しません！　私は王になるんです!?　王になって、救世主になって、この世界を──」

　そんな風に必死に訴うつたえかけるエマに。

　凜太朗は残ざん酷こくに言葉を告げた。

「お前……笑ってたぞ？」

「……え？」

　掠かすれるような声を上げて、エマが小首を傾かしげる。

「お前の心を映し出したお前の異界で。俺が、お前に救いを求める民衆を片かた端はしからぶった斬ぎってやった時……それを見て、お前は笑ってたぞ？　……心の底から」

「……………………ぁ」

　何かに打ちひしがれたように、エマが目を見開いていた。

「自身を反映した異界の中で、人は自分に噓うそを吐つけない。そりゃそうだ。自身の心を映した鏡なんだからな。お前は笑っていた。わかるだろう？　別にお前は、世界がどうなろうと、人々がどうなろうと、どうでもいいんだ。むしろ、憎にくんですらいる。

　それが与あたえられた役目だから……自分にそれしか価値がないと思い込んでいるから……だから、王であろうと、救世主であろうと、聖女であろうとしてるだけ。こんな空っぽな王がどこにいる？　自分自身がない王が、ありもしない理想を掲かかげて突き進む先に何がある？　……答えは〝破は滅めつ〟だ。こればかりは古今東西に例外がねえ。

　人を愛せない、義務感だけで人と世界を救おうとしたお前は、間違いなく不幸になる。

　やがて、世界を嘆なげき、自分を嘆き、絶望の中でこの世の何もかもを呪のろって、恨うらんで、惨みじめに、哀あわれに、孤こ独どくに死ぬ。それがお前の運命だ」

「あ……あぁ……ぁぁ……」

「その点、瑠奈のやつは……王としての器うつわは……救世主としてはお前に圧勝だった。あの時、王としての器の勝負は……明確に勝負あったんだ。なにせ、あいつは……世界の滅ほろびと死のイメージに、自分の意思で斬りかかったんだからな」

「じ、自分の意思で……？」

「そうだ。あの世界はお前の世界だ。滅びを生み出したのはお前の心だ。だから、あの世界で滅びのイメージに勝てるのは、お前だけなんだ。なのに、お前は戦おうとせず……瑠奈のやつは立ち向かった……自分の意思でな。

　それがどんなに凄すごいことかわかるか？　あいつは証明したんだよ。いざ、この世界が滅びに瀕ひんしても、恐きよう怖ふで震ふるえながらも己おのれの意思で立ち向かえる……そんな強さをな。口だけのアーパー女だと思うこともあるが……俺の王様は、やっぱ、あいつなんだろうな」

「そんな、師匠!?　私だって自分の意思で、滅びを倒たおして──……」

　言いかけて、エマは言葉に詰まる。

　あの時、自分は何をした？

　確か、自分の首に繫つながる鎖くさりを凜太朗に握にぎらせて……引いてもらって……

　それはつまり、本当に自分の意思で戦っていたことになるのだろうか？

「わかるだろう？　エマ。お前には無理だ……無理なんだよ。お前は、ちょっと戦いの才に優すぐれただけの……普ふ通つうの女だったんだ」

「…………」

「お前は、瑠奈やフェリシア、九く条じようみてえに、明確なる自分の意思で、自分なりの王を目指している〝強い〟連中とは違う……お前は〝弱い〟んだよ」

「…………」

「引き返せ。今ならまだ戻もどれる。お前は、こっち側にいるべき人間じゃない」

　そう突き放すように言い捨て、凜太朗は刻印作業を淡々と容よう赦しやなく続けた。

「……嫌いや……」

　やがて、最後の抵てい抗こうとばかりに、エマが懇こん願がんした。

「嫌……嫌ぁ……止やめてください……ッ！　私から、王を奪わないでください……ッ！」

「聞けん」

「嫌ぁあああああああああああああああああーーッ！」

　淡々と刻印を続ける凜太朗へ、エマが子供のように泣き叫さけぶ。

「ラモラック卿きよう!?　助けて!?　助けてください！　せ、《星気光オーラよ・我が騎き士しを導け・円えん卓たくの第四席より・──》」

「無む駄だだ。ここは、すでに俺が結界で密ひそかに断絶した。召しよう喚かんにラモラック卿は応じない」

「やだやだやだやだっ！　王じゃなくなったら……救世主じゃなくなったら、私、どう生きればいいんですか!?　これからどうすればいいんですかっ!?」

「それをこれから考えるんだよ。……安心しろ、どっちかっていうと俺もそのクチだ。一いつ緒しよに考えてやるから……」

「噓っ！　ありえないっ！　私に他の生き方なんてありませんっ！　だって、皆みんな、そう言っていました！　私はそのために生まれたんだって！　だから、私は救世の王になるしかないんですっ！　王になれなければ、私には何の価値もないんですっ！　だから止めてくださいっ！　私の存在理由を奪わないで！　もう鞭むちで打たれるのは嫌っ！　真っ暗な地ち下か牢ろうに何日も閉じ込められるのも、変な鉄の籠かごに入れられて何日も身動き取れずに吊つるされるのも嫌っ！　餓が死し寸前まで食べ物が貰もらえないのも、何日も寝ねかせてもらえずに聖書を唱えさせられるのは嫌なんですっ！　だから、だから、お願いします、師匠ぉっ!?」

　泣き叫ぶエマ。愕がく然ぜんとする凜太朗。

「……マジかよ。……聖ジャンヌ修道会……あのクソ共がッ！　あの時、皆みな殺ごろしにしときゃあ良かったなッ！」

　もうこれは、完全に〝洗脳〟だ。

　エマという哀れでか弱い少女を縛しばり付ける〝呪のろい〟だ。

　アーサー王の血筋を囲い、世界救済を教義に掲げる聖ジャンヌ修道会……彼らが一体、幼いエマにいかなる教育をしてきたのか。己の外げ道どうさと倫りん理り観の壊こわれぶりを自覚している凜太朗ですら、吐はき気けのするような憤ふん怒ぬを覚えるのであった。

「……お前は……やっぱり救われるべきだ。もう解放されるべきだ。悪党の俺ですら、心底そう思う」
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「裏切り者……許せない……真神凜太朗……許せない……ッ!?　私から役割を奪うなんて……絶対に……絶対にぃ……ッ！」

　涙なみだを流すエマの怨えん嗟さの声を、さらりと受けながす凜太朗。

　やはり、エマを呪じゆ縛ばくから救うにはこれしかないと確信して。

　凜太朗が、エマの胸部に刻む【支配刻印】を完成させようとした──その時だった。




　──突とつ然ぜん、その部屋が上下に割れて、その上部が吹ふき飛んだ。




「くっ──ッ!?」

　咄とつ嗟さに窓を割って外へ飛び出した凜太朗が、教会敷しき地ち内の庭を転がる。

　飛ばなかったら、身体からだが上下に両断され、臓物をまき散らしていたところだった。

　凜太朗は、転がる勢いで体勢を立て直し、背後を見上げれば。

「これは一体、どういうことかしらぁ？　……マーリン」

　二階部分が消失した教会のへりに、一人の幼い少女が立っている。

　大たい剣けんを肩かたに担かつぎ、狂きよう気きの瞳ひとみで爛らん々らんと凜太朗を見下ろしている──

「てめぇ、ラモラック──ッ!?」

　凜太朗がそう叫んだ、瞬しゆん間かん。

　凜太朗の背後に教会の二階部分が落下し、バラバラに四散して大音おん響きようを上げた。

「見み損そこなったわぁ？　嫌な予感がして急ぎ足で帰って来てみれば、我が愛する主君にかようなる狼ろう藉ぜき……許し難がたいわねぇ？」

　言葉とは裏腹に、ラモラック卿は〝待っていました〟と言わんばかりに嗤わらっている。

「くそっ……」

　凜太朗が、珍しく余よ裕ゆう無く歯は嚙がみした。

（なぜだ!?　なぜ、ラモラックがここにいる!?　俺が密かに張った断絶結界は完かん璧ぺきだった！　伝説時代の魔ま法ほう使つかいならばとにかく、一いつ介かいの騎士に過ぎないラモラックに破れるはずがねえ！　なのに、なぜやつは此処ここにいる!?　どうやって結界を破った!?）

　そんな事を凜太朗が歯ぎしりしながら考えていると。

「……ラモラック卿……助かり……ました……」

　衣服を整えながら、エマがラモラック卿の隣となりにやって来て……その傍そばに寄り添そった。

　施せ術じゆつが途と中ちゆうで中断されてしまったためか、エマの支配刻印は消えてしまっていた。

「あら、怖こわかったわねぇ、エマ……ごめんなさいね、私が油断したせいで……」

　気き遣づかうようなラモラック卿の言葉は、どこか白々しい。

「真神凜太朗なら貴女あなたを任せられる……私、そう思ってたのよ。なのに……まさか、まさか、貴女の心を弄もてあそび、裏切るだなんて……私、想像だにできなかったわぁ！　本当にごめんなさいね、エマ……私は、騎士失格です」

　まさに己の失態を悔くいる悔かい恨こんの言葉。だが、やはり白々しい。

　だが、エマがそれに気付くことはなく──

「……大だい丈じよう夫ぶ……私は大丈夫です……から……」

　涙に濡ぬれたその瞳を、徐じよ々じよに激しい憎ぞう悪おと憤怒に燃え上がらせていく。

「我が愛する主君よ。汚お名めいを濯すすぐ機会を私にくださいな。この失態は我が槍やり働きで返しましょう。それで……どうするの？　エマ。あの最低下げ劣れつでクソ裏切り者の酷ひどい男を？」

　ラモラック卿が、白々しくそう問うと。

「……殺して……ください……」

　ぞわり、と。

　エマの身体から、何か黒い亡ぼう霊れいのようなものが立ち上り……

「私を裏切った真神凜太朗……ッ！　許さない……許せない……ッ!?　王命です……ッ！　あの醜みにくい裏切り者を……真神凜太朗を殺しなさいッ！　真神凜太朗を、殺せぇええええええええええええええええええーーッ!?」

　エマが特とく濃のうの怨嗟と憎悪を吐き出したその瞬間、ラモラック卿は──

「了りよう解かいぃ～、我が愛いとしき主君──あはっ、あっはははははははーーっ！」

　得もしれぬ特上の歓かん喜きと至上の祝福に満ち溢あふれた、退たい廃はい的で病的で狂気的な笑えみを、凜太朗へと向けていたのであった。

　まさに、我が悲願ここに成じよう就じゆせり──そんな雰ふん囲い気きであった。

（成る程ほど。謎なぞがまだ幾いくつか読めねえが……今回のこの茶番の構造が見えてきたぜ）

　凜太朗が、ちらりとラモラック卿の隣のエマを見る。

　エマは、霊れい的てきな視覚でなければ判別できない奇き妙みような星気光オーラを微かすかに纏まとっている。

　人の悪意を煮に詰つめたような赤黒い、吐き気のするような星気光オーラだ。

（……あれは……【心返りの呪い】か……）

　例えば、固い絆きずなと友情で結ばれた王と騎士や、深い愛情で結ばれた男女。そのかけがえのない絆を無む惨ざんに引き裂さく、最低最悪の呪いだ。

　その効果は単純、指定した人物との間において、何らかの〝裏切り〟が発生した時、その時、その人物に対して発生する憎悪と嫌けん悪おと憤怒を、通常の何十倍にも増ぞう幅ふくさせる。

　まったく何も裏切りも偽いつわりもない人間関係など、この世にありはしない。

　時に相手のために噓うそを吐くことや、隠かくし事があるものだ。

　だが、【心返りの呪い】は、そんな些さ細さいなことすら許さず破は滅めつさせる──

（魔法に疎うといラモラック卿の仕し業わざじゃねえな。誰だれがやったか知らんが、エマのやつ、予あらかじめ呪いをバッチリ決められていたらしい。さぁて、伝説時代、その呪いを使って、円卓や周辺諸国を好き放題引っかき回していた、性しよう悪わる魔女が一人いたっけなぁ……？）

　だが、今はそんなことをのんびり考察している場合ではない。

　ざっ。凜太朗の前に、完全武装のラモラック卿が二階から飛び降りて立った。

「──と、いうわけよぉ？　戦いなさい、マーリン。この私と」

「てめぇ。やっぱり……最初からそれが狙ねらいか？」

「あらぁ？　何のことかしらぁ？」

　やはり白々しくそう言って……ラモラック卿が大剣を引き抜ぬき、悠ゆう然ぜんと凜太朗へ向かって歩いて行く。

　そして、その周囲に展開される三枚の《赤い盾ロスチヤイルド》──

（ははっ。こりゃやっべえな……まるで勝てる気がしねえ！）

　思わず凜太朗は笑ってしまった。

　そのラモラック卿の佇たたずまい、覇は気き、星気光オーラを見れば、魂たましいで理解できる。

　先日、ランスロット卿や九条と対たい峙じした時とまるで同じだ。

　伝説時代のマーリンならまだしも、今の真神凜太朗では、まだまだ遠く及およばない。

　赤い盾ロスチヤイルドのラモラック──ラモラック＝ド＝ゲール卿きよう。

　これぞ、伝説時代にその勇名を馳はせた、円卓の騎士最強の一角なのだ──

「ほら……早く例の力を出しなさいよ……」

　一歩一歩、凜太朗との距きよ離りを詰つめながら、ラモラック卿は言った。

　例の力──恐おそらく、凜太朗の【魔人フオモール化】のことを言っているのだろう。

「マーリン、貴方あなたって、本当にいいモノをお持ちじゃない？　まだ、上手うまく使いこなせてないみたいだけど……大丈夫、初心うぶな童子を筆下ろしするように、私が優やさしく手ほどきしてあげるから。だから、最高に逞たくましい貴方を私に見せて頂ちよう戴だい……ね？」

（くそ、どうする？）

　この緊きん迫ぱく感かんを愉たのしみながらも、凜太朗は必死に生き残る術すべを考える。

　ラモラック卿と戦うなら、【魔人フオモール化】は必ひつ須すだが、それでも遠く及ばないだろう。

　この状じよう況きようで【魔人フオモール化】を使って戦っても、ジリ貧ひんなだけだ。

（…………どうする？）

　ここで戦うのは、どこをどう考えても得策ではない。戦略的撤てつ退たいを選せん択たくしたいところだが、このラモラック卿がそうやすやすと凜太朗を逃のがしてくれるはずがない。

　ならば、戦いの中で撤退の隙すきを窺うかがいたいが──それには【魔人フオモール化】が必須だ。

　だが、凜太朗の【魔人フオモール化】は、凜太朗の身体に絶大なる負担をかける。

　九条戦の反動ダメージすらまだ残っている今、【魔人フオモール化】を使えば、ここを凌しのげたとしても、もう後が続かないだろう。

「あら？　出さないの？　別に構わないけど……」

　そんな凜太朗の打つべき手の割り出しを待つ暇ひまも無く──

「……貴方、逝ゆくわよ？」

　どんっ！　と大気をブチ抜く衝しよう撃げき音。

　ラモラック卿が大地を蹴けり、大剣を構えて凜太朗へ突とつ撃げきを開始したのだ。

　最も早はや、猶ゆう予よはない。

（へっ！　やるしかねえかッ！）

　覚かく悟ごを決め、凜太朗が【魔人フオモール化】を発動しようとした──その時だった。




　ばさばさばさーーっ！




　突とつ如じよ、凜太朗の身体が、舞まい散る木の葉吹雪ふぶきに包まれたのだ。

「な──ッ!?」

　驚おどろきは、凜太朗、ラモラック卿、エマの三人分であった。

　眼前に渦うず巻まく、目を覆おおわんばかりの木の葉乱らん舞ぶ。

　だが、ラモラック卿は怯ひるまず、その刹せつ那なに斬きり込む大剣の神速一いつ閃せん。

　それは確実に凜太朗を捉とらえたはずだったが──その瞬間、凜太朗の姿が、舞い散る木の葉に紛まぎれるように霞かすみと消えていた。

　ラモラック卿の大剣は盛せい大だいに空を切り、その余波で発生した剣圧の衝しよう撃げき波はが、教会を囲む柵さくの悉ことごとくを吹き飛ばすのであった。

　そして、しばしの沈ちん黙もくの後……

「……逃にげられた」

　ラモラック卿が苛いら立だたしげに吐はき捨てて大剣を収め、《赤い盾ロスチヤイルド》を引っ込める。

「今のは、妖精族エルフインの眷属ブラツド・魔法ソーサリー【妖よう精せいの秘密路】ね？　すると、あのフェリシアとかいう小こ娘むすめの仕業かしら？　ふん……取るに足らない雑魚ざこかと思っていたけど、存外やるじゃない？　この私に一いつ杯ぱい食わせるなんて」

　ご馳ち走そうを、またすんでのところで見失った……そんな表情で歯嚙みするラモラック卿の隣に、

「……ラモラック卿！」

　エマがエクスカリバーを携たずさえて降り立った。

「追撃します。【妖精の秘密路】は、誘い妖精ガイド・ピクシーを憑つかせた対象を、術者の所へと誘う魔法ですが……その射程距離はそれほど長くありません。必ず近くにいるはずです。星気光オーラの残ざん滓しを辿たどれば、必ず追いつけます」

「あら、エマ。行くの？」

「ええ。今夜中に私を欺あざむき、裏切った真神凜太朗に、その報むくいを与あたえるのですッ！」

　ラモラック卿が見やれば。

　エマは──泣いていた。憤ふん怒ぬの形相で、悲ひ哀あいの涙なみだを流していた。

「大好きなのに……私はこんなに愛しているのに……ッ!?　でも、真神凜太朗は私を否定した……ッ！　瑠奈先せん輩ぱいを選んだ……ッ!?　許せない……ッ!?　私の方が、瑠奈先輩よりもずっと上なのに……っ！　女としても、王としても……ッ！　真神凜太朗が愛すべき人は、傍にいるべき人は、私のはずなのに……っ!?　なのに……っ！　もう、何もかもが許せない……ッ！」

　凜太朗を地じ獄ごくの業ごう火かの如ごとく激しく憎にくんでいる。

　だが、同時に海よりも深く愛している。

　愛あい憎ぞうの炎ほのおがエマの身を焦こがす。生まれて初めて感じた、強い衝しよう動どう。

　その相反する愛憎が今、皮肉にも初めて、明確なる〝戦う理由〟をエマに与えたのだ。

「もう世界の救済なんか知らないッ！　私を愛してくれない世界なんか知らないッ！　誰も私を見てくれない、優しくしてくれない世界なんか知らないっ！　そんなことより壊こわしてやる……真神凜太朗と瑠奈先輩の何もかもを壊してやる……ッ！　私を選ばなかったことを地獄の底で後こう悔かいさせてやる……ッ！　そのために私は王になるッ！　〝あの二人の王道を破は壊かいするためだけ〟に、王になってやるッ！」

　そんな、暗い情念の業火に燃えるエマを見て。

「はぁ……いいわぁ……エマ……今の貴女……凄すごく、いい」

　ラモラック卿は、恍こう惚こつとした表情で呟つぶやいた。

「そう……それでこそ、私が身命を賭として仕えるに値あたいする、至高の王様……エマ＝ミシェーレ、私の剣けんを、魂を、身命を、その全すべてを貴女に捧ささげるわ！　死が互たがいを分かつまで我が身は御おん身みの傍そばに！　……うふ……ふふふ、あははははははははははーーっ！」

　そう言って、エマへ絶対の忠誠を誓ちかって。

　ラモラック卿の歓喜に溢れた哄こう笑しようが、まるで主の生誕を謳うたう賛美歌のように、高らかと夜よ闇やみに響ひびき渡わたるのであった──
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　エマが新たなる己おのれの王道に目覚めた時点から、時間は少し前後して──

　国際都市アヴァロニア第三エリアの某ぼう所しよ。

　とある洋館の、品の良い調度品が並ぶ応接間ドローイングルームにて。

「まったく……茶番とはいえ、もう少し手加減して欲しかったですね」

　黒いローブを纏まとった少女──つい先刻、地下駐ちゆう車しや場でラモラック卿が首を刎はね飛ばしたはずの少女が、なぜか五体満足の姿で部屋の隅すみに佇たたずんでいた。

「危あやうく、本当に死ぬところでしたわ。……まぁ、そのくらいやらないと、真ま神がみ凜りん太た朗ろうの目は騙だませないのでしょうけど」

　すると。

「ねぇ、モルガン。……お酒の美味おいしい飲み方って知ってる？」

　豪ごう奢しやなソファーに深く腰こしかけたラモラック卿が、そんな少女の不満げな抗こう議ぎをまるで無視し、ワイングラスを傾かたむけながら言った。

　ラモラック卿はしばし、グラスに注がれた紅くれないの液を、仄ほのかなシャンデリアの明かりに透すかして楽しみ、その可か憐れんな唇くちびるをそっとグラスに接吻くちづける。

「……意味がわからないですね。その質問に一体、どんな意図があるんですか？」

　モルガンと呼ばれたその黒い少女が、半眼で問い返す。

「ふふ……シャトー・ラトゥールの１９５０年もの、ね……気に入ったわ」

　ラモラック卿は、ガラス張りのローテーブルに置かれたワインボトルを手に取り、そのラベルを見つめながら、囁ささやくように独りごち……言葉を続けた。

「さて、話の続きなんだけど。答えは〝破は滅めつ〟よ。人の滅ほろび行く様こそが、この世界で最も美しく、愛いとおしい。それを愛めでながら飲むお酒こそが、神代の神酒ネクタルにも匹ひつ敵てきする天上の味わいを奏かなでるの。……私はそういう結論に至ったわ」

「……だから、ですか？　だから、貴女あなたはエマ＝ミシェーレの召しよう喚かんに応じた」

　モルガンの呆あきれたような言葉に、ラモラック卿がニヤリと笑う。

「ええ、そうよ。己の望まない、分不相応な理想を抱いだくエマは、最さい期ごは必ず盛大に〝破滅〟するでしょう。心優しい彼女が必死に抱かかえるその偽いつわりの理想は、決して成じよう就じゆすることはない。私ほどの《騎士ジヤツク》がどれだけ全身全ぜん霊れいを尽つくして支えても、ね。やがて彼女はその事実の前に失しつ墜ついし、されど彼女はそれを受け入れられず、失意と悲哀と絶望に泣き崩くずれるでしょう。その涙の味のなんと甘かん露ろなことか……想像するだけで、お酒が進むわ」

　くい、と。ラモラック卿は恍惚とそう言い、ワインのグラスを干した。

　こくこく、と。その艶なまめかしい喉のどが動く。

「ふぅ……そう、ゆえにエマは、私が全てを賭して仕えるに相応ふさわしい最高の主君よ。私は全霊を賭して仕えたアーサー王の破滅には立ち会えなかった……だから、〝今度こそ、この目に王の破滅を焼き付ける……見届ける〟……それが私の戦う理由」

「ふふふ……狂くるってますわ、貴女」

　モルガンが愉しむように、蔑さげすむように言った。

「伝説時代の乱れきった放ほう蕩とう生活といい、その歪ゆがんだ忠誠心といい、破滅を愛でるその在り方といい、信しん仰こうの守護者たる円えん卓たくの騎士の名が聞いて呆れますね。貴女、仮にもキリスト教徒でしょう？　父なる神の怒いかりが怖こわくないのですか？」

「怖い？　なぜ？」

　ラモラック卿が、きょとんと応じる。

「だって、私は神に愛されているわ。この世界の誰よりも」

　さもありなん、とばかりに。何の躊躇ためらいも疑いもなく、そう言い切った。

「私は最強の騎士。一対一の戦いでは負けたことがない。ご存じでしょう？　騎士の一対一の決けつ闘とうは、偉い大だいなる神の御ご意志を賜たまわる神聖なる儀ぎ式しき。もし神が私を疎うとみ、天てん罰ばつをお与えになるなら、私はとっくの昔に最強の座を降ろされていたはず。そうでしょう？」

「…………」

「そう、幾いく千せん重ねた勝利ゆえ、私は神に愛されている。愛されているゆえに、神は勝利を私に約束している。私は勝利をすることで、神は私の罪をお赦ゆるしになっているの。私の歪んだ在り方を肯こう定ていしてくださっている。

　ゆえに、私はこの剣で、この命尽きるまで、神の愛を証明し続ける。

　私が私であるために、私は安あん寧ねいと平和の梢こずえに止まることなど許されない。破滅を愛で、享きよう楽らくを貪むさぼる。何処どこまでも無限に戦せん闘とう千せん斗との屍し山ざん血けつ河がを突つき進む。それが私、ラモラック＝ド＝ゲールの騎き士し道どうなのよ」

　微み塵じんも迷いも揺ゆらぎもなく、ラモラック卿きようは厳然と言い切った。

「ふふ、ふふふふふ……真神凜太朗……いえ、マーリン。世界最強の魔ま法ほう使つかいにて無む双そうの武人。ずっと戦いたくて、ついぞ戦う機会がなかった私の愛しい愛しい想おもい人。彼を倒たおせば、私はさらなる至高の神の愛を証明できるわ。この時代で彼に出会えたのは最早、神の思おぼし召めし以外の何ものでもない！　嗚呼ああ、素す晴ばらしきかな！　美しきかなこの世界は！　主の愛にこんなにも満ちあふれ、満たされ、神こう々ごうしく輝かがやいているなんて！」

　そして、まるで汚けがれのない幼子のように微笑ほほえんで。

　ラモラック卿は、左手で十字を切り、祈いのるように手を組むのであった。

「だから、貴女は、密ひそかに貴女と接せつ触しよくした私との取引に応じた」

　そんなラモラック卿へ、モルガンが半ば呆れ果てたように言った。

「私に、エマへ【心返しの呪のろい】をかけさせ、貴女はエマの恋こいの炎を焚たき付けた……いずれ、エマと真神凜太朗と決けつ裂れつさせ、貴女が本気で真神凜太朗と殺し合う大義名分を得るために。騎士である貴女の筋を通すために。エマをより深く破滅させるために」

「ええ、そうよ」

「はぁ……こんな雑な計画、そう上手うまくいくかしらね？　私の見立てでは、エマは真神凜太朗を心底愛しているわ。そう上手く、彼女が凜太朗を憎むようになるかしら？」

「大だい丈じよう夫ぶよ。きっと上手くいく」

　確信に満ちた表情でラモラック卿が言い放つ。

「真神凜太朗は、必ずエマを拒きよ絶ぜつし……裏切られたエマは愛憎の炎に身を焦がす。それは、真神凜太朗が主君に選ぶだろう相手は、瑠る奈な＝アルトゥールという、あのアーサーの再来のような王以外にあり得ないという確信もあるけど……何より」

　一呼吸置いて。

「私が神に愛されているから」

　ラモラック卿の確信に満ちた断言に、さしものモルガンも溜ため息いきを吐つくしかない。

「理解できませんわ。貴女は、主君としてのエマを心底愛しているのでしょう？」

「ええ、愛しているわ。彼女のために、この身と魂たましいの全てを捧げてもいいわ」

「ならば、なぜ、彼女にそのような惨むごい仕打ちをするのでしょうね？」

「だって、私には……こういう人の愛し方しかできないんだもの」

　その時、ほんの少しだけ、ラモラック卿の声のトーンが落ちた。

「生まれつき、私は狂っていたんでしょうね。愛する人ほど破滅させたい、一いつ緒しよに破滅して、どこまでも墜おちていきたい。でも、ほんの少しだけ夢想したこともあるわ……私が人並みの愛を、人並みに愛する人に向けられる人間だったら……と」

　詮せん無なきことだけど、と。ラモラック卿は小さく寂さびしげに微笑むのであった。

「ラモラック卿。やっぱり、私、貴女とは気が合いそうになさそうですわ」

「そうねぇ。意外と、貴女は一いち途ずに尽くす、健けな気げな女だもんねぇ？」

　その煽あおるような、意味深な物言いに、一いつ瞬しゆん、モルガンの眉まゆの端はしが吊つり上がった。

「あらぁ？　気に障さわった？　うふふ、ごめんなさいねぇ。冗じよう談だんよ、モルガン」

「……別に。何のことだか理解できませんが？」

「そうよね、ふふふ。貴女は、数多あまたの男を惑まどわし狂わす希代の悪女にて魔ま女じよ様なのだからね……さて、前置きはこのくらいにして……そろそろ動くわよ」

　ラモラック卿が、不ふ愉ゆ快かいそうなモルガンを一いち瞥べつし、グラスを置いて立ち上がった。

「多分、そろそろ真神凜太朗が、エマに対して何か行動を取り始める頃ころだと思うわ。まずはその現場を押さえる」

「なんていう茶番。……まぁ、いいです。ラモラック卿、貴女が真神凜太朗と戦ってくれるというならば、それで。私と貴女の利害は一いつ致ちしていますからね」

　そんなやり取りをして。ラモラック卿とモルガンは、凜太朗とエマが二人きりでいるだろう郊こう外がいの教会へ向かって、夜闇を駆かけ始めるのであった──




　──そして。凜太朗はエマを裏切り、ラモラック卿の横やりに阻はばまれて。

　エマに逆上され、すんでのところで救われて──

「ざまぁないわねっ！」

　凜太朗と再会した瑠奈の第一声は、それだった。

「……うっせ」

　対する凜太朗は腕うで組ぐみをしてあぐらをかき、地面でふて腐くされている。

　そこは、アヴァロニア第三エリア、郊外地区のとある建築現場。

　開けた広場に、途と中ちゆうで建築を放ほう棄きされた建物の残ざん骸がいや、コンクリートから突き出ている支柱や鉄筋、材木の山などが四方八方にある。

　瑠奈、フェリシア、ケイ卿、ガウェイン卿が、ふて腐れた凜太朗を取り囲んでいた。

「ぷっくっく！　一人で勝手に突っ走って、勝手にケリをつけようとした結果がこれ！　貴方あなた、調子ぶっこきすぎた結果よ!?」

「うっせ、うっせ、うっせ」

「貴方のポケットに誘い妖精ガイド・ピクシーを忍しのばせてくれたフェリシアに感謝なさいよ!?」

「ああもう、わかったわかった！　俺が悪ぅござんしたっ！　ありがとうございました、フェリシアさん！　これでいいか!?　くそが！」

　頭をガリガリと搔かきむしりながら、凜太朗が叫わめく。その頭上を、先ほどから小さな妖よう精せいがくるくると飛んでいて……やがて、虚こ空くうへ溶とけるようにその姿は消えた。

「まったくもう……本当に無茶をする御お方かたですのね」

　シートを貼はった資材の上に行ぎよう儀ぎ良よく腰かけたフェリシアが、呆れたように言った。

「Ｍｒ．真神……貴方、最初からエマ側につく気なんて、サラサラなかったんですのね」

「……まあな」

　観念したように凜太朗は白状した。

「俺とエマには……ちょいと過去に因いん縁ねんがあってな。エマは俺のせいで、この望まない戦いに挑いどむハメになっちまったらしい。だから、なんとか穏おん便びんに退場させたくてな。

　瑠奈の〝俺を身売りする発言〟も〝王の器うつわ勝負に乗った意図〟もわかってた。あれは、あの場での俺とラモラックとの戦闘を避さけるための方便だったんだろ？　瑠奈がああ言ったら、エマの忠実なる騎士であるラモラックは、エマの判断と指示を待たなきゃならねえからな。ラモラックはそういうやつだ。あれで王に対する忠誠心はとにかく厚い」

「ええ、そうよ。貴方の【魔人フオモール化】……アレ、実は良くない力なんでしょ？　寿じゆ命みようとか、魂とか、正気度ＳＡＮとか……そういう取り返しのつかない何かを削けずるタイプの」

　瑠奈の真しん摯しな瞳ひとみから逃にげるように、凜太朗はそっぽを向いた。

「……ま、とにかくだ。運良く休戦状態になったこの状じよう況きようを利用して、なんとかエマの懐ふところに入れないかなと俺は考えていた。幸い、エマのやつは俺にベタ惚ぼれだった。これをどうにか利用できねーかなって考えてた」

「「外げ道どうにも程ほどがある」」

　ガウェイン卿とケイ卿は、口を揃そろえてドン引きであった。

「否定はしねえよ。だがな、エマはあれで頑がん固こだ。言って聞くようなやつじゃねえ。エマはな、瑠奈やフェリシア、九く条じようみてえな、マジもんの王の器を持つ連中と違ちがう。あいつは空っぽなんだ。正直、誰よりも王に向いてねえ。

　痛みや恨うらみを覚かく悟ごして誰かが止めてやらねえと間違いなく不幸な末路を辿たどる。エマには一宿一飯の恩義があるし、何より俺みたいな人間のクズとは違う。あんな良い子ちゃんにそんな末路を迎むかえさせたくはねえ。……手段を選んでる場合じゃねえんだよ」

　そして、凜太朗は忌いま々いましげに息を吐いた。

「だが……後、もう少しで【支配刻印】を使ってエマを脱だつ落らくさせてやれたところで、ラモラックの邪じや魔まが入った。……いや、今回の一連の騒さわぎ、第三者が裏で妙みような糸を引いてやがる。俺としたことが、まんまと一いつ杯ぱい食わされちまったってわけだ。……クソ」

　すると、凜太朗はふと、気付いたように瑠奈を見る。

「そう言えば、瑠奈……お前、よく気付いたな？」

「何が？」

「何がって……俺がお前を裏切ってないってことだよ。まぁ、おかげで俺は間かん一いつ髪ぱつ助かったわけだが」

「あら、そんなこと？　簡単じゃない？」

　瑠奈が胸を張ってどや顔で言った。

「だって、貴方。結局、エマのことを一度も〝王様〟呼びしてないんだもの！」

「！」

「以前、九条先生の時、私と貴方が決別した時、貴方、こう言ったわよね？　〝あばよ。達者でな、王様……いや、瑠奈〟。でも……さっき別れた時はなんて言ったっけ？」




　──あばよ。達者でな、瑠奈……いや、王様。




「だから、なんとなくわかっちゃったのよ。理由はよくわかんないけど、私、エマとの王の器勝負に勝ったんだって。きっと、貴方はすぐに戻もどってくるんだって」

「…………」

　すると、凜太朗はどこかバツが悪そうに苦い顔になって明後日あさつてを向き……瑠奈はそんな凜太朗の前に回り込んで上から顔を覗のぞき込んで、どや顔で笑う。

「何？　貴方ってやっぱ、そんなに私がいいの？　私に家臣として仕えたいの？　あっはっは！　もぉ～、しょうがないなぁ～～？　このツンデレはっ！」

「ぅぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐ……ッ!?　うぜぇ……」

　最も早はや、何を反論しても恥はじをかく状態だ。凜太朗は顔を真っ赤にして押し黙だまるしかない。

「はぁ。バカップル主従っぷりは、もうその辺にしておいてくださいませ」

　すると、もうお腹一杯だと言わんばかりに、フェリシアが水を差した。

「で、どうするのです？　間違いなく、程なくしてエマ陣じん営えいの追つい撃げきが来ますわよ？」

「こと此処ここに至った以上、もう激げき突とつは避けられねえな。……迎え撃うつ」

　凜太朗が立ち上がって、そう宣言する。

「ただし、今回の一件は、完全の俺個人の私し闘とうと自己責任だ。……俺が一人でカタをつけるから、お前らはとっとと失うせろ──」

「バカね！　家臣を見捨てる王がどこにいるっていうのよ!?」

　瑠奈は迷わずそう言い切った。

「る、瑠奈……お前……？」

「ていうかぁ？　凜太朗、私について来て欲しいんでしょ？　ね？　ね？　そうなんでしょう？　もぉ～、しょうがないなぁ？　家臣の失態の尻しりぬぐいは主君の役目だしぃ～？」

　呆あつ気けに取られる凜太朗の頰ほおを、楽しそうにつんつん突つっついてくる瑠奈。

「瑠奈が退ひかずに戦うというなら是ぜ非ひもありません。当然、私も戦います」

　ケイ卿きようも、それに応じて頷うなずく。

　すると。

「一時的とはいえ、同盟者を見捨てるなど、王として言語道断！　わたくしも参戦いたしますわ！　わたくしはこの戦いに挑む以上、すでに〝覚悟〟をしているのですっ！」

　フェリシアも堂々と言い放つ。

「ま、まぁ、Ｍｒ．真神？　貴方には一応、命を救われた恩もありますし……それでも、勘かん違ちがいだけはなさらないように！　わたくしは貴方のために剣けんを振ふるうわけではありませんわ！　我が友、瑠奈のためですからね!?　瑠奈のため！」

「ふっ。当然、我が剣は、主君フェリシアと共に。正直、ラモラック卿の相手は荷が重いが、僕とて円えん卓たくの騎士の端はしくれ……意地というものを見せてあげよう」

　なぜか慌あわてたようにまくし立てるフェリシアに応じ、ガウェイン卿も力強く微笑ほほえんで、そう言った。

「……お、お前ら」

　凜太朗はほんの少し呆ほうけたような表情で、自分を注視してくる周囲の者達を見回して……やがて、ふん、勝手にしろと鼻を鳴らしてそっぽを向くのであった。

「で？　凜太朗。具体的にどうしよ？　エマのエクスカリバーの能力は不明……そして、ラモラック卿がアホみたいに強いわけなんだけど？」

「おまけに、ラモラック卿の《赤い盾ロスチヤイルド》が厄やつ介かいですわね……展開中は、〝ラモラック卿の技量で自動防ぼう御ぎよ〟でしたっけ？　何ですの、この無理ゲー……？」

「正直、僕達五人全員でラモラック卿を囲んでも勝てる気がしないな！　あっはっは！」

　この絶望的すぎる状況に、全員乾かわいた笑いを浮うかべるしかない。

「ラモラック卿に対しては、私達の中の最強戦力である凜太朗を矢や面おもてに立たせて立ち向かうのが最善なのでしょうが……正直、この二人は次元が違いすぎます」

　ケイ卿も無念そうに言った。

「折角、こちらは数で優位に立っているのに、いざ凜太朗とラモラック卿の二人が打ち合い始めれば、誰だれも凜太朗に有効な加勢ができない」

「ランスロット卿の時も……わたくし達、ギリギリで足止めしてただけですしね……」

「なら、ラモラック卿を凜太朗に任せて、エマを皆みんなで潰つぶす？　ちょっと卑ひ怯きようだけど」

「それをラモラック卿が許すと思うかい？　彼女には《赤い盾ロスチヤイルド》がある。一枚でもエマの守りに回されたら、僕達はもう手も足も出ないぞ」

　ガウェイン卿の発言に、瑠奈がぎょっとする。

「えっ!?　そ、そんなこともできるの？　ズルくない？　それ!?」

「ああ、できる。ラモラック卿がその真価を発揮するのは、実はもの凄すごく意外なことに……〝誰かを守る戦い〟なんだよ」

　瑠奈の呆あきれたような問いかけに、ガウェイン卿が苦々しく応じる。

「な、なんでそんなところだけ、騎士っぽいのよ……とにかく、ラモラック卿の《赤い盾ロスチヤイルド》をどうにかしないと……」

　瑠奈を筆頭に、一同が頭をうんうん悩なやませていると。

「多分、あるぞ。《赤い盾ロスチヤイルド》の突破方法」

　凜太朗が、しれっと言っていた。

「「「「……は？」」」」

　一同の点になった目が凜太朗へと集まる。

「おいおい、ガウェイン……何、驚おどろいているんだよ？　お前、ラモラックの《赤い盾ロスチヤイルド》を突破したことあるだろ？　サールースの馬上槍試合トーナメントの帰り道でさぁ？」

　呆れたようにガウェイン卿を流し見る凜太朗。

「いや……だって、あれは、ラモラック卿が凄すご腕うでの騎士達と何十試合もやって、疲つかれ切ったところを、不ふ意い討うちで襲おそったからで……こっちは四人だったし……」

「はっはっは！　バッカだなぁ。お前らへっぽこ四人組カルテツトが雁がん首くび揃そろえたところで、いくら疲れ切っていても《赤い盾ロスチヤイルド》構えたラモラックに勝てるわきゃねーだろ？」

「真神凜太朗、むぅかつくぅううううううーーッ!?」

　容よう赦しやない凜太朗の指し摘てきに、ガウェイン卿が顔を真っ赤にして地じ団だん駄だを踏ふむ。

「つまり……どういうことですか？　凜太朗」

「一つだけ、《赤い盾ロスチヤイルド》の突破方法に心当たりがあるんだよ。だが、正直、賭かけだ。それが当たっているかどうかわからん。なぜなら、ラモラックとマトモに戦って勝ったやつなぞ、結局一人もいないからだ。ランスロットなら……どうだったろうな？」

　ラモラック卿ｖｓランスロット卿。あの伝説時代、ついぞ実現しなかった対戦カードに思いをはせながら、凜太朗が神妙に応じる。

「だが、ここでエマ陣営との勝ちを拾いに行くなら、それに賭けるしかねえ」

「乗るわ」

　すると、瑠奈が迷わず言った。

「他ほかならぬ、凜太朗の分ぶん析せきですもの。王としては家臣を信じるのみよ」

「仕方ないですわね……わたくしも乗りますわ」

　それに続いてフェリシアも。

「で？　具体的に、僕らは何をすればいいんだい？」

　ガウェイン卿も。

　皆、凜太朗を信じて、頷く。

「フェリシア……ガウェイン……お前ら……」

　凜太朗はそんな一同の視線を受け、眼めを瞬しばたたかせる。

「ふふ、わたくし達……今は〝仲間〟ですから」

　そんな風に照れるフェリシア達へ……凜太朗はとても良い笑え顔がおで言った。

「いや。とりあえず何もしなくて良いぞ、お前ら。つか、むしろ何かされたら困る」

「……へ？」

　意味がわからず、フェリシアが間ま抜ぬけな呟つぶやきを上げる。

「力を貸してくれるって息巻いてくれているところ悪いが……お前ら、邪魔」

「ぇえええ!?　この流れで戦力外通告!?　ど、どどど、どういうことですの!?」

　ショックで白目を剝むくフェリシアとガウェイン卿に、凜太朗が続ける。

「一対一だ」

「はぁ？」

「わからねえか？　ラモラック卿との戦いはな……やつが異常に拘こだわる〝一対一の決けつ闘とう〟にこそ、活路があるんだよ。やつにとって〝一対一の決闘〟は神聖不ふ可か侵しんなものであり、同時に騎き士しとしての誇ほこりそのものなわけだ。だからな──」

　すると、凜太朗はもう擁よう護ご不可能な悪党面づらで悪そうに笑った。

「──遠えん慮りよなく、そこを突かせてもらうぜ。……徹てつ底てい的にな」




　──駆かける。駆ける。駆ける。

　エマとラモラック卿の二人が、アヴァロニア第三エリアの郊こう外がいを疾しつ風ぷうのように駆ける。

　疎まばらに建つ建物の屋根から屋根へ空を翔かける。時に道路に降り立ち、疾しつ駆くし、さらに飛ひ翔しようする。建物の壁かべを駆け抜ぬけ、さらに跳ちよう躍やく、夜よ闇やみを舞まう──

「……近いですね」

　誘い妖精ガイド・ピクシーが残した星気光オーラの残ざん滓しを辿たどりながら、エマが呟いた。

「ええ、そうね。それにしても、エマ……本当にいいの？　マーリンを……真神凜太朗を私に譲ゆずってくれるの？」

　屋根の上を疾駆しながらラモラック卿が、白々しく問う。

「構いません。私が手にかけようが、貴女あなたが討ち取ろうが同じ事です」

　エマが次なる屋根を目がけて、天高く跳躍する。

「でも……貴女は真神凜太朗を愛しているのでしょう？」

「愛しているからこそ……許せないんです……憎にくいんです……ッ！」

　そう絞しぼり出すように言うエマの目は、【心返しの呪のろい】によって完全に淀よどんでいた。

　神は天に在り、世は全すべてこともなし──ラモラック卿が密ひそかにほくそ笑む。

　やがて、そんなやり取りをしつつ、二人がアヴァロニアの夜闇を飛か翔けけていると。

　それは──唐とう突とつの出来事であった。

　周囲の風景が、不意にさらなる闇に包まれたかと思うと、ぐにゃりと歪ゆがんで──

　深夜の闇から一変、辺りが唐突に燦々と陽光降り注ぐ光の世界へと変貌したのだ。




　わぁああああああああああああああああああああああああああああーーッ！




　途と端たん、周囲から上がる耳を殴なぐりつけるような大だい歓かん声せいと大熱ねつ狂きよう。

「これは!?」

　状じよう況きようの急変に、ラモラック卿とエマが思わず足を止めた。

　そこは最も早はや、夜の国際都市アヴァロニアではなかった。

　延々と広がる見み渡わたす限りの平野。天上に燃え輝かがやく太陽。周囲には華か麗れいなる武装に身を包んだ無数の騎士達が馬上の人となって佇たたずんでいる。

　自分達やそんな騎士達を、ぐるりと囲むように観客席が築かれ、そこに集つどう無数の貴族、貴婦人、民衆達が大歓声を上げて、声せい援えんを送って盛り上がっている。

　周囲に建つ騎士達の幕舎や、何本も雄お々おしく空に突つき立つ旗。

　そして、空に爆はぜる花火は、まるで尽つきることを知らない──

「……なんでしょうか？　ここは。一体、何が起きたのでしょう？」

　エマが周囲を油断なく見回していると。

「あ、あぁ……ああ！　ここは……ッ!?」

　ラモラック卿きようが陶とう然ぜんと、懐なつかしむように、その光景を見つめていて──

「よう、気に入ってくれたかい？」

「……エマ。来たわね」

　そんな二人の前に、凜太朗と瑠奈が姿を現していた。

「……ここは貴方あなたが作り出した異界ですか？　凜太朗」

　エマの咎とがめるような言葉に、凜太朗がにやりと嗤わらって応じる。

「へっ。お前らみてえな恐こわい連中に目を付けられちゃたまらねえ。最早、小細工は抜きだ……ここで、俺達だけでケリをつけようぜ？」

「……私達だけで？」

「ああ、そうさ。ケイ卿は……ぶっちゃけ戦力にならんし。フェリシア達は今回の一件に関して言えば、部外者だ。瑠奈と俺、お前とラモラック卿で完全決着をつけた方が、お前の溜りゆう飲いんも下がるってなもんだろ？　この異界は、そのために用意したんだ」

「ふん……信じられませんね」

　エマが据すわった目で凜太朗を睨にらみ付ける。

「卑怯な裏切り者の貴方のことです。どうせこの異界内のどこかに、フェリシアさん、ケイ卿、ガウェイン卿が……伏ふく兵へいとして隠かくれているのでしょう？」

「いねえよ。今、この世界に連中はいねえ。お前も《王キング》ならわかるだろ？　ここの異界がどういったものか……よく視みてみろ！」

　そう挑ちよう発はつされ、エマは己おのれの霊れい的てきな感覚を異界内に広げていく。

　現実界と幻げん想そう界を隔へだてる《意識の帳とばり》、それを一時的に曖昧にすることで、今、此処こことは異なる異世界を作り出す一種の結界魔ま法ほう【異界化】。

　その異界形成には、《融ゆう界かい段階》というルールがある。それはその異界が、現実界よりに作られているか、幻想界よりに作られているかを現す指標だ。

　融界段階は、物質位アツシアー、形成位イエツイラー、創造位ブリアー、根源位アツイルトの四段階で表され、その順で異界は幻想界よりになり、強固なものになっていく。現実界よりの異界なら、物理法則と肉体的な強さが支配的になり、幻想界よりの異界なら、物理法則や肉体的な強さより、精神的、霊的な強さの方が支配的になってくる。

　いずれにせよ、なんのペナルティもなく異界の内外へ自由に出入りできるのは、その異界を作り出した術者だけ。また、術者が倒たおれれば、異界は即そく座ざに消しよう滅めつする。

　そして、異界は永遠には維い持じできない。世界は矛む盾じゆんを許さない。

　それらが【異界化】の絶対ルールだ。

「……なっ!?」

　以上の異界形成の基き礎そと照らし合わせながら、この異界を探さぐったエマが驚きよう愕がくする。

「この異界は、融界段階：形成位イエツイラー!?　さすが師し匠しよう……まさか、形成位イエツイラーの【異界化】をやってのけるなんて!?　物質位アツシアーができるだけで一流の魔法使いなのに……ッ！」

　形成位イエツイラー……この融界段階となると、異界の内外への行き来は完全に断絶され、ほぼ不可能となる。物質位アツシアーの異界内ではできた【騎士の召しよう喚かん】すら不可能だ。

　つまり、中の人間は異界の外に逃にげられず、外の人間は中に侵しん入にゆうできない。

　そして、何よりもエマを驚かせたのは……

「それに……本当に誰だれもいない……？　ここにいる私達以外……誰も……ッ!?」

　大勢の観客や騎士がいるように見えるが、それは実体を持った風景に過ぎない。

　ゆえに──今、この世界にいるのは、凜太朗、瑠奈、エマ、ラモラック卿の四人のみ。

「どうよ？　この背はい水すいの陣じん。これが俺達の覚かく悟ごのほどだ。理解してくれたかい？」

「本気で……貴方達二人だけで、私達と決着をつける気なんですか……？」

「ああ、その通りだ。エマ、悪いがお前とのケリは瑠奈が一対一でつける。そして──」

　そして、凜太朗は双そう剣けんを抜いて、ラモラック卿へ向けた。

「てめぇの相手はこの俺だ、ラモラック！　てめぇが望む一対一の決闘だッ！　だったら──こういう場でケリをつけるのが、てめぇにとっての粋いきってもんだろう!?」

「……気に入ったわ」

　ラモラック卿の纏まとう闇が、瞳ひとみに燃える狂きよう気きが──深くなる。

　天をも突き抜けるような昏くらく極ごく上じようの歓かん喜きがラモラック卿の総身を支配し、絶頂にも似た衝しよう撃げきが彼女の身体からだを稲いな妻ずまのように走り抜けていたのだ。

「忘れもしない！　忘れてなるものかッ！　ここは！　こここそがッ！　サールースの馬上槍試合トーナメント会場ッ！　神の愛に包まれた私の栄光の絶頂点にて──その帰り道にてあの悪あく辣らつなガウェイン卿達四人の手によって、地に堕おとされた因いん縁ねんの地ッ！」

　気が狂ふれたような特上の笑え顔がおは最早、獰どう猛もうなる猛もう獣じゆうの威い嚇かくだった。

「そうよッ！　ここよッ！　ここでこそ私が全てを取り戻もどすに相応ふさわしいのッ！　マーリンを打ち倒し、私が新たに神の愛を証明し、最強の栄光を取り戻すッ！　あは、あははははははははははははーーッ！　感謝するわ、マーリンッ！　愛しているわッ！　好きよ、好き！　たまらなく大好きッ！　殺したくなるほど愛いとおしいわッ！　ああ！　マーリン！　貴方の血も肉も髪かみも内臓も骨の一いつ片ぺんたりとも、全部、全部、私の物ッ！　あっはははははははははははははははははははははははーーッ！」

　もう待ちきれないとばかりに、ラモラック卿は十じゆう字じ架か型の大剣を地に突き立て、それを聖印に見立てて、手を組んで跪ひざまずき、敬けい虔けんなる乙おと女めのように祈いのりを捧ささげた。

「Laudamus te主を讃え. Benedicimus te主を誉めよ. Adoramus te主を畏れ. Glorificamus te主を崇めよ. Gratias agimus tibi propter主の大いなる栄光の magnam gloriam tuamもとに感謝を捧げよ. Cum Sancto spritu, in gloria dei patris聖霊とともに、父なる神の栄光のもとに...Amenエイメン!」

　そして、ラモラック卿は立ち上がり、大剣を引き抜き、構えるのであった。

　熱っぽく凜太朗を見つめるその純じゆん粋すいな眼は、まるで初はつ恋こいを覚えた乙女のようだった。

「なんていう熱愛……貴方って、本当にモテるわねぇ」

「マジで心底、誰か代わってくれ……煽あおりとかじゃなくて」

　呆あきれたように剣を構える瑠奈へ、凜太朗はうんざりしたように半眼で言った。

「まぁ……とにかくだ、やるぞ、瑠奈！」

「あいよー、エマは任せなさい！」

　凜太朗が【魔人フオモール化】を発動し、瑠奈がエクスカリバーを構え直し、前に一歩出る。

「ふん、望むところです。格の差というものを見せてあげますよ、瑠奈先せん輩ぱい」

「そうそう、マーリン。この異界の主あるじだからって、危なくなったら自分一人だけ逃げるってのはナシよぉ？　まぁ、その時は、後で瑠奈の首を届けてあげるだけだけどぉ？」

　応じて、エマとラモラック卿が、それぞれの相手と対たい峙じする。

　そして──

「瑠奈！」

　凜太朗が隣となりの瑠奈へ檄げきを飛ばした。

「確かに戦士としてなら、お前よりエマの方が上手だ！　だが──王としてなら、お前の方が絶対に上だ！　圧あつ倒とう的に！」

「!?」

　瑠奈が眼を瞬しばたたかせ、エマが不ふ愉ゆ快かいそうに眉まゆをひそめる。

「お前なら間ま違ちがいなく勝てる！　負けるはずがない！　勝てよ！」

「ふっ……貴方こそね」

　互たがいに見向きもせず、そう殴りつけるように言い合って。

　凜太朗と瑠奈の二人が、地を蹴けって疾しつ風ぷうのように駆かける。

　凜太朗はラモラック卿を目指して。瑠奈はエマを目指して。

　それぞれ己の標的と定めた者を相手に、立ち向かう。

　それに、ラモラック卿とエマが剣を構えて応じて──激げき突とつ。

　今、この一連の騒そう動どうの、最後の戦いの火ひ蓋ぶたが切って落とされるのであった。




　ぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおーーッ！

　歓かん声せいが上がる。大歓声が上がる。凜太朗とラモラック卿の激しい激突と撃げつ剣けん、斬きり合いと殺し合いに、観客席が総立ちとなって歓声を送る。

「だぁああああああああああああーーッ！」

「あははははははははははははははははははははははははーーッ！」

　魔人フオモール化した凜太朗の振ふるう左右の双剣が、旋せん風ぷうのように踊おどり旋回するラモラック卿の大剣と無限にぶつかり合い、喰くらい合う。

　喰らい合うごとに、嵐あらしのような剣圧が吹ふき荒あれ、周囲を抉えぐって吹き荒すさぶ。

「ふ──」

　神速一いつ閃せん。ラモラック卿の大上段からの斬ざん撃げきが、凜太朗を左右に両断する。

　が──それは残像。二度、三度、地面を爆ぜるように蹴って鋭えい角かくに移動し、回り込み、凜太朗がラモラック卿の背後を取り──

「しぃ──ッ！」

　その素っ首を刈かり取らんと、霜そう刃じんを見み舞まう。

　波は紋もんのように広がる水平斬りはしかし──

「──うふっ」

　がぁんっ！　大気がねじ切れるような衝撃音に、激しく上がる火花。

　読んでいた、と言わんばかりにラモラック卿が背中に回していた大剣がそれを阻はばむ。

「ち──」

　凜太朗が舌打ちしたのも束つかの間ま。

　ラモラック卿は、全身の発条バネを使って、そのまま大剣を正面へ振り抜ぬく。

「──ぉおおおおーーッ!?」

　なんという壮そう絶ぜつ的な膂りよ力りよくか。

　その勢いで、凜太朗が水平後方へ、投石器で放たれたかのように吹き飛ぶ。

　刹せつ那な、踏ふみ込む蹴り足に、土柱を上げる大地。

　ラモラック卿が、吹き飛ぶ凜太朗を追って、弾だん丸がんのように突進した。

「くそがぁーーッ!?」

　ざざざざ、と。凜太朗が大地を転がりながら辛かろうじて体勢を立て直し──

　その刹那。

「あっははははははははははははははーーっ！」

　空間をすっ飛ばすように追いついたラモラック卿きようが、容よう赦しやなく大剣を振り下ろす。

　咄とつ嗟さに地を蹴り、右へ跳とぶ凜太朗。

　爆ばく裂れつ、爆はぜ上がる土柱、大剣が大地に穿うがつ巨きよ大だいなクレーター。

　またその刹那、ラモラック卿はすでに凜太朗に追いついていて──

　咄嗟に左へ転がる凜太朗。

　爆ばく砕さい、噴ふき上がる土柱、大剣が大地に穿つ巨大な大穴。

　さらにまたその刹那、ラモラック卿は、もう凜太朗に追いついていて──

「く──」

　回かい避ひは間に合わず、凜太朗が双剣を頭上に交差させて防ぼう御ぎよ姿勢を取るが。

「あっはははははははははははははははははははっはははははーーッ！」

　その威い力りよくはまるで焰えん硝しようの炸さく裂れつ。ラモラック卿の振り下ろす大剣は、その双剣の防御を押し切り、破は壊かいし──そのまま凜太朗の肉体を、バラバラに四散させる。

　が──その四散した肉体は、不意に虚こ空くうに溶とけ消えた。

「舐なめんな──」

　砕くだけた肉体は【影かげ法ぼう師し】。それを囮おとりに、頭上から高速で舞い降りて来た凜太朗が、ラモラック卿の脳天に、必殺の斬撃を撃うち落とす。

　が、衝撃音、爆ぜる火花、震ふるえる大気。

　ラモラック卿の頭上に展開された《赤い盾ロスチヤイルド》が、凜太朗の剣を受けている。

「ちぃ……くそっ！　はぁ……ッ！　はぁ……ッ！」

　素す早ばやくラモラック卿から飛び離はなれ、距きよ離りを取る凜太朗。

　戦せん闘とう開始からまだ然さ程ほど、時間が経たっていないというのに、もう既すでに凜太朗の息は上がり始めていた。

「イイ。……イイわぁ、貴方あなた」

　対するラモラック卿は、余よ裕ゆう綽しやく々しやくで大剣の刀身を撫なでている。

「凄すごくイイ、凜太朗。貴方の剣、一撃ごとに強く逞たくましくなっている……私の身体、どんどん熱くなってくる……私と貴方、やっぱり相あい性しようは最高ね」

　そして、情熱的に大剣の刀身へと口づけ、妖よう艶えんで情熱的な流し目を凜太朗へ送った。

「でも……まだまだ良くなれるわよね、貴方？」

「…………」

「まだまだ、初めての房ぼう事じに慌あわてるネンネみたいな動きよぉ？　貴方はそんなモノじゃないでしょう？　本気を出せば、もっともっと私を高みへ連れて行ってくれるはず……特上の悦えつ楽らくを、私に感じさせてくれるはず……そうでしょう？」

　くすり、と。ラモラック卿が優やさしく微笑ほほえむ。

「大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫よぉ？　焦あせらないで。貴方が慣れるまで……さらなる力を発揮できるまで……お姉さんが優しく丁てい寧ねいに手ほどきをシテ上げるわぁ。くすくすくす……」

「そりゃあ……ありがたいこった……げほっ……」

　凜太朗が息を整えながら、双剣を構える。

「正直、こちとらまだ、マーリンの力をイマイチ引き出しきれてなくてなぁ……待ってくれるってんなら、大だい歓かん迎げいだわ。……後で吠ほえ面づらかくなよ？」

　不意に、凜太朗の全身に黒い星気光オーラが漲みなぎり──その姿が霞かすみと消える。

　次の瞬しゆん間かん、突然、凜太朗が右から横よこ殴なぐりに、ラモラックへ双剣を打ちつけていた──その彼ひ我がの間合い、十数メートルを一瞬で消し飛ばして。

　だが、そんな人の反射限界を超こえた無む拍ひよう子しの一撃すら──

　ラモラック卿が右に展開した《赤い盾ロスチヤイルド》と大剣が難なく受け止めている。

「……また、少し良くなった」

　ラモラック卿が満足そうに笑い、交差する剣越ごしに凜太朗を見やる。

「ふふ、上手、上手。そう、その調子よ──」

「う、る、せぇえええええええええええええええええええええーーっ！」

　凜太朗が剣を引き戻もどし、全身の発条を振り絞しぼり──嵐のような斬撃を乱らん舞ぶさせる。

　刹那に渦うず巻まく数十の剣閃が、ラモラック卿を粉ふん砕さいしようと荒れ狂くるい、踊り狂う。

　常人が相手ならば、一秒でミンチと成り果てる刃やいばの牢ろう獄ごくだが──

「そう、そこよ、そこ。そこをもっと強く責めるの──そこが私のイイところだから。うん、そう……はぁ……いいわぁ♪」

　それすらも、ラモラック卿は余よ裕ゆうの笑みを浮うかべ、大剣と《赤い盾ロスチヤイルド》で捌さばき続ける。

　剣撃と剣けん戟げきが激げき突とつ交こう錯さくし、咆ほう哮こうする都度、割れんばかりの歓声が観客席から上がり、場を熱ねつ狂きようが支配し続けるのであった。




「はぁあああああああーーッ！」

「──ふん！」

　瑠奈とエマが、互いに剣を構えて肉にく薄はくする。

「しぃ──ッ！」

　瑠奈が先に仕し掛かける。銀の閃光が円えんと弧こを描えがいて、吹き抜ける。

　上段から斬り返し、胴どうを払はらい抜き、そのまま回転して足あし下もとを薙なぐ。

　踊るように熱く鋭するどいその剣けん舞ぶは型破り、天てん賦ぷの才に任せた天てん衣い無む縫ほうの剣だ。

　だが、それを──

「──ふ！」

　エマが剣を正中線に構えたまま上中下──必要最小限の動作で悉ことごとくを受け流す。

　その剣捌きは最も早はや、華か麗れいを通り越して芸術的ですらあった。

「ぅ──ッ!?」

　がんっ！　エマは瑠奈の最後の一撃を剣の腹で受け、その勢いを利用して剣先を後方へ綺き麗れいに返し、剣の柄つかの石いし突づき部をくるりと瑠奈へ向け──

　どんっ！　同時に鋭く前へと踏み込む。

　エマの小こ柄がらな身体からだが残ざん影えいを残して前に飛び出し、その石突きが瑠奈の腹部にめり込む。

「ごほっ！」

　その猛もう烈れつなカウンターを受け、瑠奈の身体が後方へ吹き飛んだ。

　ごろごろと大地を不様に転がっていく。

「……ああんもうっ！　なんって嫌いやらしい剣なのっ!?」

「ふん……そんなドタバタみっともない剣の瑠奈先せん輩ぱいに言われたくありません」

　地に這はいつくばって悪態を吐つく瑠奈を、エマが凍こごえた目で見下ろした。

「私の技わざは、師し匠しようから教えてもらった技なんですよ？　貴女あなた如ごときにどうこうできるわけないでしょう？」

「黙だまりなさいよッ！」

　そして、瑠奈が再び跳はね起き、エマへ猛然と仕掛ける──

　瑠奈とエマの戦いは、先ほどからこんな展開の繰くり返しだ。

　瑠奈が勇ゆう猛もう果か敢かんに仕掛けるが、エマがそれを全すべて捌く。

　そして、その攻こう撃げきの終ついに、容赦なき返し技。

　交こう叉さ法で鋭く襲おそいかかってくるそれを、瑠奈は天性の動物的直感で致ち命めい傷しようを避さけてはいるが──無傷というわけにもいかず、生傷は増えるばっかりだ。

「ぐぅ──ッ!?」

　再び、エマの返し技の前に倒たおされ、後方へ転がっていく瑠奈。

「……何度やればわかるんでしょうか？　頭が悪いんですね、先輩は」

　それを蔑さげすむように見やりながら残心するエマ。

「まだよ──」

　バカの一つ覚えのように瑠奈が跳ね起き、再びエマへ向かって疾しつ駆くする。

　何度やっても無む駄だだとばかりに、エマが剣を待ちの構えに構えて──

「──はっ！」

　互たがいの一足一刀の間合いに踏み込む──その瞬間。

　今度は展開が違ちがった。瑠奈の踏み込み足が地面を激しく削けずり、砂さ塵じんをエマに向かって盛せい大だいに蹴けり上げたのだ。

「──ッ!?」

　その一瞬、飛来する砂塵から目を守ろうと、エマが微かすかに左に顔を背そむけ、

「もらった──ッ！」

　その一瞬で、瑠奈はエマに生じた死角、右側へと回り込み──剣を鋭く撃ち込む。

　──が。

　がぁんっ！　爆ぜるは、金属の上げる悲鳴と衝しよう撃げき。

　瑠奈の剣は、エマの右側に浮ふ遊ゆうする《赤い盾ロスチヤイルド》によって防がれていた。

「また、その盾たて──ッ!?」

　びゅごう！　とエマの反撃の横一いつ閃せんが唸うなり、瑠奈が慌てて飛び下がる。

　案の定、エマはラモラック卿から《赤い盾ロスチヤイルド》を一枚つけてもらっていたらしい。

　このように、たまに瑠奈がエマの意表を突けても、《赤い盾ロスチヤイルド》がその悉くを防いでしまう。戦せん況きようは、圧あつ倒とう的に瑠奈の不利であった。

「だから、無駄だと何度も言ってるんです。あわよく私の隙すきを突けたとしても、私にはラモラック卿の《赤い盾ロスチヤイルド》があります。貴女に勝ち目はないんです」

「う、うるさいわねぇ!?　何よ、借り物の力で偉えらそうに!?」

「何を言ってるんですか？　家臣の力は主君の力……それ即すなわち王としての器うつわの差……そうでしょう？」

　焦じれたように吠える瑠奈を、エマが冷めきった目で見み据すえた。

「まったく……本当にその程度なのですか？　瑠奈先輩……」

「……ッ!?」

「その程度の力で……どうして、貴女は真神凜太朗に選ばれたんですか……ッ!?　おかしい……絶対におかしいじゃないですか、こんなの……ッ！」

　我が慢まんならない、とばかりにエマの剣を握にぎる手に力がこもる。

「私の方が貴女より絶対に強い！　戦士としても、王としての器も、絶対に私の方が上のはずなんですッ!?　なのに……なのに、なんで──ッ!?」

「……ごちゃごちゃうるっさいわね……」

　口の端はしを伝う血を、手の甲こうで拭ぬぐい、瑠奈が吐はき捨てる。

「本当に自分の方が強い、王に相応ふさわしいってんなら、さっさとこの私を倒してみせなさいよ……見なさい？　私は生きてるわよ？　あれだけ貴女の剣を喰くらって、まだまだ五体満足でピンピンしているわよ!?　貴女こそ大したことないんじゃないの!?　凜太朗に師事しといてその程度なわけ!?　ねぇ!?」

「な……ッ!?」

「ああ～～っ！　それにしてもなぁ～～っ！　貴女に《赤い盾ロスチヤイルド》さえついてなかったらなぁ～～っ！　私の勝ちは確定的に明らかなんだけどなぁ～～っ!?　まぁ、そっちは凜太朗がそのうちなんとかしてくれるわよね!?　私の家臣は凄いやつだからね！」

　そうひとしきり、エマを煽あおりまくって、瑠奈が大上段に剣を構える。

　その身はすでに襤ぼ褸ろ。されどその瞳ひとみは意い気き軒けん昂こう。まるで自分が敗北するなど、エマに劣おとるなど微み塵じんも思っていない。

「ほら、来なさい？　その《赤い盾ロスチヤイルド》の加護が消える時が、貴女の敗北の時よ？」

「……本当に口だけの人なんですね、貴女は！」

　もううんざりだとばかりに、エマが剣を構え直した。

　その柄に付いた戦旗をばさりと翻ひるがえし──下段に構えたのだ。

「いいでしょう……どうしても貴女に負けを認めさせてあげたくなりました！　貴女の口から敗北宣言をさせ、貴女の意思でこの私に跪ひざまずかせてあげます！」

「は、何それ？」

　瑠奈が小こ馬ば鹿かにするように応じた──その時だった。

　不意に、エマの全身から立ち上る、圧倒的な量と濃のう度どの星気光オーラ圧。

　突とつ然ぜん、エマの構える剣が激しく燃え上がり、紅ぐ蓮れんの炎ほのおに包まれたのだ。

　猛烈に吹ふき付けてくる、肌はだを痺しびれさせるような熱気に、瑠奈が顔をしかめる。

　そして、エマは──宣言した。

「真銘解放ロイヤル・ロード──」




〝こうして、激しい戦いの末、ロット王は討うち取られて。〟

〝ブリテンの群ぐん雄ゆうたる十一人の王は、アーサー王の軍勢の前に敗やぶれた。〟

〝アーサー王に捕とらわれた十人の生き残りの王達は、さめざめと噎むせび泣いた。〟

〝『アーサー王は大層、お怒いかりだ。我らとの戦いぶりはまるで鬼き神しんのように恐おそろしく、また、地じ獄ごくの業ごう火かのように苛か烈れつだった』〟

〝『嗚呼ああ、アーサー王に逆らった我々は、一人残らず殺されるに違いない』〟

〝『あの勇猛なる勇者、ロット王のように殺されるに違いない』〟

〝『嗚呼、我々はなんと愚おろかなことをしたのだろう』〟

〝だが、寛かん容ようで偉い大だいなるアーサー王は、残った十人の王を自分の元に呼び集め、こう言ったのである。〟

〝『私は、貴方あなた達を許そう』──〟
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「──【教誨するエクス慈悲の鋼カリバー】ぁああああああああーーッ！」

　そんな叫さけびと共に、エマが剣を突き出した──その瞬しゆん間かん。

　その剣先から放たれた真しん紅くの一閃が、瑠奈の胸部の中心を貫つらぬいていた。

　それは異常事態だった。瑠奈は、確かにその飛来する真紅の一閃を、横に素す早ばやく跳とんでかわした筈はずだったのに──それでも貫かれたのだ。

「くぁ──ッ!?」

　疑問を考察する暇ひまもなく、瑠奈の身体はその衝撃で吹き飛び、大地を転がっていく。

「……ご安心を。私の剣は人を殺すための剣ではありませんから」

　すると、エマがくるりと剣を回転させ、構え直しながら言った。

「私のエクスカリバーは教きよう誨かいの剣。邪じや悪あくや敵対者に対して苛烈であり、時に火ひ炙あぶりも辞さない厳格さを持ちながらも、悔くい改あらためて恭きよう順じゆんすれば許し、配下に加えたというアーサーの王としての慈じ悲ひ深さと肝かん要ようさを体現した剣。……この真しん銘めいと共に放たれる一撃で命を奪うばわれることはありませんが、必中──回避の手段は存在しません」

「う、ぐぅ……ッ!?　げほっ……ッ！」

　瑠奈が、真紅の一閃に射い貫ぬかれた胸を押さえながら蹲うずくまり、脂あぶら汗あせをかく。

「ただし、命に別状が無いのは十撃まで。次の十一撃目で確実な死が訪おとずれます。必殺──防ぐ手段はありません」

　くすり、と。エマが口元を歪ゆがめた。

「……慈悲深い剣でしょう？　十一撃目までに、私に対する降こう伏ふくを選せん択たくし、私に許しを請こい、忠誠を誓ちかって服従すれば、命は助かるんです」

「はっ……馬鹿馬鹿しいわ……存外つまらない能力ね！」

　瑠奈が剣を杖つえ代わりに立ち上がり、吐き捨てた。

「そんなの……ちんたら十一撃もらう前に、貴女を倒せばいいだけじゃない!?」

「ええ、そうですね。ですが──」

　エマが何かを言いかけた……その瞬間。

　ごおっ！　そんな幻げん聴ちようと共に、瑠奈の突かれた胸部を中心に激しい炎が燃え上がった。
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「ぅ、ぁああああああああああああああーーッ!?」

　熱い、痛い、苦しい、息ができない。

　不意に襲った猛もう烈れつに身を焼き焦こがすような地獄の苦痛に、瑠奈は思わず手の剣を取り落としそうになる。まるで火か刑けいに処せられたかのようだ。

「あ、ぅ、ぐぅううううーーッ!?　な、何これ……あ、あぁ……ッ!?」

　違う。本物の炎じゃない。服も焦げないし、火傷やけどの一つもできない。これは幻まぼろしの炎だ。

　だが、魂たましいが焼かれるようなこの苦痛は──？

　たちまち、全身にびっしょりと冷ひや汗あせをかき、苦く悶もんに呻うめく瑠奈。

「ご理解頂けましたか？　一撃ごとにその地獄の苦痛が増していくんです。そして、その苦痛は一度貰もらったら最後、決して消えることはありません──」

「……な」

　はっきりと、瑠奈の表情が絶望に歪む。

「心の弱い人なら一撃だけで廃はい人じんと化すほどの苦痛です。瑠奈先せん輩ぱい……果たして、その苦痛を堪こらえながら、この私と戦えますか？　まともな戦せん闘とう行動を取れますか？」

　そんな瑠奈の絶望を見て取ったエマは薄うつすらと、だが、はっきりと嗤ったのだ。

　エクスカリバーは王の内面を映し出す鏡だ。絆きずなを求める瑠奈、誇ほこりと栄光を尊ぶフェリシア、力で他者を征せい服ふくすることを是ぜとする九条……心の在り方がエクスカリバーの造形と能力に反映されるのだ。

　だとすれば──エマのこんな拷ごう問もんじみた能力は。慈悲深いようで何か歪いびつなこの力は。

（……心底、歪んでいるわ、この子……ッ！）

　瑠奈の身を襲う激痛を歯ぎしりで堪えながら、エマを睨にらみ付けるのであった。

「さて──教誨のお時間ですよ、瑠奈先輩」

　にこり、と聖者のような微笑ほほえみを瑠奈へ向けるエマ。

「自分は王の器じゃありませんでしたと宣言し、《王キング》を辞退してください。私の方が貴あな女たより優すぐれた王だと認め、私に許しを請いてください。そうすれば──貴女をその苦痛から解放し、命だけは助けてあげます」

「……冗じよう談だん」

　勝ち誇ったようなエマへ、瑠奈が吐き捨て、立ち上がり、剣を構える。

「貴女みたいな〝弱い〟子、誰だれが認めてあげるもんですかっ！」

「はぁ……残念です。先輩がここまで頭の悪い人だとは思いませんでした」

　エマが蔑さげすむように、憐あわれむようにそう呟つぶやいて──

「真銘解放ロイヤル・ロード──」

　再び、エクスカリバーの能力を解放しようとした、その瞬間。

「ぁああああああああああああああああああああーーッ！」

　瑠奈が神速で、エマの懐ふところに飛び込んでいた。

　そう、それしかない。相手が回かい避ひ不能の必中攻こう撃げきを放ってくるなら、それを撃うたれる前に倒たおすしかない。先に仕し掛かけて、倒すしかない。

　だが、それしか対たい抗こう手段がないゆえに──

「──読んでますから」

　瑠奈の振ふるった撃げつ剣けんが鮮あざやかに弾はじかれ──エマの鋭するどい返し技わざが逆に瑠奈を襲おそう。

「あぐぅ──ッ!?」

　エマの一撃が、瑠奈の脇わき腹ばらを切り裂さく。

　そんな風に体勢を崩くずした瑠奈から、エマが余よ裕ゆうで間合いを取って──

「【教誨するエクス慈悲の鋼カリバー】──ッ！」

　再び、剣先から放たれた真紅の一いつ閃せんが、瑠奈へと飛ぶ。

　飛んだ瞬間、その一撃はもうすでに瑠奈の左ひだり肩かたへ命中していた。事実ができていた。

　そう必中。この一撃は、いかなる英えい雄ゆうも、無む双そうの武人も、絶対回避不可能なのだ。

「ぁううううううううううううううううううううーーッ!?」

　左肩に燃え上がる地獄の苦痛に、瑠奈がたまらず悲鳴を上げる。

「ふふ、後、九撃──」

　エマは嗤わらう。どこまでも昏くらく、暗く嗤うのであった。




「ぅおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおーーッ！」

　凜太朗が咆ほう哮こうする。限界までマナを燃焼させ、星気光オーラへ変へん換かんする。

　咆哮と共に、その全身から黒い星気光オーラが噴ふき上がる。

　手足に刻まれた紋もん様ようがビキビキと音を立てて、魂へさらなる浸しん食しよくを開始する。

　それと同時に、凜太朗の身体からだに漲みなぎる新たなる力──

「ぜはぁーーッ！　ぜはぁーーッ！　ぜはぁーーッ！」

　【魔人フオモール化】がさらに進み、先祖返りが進行しているのだ。

　魔人族フオモールの魂が、凜太朗の魂を浸食していっているのだ。

　これはただ、【魔人フオモール化】を起こせば、発生する現象ではない。

　伝説時代の最強騎き士し──ラモラック卿きようと剣を交え、死闘を重ねることで、その生死の狭はざ間まの中で、マーリンとしての力を急速に覚かく醒せいさせ、研けん磨ましているからこそに他ほかならない。

「……凄すごいわ。凄い」

　今までとは次元の違ちがう力に覚醒しつつある凜太朗を前に、ラモラック卿は陶とう酔すいしきったように、初はつ恋こいに戸と惑まどう乙おと女めのように呟いた。

「貴方みたいな素敵な人……やだ、私、貴方に溺おぼれちゃう……」

「がぁあああああああああああああああああああーーッ！」

　純然にて圧あつ倒とう的な力を総身に漲らせ──凜太朗がラモラック卿へ、躍おどりかかる。

　大気を根こそぎ引き裂いて走る刃は。

　だが、その壮そう絶ぜつなる一撃を阻はばんだのは、やはり《赤い盾ロスチヤイルド》だ。

　凜太朗の双剣を《赤い盾ロスチヤイルド》がしっかりと受け止めている。

「ふふ、私は逃にげないから、そうガッつかないで……」

　ラモラック卿は、盾たてに阻まれ歯ぎしりする凜太朗を、愛いとおしそうに真まっ直すぐ見み据すえ、大剣を振り上げ──猛もう然ぜんと打ち返す。

「ぐぅあ──ッ!?」

　山なりに吹き飛んでいく凜太朗の身体。

「まだよ、まだ──ッ！　まだイけるでしょう!?」

　それを追って、地を削けずりながら駆かけるラモラック卿。

「もっとよ！　もっともっと、力を引き出して！　私を昂たかぶらせて──ッ！　遥はるかな高みへ一いつ緒しよにイきましょう!?」

　墜つい落らくして、瞬時に跳はね起き、剣を構えた凜太朗へ。

　ラモラック卿が強烈に大剣を打ち据すえ──凜太朗がそれを受け止めた。

（正直──……やべぇな。この戦い終わったら、俺、どうなるんだ……？）

　ラモラック卿の暴ぼう嵐らんし猛もう攻こうを斬きり捌さばきながら、凜太朗が物思う。

　魂が軋きしんでいる。ごく短期間に分不相応な力を振るい過ぎた。成長を急ぎすぎた。

　多分、この戦いに勝とうが負けようが、自分はただでは済まない。

　マーリンとしての力を失うかもしれない──そんな破は滅めつ的な予感がある。

　だが、それでも──

「負けられ……ねえよなぁ……ッ!?」

「──ッ!?」

　乾けん坤こん一いつ擲てき。凜太朗の双剣がラモラック卿を押し返す。

「あいつが……俺を頼たよって……ッ！　信じてくれてるんだもんなぁッ!?」

　一いつ旦たん、下がって体勢を立て直そうとするラモラック卿を、凜太朗が飛ぶように追った。

「悪くねぇ……ッ！　ああ、こんな気分……悪くねえんだ──ッ！」




「ぐぅううううううううううううーーッ!?」

　戦場に、瑠奈の悲鳴が高らかに響ひびき渡わたる。

　ぼっ！　瑠奈の左ひだり膝ひざに、右肩に、幻の業ごう火かが燃え上がった。

「──真銘解放ロイヤル・ロード【教誨するエクス慈悲の鋼カリバー】」

　さらに瑠奈へ真しん紅くの一閃を与あたえたエマが、剣をくるりと回転させ、距きよ離りを取る。

　ばさりと翻ひるがえる旗ごしに、エマは瑠奈へと告げた。

「早くもこれで合計九撃。……どうしました？　先輩。もう後、二撃で死にますけど？　少しは私に屈くつする気になってきましたか？　気分はどうです？」

「あ……がぁ……ぁあああああああああああーーッ!?」

　瑠奈の身体のあちこちに燃え上がる拷問の炎ほのお。

　瑠奈は剣けんを杖代わりに辛かろうじて立つも、今にも発はつ狂きようしそうなほど苦しんでいる。

　まともに息すらできず、意識を正気に保つのも難しい地じ獄ごくであった。

「ぐぅ……ぅうううううーーッ！　ぜぇっ……ぜぇっ……」

　だが、それでも瑠奈は歯を食いしばって、立ち上がる。

「気分は……どうかって……？　ふふ……あはは……悪く……ないわ……」

「……はぁ？　悪くない？　ついに狂くるいましたか？」

「……別にぃ？　どーせ、一方通行な想おもいを……自分勝手に……自分のためだけに……相手に押しつけるだけの貴女には……わから……ないわよ……ッ！」

　そう、吐はき捨てて。瑠奈は剣を構える。

「まだやるんですか？　やっぱり十一撃入れないとわからないのでしょうか？　実力差が……私と先輩の王の器うつわの差が」

　と、その時。エマは、ドッジボールのような火球が山なりの軌き道どうを描えがいて、高速で飛んでくるのが見えた。瑠奈の放った理魔法【火の玉】だ。

　咄とつ嗟さに、その場を飛び離はなれるエマ。

　半瞬しゆん前、エマの立っていた場所に、火球が着ちやく弾だんし──炎えん嵐らんを上げて大爆ばく発はつする。

「──くっ!?　悪あがきを──、……ッ!?」

　エマが火球に気を取られ、瑠奈から目を切ったその一瞬で。

「～～～ぁッ！」

　瑠奈がエマの背後を取り、剣を振り上げ、振り下ろす──

　がぁんっ！

　だが、その必殺の一手を防いだのは、やはり《赤い盾ロスチヤイルド》だ。

「──ッ!?　ま、まだだったかぁ……もう、あいつったら……さっさとコレ、なんとかしなさいよ、もう……」

　剣を真っ向から弾かれた瑠奈が、悔くやしげに、どこか楽しげに表情を歪ゆがめる。

「だから、全部、無む駄だなんですってば」

　エマがそんな瑠奈へ、裏回し突つき蹴げりを放って、大きく突き飛ばし──

「【教誨するエクス慈悲の鋼カリバー】──ッ！」

　空中の瑠奈目がけ、さらなる真紅の一閃を放つ。

「が、は──ッ!?　ぁ」

　十撃目となるその一撃は、容よう赦しやなく瑠奈の右みぎ腕うでを捉とらえ──脳のう髄ずいを焼き尽つくすような激痛がさらに加速する。

　だが、瑠奈は歯を食いしばって、それを堪こらえ、身を捻ひねって着地。

　即そく座ざに地を激しく蹴って、エマの懐に飛び込んで──

「はぁああああああああああああああああああああああああーーッ！」

　左の軸じく足あしで、ぎゅんっ！　と回転し、大ぶり全力の右上段回し蹴りをエマへと放った。

　最も早はや、何の工く夫ふうもない、無様なやぶれかぶれの一撃だ。

　あまりにもみっともない技わざゆえに、エマは自分の技で返すのも馬ば鹿か馬ば鹿かしく、その瑠奈の蹴りを《赤い盾ロスチヤイルド》に任せようとし、肩かたを竦すくめた──




　凜太朗とラモラック卿。

　瑠奈とエマ。

　その戦いは──どちらも一方的だった。

　どれだけ【魔人フオモール化】を浸食進行させて己おのれの力を高めても、ラモラック卿に真っ向から打ち破られ、打ち倒され、ねじ伏ふせられる凜太朗。

　エマの巧たくみな柔じゆうの剣と【教誨するエクス慈悲の鋼カリバー】に翻ほん弄ろうされ続ける瑠奈。

　そして、ラモラック卿とエマを守る《赤い盾ロスチヤイルド》。

　傍はたから見る者の誰だれもが、凜太朗と瑠奈を哀あわれに思う一方的な展開だ。

　勝負はすでについた。

　この場に存在する観客は幻げん想そうが生み出した虚きよ構こうなのでそう思う者はいないが──もし、実際に人がこの戦いを観戦しているなら、誰もが間違いなくそう思うはずだ。

　エマ陣じん営えいの勝利、瑠奈陣営の敗北。

　そう、勝敗はすでについた。

　まだ瑠奈と凜太朗は辛うじて死んでないだけで──もう勝負はついたのだ──と。




　──。

　そして──

「……あら？」

　そんな圧倒的優位な戦いの最さ中なか、ラモラック卿きようは、ふと気付いた。

　熱く激しく戦い、凜太朗を追い、追われ、追い縋すがりしていくうちに。

　いつの間にか、戦場はサールースの馬上槍試合トーナメント会場を離れた場所へと移っていた。

　そこは、両りよう脇わきに鬱うつ蒼そうと森が茂しげる一本道だ。

　会場の喧けん噪そうは遠く離れ、しんとした静せい寂じやくが支配する寂さびしげな街かい道どうである。

「ここは……？」

　その場所が、風景が、ラモラック卿の古く苦い記き憶おくを呼び覚ます。

　忘れもしない。

　ここは、ラモラック卿が試合で何十勝もの勝利を無敗で挙げた、あの日の帰り道。

　自分と同じく何十勝もの勝利を無敗で挙げて勝ち残ったランスロット卿との最強決定戦が、明日開かれるという──まさにラモラック卿の栄光の絶頂点であり、さらなる栄えい誉よに手が届かんとしていた、まさにその時。

　そんな帰り道の馬上──ラモラック卿は不意に襲おそわれたのだ。

　ガウェイン卿、アグラヴェイン卿、ガヘリス卿、モードレッド卿の四人に。

　まさに油断としか言い様がなかった。彼ら兄弟が、父親ロツトの仇かたきである男ペリノアの娘むすめであり、母親モルゴースと恋こい人びと同士だった自分に対し、恨うらみや反感を抱いだいていたのは知っていたが……それでも自分に牙きばを剝むいてくるなどとは思ってもみなかったのだ。

　ラモラック卿は四人の槍やりに全身を串くし刺ざしにされ──あれだけ最強の名をほしいままにしていたラモラック卿の栄光と戦いは──実にあっけない終わりを迎むかえたのである。

「はぁ……嫌いやなこと、思い出してしまったわね」

　まったく趣しゆ味みの悪いことこの上ない異界だ。まさかこんな場所まで再現してるとは。

　舌打ちしながら、ラモラック卿はこの忌いま々いましい街道の先を見据えた。

　その先に、ボロボロで血ち塗まみれの凜太朗が、双そう剣けんを杖つえ代わりに辛うじて立っていた。

「ぜぇ……ぜぇ……」

　凜太朗はすでに死に体であった。ぐったりとして俯うつむいており、血ち反へ吐ど混じりの荒あらい息づかいが聞こえてこなければ、とても生きているとは思えまい。

　ラモラック卿は、そんな凜太朗へ向かって歩いていく。

　そう、もう失った過去の栄光のことなど関係ない。

　自分は、またここから始まるのだ。

　マーリンとの神聖なる一対一の決けつ闘とうを制し、ここから新たな栄光を始める。

　神の愛の試練に挑いどむ新たなる冒ぼう険けんの幕を開けるのだ──

　喜ばしいことに、この戦いで凜太朗はかつての力を、どんどん取り戻もどしつつある。

　……そろそろ食べ頃ごろだろう。

「さぁ、マーリン……休きゆう憩けいはもういいかしらぁ？」

　戦いの続きを。熱い戦いの続きを。

　闘争の陶とう酔すい感かんと高こう揚よう感に酔よいしれ──ラモラック卿が凜太朗へ飛びかかろうと、大剣を腰こしだめに構え、足に力を溜ためた──その時であった。

「突とつ然ぜんだが──」

　凜太朗が不意に、にぃ……と凄せい絶ぜつに口の端はしをつり上げた。

「お前と一対一の決闘をしてやるって言ったよな？　……すまん、ありゃ噓うそだ」

「……は？」

「へっ！　お前みたいな化け物相手に、そんなんやってられっかよ、ばぁ～～～かっ！」

　ラモラック卿がそんな凜太朗の唐とう突とつな言葉に、一瞬、呆あつ気けに取られた──

　──その瞬間。

「俺のリハビリはもう十分だッ！　いまだッ！　やれッ！」

　突然、ラモラック卿の左右背後の空間に、びしりと亀き裂れつが三つ走り──

「ラモラック卿ぉおおおおおおおおおおーーっ！」

「はぁあああああああああああーーッ！」

「覚かく悟ごーーッ！」

　ガウェイン卿、フェリシア、ケイ卿が飛び出す。

　いつかのような、完全なる予想外の不ふ意い討うちで、ラモラック卿に斬りかかる。

「なぁ──ッ!?」

　これにはさしものラモラック卿も驚きよう愕がくし、慌あわてて旋せん回かいさせた大剣で、ガウェイン卿の剣を打ち払はらうが──横合いからのフェリシアの刺し突とつが、背後からのケイ卿の斬ざん撃げきが、ラモラック卿の脇わき腹ばらを刺さし穿うがち、その背中を切り裂さいた。

「がぁ──ッ！　ぐぅ──ッ!?」

　咄嗟に身を捻ったため、致ち命めい傷しようは免まぬかれたが──決して軽傷ではない。

「噓よ……ッ!?　なん……で……ッ!?　あ、貴方あなた達がここに……ッ!?」

　この異界内に決して入ってこれないはずの者達の登場に、驚愕に顔を歪めつつも。

　ぶんっ！　ラモラック卿は大剣を大きく旋回させ、三人を周囲から追い払う。

　が、その可か憐れんな口の端はしからは血が伝い、ラモラック卿は身体からだから抜ぬける力に、思わずガクリと膝ひざをついた。どうやら刃はの受け所は相当に悪いらしい。

「え？　本当に、わたくしの剣がラモラック卿に……？」

「……ほ、本当に当たった……？　《赤い盾ロスチヤイルド》が発動しなかった……？」

　この展開に驚おどろいているのは、咄嗟にラモラック卿から距離を取った、フェリシア達も同様であった。

「くっくっくっ、流石さすがに二匹ひき目のドジョウはねーか……まぁいい、上出来上出来！」

　誰もが驚愕する中、ただ一人凜太朗だけが訳知り顔でどやっていた。

「しっかし、バッカだなぁ、お前。敵の言うことを信用するなんてなぁ？」

「マァアアアリィイイイイイイイインーーッ！」

　ラモラック卿が吠ほえた。眼前が真っ赤に染まらんばかりの憤ふん怒ぬと激情に吠えた。

　その吠え声が、ラモラック卿を囲む者達の肌はだを震ふるわせる。

「許せない……許せないわぁッ！　マーリン、貴方……この神聖なる一いつ騎き打うちを穢けがすつもりなの!?　なんていう……なんていう……ッ！」

「へっ！　いつまでも格上気取ってんじゃねーぞ？　このクレイジーサイコどＳが。てめぇはもう〝詰つみ〟なんだよ」

　不敵な表情で、凜太朗は憤怒に燃えるラモラック卿へ剣を向けた。

「お前自じ慢まんの《赤い盾ロスチヤイルド》の加護は無効化された！　そう、一対四の状じよう況きようになることによってな！」

「～～──ッ!?」

　凜太朗の指し摘てきに、ラモラック卿の表情が屈くつ辱じよくに歪む。

「《赤い盾ロスチヤイルド》は、ケルト系キリスト教会聖人の聖遺物だッ！　３という数字は、父と子と聖せい霊れい──三位一体を表し、『作用グニーモ』『抵抗フリオタイオ』『平衡ラムヘイド』を象しよう徴ちようする神聖数！　その調和を乱した４という数字は、ケルト系にとって限りなく不ふ吉きつな忌いみ数だ、わかるだろう!?」

「ま、まさか──ッ!?」

「そうだ。無敵の《赤い盾ロスチヤイルド》の加護は、自分の眼前の敵対者が四人である時のみ、その力を失う。三人以下でもなく、五人以上でも駄だ目め！　四人だ！　ガウェイン達へっぽこ四人組が、ラモラックに勝てたのはそれが理由だ！」

「真神凜太朗、むぅうううかつくぅうううううーーッ！」

　そんな風に地じ団だん駄だを踏ふむガウェイン卿を無視して、凜太朗が続ける。

「へっ……この予測が当たってるかどうかは賭かけだったが……どうやらその様子じゃ、当たりだったようだなぁ？　ラモラック……」

　ぎり……、と。ラモラック卿が滴したたる己の血を拭ぬぐいながら歯ぎしりする。
















「げ、解げせないわぁ……」

　怒いかりで肩を震わせながら、ラモラック卿が言った。

「この異界は、貴方が作り出した融ゆう界かい段階：形成位イエツイラーの異界……ッ！　最初から取り込まない限り、外部の者の侵しん入にゆうはできないはず……ッ！　なのに、なぜ……ッ!?」

　すると。

「あっれぇー？　この異界、俺が作ったなんて、いつ言ったかなぁ～？」

　そんな風に、煽あおるようにすっとぼける凜太朗。

「──ッ!?　ま、まさか……ッ!?」

　ラモラック卿が視線を横よこ滑すべりさせる。

　その先には、剣けんを構えて毅き然ぜんと佇たたずむフェリシアがいる。

「ええ、この異界はわたくしが作りました。この異界の主あるじは、わたくしです。意外でしたか？　言っておきますが……わたくし、こう見えて魔ま法ほうは大得意なのですわ」

「な──……なぁ……ッ!?」

「そうだ。異界を作った術者本人だけは、自在に異界の内外に出入りできる……つまり、フェリシアとフェリシアについてくる連中は、入りたい放題だってわけだ！」

「ば……バカな……ッ!?　あんな小こ娘むすめが……ッ!?」

　ラモラック卿は、啞あ然ぜんとして絶句するしかない。

　マーリンならともかく、あのフェリシアが、まさか形成位イエツイラーの異界を展開できるほどの魔法の使い手であったとは……完全に、自分達が一いつ杯ぱい食わされたことを悟さとらされる。

「後は、この絶好のタイミングを待つだけだッ！　なぜこのタイミングかって!?　この場所で四人がかりの不意討ち──お前、滅め茶ちや苦く茶ちやムカつくだろうからな!?　だっはははははははははははははははははははははははははははーーッ！」

　そんな凜太朗の禍まが々まがしく木霊こだまする高笑いに──

（作戦とはいえ、ラモラック卿の超ちようド級のトラウマを、わざわざ抉えぐりにいくなんて……）

　ケイ卿も。

（わかってはいましたけど、最低最悪な御お方かたですわね……）

　フェリシアも。

（ガクブルガクブル……マーリン怖こわい）

　ガウェイン卿も。

　全員、顔面蒼そう白はくのジト目でどん引きであった。

「マーリ……真神、凜太朗ぉおおおおおおおおおおおおおおーーッ!?」

　そして、ラモラック卿きようが激げき昂こうして、その存在感を圧あつ倒とう的に漲みなぎらせ──

「雑魚ざこが群れて、多少私に手傷を負わせたところで、この私に──ッ!?」

　大剣を振り掲かかげ、一同に飛びかかろうとすると──

　がくん。

　ラモラック卿は急に重くなった自分の身体に、目を剝いて片膝をつく。

「な、何、これ……？　私の身体が、急に鈍にぶく……ッ!?」

「……おい、ラモラック。あまり俺達を舐なめるなよ？」

　見れば。

「真銘宣言ロイヤル・ロード【輝く栄光の鋼エクスカリバー】──ごめんあそばせ、ラモラック卿」

　フェリシアが細剣レイピアのエクスカリバーを掲げ、すでに真銘宣言ロイヤル・ロードをしている。

　フェリシアの剣から放たれる輝く眩まばゆい光が、ラモラック卿の力を削そいでいて──

「よし、【太陽の加護】、発動しました、我が王」

　──ガウェイン卿の力が三倍となっていた。

「ぐ……こ、この……ッ!?」

　この状況に、ラモラック卿の表情に、初めて焦しよう燥そうの感情が微かすかに滲にじんだ。

「へっ……普ふ段だんのお前だったら、俺が魔人フオモール化して、フェリシアのデバフ入れて、ガウェインの力が三倍になって……ケイ卿が……、……ええと……ケイ卿？」

「いいですからっ！　無理矢理、私を入れなくていいですからっ!?」

　ケイ卿は涙なみだ目めだった。

「とまぁ、色々やっても、お前には勝てねえだろうな。それだけ、お前は圧倒的だ」

　だがな、と凜太朗が不敵に微笑ほほえむ。

「お前に散々稽けい古こつけてもらったお陰かげで、今の俺の力はかなりお前に迫せまってるぜ!?　その上、お前は《赤い盾ロスチヤイルド》の加護を失い、そして、わりと致ち命めい的てきな手負い……さて、これならどう天てん秤びんが傾かたむくかなぁ？」

　ぎり、と。ラモラック卿が憎にく々にくしげに歯は嚙がみした。

「このために……このための状況を作り出すために、貴方は一対一の勝負を、私に仕し掛かけたというの……ッ!?　一対一なら、私が貴方を研けん磨まするだろうことを見み越こしてッ!?」

「ハ！　そうに決まってるだろ!?　お前ら騎士は、戦いは神聖だの、正々堂々だの、全力出したい敗北知りたいだの……とにもかくにも、揃そろって頭が悪いからなッ！」

　してやったりと高笑う凜太朗の毒どく舌ぜつには容よう赦しやなかった。

　それがラモラック卿の怒ど髪はつ天てんを衝つく。

「いいわよ……このクソ共がぁ……っ！　そうまでして、むごたらしく死にたいっていうなら……遊んであげるわぁあああああああああああああーーッ！」

　凄せい絶ぜつに吠えて。

　ラモラック卿が、凜太朗達へ大剣を振り上げて飛びかかった──




　──。

「きゃああああああああああーーッ!?」

　その時、エマは頭を揺ゆらす盛せい大だいな衝しよう撃げきに地を転がりながら、悲鳴を上げていた。

　瑠奈が繰くり出してきた、破れかぶれの大おお技わざ、右上段回し蹴げり。

　エマが《赤い盾ロスチヤイルド》でそれを受けようとした──まさに、その時だったのだ。

　なんと、自分を加護していた《赤い盾ロスチヤイルド》が……突とつ然ぜん、その質感を失い、虚こ空くうに溶とけ消えてしまったのだ。

　その結果、瑠奈の蹴りを、エマは側頭部にまともに受け、吹ふき飛ばされることになったのである。

「おおっとぉ？　ようやく１ポイント？」

　頭上高く振り上げた足をゆっくり戻もどしながら、瑠奈が不敵に笑う。

「な、なぜ、《赤い盾ロスチヤイルド》が!?　ら、ラモラック卿……ッ!?」

　頭を振りながらエマが身を起こし、周囲を見み渡わたすが、ラモラック卿の姿は見えない。

　どうやら、戦いに夢中になるあまり、いつのまにか分断されてしまったようだ。

《王キング》であるエマと、その《騎士ジヤツク》であるラモラック卿との間には、霊的な繫がりラインがある。それを通して伝わってくる情報によれば、ラモラック卿が倒たおされたということはないようだが……それだけに事態は殊こと更さらに不可思議であった。

「ふふん……やぁっと、あの厄やつ介かいな《赤い盾ロスチヤイルド》が消えた……つまり、凜太朗が上手うまくやってくれたってわけね……まぁ、予想通りで、狙ねらい通りだわ！」

「なっ……一体、何をしたんですか……ッ!?」

「さぁて？　そんなことより、ねぇ、どんな気分？　格下だと思っていた相手に、一本取られて、こうして見下されるのは！」

「くっ！　くだらないことを……ッ！」

　エマが剣を杖つえ代わりに、勢いよく立ち上がる。

「何があったのかわかりませんが、今の一撃は、真神凜太朗のお陰かげでしょう!?　私が貴女あなたに負けたわけではありませんっ！」

「は？　何を言ってるわけ？　家臣の力は主君の力、王としての器うつわの差なんでしょ？」

「ぐ──ッ!?」

　意い趣しゆ返がえしとばかりに瑠奈にそう返されて、エマは歯嚙みするしかない。

「まぁ、とにかく……勝負は……これからよ……ッ!?」

　既すでに全身ボロ雑ぞう巾きんのような瑠奈が、ボロボロのまま剣を構え直す。

　その執しゆう念ねんじみた理解不能の気き迫はくに、エマは一いつ瞬しゆん気け圧おされ、後ずさる。

「……む、無む駄だですよ？　別に《赤い盾ロスチヤイルド》がなくとも、私は圧倒的に瑠奈先せん輩ぱいより強いんです。もう戦いの結果は変わりませんから」

「それは……どうかしらね……ッ!?」

　瑠奈が、半ば意識を朦もう朧ろうとさせながらも、不敵に言い放つ。

「……状じよう況きよう、わかっていますか？　それとも、それすら判断できないくらい、意識をやられてしまってますか？」

　そんなふらふらで死に体の瑠奈を見て、エマは落ち着きを取り戻し、もううんざりだとばかりに言い返した。

「貴女に与あたえた【教誨するエクス慈悲の鋼カリバー】は既に十撃。つまり、後、一撃で貴女には避さけ得ぬ確定死が訪おとずれます。もう勝負はとっくについてるんですよ？」

　見れば、瑠奈の全身くまなく合わせて十の紅点が幻まぼろしの炎ほのおを上げて燃え盛り、瑠奈をほとんど火ひ達だる磨ま状態にしていた。

「ここまで耐たえてみせたのは、流石さすがに賞賛に値あたいしますが……いい加減、諦あきらめたらどうですか？　そろそろ私へ許しを請こう言葉を考えたら──」

「うっさい、バカ！　何度だって言うわ！」

　瑠奈が剣をぶんっ！　と振って宣言した。

「私の方が、王として格上よッ！　それに、貴女が《赤い盾ロスチヤイルド》の加護を失った以上、もう戦士としても私の方が格上ッ！　最も早はや、貴女に勝ち目はないわッ！　貴女こそ、さっさと降参なさいッ！」

「……はぁ。もう、救いようがありませんね」

　エマは冷れい酷こくに目を細め、剣を構えた。

「もう、いいです。王の慈じ悲ひもここまでです。瑠奈先輩、貴女は死んでください。アーサー王の慈悲を受け入れず、最後まで抵てい抗こうして散った十一人目の王──ロットのように」

「──ッ!?」

　そして。

「真銘宣言ロイヤル・ロード──……」

　エマが最後の真銘宣言ロイヤル・ロードを放とうとした──その瞬間。

「たぁああああああああああああーーッ！」

　瑠奈が信じられない速度で、エマの懐ふところに飛び込んでいた。

　あの状態で、まだこんな素す早ばやい動きができるのか？

　瑠奈の驚きよう異い的なしぶとさに、流石のエマも内心舌を巻くしかないが──

「だから、無駄なんですってば──ッ！」

　軽かろやかに旋せん回かいする、エマの剣けん。

　身体からだに繰り返し繰り返し刻みつけた手練の返し技が、瑠奈の鋭するどい剣戟をからめとる。

　瑠奈の剣を横へ流し──同時に、エマはそのまま瑠奈の胸部へと深く鋭く斬きり込んだ。

　これで、終わった。

　──その筈はずだった。

　だが。

「ぁああああああああああああああああああああああああああーーッ！」

「え──ッ!?」

　なんと瑠奈はエマの刃はを喰くらいつつ──何を考えたのか、前へさらに踏ふみ込んだのだ。

　それゆえに、エマの返し技の打点がズレる。深手を負わせたが致ち命めい傷しようには至らず。

　がんっ！

　そのまま、瑠奈は血をまき散らしながら、猛もう烈れつな頭ず突つきをエマの頭部へと浴びせた。

「あぐっ!?」

　その一瞬、視界が明めい滅めつし、仰のけ反るエマがたまらず、跳とび下がって距きよ離りを取る。

　この戦いが始まって以来、エマが初めて自分の意思で後退した瞬間であった。

「へへっ……どうぉ？　ぜっ……ぜっ……《赤い盾ロスチヤイルド》さえなければ、こんなもんよ？」

　血ち反へ吐どを吐はきながら、苦痛に塗まみれたどや顔をする瑠奈。

「は……？　な、何を言って……？」

　痛む頭を押さえながら、エマはついに瑠奈の気が狂くるったかと思った。

　瑠奈はエマに一撃を入れたことを得意げに言うが……この一合でのエマの損傷ダメージは頭突き一発、逆に瑠奈の損傷ダメージは、決して浅くない刀傷だ。

　この一合の勝利者がどっちなのか、火を見るよりも明らかなのに──

「はっ……はっ……はぁっ……どうしたの？　ひょっとしてビビったぁ？　ごほっ！」

　だが、瑠奈の目は明らかに何よりも雄ゆう弁べんに語っている。

　私の勝ちだ、と。

「こ、この……ッ！」

　これほど絶望的な状況に追い詰つめられ、尚なお、折れず、屈くつさず、己おのれの勝利を信じて、勝ちに来ている瑠奈の姿に、エマは吐き気のするような不快感を覚えるしかない。

「いいですよ！　ならば、どれだけ貴女が保もつか、この手で確かめて上げますッ！」

　エマが真銘宣言ロイヤル・ロードを放とうと、再び剣を構え──

「ぁああああああああああああああああああああああああああああーーッ！」

　やはり、瑠奈はそんなエマの懐に飛び込む以外の選せん択たく肢しはなく──

「見えてます──ッ！」

　エマはそんな瑠奈の剣にあっさりと返し技を合わせるが。

「だらっしゃぁあああああああああああああああああああああああああああーーッ！」

　身を斬り裂さかれつつも、瑠奈は止まらない。

　再び、猛烈な頭突き攻こう撃げきが、エマの意識を白く揺ゆすった。

「あ、ぐぅううう!?　な、なんで!?　なんでぇ!?」

　たまらず、エマが距離を取ろうとするが──

「まだよっ！　まだまだまだまだぁあああああああーーッ！」

　そんなエマへ、瑠奈は容赦なく迫る、迫る、迫る──




　──凜太朗の進行した【魔人フオモール化】、フェリシアの【輝く栄光の鋼エクスカリバー】、ガウェイン卿きようの【太陽の加護】、不ふ意い討うちで取った深い負傷ダメージ、そして《赤い盾ロスチヤイルド》の封ふう殺さつ。

　これだけの、これだけの条件を揃そろえても──

「ぁああああああああああああああああああああああああああーーっ！」

　──ラモラック卿の力は、尚も圧あつ倒とう的であった。

　猛然と大剣を振ふり回し、四方八方から襲おそいかかってくる、凜太朗、フェリシア、ガウェイン卿、ケイ卿を、打ち倒し、吹き飛ばし、なぎ倒し、振り払はらう。

　フェリシアが、その場の全員にかけた妖よう精せい魔ま法ほう【豊ほう穣じようの春風】──その効果中、常に負傷が癒いえ続ける永続回復魔法がなければ、とっくに全ぜん滅めつだっただろう。

「私は最強！　最強の騎き士しなの！　こんな所で！　貴方あなた達のような群れることしかできない雑魚ざこ共にッ！　負けるわけにはいかないのよぉおおおおおおおーーッ！」

　だが──

「ぅおおおおおおーーッ！」

　戦い当初より、格段に速度と威い力りよくを増した凜太朗の双そう剣けんが。

「だぁああああああああああああーーッ！」

　それを補ほ佐さするように合わせるガウェイン卿の剣が。

「ご、ふ──ッ!?」

　ついに、決して浅くない損傷を、ラモラック卿に刻み始めていた。

「お、おのれ……ッ！　おのれぇえええええええええええええーーッ！」

　ラモラック卿も一対四という不利な状況を打開せんと、小回り重視で小さく反撃を返しては凜太朗達を切り刻んでいくが……フェリシアの【豊穣の春風】のせいで、生半可な損傷ダメージではすぐ癒えてしまい埒らちが明かない。

「しっつこいわぁ！　ゾンビか何かか、貴方達!?」

　ならば──一撃で命を刈かり取る。

　そう判断したラモラック卿が、長期戦で疲ひ労ろうの重なる凜太朗の一瞬の隙すきを突ついて、全身全ぜん霊れいの星気光オーラと力を込こめた必殺の一撃を振るった。

「死ね──ッ!?　凜太朗ォオオオオオオーーッ！」

（──やべ、ドジ踏んだか──ッ!?）

　その一瞬、凜太朗は己の死を覚かく悟ごするが──

「真神凜太朗ッ！」

　派手に上がる、血ち飛沫しぶき。

　なんと、ガウェイン卿が凜太朗とラモラック卿の間に割って入り、その即死の大剣の一撃を、己おのが愛剣ガラテインで受け止めていた。

　が、受け止めきれず、大剣は激しくガウェイン卿の鎧よろいを断たち割り、その肉を深く抉えぐる。

　ついに一人、脱だつ落らく──

　ラモラック卿のみならず、凜太朗を含ふくむその場の誰だれもがそう確信する。

　──しかし。

「なんでよ……ッ!?」

　ラモラック卿が、歯ぎしりしていた。

「ガウェイン卿……貴方、なんで死んでないのよ……ッ!?」

　剣で受けられ、多少、威力を殺されたが、ラモラック卿のその一撃は、それでも有う象ぞう無む象ぞうの命を容易に吹ふき飛ばして余りある、紛まごうことなき必殺だった。

　実際、今の凜太朗でも、同じことをやったら死んだに違ちがいない。

　なのに、ガウェイン卿は生きて二本の足で立ち、あまつさえ、身体で直接ラモラック卿の大剣を押さえ込んでいる。

「くっ……剣が……抜ぬけない……ッ!?　放せ……放せぇ……ッ！」

「生あい憎にく……僕は頑丈タフさと生命力だけには自信があってね……」

　ガウェイン卿が、口の端はしから血を零こぼしながら、してやったりと笑う。

「神族ダナンの系けい譜ふゆえかな？　全星気光オーラを防ぼう御ぎよに回せば、僕はそう簡単に死なないのさ」

　そう言えば、と凜太朗が思い出す。伝説時代のモードレッドの乱の時、ガウェインはランスロットとの最後の戦いで、数日に亘わたって死ぬ寸前まで一方的に、ランスロットにボコられ続けながらも、執しゆう念ねんで戦い続けた騎士であったことを。

　ガウェイン卿。剣や槍そう術じゆつでは最強クラスに一歩譲ゆずるが、頑がん健けんさなら円えん卓たく随ずい一いち。

　円卓を破は壊かいした一因であるガウェインは、マーリンである凜太朗にとって正直、腹立たしいことこの上ない存在だが……今、この状況とあっては頼たのもしかった。

「さぁ、今だ！　行け！　行くんだ、真神凜太朗ッ！」

「おうよぉおおおおおおおおおおおおおーーッ！」

　ガウェイン卿の叫さけびに応じ、凜太朗が瞬しゆん動どうする。

　左右の剣が旋せん風ぷうのように振るわれ、二つの孤月が虚こ空くうに交こう錯さくする。

「か──ッ!?　ぁ──」

　ぱっ！　と。その双月に挟はさまれ、ラモラック卿から上がる血飛沫。

　十字に深く刻んだ傷は致命傷寸前。重傷だ。

「げふ!?　こ、このぉおおおおおおおおーーッ！」

　ラモラック卿がガウェイン卿へ渾こん身しんの蹴けりを入れて、大剣を引き抜き、飛び下がる。

　凜太朗から距離を取る。

　そして、血ち塗まみれとなったラモラック卿が大剣を構えて──

　同じく血塗れの凜太朗が、そんなラモラック卿に向かって──全力で駆かける。

　限界は近い。

　というか、もう限界はとっくに振り切っている。

　次の一撃で決まらなければ、負けだ。

　そんな予感を猛烈に覚えながら、凜太朗が駆ける、駆ける、駆ける。

　最後の力を振り絞しぼって、最後の斬ざん撃げきを放つ──

「ラモラックぅううううううううううううううううううううーーッ！」

「真神凜太朗ぉおおおおおおおおおおおおおおおーーッ!?」

　凜太朗とラモラック卿が、最後の激げき突とつを目指し、互たがいに肉にく薄はくする──

　そして──




「なんでですか!?」

　ついに、エマは泣き喚わめき始めた。

「なんで……なんで、なんで、なんで、なんで、なんでッ!?　なんで、貴女あなたは倒たおれないんですかッ!?　諦あきらめないんですかぁああああああああああああああーーッ!?」

　もうエマには意味がわからなかった。

　エマの前に立つ瑠奈は、まるでボロ雑ぞう巾きんと呼ぶのもおこがましいボロ雑巾だ。

　十撃の【教誨するエクス慈悲の鋼カリバー】を既すでに喰くらい、エマの剣を無数に受け、血塗れのズタボロの死に体だ。というか、今にも死にそうだ。死んで欲しい。

　対するエマの損傷は、まだ十にも満たない頭突き攻撃だけ。

　どちらが勝っているかと問われたら、百人中百人がエマと答えるこの状じよう況きよう。

　なのに。

　だというのに。

「げほごほっ！　あらぁ？　もう終わりげほぐふ──ッ！」

　凄せい絶ぜつに笑う瑠奈。

　場を圧倒しているのは、支配しているのはエマではなく、瑠奈。

　間違いなく瑠奈であった──

「ぜぇー……ぜぇー……とはいえ、流石さすがに私も拙まずいわね……死ぬわ、コレ……」

　血ち反へ吐どを吐はきながら、瑠奈が言った。

「そ、そうですよ！　このままじゃ瑠奈先せん輩ぱいは死にます！　死ぬんです！　だから、早く負けを認めて私に降こう伏ふくを──」

「……却きやつ下かッ！」

　なんで!?

　エマはもう人目を憚はばからず泣き出したくなってきた。

「てなわけで……そろそろ満を持してご登場願いますかね……私の真銘宣言ロイヤル・ロードを」

　そして、瑠奈は不意にそんなことを言い始めた。

「これで……決めるわ……ッ！」

「あ……」

　途と端たん、エマの表情が恐きよう怖ふに歪ゆがんだ。

（そうか……そうでしたか！　真銘宣言ロイヤル・ロード！　そんな切り札があるから、こうも絶望せずにしぶとくいられたんですね……くっ！）

　継けい承しよう戦に参戦する《王キング》の切り札。エクスカリバーの真銘宣言ロイヤル・ロード。

　瑠奈のその開帳気配に、エマは全身に緊きん張ちようを漲みなぎらせる。

（で、でも……こんな絶望的な状況をひっくり返せる真銘宣言ロイヤル・ロードなんて……一体、どんな能力なんですか……ッ!?）

　たちまち、エマに戦況優位の余よ裕ゆうが失うせていく。

　高まる緊張感に、呼吸が荒あらくなっていく。

（いえ、大だい丈じよう夫ぶです。今まで温存していたということは、真銘宣言ロイヤル・ロードと共に何らかの必殺攻撃を放つ〝武ぶ威い発揮型〟、もしくは自分に何らかのブーストをかける〝玉体降臨型〟のはず……一番厄やつ介かいで防ぎようのない〝王威顕けん現げん型〟などではないはず……だったら、単純に剣けん技ぎで先の先や後の先を取れば、私の勝ちです……ッ！）

　素す早ばやくそう思考して──エマは覚悟を決め、剣を構える。

「さぁ、いいですよ！　いつでもかかってきてくださいっ！」

「ふうん？　そう……じゃあ、お言葉に甘えて──」

　瑠奈が──駆けた。

　この土ど壇たん場ばに及および、信じられない速度で、迷い無く一気にエマに向かってくる──

　そして、剣を担かつぐように振ふり上げながら──瑠奈が宣言する。

「真銘宣言ロイヤル・ロード──ッ！」

　瞬しゆん間かん、エマは内心ほくそ笑えんだ。

　この時点で、間合いを詰つめようと駆け寄ってくる。

　それはつまり──

（間違いなく、私と同じ〝武威発揮型〟ッ！　しかも相当、射程が短いタイプ！）

　つまり、剣の応じ技わざで充じゆう分ぶん対処可能。

　勝った──

　エマが勝利を確信し、瑠奈の動きに、瑠奈の剣に、全神経を集中させた──

　──その時だった。

　ぽいっ！

　エマの目と鼻の先で、なぜか瑠奈が、いきなり剣を横に捨てたのだ。

「…………へ？」

　そのあまりにも予想外過ぎる瑠奈の行動に、思わずエマの思考が真っ白になる。

（え？　なんで？　剣を捨てた!?　そんな型の真銘宣言ロイヤル・ロードありましたっけ!?　ま、まさか、あれが噂うわさの〝神意啓けい示じ型〟!?　い、いや、そんなはず──……）

　そして、それが。

　瑠奈の剣による攻こう撃げきのみに全神経を集中させていたエマに──ほんの一瞬の隙を作る。

　たかが、一瞬。

　されど、一瞬。

　その一瞬で、瑠奈は──

「真銘宣言ロイヤル・ロード──【とにかくエクス気合いでカリパンチバー】ぁあああああああああーーッ！」

　エマの懐ふところへ一気に飛び込み──素手で殴りかかっていた。

「は──え？　何それ……」

　慌あわてて、間合いを測り直し、迎げい撃げきに剣を振るうが──もう遅おそい。

　エマの剣が瑠奈を捉とらえる前に、瑠奈渾身の右ストレートが、エマの左ひだり頰ほおを直撃する。

　──そのまま、瑠奈は容よう赦しやなく拳こぶしを振り抜ぬく。

　そして、瑠奈の全走力、全体重、全膂りよ力りよくを乗せた、その一撃は。

　エマの脳を盛せい大だいに揺ゆらし、華きや奢しやな身体からだをあっさりと吹き飛ばしていた。

　そして、その瞬間──

「──ぁ──」

　エマの中で、何かが──折れた。

　エマの中で、今まで後生大事に守ってきた決定的な〝何か〟が、音を立てて壊こわれた。

　瑠奈に殴られた衝しよう撃げきで吹き飛ばされた身体を、浮ふ遊ゆう感かんが抱だきしめる中。

　霧きりがかかり、急速に白んでいく意識の中で。

　エマは己おのれの剣エクスカリバーに、ゆっくりとヒビが入っていくのを感じていた──

「なんで……私が……？　《赤い盾ロスチヤイルド》が……？　私が瑠奈先輩に……負けるはずなんて……なかったのに……？」

　そんな、意識と身体が宙を舞まうエマの自問の呟つぶやきに……

「決まってるでしょ？　家臣が違ちがうのよ」

　……瑠奈は、きっぱりと答えるのであった。
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「ぁああああああああああああああああああああああああああああああーーッ！」

「ぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおーーッ！」

　戦場に交錯した二つの裂れつ帛ぱくの気迫。

　交錯し、すれ違う、凜太朗とラモラック卿きよう。

　二人の剣は、互いに完全に振り抜かれている。

「…………」

「…………」

　その場に訪おとずれる、噓うそのような静せい寂じやく。時間が止まったような凪なぎ。

　先ほどまでの戦場の高こう揚ようや撃音は今や、遠く──まるで噓のよう。

　フェリシア、ガウェイン卿、ケイ卿が固かた唾ずを吞のんで見守る中で。

　凜太朗とラモラック卿は、剣を振り抜いた格好のまま、背中合わせで立ち尽つくすしかなくて──

　やがて、無限にも続くように思われた沈ちん黙もくと静寂の後に。

「……私達は……負けたの……？」

　エマと霊れい的てきに繫つながっているがゆえに、エマの状況の全すべてを悟さとったラモラック卿が、震ふるえる口を開き、天を縋すがるように仰あおいで、ぼそぼそと呟き始めた。

「......Eli主よ, Eli主よ, Lema Sabachthaniなぜ、我らをお見捨てになられたのです...?」

　まるでわからない、理解できない……そんなラモラック卿の神への問いかけに。

「決まってんだろ？　瑠奈とエマ。……格の差だよ。王の器うつわのな」

　凜太朗が振り返りもせず、短く切って捨てる。

「Jesusジーザス...!」

　最さい期ごに、吐き捨てるようにそう呟いて。

　ラモラック卿の姿は──光の粒りゆう子しとなって砕くだけていく。

　その受肉が溶とけ、マナの霧となって、静かに呆あつ気けなく消しよう滅めつしていく。




　そして──

　瑠奈の、凜太朗達の視界が、不意に真っ白に白熱する。

　真っ白に。

　何処どこまでも──真っ白に──

　世界が──変わる。虚きよ構こうの世界が──終わる──……








終章　愛あい憎ぞうの果てに









　──。

　ふと──エマは、目を覚ます。

「……気がついたか？」

　まず、重たい瞼まぶたをゆっくり開いたエマの視界に入ったのは、倒たおれるエマを抱き起こす凜りん太た朗ろうの顔。すでに【魔人フオモール化】を解いた姿で、エマの顔を覗のぞき込んでいる。

　そして、そんな凜太朗とエマを囲むように見下ろす、瑠る奈な、ケイ卿、フェリシア、ガウェイン卿の姿。

　夜空は深く暗く、辺りは寂さびしげな古い工事現場跡あと。

「……気分はどうだ？」

「……」

　問われて無言で、自分の状態を一つ一つ確かく認にんする。

　身体は痛くない。負傷は全て癒いやされている。だが、鉛なまりのように重たく力が入らない。

　そして、まるで魂たましいを千切られたかのような空くう虚きよな喪そう失しつ感かんが、エマの胸を支配していた。

　エマは胡う乱ろんな意識で視線を動かし、その手に握にぎっているエクスカリバーを見やる。

　その刀身は──ぽっきりと二つに折れてしまっていた。

「……そう、ですか……私……負けてしまったんですね……」

　全てを思い出したエマが、呆ほうけたように呟いた。

　エクスカリバーは、王の在り方を反映する剣だ。己おのが心を投とう影えいする鏡だ。

　もし、心から敗北を認めてしまえば──折れる。

　かつて、アーサー王が、ペリノア王の圧あつ倒とう的な力の前に屈くつした時のように。

「ぐすっ……わ、私……負け……負けて……ひっく……私の継承戦……終わって……しまいました……」

　両手で顔を押さえ、ぼろぼろと涙なみだを零こぼしながら、エマはそう呟いた。

　そんなエマへ、凜太朗が淡たん々たんと告げた。

「お前にかけられていた【心返しの呪のろい】は、解いておいた」

「……こ、【心返しの呪い】……？」

「お前、頭がヒットしてたろ。……その呪いが原因だよ」

　そう言えば、エマは頭が妙みようにすっきりしていることに気付く。

　今だからこそ、わかる。先刻までの自分の思考や感情、行動の異常さが。

「聞きたくないかも知れないが、聞け。お前に呪いをかけたやつは……恐おそらく」

「いえ、わかってます……わかってますから……」

　エマはこの島に来て以来、ずっと一いつ緒しよにラモラック卿といたのだ。

　もし、何者かが、自分に【心返しの呪い】をかけようとしたとして、ラモラック卿ほどの騎き士しの眼めを盗ぬすんでそれを為なそうなど、できようはずもない。

　ならば、話は簡単だ。エマに呪いをかけた相手はラモラック卿か……もしくは、ラモラック卿に与くみする第三者か。

　いずれにせよ、エマは裏切られたのだ。心底、信じていた《騎士ジヤツク》に。

「……ラモラック卿……」

　エマは、腰こしの円卓ラウンド・の欠片フラグメントをそっと握りしめる。今は割れてしまったそれを。

　ラモラック卿が何か、どうしようもない歪ゆがみを抱かかえているのは……薄うす々うすわかっていた。常人には理解できない望みや悩なやみを抱いだいていたのは……わかっていた。

　でも。それでも。

　エマの召しよう喚かんに唯ゆい一いつ応じてくれた《騎士ジヤツク》だったし……ラモラック卿のエマに対するあの忠誠が、あの優やさしさが、あの信しん頼らいが、偽いつわりだったとは思えない。思いたくもない。

「……どうして……？」

　その問いに答える相手は──もういない。

　割れてしまった円卓ラウンド・の欠片フラグメントを握りしめ、エマはさめざめと涙を流した。

「……どう……して……ぐすっ……うぅ……ひっく……ぅううっ……」

　そして、泣いた。

　凜太朗に抱き起こされた格好のまま、エマは人目もはばからず、泣き続けた。

　誰だれも、そんなエマに何一つ言葉をかけてやることなどできない。

　……やがて。一通り泣きはらして、感情をはき出して、落ち着いたのか。

「……もう……大だい丈じよう夫ぶです……」

　真っ赤に濡ぬれた目を擦こすりながら、エマが身を起こし、立ち上がった。

「私は……負けてしまいました。私の継けい承しよう戦は終わってしまいました。でも……きっと、これで良かったんだと思います」

　そう言って、エマは薄く微笑ほほえんだ。それは涙に濡れたものであったが、まるで何か憑つき物ものでも落ちたかのように、晴れやかでもあった。

「……私は……結局、王の器じゃなかったんです。……瑠奈先せん輩ぱいと戦って……それが良くわかりました。私は……弱かった」

　そして、エマは瑠奈を振ふり返って言った。

「申し訳ありません、瑠奈先輩……評判や上うわっ面つらだけで、貴女あなたに師し匠しようは相応ふさわしくない、なんて言ってしまって……流石さすがは師匠が選んだ人……貴女は凄すごい人でした……そして、師匠の目は正しかった」

「いや、別に……瑠奈に関しては、そんなつもりまったくなかったんだがな」

　横でそんな風に微び妙みような表情をする凜太朗へ、エマがくすりと微笑む。

「師匠……瑠奈先輩……これから、頑がん張ばってください。きっと、瑠奈先輩こそ、この継承戦を制する真なる王です。師匠、どうかそんな瑠奈先輩を支えてあげてください」

　そう言って、エマは踵きびすを返し、その場を去ろうとする。

「お前はこれからどうするつもりなんだ？」

　そんなエマの背中に、凜太朗が問いかけた。

「私……ですか？　……そう、ですね」

　ふと、足を止め、しばらく考え込むように空を見て……

「故郷に帰ろうと思います」

「！」

「こちらには転校してきたばかりですが……継承戦が終わった以上、ここにいる理由は最早ありません。学校を辞やめて、オルレアンの実家に帰ろうかと……」

　エマの実家。聖ジャンヌ修道会。アーサー王の血を引くというだけで、エマに過か酷こくな使命を押しつけ、洗脳と拷ごう問もんじみた教育を施ほどこした、人でなしどもの巣そう窟くつ。

「お前……それは……」

「ええ、わかってます。多分、故郷に帰ってもロクなことにならないと思います。アーサー王の血を守るため、無理矢理、誰かと結けつ婚こんさせられるのでしょうか？　それとも、もう用済みと捨てられるのでしょうか？　……それでも、すでに両親も身よりもない、天てん涯がい孤こ独どくな私が帰るべき場所は……あそこだけなんです……」

「──ッ!?」

「……さようなら、師匠……貴方あなたにもう一度会えて、本当に良かった……」

　最後に涙に濡れた精せい一いつ杯ぱいの笑みを凜太朗に手た向むけて。

　エマは去って行く。

　エマの寂しげで儚はかなげな背中を見送りながら、凜太朗は物思う。

（確かに、これでエマは望まぬ救世の王という過酷な宿命から解放された。俺がそうさせた。荒あら療りよう治じだったが、誰かがやらねばならないことだった。それは間ま違ちがいない。だが──エマはまだ、何も救われちゃいねえ）

　引き留めるべきだ。このままではあまりにも無責任だし、救いがない。

（だが、俺にその資格はねえ。エマの寄る辺の何もかもをブチ壊こわしてやった上に、現在進行形で大絶賛人生迷めい走そう中な俺にはな……）

　そう、凜太朗にその資格はない。尽つくせる言葉もない。

　どのような引き留めの言葉も上っ面ばかりで、エマにはきっと届かないだろう。

（だが──生あい憎にく、ここにはいるんだよなぁ？　……こういう場合の適任が）

　と、その時。凜太朗が密ひそかに口元を歪ませると。

　がしっ！

　去っていくエマの肩かたを、背後から鷲わし摑づかみする者がいた。

「はぁ？　……待ちなさいよ、エマ。逃にがすと思ってるの？」

　瑠奈であった。

「……へ？　あ、あの……瑠奈先輩？」

「〝私、負けました。皆みんな、私の分まで頑張ってください、さようなら〟……そんな爽さわやかな青春展開で済むと本気で思ってるのかなぁ～～？　エ　マ　ちゃあん？」

　もの凄く邪じや悪あくな顔で笑う瑠奈に、エマがたちまちしどろもどろになる。

「え？　あ、……そ、その……確かに、私は先輩達に色々とご迷めい惑わくをおかけして……その点は非常に申し訳ないと思っていますが……」

「ああん!?　謝って済むなら警察も戦後処理の軍事裁判もいらないのよ!?　さぁて、敗残の王たる貴女には、どう落とし前をつけてもらおうかしらぁ!?　んん～～ッ!?」

「ひ、ひぃ!?」

　瑠奈のヤクザじみた剣けん幕まくに、エマは涙目であった。

「そうねぇ？　ならこうしようかしらん？　実は私の家、なんかすっごく大きくて、家事の人手が足りないのよねぇ……かと言って、一いつ般ぱん人雇やとうわけにもいかないしぃ？　てなわけで、王命よ、エマ！　私は貴女に、我がログレス邸ていの侍じ女じよを命じるわ！」

「ぇっ!?　ぇえええええええええええーーッ!?」

　瑠奈の理り不ふ尽じんな命令に、エマが素すっ頓とん狂きような声を上げた。

「ど、どうして、私がそんなことを!?」

「は？　何言ってんの？　私は勝者、貴女は敗者！　敗者は勝者に絶対服従するのが世の道理！　貴女の生せい殺さつ与よ奪だつの権利は私にあるわけで、貴女に拒きよ否ひ権なんてないわ！　そして、寛かん大だいな王たる私は、不ふ埒らちな逆徒たる貴女を許す！　その代わり貴女を私の配下に加えてあげるわ！　どーせ、帰ってもやることないんでしょ!?　だったら、やること見つかるまで私の所で大人しくメイドやってなさい！　学校にも通うこと！　いいわね!?」

「そ、そんなぁああああああ～～ッ!?」

　そんな風に大おお騒さわぎする瑠奈とエマの姿を尻しり目めに。

（そうだ……それでいい。その理不尽で強ごう引いんな先導……今はそれでいい）

　凜太朗はにやりと笑って、背を向けるのであった。

「やれやれ……ひょっとして、狙ねらい通りというやつですの？」

　そんな凜太朗へ、腰に手をあてたフェリシアが呆あきれたようにぼやく。

「さあな？　まぁ、瑠奈だったら、こういう展開になるだろうという気はしてたがな」

「あのマーリンが、少女を救うために憎にくまれ役を買って出るなんてな……何か悪いものでも食べたのか？」

　ガウェイン卿きようも、何か奇き妙みような生物を見るような目で凜太朗を見ている。

「うっせ、ほっとけ。ああ、そんなことよりも……お前らに言っておきたいことがある」

　すると、凜太朗は鬱うつ陶とうしそうに頭をかき、ジロリとフェリシア達を流し見る。

「さっきのエマ陣じん営えいとの戦いなんだがな……」

　すると、フェリシアとガウェイン卿が、ぎくりと身構えた。

（わ、我が王よ。この流れは……）

（そうですわね……わたくし達の不ふ甲が斐いなさを散々、嫌いやみ言われる流れですわ）

　そんな凜太朗の様子に、ガウェイン卿とフェリシアが諦あきらめたように溜ため息いきを吐ついた。

　思い返せば、結局、ラモラック卿と直接渡わたり合えていたのは凜太朗だけだ。

　後の連中は、ほとんど肉盾たてと数合わせでしかなかったのだ。

　二人が、凜太朗の嫌みと𠮟しつ責せきを覚かく悟ごしていると……

「……ええと……その、なんだ……」

　意外にも。

「……フェリシア……その、お前がいて良かった……と、思う。ぶっちゃけ、お前の魔ま法ほうとエクスカリバーねぇと詰つんでたし……」

「……へ？」

「それにガウェイン……お前も……その、中々やるじゃねーか？」

「な」

「まさか、ラモラックの一いち撃げきをマトモに受けて、生きてられるやつがいるなんてな……腐くさっても円えん卓たくってとこか？　……ふん」

　凜太朗は、そんなことをぼそぼそと一方的に、言い捨てて。

「まぁ……まだ完かん璧ぺきにとはいかねーが、エマを救えたのは、お前らのおかげでもある。あんがとな。……言いたいことはそれだけだ」

　鼻を鳴らし、背を向けるのであった。

「…………」

「…………」

　しばらくの間、フェリシアとガウェイン卿は、目を点にして、そんな凜太朗の背中を見つめ……

「凜太朗が狂くるってしまいましたわぁあああああああああああああああーーッ!?」

「わ、我が主君よ!?　凜太朗はきっと、戦いのダメージで頭をやられたのです！」

「そ、そうですわねっ!?　そうに決まってますわ！　待っててくださいまし、凜太朗！　今、頭に回復の魔法を──」

　そんな風に叫わめきながら、二人で凜太朗を囲み──

「お前らなぁあああああああああああああああああああああ─ーっ!?」

　ビキビキと青筋を立てた凜太朗が、二人の顔をそれぞれ左右の掌てのひらで鷲わしづかみ──

「「ぎゃあああああああああああああああああああああーーッ!?」」

　そのまま、地面へねじ伏ふせ、叩たたき付けるのであった。

　そして、戦いの緊きん張ちようが切れたせいか、そんな風に馬ば鹿か騒さわぎする三人を前に。

（……凜太朗も、フェリシアも、ガウェイン卿も……この戦いにおいて、己おのれの立ち位置と果たすべき役割がある……それだけの〝力〟がある……だけど、私には……）

　ケイ卿は、そんな三人をどこか遠い目で眺ながめるしかなかった。

　そして、そんなケイ卿の密かな悩なやみなど露つゆ知しらず。

「──と、いうわけで！　可愛かわいいメイドゲット！　喜びなさい、凜太朗！」

　得意げに親指立てた瑠奈が、最も早はや、がっくりと諦めたような表情のエマの手を引いて、凜太朗の前へとやってくる。

「う、うぅ……ふつつか者ですが……しばらくお世話になります、師し匠しよう……」

「そうか、災難だったな。まぁ、いいんじゃね？　このまま実家に帰るよりマシだろ」

「そ、そうかもしれませんが……しかし、私のような者がお邪じや魔ましてしまって、よろしいんでしょうか……？」

「家主がいいって言ってんだろ？　だったら気にすんな」

　溜ため息いきを吐いて恐きよう縮しゆくするエマへ、凜太朗はおどけたように言った。

　そして、気付けば──

（これでいいんでしょ？　ったく、世話のやける家臣ね、凜太朗は）

　エマの後ろで、瑠奈がそう唇くちびるを動かして凜太朗を見つめ、にやりと笑っている。

「！」

　凜太朗は、そんな瑠奈の訳知り顔のどや顔を見て、目を瞬しばたたかせて、

（……やれやれ、敵かなわねえな、うちの王様にはよ）

　呆れ半分、苦笑いで肩を竦すくめるしかないのであった。

「ほら！　ん！　ん！」

　そして、真夏の太陽のような満面の笑えみを浮うかべる瑠奈が、右手を掲かかげ、あごをしゃくる。ハイタッチの構えだ。

「……はいはい」

　凜太朗も仕方なし、と言った感じで右手を上げて。

　二人が、どちらからともなく、歩み寄って──




　ぱぁんっ！




　すれ違ちがいざま、二人の頭上で手と手が明るく打ち鳴らされ、夜のしじまに木霊こだまする。

　アーサー王継けい承しよう戦は、未まだ始まったばかり。

　だが、この先、どんな困難があろうが乗り越こえられる──そんなことを予感させてくれる──そんなことを信じさせてくれる、耳に心地良く響ひびく通る音であった。




　そして、その後日──

　ログレス邸にて。

「ほら！　メイド！　ご主人様が帰ったわよ！」

　キャメロット国際学園の生徒会業務で、普ふ段だんより遅おそく帰宅した瑠奈が、正面玄げん関かん門を蹴けり開け、玄関広間エントランスホール内へとズカズカと進入してくる。

　そんな瑠奈の後ろには、溜息を吐いて頭を搔かいている凜太朗と、目を瞬かせて屋や敷しきの中を覗のぞき込んでいる冬ふゆ瀬せ那な雪ゆきの姿があった。

「今日は、生徒会の大切なお客様を連れてきたの！　ほら、さっさと応接間ドローイングルームに通して、お茶の準備をしてきなさい！」

「う、うぅ～、か、かしこまりました、ご主人様ぁ……」

　そんな瑠奈達を、メイド服姿のエマがどこか涙なみだ目めで出で迎むかえる。

「あ、あれ？　エマさんもここに住んでたんだ？　でも、どうしてメイド服……？」

「うぅ……何も聞かないでください、那雪先せん輩ぱい……」

　先の凜太朗争そう奪だつ合戦でエマと顔見知りになっていた那雪が小首を傾かしげ、エマは肩を落として、明言を避さけるのであった。

「あの……ところで瑠奈？　なぜ、私までメイドなんでしょうかね？」

　そして、エマの隣となり……同じくメイド服姿のケイ卿が、やはり涙目で訴うつたえかけてくる。

　だが、そんな哀かなしげなエマやケイ卿などまるで無視して、瑠奈は那雪へと振ふり返った。

「ふっ、那雪！　どう？　私の城は！　立派な物でしょう!?」

「う、うん……こんなに豪ごう華かなお屋敷に住んでいる上に、使用人さんまでいるなんて……瑠奈さん、凄すごいんだね。流石さすが、英国貴族……でも、なんでエマさんが……？」

「ふふん、そうでしょう？　ささ、入って入って！　ゆっくりしてって！　さっそく、皆みんなで、お茶会を始めましょう！」

「あの……瑠奈……？」

「もう言っても無む駄だです、ケイ卿……早くお客様にお茶の準備をしましょう……」

　どこか諦めたような表情のエマやケイ卿の傍かたわらを、瑠奈達は過よぎっていく。

　すると。

「あら？　瑠奈、帰ったんですの？」

「やぁ、おかえり、瑠奈」

　階段の踊おどり場ばに、フェリシアとガウェイン卿が現れる。

　フェリシアのゴシックドレス姿はいつも通りだが、ガウェイン卿はいつもの騎き士し装しよう束ぞくではなく、タンクトップにミリタリーズボンと非常にラフな格好であった。

「ただいま！　ああ、那雪、紹しよう介かいするわね！　あちら、北アイルランドの名門貴族フェルラルド家の令れい嬢じようフェリシア、と、その従者のガウェインよ」

「き、貴族とその従者……はっ、初めまして！　私、瑠奈さんの生徒会で、書記長をやってます、冬瀬那雪と申します！　お邪魔します！」

　肩かた書がきを聞いて恐縮する那雪。

「ふふ、こちらこそ初めまして、Ｍｓ．冬瀬」

　スカートの端はしをつまんで優ゆう雅がに一礼するフェリシア。

　そんなフェリシアの超ちよう然ぜんとした佇たたずまいに、那雪は、ほぅと憧あこがれるような息を吐はいた。

「フェリシア、今から皆でお茶会するんだけど、貴女あなたも参加するでしょ？」

「あら？　よろしいんですの？」

「もちろん！」

「そう。なら、わたくしもご一いつ緒しよさせていただきますわ。ガウェイン卿？」

「はっ！　もちろん、お供しますよ、我が主君」

　そう言って、フェリシア達も応接間ドローイングルームへと続くのであった。

「は、話には聞いていたけど……凜太朗君、なんだか凄い人達とシェアハウスすることになったんだね……？　まるで別世界の人達みたい……」

　その道中、那雪が声を潜ひそめ、隣を歩く凜太朗へ恐おそる恐る話しかける。

「んー、まぁー、その……なんだ……成り行きでなぁ……」

　言葉を濁にごすしかない凜太朗。

「つーか、この家、俺の金で買ったのに、なんで瑠奈が家長づらしてんだか……」

「え？　何？　凜太朗君、何か言った？」

「うんにゃ、なんでもねぇ」

　肩を竦め、凜太朗は那雪の追つい及きゆうを誤ご魔ま化かした。

「そう？　……それにしても……なんだか、賑にぎやかで楽しそうでいいね、ここ」

「そうかぁ？　うるっせぇだけだぞ？」

「私は下宿先のアパートで一人暮らしだから……逆にこんな賑やかさが羨うらやましいかな？」

「マジで？　だったら、お前もウチ来るか？　部屋なら腐るほど余ってるぜ？」

「あはは、……そうだね、ちょっと……考えちゃおうかな？」

　凜太朗の冗じよう談だんめかした提案に、那雪も悪戯いたずらっぽく笑いながら応じた。

　そして──

「ねぇ、凜太朗君」

　那雪が穏おだやかに、凜太朗へ問いかける。

「瑠奈さんがいて、皆がいて……今の生活はどう？　楽しい？」

「ん？」

　どこか意味深な那雪の問いに、凜太朗は首を傾げて。

「まぁ、退たい屈くつはしねえよ」

　そう、ぶっきら棒に応じる。

　だが、その横顔から察するに、満まん更ざらでもなさそうで……

「……ふふ、ならよかった」

　那雪はそんな凜太朗を見つめ、ただ穏やかに笑うのであった。




　凜太朗、瑠奈、ケイ卿きよう、フェリシア、ガウェイン卿、エマ、そして──ゲストである冬瀬那雪。

　その日のお茶会は、とても和なごやかで楽しい一時だったという──








あとがき









　こんにちは、羊ひつじ太た郎ろうです。

　今回、『ラストラウンド・アーサーズ』第二巻、刊行の運びとなりました。

　編集者並びに出版関係者の方々、そしてこの作品を手に取ってくださった読者の皆みな様さま方に無限の感謝を。どうもありがとうございます！

　さて、アーサー王物語で、アーサー王＆マーリン以外に有名な登場人物と言えば、ランスロット卿きよう、ガウェイン卿、トリスタン卿などですが、トマス・マロリーの『アーサー王物語』では、他にも魅み力りよく的な登場人物がわんさか登場します。

　今回のラスラウ第二巻でスポットが当たるのは、僕がこのトマス・マロリーの『アーサー王物語』で、もっとも好きな円えん卓たくの騎き士し、ラモラック＝ド＝ゲール卿です。

　このラモラック卿は本当に尖とがった人物で、プライドの塊かたまりで傲ごう岸がん不ふ遜そん。だけど、その武勇はランスロット卿、トリスタン卿と並ぶ円卓最強の一角です（ちなみにマロリー版だと、ガウェイン卿は中ちゆう堅けんクラスで、いまいちパッとしない強さなんですよね。午前中補正で力が三倍になっても、ガウェイン卿に勝てる騎士って、ごろごろいますし）。

　ラモラック卿のそのプライドの高さは折り紙付きで、とある試合でラモラック卿が何十連戦もした後、トリスタン卿と試合をすることになった時、トリスタン卿に「疲つかれ果てている貴方あなたと戦うのは騎き士し道どうに反します。後日、改めて試合しましょう」と紳しん士し的に気を遣つかわれたら、「はー？　この私が、この程度の疲れで戦う価値がなくなっちゃう相手だとでも言いたいの？　ざけんなコラ」と、滅め茶ちや苦く茶ちや激げき怒どしちゃうほどです。ですが、そのプライドの高さに釣つり合あう、騎士としての圧あつ倒とう的な格が、ラモラック卿にはあるのです。

　そして、ラモラック卿はとにかく強い。もうやけくそに強い。原作中、敗北描びよう写しやがほとんどありません。ガウェイン卿、パロミデス卿などの有力騎士を次々と破り、とある試合では５００人の騎士を打ち負かし、ランスロット卿に並ぶ無む双そうキャラであるトリスタン卿とも互ご角かく、馬上に限定すれば、トリスタン卿に勝利したことすらあるのです。

　でも、現代に広く流る布ふしている『アーサー王物語』では、その最強の一角の座は、なぜかガウェイン卿に奪うばわれ、ラモラック卿を知る人はほとんどいないのではないでしょうか？

　その原因は、ガウェイン卿がラモラック卿へやらかした〝ある事〟のせいで、ラモラック卿を登場させると、ガウェイン卿が小物にならざるを得ないせいではないかと。

　モデルはケルトの大英雄クー・フーリンだという説もある人気キャラ・ガウェイン卿。そんな彼をプッシュするには、ラモラック卿の存在は消さざるを得ないというわけです。

　だが、このラスラウでは関係ねえ！　元々尖っていたラモラック卿を、羊の超ちよう解かい釈しやくでさらに異次元の方向に尖らせ、この第二巻で堂々と登場させてみました！　何か激しく間ま違ちがっているような気がしないでもないけど、後こう悔かいはありません！　（ちなみに、イングランド人であるはずのラモラック卿が、ラテン語使うのはアレです。我々日本人も格好付ける時、英語で台詞せりふを言ったりしますよね？　アレです）

　このような感じで、羊の『アーサー王物語』を、これからもガンガン展開していければいいなと思っています。そして、イラスト担当のはいむらさん、今回も素晴らしいイラストを本当にどうもありがとうございました！　おかげで羊の『アーサー王物語』が、次々と魅力的に映像化され、感謝が尽つきません。

　さて、ここで一つ宣伝です。この度、この『ラストラウンド・アーサーズ』が、ヤングエースでコミック化されることが決まりました！　ラスラウの世界がどんな風に絵になるのか、作者の私といたしましても、とても楽しみです。

　これからも、暖かい目でこの作品を見守っていただけると、作者冥みよう利りに尽きます。

　どうかよろしくお願いします。


羊太郎
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